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巻頭図版1

1. 製塩炉（西から）

2. 39·40C 区弥生時代後期末水田• 水路（北西から）



巻頭図版2

1 . 18・19 C・D区溝35(北から）
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2. 同上遺構出土遺物



巻頭図版3

1. 16----19C・D区中世遺構全景（北西から）

2. 土塙墓3 (南から）・出土湖州鏡



巻頭図版4

1. 全調査区出土玉類

2. 土環89一括出土石器



序

旭川放水路（百間川）の築造は、寛文 9年 (1669年）岡山藩士津田永忠によって手がけられ、その

後いく度かの改修を加えられ現在に至っています。

昭和49年度から着手した抜本的な改修では、沿川住民の方々をはじめとする関係者のご協力のもと

で、現在までに百間川本川の堤防は最下流端部を除きほぼ既成し、治水機能の向上がはかられ、河川

内道路の橋梁架け替えも今年度の中島•竹田橋の開通により全て完了いたしました。

また、改修事業により新たに生み出された河川敷は、スポーツ・レクリエーション・自然観察の場

として岡山市民の憩いの場を創出し、多くの方々に利用されています。

百間川の遺跡調査は改修工事に先立ち、工事の影響する部分について記録保存するため、岡山県教

育委員会に委託し実施しているところです。

百間川遺跡群は、通称大曲がりと呼ばれている岡山市米田の百間川中流部（江戸期以前の海岸線）

より、岡山市原尾島にある国道 2号百間川橋梁の上流まで広い範囲に点在しており、その規模は発掘

調査の進捗に伴い、昭和51年度の確認調査時点での予想を上回る大規模なものとなっております。

また、今年度も稀にみる大規模な貝塚が発掘されるなど、調査開始以来19年を経てなお新たな発見

が続いています。

本書は、百間川遺跡群のなかで最上流部に位置している百間川原尾島遺跡について、平成 2年度ま

でに実施した調在の最終報告にあたるもので、過去に発刊された 4分冊を含めた全体を通じてのまと

めも収録したものであり、学術および文化の振輿に大きく寄与することを願うものです。

最後に、発掘調在並びに本書の編集にあたられた岡山県教育委員会を始めとする関係各位に対し、

河川改修に対する御理解と御協力をいただき心より感謝申し上げます。

平成 8年 3月

建設省岡山河川工事事務所

所長佐合純造



序

岡山平野のほぼ中央部を南北に貫流する旭川は、その下流域に沖積平野を形成し、肥沃な穀倉地帯

を生みました。そして、平野の各所と周囲の各丘陵部には、この地域の歴史を物語る遺跡が数多く残

されています。この旭川の東岸から分岐し、操山の北裾から東端をめぐり南下して児島湾に注ぐ百間

川が、江戸時代に岡山城下を洪水から守るために造られた人口の河川であることは、広く知られてい

るところです。

この旭川放水路（百間川）の本格的な改修工事が、建設省によって昭和50年から着工されることに

なり、岡山県教育委員会は河川敷内に所在する遺跡の取り扱いについて建設省岡山河川工事事務所と

協議を重ね、やむをえず破壊される部分については記録による保存処置をとることになりました。

発掘調査は、昭和51年度の確認調査に引き続いて昭和52年度から本調脊に着手し、本年で19年目を

迎えています。この間、 3km以上もの広がりをもつ弥生時代後期の水田跡をはじめ、縄文時代後期か

ら中世にいたる集落の一端が明らかになるとともに、それらの各時代に伴う貴重な遺物も多く発見さ

れ、全国的にも注目される複合遺跡として知られるようになってきました。

これらの発掘調在の成果については順次報告書にまとめ、刊行・公開しているところですが、本書

は百間川遺跡群の報告書としては11冊目、百間川原尾島遺跡では 5冊目に当たります。本書に収録し

た調査区では、縄文時代後期の集落や弥生時代後期の製塩炉などの遺構、それに奈良～平安時代の祭

祀に伴う人形・斎串や鎌倉時代の土壊墓に伴う青磁椀・皿•湖州鏡などの遺物が発見されており、そ

れぞれ県下でも例が少ない遣構・遺物として特に注目されます。そして、本書は百間川原尾島遺跡全

体の当面の区切りにも当たることから、 5分冊全体を通じてのまとめも収録しました。

この報告書が、文化財の保護・保存、さらに今後の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査の実施および報告書の作成に当たっては、旭川放水路（百間川）改

修工事に伴う埋蔵文化財保護対策委員の先生方から種々の御教示と御指導を得、また建設省岡山河川

工事事務所をはじめ関係各位から多大な協力をいただきました。記して厚くお礼申し上げます。

平成 8年 3月

岡山県教育委員会

教育長森崎岩之助



例日

1 . 本報告書は、旭川放水路（百間川）改修工事に伴い、建設省中国地方建設局の委託を受け、岡山

県教育委員会が1983(昭和58)年度から1988(昭和63)年度に発掘調査を実施した、百間）II原尾島

遺跡の発掘調査報告書である。

2. 本報告書は百間川原尾島遺跡の報告書としては 5冊目にあたり、報告書名の「百間川原尾島遺

跡」は、岡山市原尾島に所在する原尾島遺跡のうち、百間川の河川敷にかかる範囲をさす。

3. 発掘調査は1984年10月以前を岡山県教育庁文化課が、 1984年11月以降を岡山県古代吉備文化財セ

ンターが担当し、本報告書掲載の発掘調査の地区・担当者・期間は、本文表 1に示す通りである。

4. 発掘調査および報告書の作成にあたっては、旭川放水路（百間川）改修工事に伴う埋蔵文化財保

護対策委員会を設け、下記の方々に委員を委嘱した。対策委員各位からは、終始有益なご指導とご

助言をいただいた。記して深く感謝の意を表す次第である。

池葉須藤樹（元岡山市立犬島中学校校長）

鎌木義昌（岡山理科大学教授）〈1993年 2月まで〉

近藤義郎（岡山大学名誉教授）

角田 茂（元岡山市立岡輝中学校教諭）

出宮徳尚（岡山市教育委員会文化課）

水内昌康（岡山県文化財保護審議会委員）

山本悦世（岡山大学埋蔵文化財研究センター助手）〈1993年 4月から〉

5 . 本報告書の作成は、 1994年度に岡山県古代吉備文化財センター柳瀬昭彦・高田恭一郎が担当して

行い、遺物の実測・トレース・写真撮影などについては文中に明記した方々の協力を得た。

6. 本文の執筆は、調査を担当した井上 弘•柳瀬昭彦• 岡本寛久•平井泰男•高田恭一郎が分担し

文責は各項目あるいは遺構ごとの文末に示した。また、本書の編集は柳瀬昭彦が担当した。

7. 本報告書に関係する遺物のうち、一部について鑑定• 同定あるいは分析を下記の諸氏ならびに機

関に依頼し、有益な教示を得るとともに、そのうちのいくつかについて報文をいただいた。記して

厚く御礼申し上げる。

土器の胎士分析 白石 純（岡山理科大学自然科学研究所）

ガラス小玉およびガラス滓 苅谷道郎（株式会社ニコン・相模原製作所）

管玉の産地分析 藁科哲男・東村武信（京都大学原子炉実験所）

木製品樹種同定・種実同定 パリノ・サーヴェイ

赤色顔料の蛍光X線分析 魚島純一（徳島県立博物館）

獣骨鑑定 松井章（奈良国立文化財研究所）

墨書鑑定 狩野久（岡山大学文学部）

人骨鑑定 川中健二（岡山理科大学理学部）

8. 出±遺物ならびに図面・写真類は、岡山県古代吉備文化財センター（岡山市西花尻1325-3)に

保管している。



凡例

I . 百間）II原尾島遺跡は小字名で調査区を分け、本報告書の第3章では基本的に調杏区ごとに時代の

古い順に遺構を取り上げ、説明を加えてある。また、調査区とは別に20m方眼を組み、上流（北

西）から下流（南西）へのびる軸線にA・B・C・…••のアルファベットを、それに直交する軸線に

は 1・2・3・・…•の算用数字を付し、最小グリッドの表現方法として、軸交点に区を付けた例えば

lOC区は、その南側（右下）の桝目の範囲を示す。

2. 本報告書の遺構全体図および各遺構図の北方位は甚本的に磁北であり、遺跡付近の磁北は西偏

6°30'を測る。

3. 本報告書に使用した高度は、すべて海抜高度である。

4. 士層断面図等の土色は、『新版標準士色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修•財団法人

日本色彩研究所色票監修）によるものもあるが、各調査者の記述に従った。

5. 本報告書の遺構ならびに遺物実測図の縮尺率は下記のとおり統一しているが、例外については縮

尺率を図示または明記している。

遺構

竪穴住居・建物 1 /80、井戸・土城・土城墓・濶断面 1 /30、遺構配置図 I /300 

遺物

土器 1/4、石器および石製品・金属器および金属製品・土製品 1/2、木器および木製品

1/3、玉類 1/1 

6. 遺構配置図に示す遺構名は、原則として下記に示すように略称を用いた。

竪穴住居：住、建物：建、井戸：井、土猿：士、焼士面：焼

7. 士器実測図のうち、中軸線の左右に白抜きのあるものは、小破片のため口径の推定が困難なもの

である。

8. 遺物番号のうち、士器以外のものについてはその材質を示すため、下記に示すように頭に略号を

付した。なお、遺物番号は各種類ごとに通し番号を用いた。

石器および石製品： S、金属器および金属製品： M、木器および木製品： W、玉類： J 

9. 本報告書に掲載した地図のうち、第 2図は国士地理院の I/2500地形図の和気•西大寺•岡山北

部・岡山南部を複製・縮小し、加筆したものである。

10・ 本報告書で使用した弥生時代から古墳時代前半期の時期区分は、「百間川原尾島遺跡 l」『岡山県

埋蔵文化財発掘調査報告』 39において採用した、次頁に示す土器編年に基づいている。なお文中で

は、百間川前期皿は百• 前.III、百間JII後期 Ilは百・後. n 、百間川古墳時代 I は百• 古.Iなど

のように略称を用いた。



編年対比表

時｀代
百間川 雄 町（註1) 上東・川入（註2)

津 島 百間川前期 I
-即~,L, 

~- & - --- - - - - - .. - - - - - - .... - - .. - .. - - - - .. - --.. 

百間）II前期 II 雄 町 1 

門 田 雄 町 2 

弥 期 百間川前期皿

船 山 3 

-~~-----三一------------------. -----

古回 田

南 方 百間川中期 I

雄 町 3 

中 --------------・----------—上—--—~---

船 山 5 

生
菰 池 百間川中期 II 菰 池

雄 町 4 

----------------------------------~ 

即‘’・ 山 東

期 .月,、,lj. 山 II 

百間）II中期皿 雄 町 5 

時 -一-----------------冒冒ー―---~-------

仁 伍 雄 町 6 上東・鬼川市 0

------------~~ 一―--~-----& - - & - - - - - - -

雄 町 7 

後
百問川後期 I 上東• 鬼川市 I

雄 町 8 

上 東

雄 町 ， 
代 百間川後期 II 上東•鬼川市 11

雄 町 10 

. ---------------------------------

期
グランド上層 百間川後期 III 十 上東• 鬼川市 m

--―-------------------------------

雄 町 11 
才 の 町 I 

酒 津 百間川後期 N
才 の 町 II 

---------------------ー―-----・・一三―-- 雄 町 12 

古 月ヽヽIJ・ 百間川古墳時代 I 下 田 所

墳
雄 町 13 

亀 }fl 上 層
玉 泊 ノヽ‘• 層 百間川古墳時代 II -----------------~-~---~----------

時 雄 町 14 

代 期 百問川古墳時代皿 雄 町 15 川入・大渦上層

註 1 正岡睦夫他「雄町遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 1 岡山県教育委員会 1972年

註 2 柳瀬昭彦他「JII入・上東」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 16 岡山県教育委員会 1977年

..,..,...--
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3. 土器溜り 3南東半（北西から）

図版34-1.竪穴住居21(南東から）

2. 竪穴住居22(北東から）

3. 竪穴住居23(東から）

図版35-1.士猥64(南から）

2. 土猿62(南東から）

3. 土漿65(南から）

4. 士壊69(東から）

図版36-1.士猥73(西から）

2. 土漿74(西から）

3. 土城75(東から）

4. 土漿76・78・79(東から）

図版37-1.士猥80(西から）

2. 土城84・85(南西から）

3. 土猿89(南西から） ・同石器出士

状況（北から） ・同作業状況

図版38-1.土壊98(南西から）

2. 土壊99(南から）

3. 士猥100(北から）

4. 土猿103(北西から）



図版39-1.焼士面 1 (南西から）

2. 焼土面 2 (北西から）

3. 根J52・53(東から）

図版40-1.井戸12(西から）

2. 土猥107(南西から）

3. 製塩炉（西から）

図版41-1.溝57,,..,_,62(西から）

2. 水田 2 北半• 同南端（南西から）

3. 水路 4. 水田 3 (北から）

図版42-1.土器溜り 4 (西から）

2. 竪穴住居24(北東から）

3. 井戸13(南東から）

4. 井戸14(北から）

5. 洞63,....__,66(南東から）

6. 士器溜り 5 (南西から）

図版43 旧河道出土遺物(1)

図版44 旧河道出土遺物(2)

図版45 旧河道、竪穴住居 1,.._,, 6 出士遺物

図版46 井戸 1・2 出土遺物

図版47 井戸 3 出士遺物

図版48 井戸 4・6 出土遺物

図版49 士城 5,.....,,9・14出士遺物

図版50 土城16出土遺物

図版51 士猥17・18・20,,..._, 22出土遺物

図版52 土城24,...,_,28出土遺物

図版53 士猥29出士遺物

図版54 土城33• 38・42・44出士遺物

図版55 土披45・49・53・58、溝14・17、

水田層、水路 3 出土遺物

図版56 水路 1,,...,_, 3、竪穴住居12"'-'14・16、土

城59出土遺物

図版57 井戸 7,,..__,9 出土遺物

図版58 溝29出土遺物

図版59 溝35出士遺物

図版60 土城墓 1・3・4、溝39出土遺物

図版61 士器溜り 3、土城65・66・69・73・74 

出土遺物

図版62 士猥81・89・94・95・100,.,__,105 出土

遺物

図版63 溝52出士遣物

図版64 涸52、井戸12出土遺物

図版65-1.製塩炉、土城107、構60・ 井戸13

出土遺物

2. 旧河道出土石製品

図版66 旧河道、土城 2 出土石製品

図版67-1.竪穴住居 2 出土石製品

2. 38""-'40区士城出士石製品

図版68 士壊75·77·89、酒52• 62出土石製

品

図版69木製品（弥生時代～古墳時代）

図版70 木製品（奈良時代～中世）

図版71 金属製品

図版72 刻骨・士製品
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第 l章地理的・歴史的環境

百間川は、江戸時代初め頃の寛文 9年 (1669年）から貞亨 4年 (1687年）にかけて造られた、旭川

の放水路である。岡山城は旭川の一部を堀に見たてて築城されており、また城下町がその周辺に広

がっているところから、水害には弱い面を持っていた。そのため旭川の水址調節が必要となり、 卜流

部から増水時に分岐して放水できる水路、つまりバイパスを造ったわけである。この事業は、岡山藩

主池田光政の命を受けた洋田永忠が、熊沢蕃山の治水論「川除けの法」を取り人れて上事の指導 ・指

揮にあたり、城下の東側に広がる操山丘陵の北麓を右岸側の堤防に見立ててその裾部を束流させ、丘

陵の東端を回って南流させて海に注がせる、流程約 8"-'9km(現在では約13km)にわたる間の一大河

川改修事業であった。

この百問川の上 ・中流部は、中国山地に栢を発し吉備高原を深く削って流下する旭川が、高原の端

部でどっと吐き出される士砂の沖積によって形成された、広義の岡山平野の南東部に位置し、旭川束

岸の平野（以下旭東平野と呼ぶ）の南端にあたる。旭東平野は北に竜のい山丘陵、南に操山丘駿、さ

らに東を芥 f山および山王山丘陵によって区両された、比較的まとまりのある水田地帯を形成してい

る。しかし、この平野の微地形を、市街化の進む以前の大正年間発行の地図によって詳細に観察する

と、旭川が平野に全る入口、つまり岡山市中原付近から、南南東方向へ祇園 • 新屋敷・情水 • 藤原、

南東に振って赤田 ・ 兼基•神下• 長利にかけてと、 祇園から附東方向へ賞田 • 国府市場・ 雄町 ・乙多

見• 長岡• 長利にかけてのユレートに、条里区画の及ばない水田• 水路地形の乱れが看取される。こ

れは、旭川の一部がこの平野の形成過程において、大きくニルートの河道として存在していたものと

思われ、その後200"-'300m幅の範囲で蛇行を繰 り返し、上砂の堆積作用と相侯って：：：：角州の形成や周

辺の沖積化を促し、やがて河道自体も埋没してわずかに中小の蛇行する用排水路に姿をとどめて現在

に予っている。また、旭東平野の北東部にあたる四御神と市場出村の間の周辺は、旭川の堆栢作用が

及ばないため、広範囲にわたってバックマッシュ（後背湿地）であった11J能性が強い。

この旭東平野を中心とし、それを屯む丘陵をも含め

て、先士器時代の足跡はほとんど知られていない。唯

ー、操山丘陵の旗振台古墳北部遺跡（註 1)でナイフ形

石器、サヌカイトの剣片が少最表採されているに過ぎな

し、

縄文時代の遺構 ・遺物は、今のところ平野部のみ認め

られている。発見の発端になったのは、 1959年に国道 2

号線百問川橋の橋脚部の上事に伴って出土した土器が、

近藤義郎氏によって縄文晩期であることが確認されたこ

とに始まる。その後、山賜新幹線建設工事に伴い凋査さ

れた雄町遺跡（註 2)でも晩期土器の出士を得て、沖積

平野への縄文人の進出が t--分予測されるに至った。

百間川改修工事に伴う発掘調在が開始された1977年以
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第 1章地理的・歴史的環境

降、百間川原尾島遺跡や同沢田遺跡の微高地上あるいは端部、旧河道からも縄文土器の出土が相つい

だ。そのうち、現在までに最も古い時期を示しているのは百間川沢田遺跡の旧河道から出士した中期

の士器片（註 3)である。これらは摩減が激しいため、上流域あるいは丘陵部からの流入の可能性が

あるが、少なくとも旭東平野周辺を大きく外れて存在していたとは考えられず、当遣跡周辺の沖禎化

の進行に伴う微高地の核の形成が、以外と早かった可能性も捨てきれない。いっぽう、中期までは遡

れないものの、百間川沢田遺跡の微高地縁辺部から、比較的大形で摩滅の少ない後期末の突帯文土器

片（註 3)が出土したことにより、後期末段階での居住は推測されていた。そして、その後百間川原

尾島遺跡の傲高地上（弥生前期の基盤層下約50cm)から、後期後半の条痕文土器片の散布と火どころ

が見つかり（本報告書に掲載）、さらに操山丘陵の裾部から微高地上にかけての百問川沢田遺跡で、ほ

ぼ同時期の多星の土器片の散布とともに火どころやドングリ貯蔵穴なども発見される（註 4) など、

沖積地の一部が少なくとも縄文後期には、キャンプ地あるいは定住地に近い形で利用されていたこと

が明らかになってきている。

縄文時代晩期の遺物は、雄町遺跡をはじめ百問川遺跡群のすべてから見つかっており、地形からそ

の存在が予測される三角州状の微高地のほとんどは、生活の場であったと推察される。しかし、出士

遺物が確実に遺構に伴って出土した例が少なく、すでに水稲農耕を行っていたことを想起させる太形

蛤刃石斧や打製石鍬さらに石包T形石器（註 4)などの、遺物として良好な資料もあるが、遺構配置

等から導かれるところの具体的な集落のあり方は、今一つ不明である。ただ、 1993年度の沢田遺跡の

調査で、弥生前期の基盤層下の微高地上の撓み（幅 7,-.,,_,8 ID、長さ20mの範囲）に、厚さ10cm程の縄

文晩期士器包含層が認められており、畦畔は確認されていないが晩期水田の可能性もある（註 5)。

弥生時代前期の遺跡は、縄文時代晩期から続いて同様の遺跡に認められているが、前期前葉の時期

がいずれも欠けている。遺構の残存状況は比較的良好で、とくに百間川沢田遣跡で見つかった環濠は

およそ90X100mの規模で、内側に竪穴住居が 4軒、円形周溝遺構 2碁等で集落が構成されており（註

4)、前期の段階でこの地にも防禦施設の必要な緊張関係が顕在していたとみられる。そのほか、環濠

とは旧河道を挟んで隣の微高地上の撓みには、前期後半とみられる小区画水田が 2面（註 4)、百間川

原尾島遺跡でも同様の水田が 1面（註 6)検出され、立地・規模・形態などの初期水田のあり方に新

知見を得ている。

弥生時代中期の遺跡は、前出の遺跡のほか赤田遺跡（註 7)、乙多見遺跡（註 8)などがある。調査

された面積にもよるが、そのうち百間川兼基• 今谷遺跡が遺構・遺物の量・質ともに他を圧倒してお

り、この時期の母村的位置を占める（註 9)。とくに、 20数棟にものぽる掘立柱建物群は、規模・配置

等からしても、洋に倉庫群というより住居群の性格が強いと考えられ、最近西日本各地でも類例が増

加しつつある。ただ、周辺から多最のガラス溶滓が出土していることから、ガラスそのものあるいは

溶滓を副産物で排出するようなモノを製造した工房址の可能性も捨てきれない。関連するかどうかわ

からないが、この遺跡を北に望む操山丘陵の谷部から 3口の銅鐸が出土していて（註10)、注日され

る。そのほか、この時期の水田は百間川沢田遺跡から同原尾島遺跡にかけての、微高地の端部あるい

は低位部にかけて比較的狭い範囲に認められ、小区画ながら細長く部分的に五角形が混じる形態を示

す（註 4・11)。さらに、微高地上には用水路や一部に井堰も検出されていて、溜漑技術も完成されて

いたとみられる。

弥生時代後期になると、旭東平野に散在する三角州状の微高地の核は安定し、微高地を分断してい
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第 1章地理的・歴史的環境

た大小の河道や低位部も堆積作用によってある程度埋没し、その条件下で中期とは比較にならないほ

ど、集落の大規模化や飛躍的な水田の拡大化が認められる。本報告書にも掲載した百間川原尾島遺跡

の微高地は、とくに遣構密度が高く後期を通じての母村的集落である。そしてその周辺は言うに及ば

ず、約 3kmも離れた今谷遺跡の東端までの微高地間に、ほとんど隙間なく展開する水田は、各微高地

の縁辺部に沿って掘削された瀧漑水路と有機的に結ばれ機能している。その様は、確かに自然環境に

恵まれた地勢にもよるが、経済的自立を背景として社会的にも技術的にも成長が急激に進んだ結果だ

と思われ、後期段階での共同体内部の成熟度をうかがわせる。しかしながら、後期末には旭川の両岸

を含む広範囲にわたって大洪水に見舞われ、水田のほぼ全域が洪水砂で埋没しただけに留まらず、微

高地上にも及び、生産基盤を失っただけでなく集落構成の上でも壊減的な打撃を被ったことは、想像

に難くない。そして、埋没した水田はその後は改修されず、少なくとも百間川遺跡群の調査のおよぶ

部分では古墳時代を通じて水田化された形跡はない。ちなみに、洪水砂の上面に形成された包含層あ

るいは土器溜り出土の土器型式は百・古.Iの時期を示し、あたかも洪水から立直った時にはもう古

墳時代が始まっていた感さえある。

古墳時代の集落遺跡は、今のところ丘陵部には認められておらず、弥生時代までの微高地にほぼ継

続されて分布するようであるが、この時代を通じて弥生後期との比較においてはかなり希薄である。

平野を取り巻く丘陵上には、第 2図のように多くの古墳が存在する。古墳は竜の口丘陵に約90基、山

王山丘陵に約20基、操山丘陵に約120基を数え、その多くは後期の小円墳であるが、前半期の円墳も約

30基ほど含まれる。

最古級の出現期の古墳として、備前車塚古墳（註12)・ 宍甘山王山古墳（註13)・ 操山109号墳（註

14)などの中規模前方後円（方）墳がそれぞれの丘陵に存在し、とくに操山丘陵ではそののち、網浜

茶日山古墳（註14)…袈茶臼山古墳（註15)... 金蔵山古墳（註16) と続く首長墳の系譜がたどれる。

これらの首長墳は、当時では南に海を望む尾根上に立地しており、海浜集団との関係も無視できな

い。金蔵山古墳以降、この地域では 5世紀代には前方後円墳は構築されておらず、操山山頂の旗振台

古墳（註17)、竜の口山裾の四御神上の山古墳などの中小規模の方墳が、調査例で知られるに過ぎな

い。ただし、最近行われた中井・南三反田遺跡の調査（註18)で、 5世紀後半から 6世紀初めの時期

の数基の古墳が沖積平野の真中に確認されるに至り、百間）II原尾島遺跡などで検出されているほぼ同

時期の竃付き住居群や掘立柱建物群などで構成されるような一集団との、とくに古墳の立地を視野に

いれての集団関係の検討が必要になってきている。

後期古墳は、前述のように丘陵尾根や山裾に群集するが、そのうち竜の口山丘陵の山裾の唐人塚古

墳（註19) • 四御神権藤塚古墳、操山丘陵裾の沢田大塚古墳（註20)や操山11号 ・51号墳のように、

比較的大形の横穴石室をもつ古墳も数基混じる。ともあれ、古墳時代後期についても微高地上の集落

構成は今一つ明らかでなく、終末期の古墳あるいは集落についても不明な点が多い。

飛鳥時代から白鳳時代にかけては、この平野に賞田廃寺（註21)や幡多廃寺（註 7)、井寺（居都）

廃寺が建立されている。とくに前二寺は奈良時代には埴上積甚壇で整備され、中央寺院に匹敵するほ

どの内容をもつ。また、これらの三カ寺は上道氏の氏寺とされ、さらにそれぞれの造営•修復の時期

に補完関係がある（註 7) とされる。いっぽう、備前国府はこの平野の中では、前二寺をつなく‘‘位置

の国府市場を中心とした範囲に想定されているが、いまだ確実な証拠はない。しかし、当時の海に近

い百間川米田遺跡では建物群が検出され、さらにほど近い洞や包含層から出土した「上三宅」の墨書
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須恵杯や「官」印の須恵器、銅製の帯金具（丸柄）などの遺物から、建物群は公的な倉庫群（倉院）

の可能性が強く、国府の外港として機能していた可能性も指摘されている（註22)。ほかに百間）II原尾

島遺跡の奈良時代から平安時代にかけての溝から、人形・刀形・斎串などの木製品が多く見つかり

（本報告書に掲載）、詳細は本文ならびにまとめに譲るが、「祓」の像式が執り行われた可能性も強

く、祓が公のまつりであるところから近くに国府が所在する蓋然性は高い。

平安時代以降のこの平野の状況はあまり明確ではないが、百間川遺跡群の調査では、平安～鎌倉時

代の施釉陶器・瓦器・土師質土器・輸入陶磁器などの遺物が、各微高地から数多く出土している。遺

構的には比較的大形の条里方向に沿った溝が各遺跡で見つかっている。とくに、鎌倉～室町時代の百

間川米田遺跡の大溝は、東西方向に約90m離れて並走する 2本の溝が、南北洞でつながれた形の

「エJ字状を呈し、幅約 7mの大規模なものである。大溝の両岸には、一段下がったところに lm幅

程の平坦部が見られることから、その部分を船曳き道と考え、さらに規模や地理的条件などから運河

の可能性が指摘されている（註23)。この大溝の北側には、ほぼ同時代に何期かにわたって営まれた集

落も検出されているが、建物の規模や種類、同時期の集落構成などから、港町的な海浜集落というよ

り海に近い農村集落と考える向きもある（註24)。また、この集落の北方に約200m離れた地点の最近

の調査（註25)で、ほぼ同時期の集落と河道にかかる橋梁（橋脚部分）が見つかっており、前述の運

河状の大溝とともに当時の土木・建築技術の一端を知る手がかりとなっている。ほかに、百間川原尾

島遺跡でも鎌倉～室町時代の建物群が検出されていて（註26)、隣接する調査区の本報告書に掲載分

を含めると、集落の構成がかなり明確に判明しつつある。規模からすれば百間川米田遺跡の集落と大

差はないと思われるが、周辺に見つかっている数甚の土猿墓のうち 2,...._, 3基には、青磁や白磁の椀や

皿が副葬され、そのうちの 1甚には湖州鏡が副葬されているなど、単なる一農村集落とは思えない面

もある。

中世の遺構は、この平野に限らず遺存状態は良くない。これは、とくに県南部の沖積乎野のほとん

どの調杏で確認されていることであるが、現代の集落にほぼ重なることと現代水田に至る地下げなど

の影響と思われる。また、同様にとくに奈良時代から平安時代にかけての遺構が希薄であることが知

られつつあり、その要因として中世の初め頃にかなり大規模な構造改善（これは条里制に関連すると

思われる）が行われたためと推測される。これは今のところ、 1993年度の百間川兼基から同沢田遺跡

にかけての調査で検出された、ほぼ重複する 3本の溝のうち、平安時代の 2本の洞がほぼ東西方向な

がら蛇行するのに対し、鎌倉時代の溝は正確に東西方向の直線であり、さらに端部で直角に屈曲して

北に向かうなどの状況から推測するしかなく、具体的にはほとんど捉まれていない。

以上、この章については註 6文献の同章岡本寛久の稿および註26下文献の同章平井 勝の稿を基調

にして、柳瀬昭彦が推敲•加筆した。 （柳瀬昭彦）

註

註 l 鎌木義昌「岡山市域の無土器時代遺跡と遺物」『岡山市史・古代編』岡山市 1962年

註2 高橋 護.IE岡睦夫他「雄町遺跡」『埋蔵文化財発掘調査報告』 1 岡山県教育委員会 1972年

註3 岡田 博他「百間川沢田遺跡 2J『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 59 岡山県教育委員会・建設省岡山河

川工事事務所 1985年

註4 乎井勝他「百間川沢田遺跡 3」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 84 岡山県教育委員会・建設省岡山河川
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工事事務所 1993年

註 5 この地区の調査報告は1996年度発行予定で、土壌分析の結果待ちである。

註 6 宇垣匡雅他「百間川原尾島遺跡 3」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 88 岡山県教育委員会・建設省岡山

河川工事事務所 1994年

註 7 出宮徳尚・根木 修他『幡多廃寺発掘調査報告』岡山市遺跡調査団 1975年

註 8 正岡睦夫「岡山市乙多見における溝改修工事に伴う出土土器」『岡山県埋蔵文化財報告』 3 岡山県教育委

員会 1973年

註 9 正岡睦夫他「百問川兼基遺跡 1• 百間川今谷遺跡 l」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 51 岡山県教育委

員会・建設省岡山河川工事事務所 1982年

註10 鎌木義昌「岡山県兼基遺跡」『日本農耕文化の生成』東京堂出版 1961年

註11 中野雅美他「百間川原尾島遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調脊報告』 56 岡山県教育委員会・建設省岡山

， 河川工事事務所 1984年

註12 近藤義郎•鎌木義昌「備前車塚古墳」『岡山県史』第18巻 考古資料 岡山県 1986年

註13 宇垣匡雅「吉備の前期古墳ー Il 宍甘山王山古墳の測量調査ー」『古代吉備』第10集 古代吉備研究会

1988年

註14 宇垣匡雅「竪穴式石室の研究ー使用石材の分析を中心に一」『考古学研究』第34巻第 1・2号 考古学研究

会 1987年

註15 近藤義郎「湊茶臼山古墳」『岡山県史』第18巻考古資料 岡山県 1986年

註16 西谷真治•鎌木義昌『金蔵山古墳』倉敷考古館 1959年

註17 鎌木義昌「岡山市域の古墳時代遺跡」『岡山市史・古代編』岡山市 1962年

註18 桑田俊明「中井•南三反田遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 92 岡山県教育委員会 1994年

註19 出宮徳尚「唐人塚古墳」『岡山県大百科辞典・上』山陽新聞社 1980年

註20 出宮徳尚「沢田大塚古墳」『岡山県大百科辞典•上』山陽新聞社 1980年

註21 出宮徳尚他『賞田廃寺発掘調査報告』岡山市教育委員会 1971年

註22 井上 弘他「百間川当麻遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 52 岡山県教育委員会・建設省岡山河

川工事事務所 1982年

註23 乎井 勝「百間川米田遺跡 3ー中世の遺構について・大溝ー」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 74 岡山

県教育委員会・建設省岡山河川工事事務所 1989年

なお、百間川米田遺跡ほ註22報告書までは百間川当麻遺跡と呼称していたが、一連の遺跡である。名称変

更の経緯についてほ、当報告書の凡例を参照されたい。

註24 岡本寛久「百問川米田遺跡 3ー中世米田遺跡の楷造と変遷一」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 74 岡山

県教育委員会・建設省岡山河川工事事務所 1989年

註25 岡田 博「米田遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調脊報告』 101 岡山県教育委員会 1995年

註26 註11に同じ

乎井 勝他「百間川原尾島遺跡 4」『岡山県埋蔵文化財発掘調荏報告』 97 岡山県教育委員会・建設省岡山

河川工事事務所 1995年
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第 1節発掘調査の契機

第 2章調査および報告書作成の経緯

第 l節発掘調在の契機

百間川が旭川の放水路として江戸時代の初め頃に造られた人工河川であることは、第 1章でも触れ

た。その百問川の大規模な改修工事の計画構想は、昭和の初め頃からあったらしいが、建設省が本格

的に改修計画を打ち出したのは1968(昭和43)年のことである。当時、百問川の河床下に遺跡（散布

地）が存在することは、 1950(昭和25)年頃から周知され、 1965(昭和40)年度に岡山県教育委員会

が発行した『岡山県遺跡地図』にはA・Bの両地点の範囲が記載されている。地名表の遺跡名は、そ

れぞれ百間川A遺跡・同B遺跡となっており、前者は国道 2号線の百間川橋を含み上流の祇園用水路

付近まで、後者は百間川橋の下流で河道が東方向へわずかに屈曲する付近が示されている。

改修工事計画を知った岡山県教育庁文化課は、直ちに建設省岡山河川工事事務所に対し工事計画の

説明を求め、以下の要望を行った。

1 . 改修丁事計画予定地には文化財保護法に基づいて周知されている「百間川遺跡」が所在する。

2. 事業者である建設省は、文化財保護法に基づく措置、特に1957(昭和32)年 6月11B閣議了解

になった「文化財保護に関する関係官庁間の連絡強化について」の趣旨にそって、事前に文化財

の保護に遺漏のないように計らうこと。

以上、大略二点である。

これに対して建設省は、当時河川内の土地買収交渉および工事施工の調脊計画を進めている段階で

ある、との回答であった。

岡山県教育委員会は、実情の聴取を行うとともに、改修事業に伴う百間川遺跡の取り扱いについて

協議した結果、基本的には埋蔵文化財包蔵地の範囲が確定したならば、当該地は発掘調査が終了した

後に改修工事を施上することに合意した。また、岡山県教育委員会は建設省に対して文化財保護法第

57条の 3に先だつ事前協議の文書の提出を求める一方、この協議の基礎資料となる百問川遺跡（関連

遺跡を含む）の範囲確認調査計画概要を提出した。その後1976(昭和51)年 4月になって、建設省中

国地方建設局岡山河川工事事務所長名で事前協議の文書が岡山県教育委員会に提出され、これに基づ

いて協議を重ねた。そして、同年 9月 1日付けで建設省中国地方建設局長より確認調在の依頼文書が

提出され、同年11月 1日から岡山県教育委員会が確認調壺を実施するに至った。

確認調社（第 1次調査）は、低水路部分の遺跡の確認および古地形の復原と新田サイフォン（百間

川A遺跡の北側に隣接する祇園用水を切り替えて、低水路に直交させてその下を潜らせる施設）部分

の一部について、翌年 3月31日まで実施された。その結果、岡山市原尾島（第 1微高地）、同沢田（第

2 微高地）、同兼基•今谷（第 3 微高地）の 3 箇所に遺構・遺物が多く認められる大規模な微高地が広

がり、その部分が遺跡であることが判明した。

翌年度からは、確認調杏の成果を基に建設省の工事計画に先だつかたちで本調脊を進め、現在も継

続中である。この間、各微高地間にも弥生時代後期の水田が存在することや、新たに岡山市米田一帯
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も遺跡であることが判明し、発掘調査の対象範囲は当初より増加し、現在に至っている。 （柳瀬）

第2節調杏および報告書作成の体制

発掘調査は、• 岡山県教育委員会が建設省中国地方建設局から委託を受け、 1977(昭和52)年度から

実施しており、現在も継続している。調査開始から発掘調査の主管課は文化課であるが、発掘調査の

実施については、 1984(昭和59)年11月から岡山県古代吉備文化財センターが担当している。

本報告書に掲載した百間川原尾島遣跡は、 1983・1984・1988(昭和58・59・63)年度に調査を実施

した範囲（第 3図参照）を対象としている。調査員は1983年度は 6名の 3班、 1984年度は 8名の 4

班、 1988年度は3名の 1班体制で組織されている。また、報告書の作成は調査員 2名で1994(平成

6)年度に行った。

岡山県教育委員会は、発掘調査と報告書の作成にあたって、遺跡の保護・保存ならびに調査の専門

的な指導および助言を得るため、岡山県遺跡保護調査団の推薦を受けた方々に「旭川放水路（百間

JI I)河川改修工事に伴う埋蔵文化財保護対策委員会」の委員を委嘱している。

以下に、調査体制を記す。

旭川放水路（百間川）河川改修工事に伴う埋蔵文化財保護対策委員会委員

池葉須藤樹 （元岡山市立犬島中学校校長）

鎌木義昌 （岡山理科大学教授）〈1993年 2月まで〉

近藤義郎 （岡山大学名誉教授•岡山県文化財保護審議会委員）

（元岡山市立岡輝中学校教諭）

（岡山市教育委員会文化課）

（岡山県文化財保護審議会委員）

角田茂

出宮徳尚

水内昌康

山本悦世 （岡山大学埋蔵文化財研究センター助手）〈1993年 4月から〉

発掘調査

1983 (昭和58)年度

岡山県教育委員会

教育長 ＿佐藤章ー(,,..._,6月30日）

宮地暢夫 (7月 1日～）

教育次長 石原哭治(,,..,_,7月15日）

肥塚稔 (8月 1日～）

岡山県教育庁文化課

課長 早田憲治

課長代理 橋本泰夫

課長代理

文化財主幹

吉本唯弘

高原健郎

課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱）

河本清

主 任 遠藤勇次

文化財保護主査柳瀬昭彦（調査担当）

文化財保護主事乎井勝（調査担当）

文化財保護主事 古谷野寿郎（調査担当）

文化財保護主事 江見正己（調査担当）

文化財保護主事 山本明雄（調査担当）

主 事 岩崎仁司（調杏担当）
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1984 (昭和59)年度 (4月 1日"'10月30日）

岡山県教育委員会

教育長 宮地暢夫

教育次長 肥塚稔

岡山県教育庁文化課

課 長 松元昭憲

夫多 事 橋本泰夫

課長代理 逸見英邦

課長代理 吉本唯弘

文化財主幹 佐々木清

課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱）

河 本 清

1984 (昭和59)年度 01月 1日"-'3月31日）

岡山県教育委員会

教育長 宮地暢夫

教育次長 肥塚稔

岡山県教育庁文化課

課 長 松元昭憲

課長代理 逸見英邦

課長代理 吉本唯弘

課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱）

河本清

主任（兼） 遠藤勇次

岡山県古代吉備文化財センター

所長（兼） 松元昭憲

次 長 橋本泰夫

総務課

1988 (昭和63)年度

岡山県教育委員会

教育長 竹内康夫

教育次長 前亮治

岡山県教育庁文化課

課長 吉尾啓介

課長代理 河 野 衛

課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱）
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主 任 古瀬宏

主 任 遠藤勇次

文化財保護主査井上弘（調査担当）

文化財保護主脊柳瀬昭彦（調査担当）

文化財保護主事平井勝（調査担当）

文化財保護主事 岡本寛久（調査担当）

文化財保護主事江見正己（調査担当）

文化財保護主事 山本明雄（調査担当）

文化財保護主事平井泰男（調査担当）

主 事 宇垣匡雅（調在担当）

総務課長 佐々木清

主 任 古瀬宏

主 任 遠藤勇次

調査課

調脊課長（兼） 河本清

文化財保護主査井上弘（調査担当）

文化財保護主査柳瀬昭彦（調査担当）

文化財保護主事平井勝（調査担当）

文化財保護主事 岡本寛久（調査担当）

文化財保護主事江見正己（調査担当）

文化財保護主事 山本明雄（調脊担当）

文化財保護主事平井泰男（調査担当）

主 事

主任

宇垣匡雅（調査担当）

伊藤晃

藤川洋二

岡山県古代吉備文化財センター

所長 水田稔

総務課

総務課長

総務主幹

佐々木清

藤本信康



第 2章調査および報告書作成の経緯

主 任 花本静夫

主 任 岡田祥司

主 任 片山淳司

調査課

第一課長 河本清

報告書作成

1994 (平成 6)年度

岡山県教育委員会

教育長 森崎岩之助

教育次長 岸本憲二

岡山県教育庁文化課

課長 大場淳

課長代理 松井新一

課長補佐（埋蔵文化財係長事務取扱）

高畑知功

主任 若林一憲

岡山県古代吉備文化財センター

所長 河本清

次長 葛原克人

報告書作成協力者

第二係長 柳瀬昭彦（報告轡担当）

文化財保護主任平井勝（調査・報告書）

文化財保護主任 岡本寛久（報告書・調査）

主 事

主 事

総務課

課長

高田恭一郎（調査担当）

阿部泰久（調査担当）

丸尾洋幸

課長補佐（総務係長事務取扱）

杉田卓美

主査

主任

調査課

第三課長

石井善睛

三宅秀吉

柳瀬昭彦（報告書担当）

課長補佐（第一係長事務取扱）

山磨康平

文化財保護主事 高田恭一郎（報告書担当）

大山知子山本千恵子丸山啓子村岡雅子三垣佐知子阿部典子中野晴美米戸典子

江尻泰幸遠藤七都子
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第3節調杏の経過

岡山市原尾島に所在する百間川原尾島遺跡は、百間川の河川敷にある遺跡群（百間川遺跡群と総

称）のなかでは最上流部に位置し、国道 2号線の百間川橋の約100m下流の地点から、上流部に向かっ

て約800m間に広がっている。第 1節でふれた1950年代に周知されていた百間川A遺跡の範囲が、こ

の百間川原尾島遣跡とほぼ一致する。この遺跡の調査は、確認調査（第 1次調査）に引き続いて1977

（昭和52)年の新田サイフォン低水路部分に始まり、 1981(昭和56)年度までに低水路の予定掘削幅

80mのうち、右岸側の40mおよび排水樋門等の構造物部分が対象となった。これは、建設省の 5カ年

工事計画、つまり当初の 5カ年で少なくとも30mを滴たす幅の低水路を上流から下流まで掘削し通水

させる計画に添うものであった。なお、これらの対象調査区の報告書は、「百間川原尾島遺跡 1」『岡

山県埋蔵文化財発掘調査報告』 39・「百間川原尾島遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 56とし

て、それぞれ1980・1984年度に刊行されている。

1982 (昭和57)年度からは、おもに低水路予定掘削幅80mのうちすでに調査を終了した幅40m部分

の左岸側にあたる幅20mについての低本路、および藤原橋（共用時からは原尾島橋と呼称）の梱脚部

や楯梁護岸部、左岸用水路部や高水敷護岸部などを調査対象にして、 1990(平成 2)年度まで実施し

た。このうち、本報告書に掲載する調在地区は表 lに示すとおりであり、これは個々の対象調査地区

の面積、遣物星、さらに個々の調査員の担当期間などを勘案して、全体を 3分割したうちの一つであ

る。そして、今回の報告は 3分割のうちの最後であり、すでに前二者については「百間川原尾島遺跡

3」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 88・ 「百間川原尾島遺跡 4」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報

告』 97として、 1993・1994年度に刊行されている。

表 lの調査地区の名称は、小字名・削平などの原因となる工事箇所名＋グリッド名を順に記して表

わし、番号は第 3 図の調査地区番号と符号する。そし•て 1 ,...__, 4調査地区を包括して第 3章第 l節三股

ケ・丸田調査区で、 5 調査地区を同章第 2 節三ノ坪•横田調査区で取り扱った。 （柳瀬）

表 1 百間川原尾島遺跡調査一覧

番号 地 区 名 担 当 者 期 間 面積 遺物数

1 三股ケ・低水路 2........,4-C・D 井上•平井泰 1984.4.2,,...__,5.22 1000 5 

2 三股ケ、丸田・橋梁pII 柳瀬・岩崎 1983.4.21,..,.__,10.25 720 202 

9・10-B,...__,D 

3 丸田・低水路10・11-B・C 岡本・山本 1985.1.7........,3.22 330 145 

4 丸田・低水路16,,...__,19-C・D 岡本・高田・阿部 1988.8.18,..._, 1405 76 

1989.3.31 

5 三ノ坪・低水路37,....__,40-B,....__,D 井上•平井泰 1984.5.23"'-' 1502 121 

1985.1.11 

計 4957nf 549箱
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第 4節報告書作成の経過

第4節報告書作成の経過

前節でもふれたように、 1982(昭和57)年度以降の百間川原尾島遺跡の報告書は、対象地区全体の

調査終了分について 3分割し、 1992(平成 4)年度から今年度までの予定でそれぞれ年度ごとに整

理・報告書作成作業を行い、これらのうち 2分冊はすでに刊行されている。本報告書は 3分冊目にあ

たるが、報告書の作成は、担当者 2名（柳瀬昭彦・高田恭一郎）で1994(平成 6)年度に行った。対

象となる調査地区は、表 1および第 3図に示すとおりであるが、作成に当たって 2者が関係した調査

地区は各々が、その他の調査地区は古墳時代の初めまでを柳瀬が、それ以降を高田が中心で進めるよ

う分担を取り決めた。整理対象面積は6704rrl、出士士器は整理箱で549箱あり、これに石製品・土製

品・木製品・金属製品・玉類など約800点が加わる。

出士遺物の水洗・注記については、そのほとんどを調脊年度のうちに現場事務所で終了させている

ため、整理・復元作業については 4 月当初から進め、遣物台帳の幣理や実測の必要なものの選別• 選

定作業を平行して進めた。そして、 12月頃までかかって全遺物について整理・検討を加えたが、本年

度分の遺物は、前二年度分に比べてとくに遺構に伴う士器の星が多く、極力それらを優先して取り上

げたため、いわゆる士器溜りや包含層中、あるいは近現代溝中などから出土した明らかに時代の違う

士器については、原則として図の掲載を省かざるを得なかった。

遺物の実測は、まず遺構に伴う完形のものについて 4月当初から進め、その後復元作業の終了した

ものから順次行った。実測にはその大半について整理補助員・実測作業員の助力を得、全実測図につ

いて担当者が修正・補正を加え、それらの浄書はおおむね分担に蔀って両名が 2月頃まで当たった。

また、鑑定や分析の必要な遣物の抽出およびそれらの依頼等については、高田が担った。なお、実測

点数は土器が1315点、石器その他の遺物が398点を数え、前二年度分より土器がそれぞれ約500点、そ

の他が200点以上多い。

遺物写真は、実測のほぼ終了した 1月の終わり頃から整理補助員の助力を得て撮影に入り、土器を

中心に約400点ほどを撮影したが、全体の頁数との絡みでかなり精選して掲載せざるを得なかった。

また、遺構については遺物整理等と平行して、 4月当初から図面幣理・検討を進めたが、調査終了

から10年以上経過している調在地区や直接調査を担当していない地区もあり、図面の調整に予想以上

の期間を要した。個々の遺構図および全体図の浄書はおもに両名が行い、一部に整理補助員の助力を

得て 2月中にほぼ終了した。

報告書の構成、遺構・遺物のレイアウト等を含む割り付けについてはおもに柳瀬が担い、部分的に

2月から進めた。

原稿の執筆は、原則として調査担当者が分担して行ったが、実測点数が増加したことにより全体の

工程が遅れがちになり、執筆に十分な時間をとることができなかった。

なお本報告書ほ、旭川放水路（百間川）改修工事に伴う発掘調査の報告書としては11冊目であり、

参考までに次頁に I~XIまでの報告書名を掲載しておく。 （柳瀬）

＊表 2では紙面の関係で発行者名を省略しているが、発行はいずれも建設省岡山河川工事事務所・

岡山県教育委員会である。 ― 

-13-



第 2章調査および報告書作成の経緯

表 2 旭川放水路（百間川）改修工事に伴う発掘調査報告書一覧

番
号

編 著 者 名 書名 シリーズ名・番号 I塁り
江見正己•伊藤晃•浅倉秀昭•柳瀬昭彦 岡山県埋蔵文化財 1980

I I 
中野雅美・内藤善史他

I百間）II原尾島遺跡 lI 
発掘調査報告391 11 

井上弘・下澤公明•松本和男・岡田博百間JII沢田遺跡 l

浅倉秀昭•福田正継·江見正己・中野雅美百間）II長谷遺跡 岡山県埋蔵文化財 1981
II I 内藤善史・乎井泰男•島崎東他 百間）II岩間遺跡 発掘調査報告46111

百間）II当麻遺跡 l

高畑知功•正岡睦夫• 井上 弘・下澤公明

m1 
渡辺 光・山磨康平•浅倉秀昭• 岡本寛久 百間川兼基遺跡 l 岡山県埋蔵文化財 1982 

江見正己•中野雅美・内藤善史•平井泰男 百間川今谷遺跡 l 発掘調脊報告51 11 

島崎東·光永真一•平井典子他

c- 井上弘•松本和男• 岡田博・ニ宮治夫 岡山県埋蔵文化財 1982
NI 

平井泰男・光永真一
百間川当麻遺跡 2

発掘調査報告52 11 

正岡睦夫• 高畑知功・乎井泰男•島崎東

VI 光永真一•井上 弘・下澤公明•渡辺光 1 百間川原尾島遺跡 2 I 
岡山県埋蔵文化財 1984 

岡田 博・ニ宮治夫•岡本寛久• 中野雅美
発掘調査報告5613 

二宮治夫・正岡睦夫• 井上 弘・下澤公明

柳瀬昭彦・山磨康平• 岡田 博•高畑知功 百問川沢田遺跡 2 岡山県埋蔵文化財 1985 
VI I 浅倉秀昭•岡本寛久•江見正己•中野雅美 百間川長谷遺跡 2 発掘調雀報告59I 3 

平井泰男•島崎東・光永真―他

VII I 
岡本寛久•平井 勝•柳瀬昭彦•井上 弘 1百間川米田遺跡 3 I岡山県埋蔵文化財 11989
宇垣匡雅•平井泰男・江見正己 （旧当麻遺跡） 発掘調査報告74 9 

平井勝•井上弘•柳瀬昭彦・浅倉秀昭

珊 I 古谷野寿郎•岡本寛久•江見正己 1百間川沢田遺跡 3

宇垣匡雅•阿部泰久•高田恭一郎

岡山県埋蔵文化財 1993 

発掘調査報告84 3 

lX I 
宇垣匡雅・乎井 勝・江見正己•柳瀬昭彦 I

百間川原尾島遺跡 3I 岡山県埋蔵文化財 11994

発掘調査報告88 3 

x・ 
平井勝•岡本寛久・高田恭一郎

百間川原尾島遺跡 4I 岡山県埋蔵文化財 11995

発掘調査報告97 3 

Xl I 
柳瀬昭彦• 高田恭一郎• 岡本寛久

平井泰男•井上弘
百間川原尾島遺跡sI 

岡山県埋蔵文化財 1996 

発掘調査報告106 I 3 
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1 . 調査区の概要

第 3章調査の概要

第 1節三股ケ・丸田調杏区

1 . 調査区の概要

この調査区の調杏地区は 4箇所であるが、その位置関係は第 3図でわかるように、 2・3地区が隣

接しているため、上流から 1地区、 2・3地区、 4地区と大きく 3箇所に分かれる。

1地区は百問川原尾島遺跡の微高地の北西端に位置し、旭川の比較的大きな旧河道の攻撃面にあた

る所である。断面の±層でいえば、 16層と 9層に中世土器を包含し、ほぼ水平堆積の15層は水田層の

可能性もある。そして、土猥60が3ライン付近の標高約300cmのレベルで検出されるなど、かなり短期

間のうちに洪水等が繰り返され、堆積が進むなかでの中世の微高地形成の状況と、その過程での土地

利用の一端がうかがわれる。また、 2.5ライン付近から上流ほ、中世の時期に広がった微高地を削るよ

うな砂質土の堆積が看取され、その後も洪水で削られては埋まる状況にあったようである。

4
 

400cm 

一対象調査地区

臨 その他の調査地区

2 line 
I 

3 line 
I 

390cm 

立

16 

。
2m 

10 

---—言□

41ine 
I 

文
← - .. , • -- ,. -← ,_一

10 

11 

16 

2D /21 

---—主―
1. 青灰褐色粘士まじり細砂

2. 青灰白色微砂

3 パラス

4. 微砂

5. パラス

6. 青灰色粘土

7, 溝（灰白色粘土）

8. 灰白色粘土

9. 淡茶灰色粘質微砂（中世遺物含）

10. 灰褐色粘質微砂

11. 淡茶灰色微砂

12. 淡灰褐色粘質細砂

13. 褐白色細砂

14. 淡褐灰色微砂（洪水砂？）

15. 淡灰色粘質土（中世水田層？）

16. 黄灰白色粘質微砂（中世遺物含）

17. 青灰色微砂

18. 青灰色細砂

19. 青灰色細砂（上層よりも祖い砂）

20. 淡肯灰色粘質土

21. 青灰色粘土

22. 淡青灰色細砂

23. 暗青灰色粘土

24. 青緑灰色粘質土

25. 淡青灰色細砂

26. 青灰色粘質細砂

27. 青茶灰色ピート

第 4図 2....., 4区断面（上．縦1/50、横I/500) (下. I /60) 

-15-



第 3章第 1節三股ヶ・丸田調査区

400cm 

一対象調査地区

厖その他の調査地区

1 300cm 
‘ I 

1. 淡灰黄褐色微砂

2. 暗灰褐色粘性砂質土（炭粒含）

3. 灰褐色粘性土（粘性炭粒）

4. 灰黄褐色粘士

5. 灰褐色粘土（淡灰茶褐色粘土斑）

第 5図 IO• 11区断面（縦1/50、横I/500) 

16 17 18 19 

l 

水路2(溝22) 溝10

水路1(溝21)

巳洪水砂層

400cm 

坦

匹

．．水田層

161ine 
I 

17.7 line 
I 390cm • —_____ , ., 

~-・ ＼ 

。
2m 

17.7ラィン付近

1. 灰黄褐色(lOYR6/2)微砂士

（古墳時代前期）

2. にぶい褐色(7.5YR5/3)粘土

3. にぶい赤褐色(5YR5/3)粘質土～

灰褐色(5YR4/2)粘質士

N0.79(弥前溝）

4. 灰黄褐色(10YR6/2)粘土

5. 明黄褐色(lOYR6/6)砂質土

6. 灰黄褐色(lOYR5/2)砂質土

7. にぶい黄橙色(10YR7/4)砂質土

16ライン付近

1. 灰黄色(2.5Y6/2)粘土 ［中世］

2. 明褐灰色(7.5YR7/l)微砂粘士

3. 灰白色(10YR7/l)粘質土 ［古墳時代溝28]

4. 褐灰色(7.5YR6/l)粘土

5. 褐灰色(10YR5/l)微砂粘土 ［古墳時代初頭］

6. にぶい黄色(2.5Y6/4)微砂 ［洪水砂層］

7. 褐灰色(lOYR5/l)粘士 ［弥生時代後期水田耕土］

8. 褐灰色(10YR6/1)微砂粘土 ［畦畔土］

9. 灰黄色(2.5Y6/2)粘土（炭粒含）［弥生時代後期 水田耕土］

10. 灰白色(10Y7/l)粘土

11. 灰黄色(2.5Y6/2)-暗灰色(2.5Y5/2)粘質砂（炭・焼土粒含）

12. にぶい黄色(2.5Y6/3)微砂（炭粒含）

13. 暗緑灰色(5G4/1)粘土 緑灰色(5G6/1)粘土斑（炭・焼土粒含）

14. 暗青灰色(5BG4/3)-青灰色(5BG5/3)粘土斑（炭・焼士粒含）

第 6図 16,...,_,19区断面（上．縦1/50、横1/500) (下. 1/60) 

1地区から約100m下流の 2・3地区は、縄文時代の終わり頃から現在に至るまで比較的安定した

微高地の一部にあたり、とくに弥生時代後期の遺構密度が高く、同時に遺物も多量に出土している。

この地区は、近・現代用排水路が縦横に走り、さらに現耕作土の床土下（標高380......,385cm)からすぐ

に中世の士猥墓中の人骨の上部が削られた状態で検出されるなど後世の削平が顕著であり、また古墳

時代と弥生時代後期の遺構検出面もほぼ同じという状況であった。そのため、遺構の時期決定ほ切り

合い関係と出土遺物によったが、無遺物あるいは小破片のみの遺構も多く、不明のものが少なくな

い。ちなみに、この地区での弥生時代後期の竪穴住居の床面レベルは310"--'340cm、同じく古墳時代の

レベルは350,...,__,380cmであり、中世の土城墓の床面レベルは後者とほぼ同じ370cm前後であった。

-16-



2. 縄文時代の遺物および弥生時代前・中期の遺構・遺物

4地区は3地区から下流へ約100m隔たった地点から始まり、約20X70mの範囲である。この地区

は、微高地と微高地端部から低位部（旧河道）の一部にあたり、遺構としては弥生時代前期から中世

に至るまでの各時代が確認されている。ただ、 2・3地区の遺構密度に比べて全体的に希薄であり、

15・16区付近のl日河道で隔たれた別の微高地に属す可能性が強い。

微高地とl日河道との土層的な関係は、第 6図では近・現代溝の攪乱で直接的には捉えられないが、

旧河道内の堆積の状態は、最下層に縄文時代晩期および弥生時代前期の土器を包含し、その上層の数

層は前期の段階で堆積したとみられ、さらにその上層には中期土器を含む洪水砂、後期末水田層、後

期末洪水砂、古墳時代包含層と続く。いっぽう、微高地上には弥生時代前期から中世にかけて、ほぼ

南北方向の用水路などの溝が数条存在し、そのうちの 3本の溝が低位部の水田を覆った砂と同じ砂に

よって埋没している事実が両者の同時存在を証明し、少なくとも後期未の段階では低位部（水田面）

と微高地上との比高差が約80cm以上あったことがわかる。 （柳瀬）

2 . 縄文時代の遺物および弥生時代前・中期の遺構・遺物

この時代は、 4地区のIB河道とその東側に形成された微高地上で遺構・遺物を検出している。

縄文時代の遺構は検出していないが、旧河道からまとまった量の土器が出土している。その多くは

晩期中葉に属し、突帯文期のものは少ない。

前・中期の遺構は、すべて弥生時代の基盤層である明黄褐色土上面で検出している。その内訳は、

旧河道 1条、土城 4基、溝11条である。土城のうち 2基は、その底面に被熱箇所をもつ。また溝は、

旧河道と同様の南北方向に流走するものが多い。住居は検出していないが、旧河道内での遣物の出士

が東半に偏ることと、他の遺構の検出状況から、居住域が近くに存在した可能性は高い。 （高田）

(1) 旧河道（第7・8・10.........,20図、図版 4・43.........,45・65・66・69・72)

調査区の西端で、自然河道の東半部を検出した。これは、 15・16C・ 

D区を南北に流走して調査区外に延びるもので、南側は『百間川原尾島

遺跡 2』の「河道」、西半部は『同 4』の「旧河道 1」に接続する。

河道の規模は幅17m以上、深さ 2mを測り、標高 0cm前後のほぼ平坦

な底から急斜に壁が立ち上る。東肩には流路の蛇行によると考えられる

張り出し部分がみられ、その南側は大きく扶られている。また、河道の

東側は微高地となり、西側は浅い凹地となることを確認している。

埋士は、第 8図のll,..._,27・33,-..._,39層で、上層 Cll,..._,17層）、中層18,..._,21

層）、下層 (23,..._,27層）の三層に大別できる。 28,..._,32層は河道の東肩に掘

り込まれた溝 lの埋士である。なお、河道全体の埋没状況や形成過程の

復元等は既報告の詳述に譲りたい。

第 7図は、 44の大形壺の出土状況である。中層埋没段階の東肩斜面に

掌大の胴部片をほぼ水乎に敷き、その上に口縁から肩部までを逆さに据

えるもので、これらの下部には有機物層がみられる。河道の埋没途中に

掘り込まれたと考えられるが、その掘り方等は検出できなかった。

遺物は、縄文土器、弥生土器、石製品、士製品、木製品、勾玉、獣骨、

-17-
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第12図 l日河道出土遺物(2)

貝殻、種子がある。土器の多くは東屑の斜面堆積で、肩の張り出し部分下や扶れ部分に集中する。出

土層位は、 縄文土器と弥生前期土器が中・下層から出土し、弥生中期土器は上層から出土する。その

他の遺物では、木製品、獣骨、貝殻、種 fが中層以下から出士し、石製品は各層から出 tする。

縄文土器は、深鉢 (1----10・13'"'-'20)と浅鉢 (11・ 12・21'"'-'40)がある。深鉢の13'"'-'16は晩期後

葉、その他は晩期中筵に属す。なお、頚と胴部の境の施文は、すべて逆C字形の爪形文と押引文であ

る。浅鉢40は、内湾して立ち上る n縁部外面に 5条の沈線を統らせ、内外面ともヘラミガキする。
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2. 縄文時代の遺物および弥生時代前・中期の遺構・遺物
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第13図

44 

旧河道出土遺物(3)
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第14図 旧河道出土遺物(4)
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2. 縄文時代の遺物および弥生時代前・中期の遺構・遺物
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第15図 l日河道出土遺物(5)
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弥生土器は、前・中期の壺、甕、鉢、蓋がある。大形壺44の肩部は、ヘラによる際どりで突帯状に

した中に平行沈線を統らせ、さらにその間を円形の刺突で充填する。壺49の内外面には黒色物を塗布

し、 48・51・52・54の外面と53・55の内外面には赤色顔料を発布する。甕58は、緩やかに外反するロ

縁部に突帯を貼り付け、口唇部と突帯上にキザミメを施す。鉢67は、粘士接合部をヘラで面取りし
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第 3章 第 1節 三股ヶ・丸田調査区
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一第16図 旧河道出土遺物(6)
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2 . 縄文時代の遺物および弥生時代前・中期の遺構・遺物
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第 3章第 1節竺股ケ・丸田調査区
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第 18図 旧河道出土遺物(8)

て際立たせ、その上部と口唇部に浅いキザミを施すもので、内外面ともヘラミガキする。また、蓋73

は、外面に赤色顔料を塗布する。甕84・85は、技法や焼成が酷似するもので、外面はハケメ、内面は

ュビナデとユビオサ工を施す。特に底部内面は指頭圧痕が顕著で、底部を押し出して成形する。

以上の弥生土器は、百• 前・ 1 のものが若干みられるものの、概ね百• 前・ II,....__, 中.IIに属する。

石製品は、打製石鏃、磨製石鏃、石錐、石槍、石包丁、楔形石器、スクレイパー、磨製石斧、石錘、

砥石、石皿である。 S1 "'-'27は、サヌカイト製で、その他は、黒色頁岩 (S28、)ヒン岩 (S29)、安山岩

(S30)、閃緑岩 (S31,....__,33)、砂岩 (S34)、花閾岩 (S35)を素材とする。

-26-



2
 

縄文時代の遣物および弥生時代前・中期の遺構・遺物
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第3章第1節三股ケ・丸田調査区
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第20図 l日河道出土遺物(10)

C 1は、一部に黒色物の塗布がみられる土製円板で、紡錘車とも考えられる。

J 1は、翡翠製の勾玉である。東肩口の張り出し部分の上面から出土した。

‘鴫

W8 

木製品は、広鍬 cw1 ,...__, 3)、壺 cw4)、諸手鍬の未製品 cw6)、二又柄 cw7・8)、きぬた cw9) 

等である。壺は口縁部を欠損するものの、前期の壺を象ったもの考えられる。 （高田）
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2. 縄文時代の遺物および弥生時代前・中期の遺構・遺物

(2) 

土壊 1

土 城

（第10・21図、図版5)

16C区の南隅で検出した不定形な土城である。後述する溝 2と水田 lにその南半を大きく切られて
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第3章第1節三股ケ・丸田調査区

いる。規模は現状で東西412cm、南北205cm、深さ20cmを測る。底はほぼ平坦だが、 3箇所に径30......,45

cm、深さ 3,...__,10cmの円～楕円孔が穿たれている。このうち土披中央付近のものは、焼土プロックと炭

を多く含み、底面およびその周囲が明赤褐色によく焼けていた。

遣物には土器と石器があり、いずれも底面近くで出土している。

時期は百• 前.IIと考えられる。

土壊 2 (第10・22図、図版66)

（高田）

17D区の東隅で検出した土城である。平面形は隅丸の台形状で、その規模は東西176cm、南北155

cm、探さ41cmを測る。底はほぼ乎坦で、壁は垂直かやや内傾ぎみに立ち上がる。その埋土は、 4・5

層に甚盤士と考えられるにぶい黄褐色粘士ブロックを充填するなど、人為的なものである。

出土遺物には、サヌカイト製の石鏃 (S38・S39)と緑色片岩製の磨製石鏃 (S40)がある。 S40は、

茎部を欠くものの長さ14.7cmで、 1層下部で水乎な状態で出土した。その標高は320cmである。

時期は、検出面と溝 9に北西隅を一部切られることから、前期と考えられる。 （高田）

瓜
-I I \-~ 

<SS)-

S38 

-~-

<蕊翌> -l I I-<@-S39 

330cm 

遭
0 一2cm 

゜
lm S40 

1. 灰黄褐色(lOYR5/2)粘質微砂（炭・焼土粒含） 4. 灰黄褐色(IOYR4/2)枯土（炭・焼土粒含、にぶい黄褐色粘土プロック多含）

2. 灰褐色(7.5YR4/2)粘土（炭・焼土粒多含） 5. 黄褐色(2.5Y4/l)粘土（炭・焼士粒含、にぷい黄褐色粘士プロック多含）

3. 黄灰色(2.5Y4/2)枯土 6. 灰黄褐色(IOYR5/2)粘質微砂（柱穴埋土）

第22図 土城 2、同出土遺物

土壊3 (第10・23図）

18D区の西寄りで検出した土城で、東半を溝10に切られる。南半は調査区外に延び、『百間川原尾島

遺跡 2』の「土痰114」に接続する可能性が高い。平面形は隅丸の長方形で、残存規模は南北215cm、

東西115cm、深さ48cmを測る。底は、若干の凹凸がみられるもののほぼ平坦で、壁は急傾斜に立ち上が

るが、一部に張り出し状の平坦面をもつ。出土遺物には、サヌカイト製の石鏃S41がある。

時期は、検出状況から前期と考えられる。 （高田）
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2. 縄文時代の遺物および弥生時代前・中期の遺構・遣物

__mcm 

ニク
1. 灰黄褐色(lOYR5/2)粘質士

（炭・焼土粒含、溝10埋士）

2. 浅黄色斑灰褐色(7.5YR4/2)

3. 浅黄色斑褐灰色(7.5YR4/2) 

（炭・焼土粒少含）

4. 黒褐色(7.5YR3/1)粘質土

（にぷい黄色粘質土含、炭・焼上粒含）

公
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第23図 土壊 3、同出土遺物
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土壊 4 （第10・24図、図版 5)

19C区の西隅で検出した不定形

な士猥で、その北半を古墳時代の

建物12に切られている。規模は長

軸で429cm、短軸で228cm、深さ10

cmを測る。底はほぼ乎坦だが、中

央付近が一段落ち込んでいる。そ

の中央底面には数個の円孔と、長

軸70cm、短軸20cm以上の範囲に被

熱した部分がみられた。その形態

や底面の被熱面等の在り方は、先

述の土猥 1と類似する。

時期は、 出土した甕から百．

前・ 11と考えられる。 （高田）
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1. 灰褐色(7.5YR5/2)粘土

2. 灰褐色(7.5YR5/2)粘土

（焼土塊多含）

3. にぶい褐色(7.5YR5/3}粘土

（炭・焼士粒少含）

340Rl'I 

｀ 第24図 土堀 4、同出土遺物
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第 3章第 l節 三殷ケ・丸田調査区

(3) 渦

溝 1(第 8・ 10・25図）

16C区の西寄りに位置し、 1B河道

の東肩で検出した洞である。その北

端は調査区外に延び、南端は古墳時

代の渦29に切られている。規模は残

存長約 9m、幅242cm、深さ55cmを

測る。底部は若干の凹凸がみられ、

壁は丸みをもった底から緩やかに立

＂ 
蕊

o-
lm 

ち上がる。澗は第 8図にみられるよ

うに、 1日河道の埋没途中に掘 り込ま

れた状況を星し、その上面は弥生後

期の水田開発で削平されていた。

以上のことから溝の時期は、前期あるいは中期と考えたい。

溝 2 (第10・245図）

16C区に位置し、且廣 lと屯複する洞である。その東北端は調在区外に延び、西南端を水田 lに切

られる。規模は長さ4.2m、輻75cm、探さ14cmを測る。底は平坦で、壁は急斜に立ち上がる。出上遺物

にはS100の黒耀石製の石鏃がある。

時期は、 検出状況から前期あるいは中期と考えられる。

溝 3 (第10・26図）

16・17C・D区に位置し、やや弧を描きながら南北に流走する洞である。北端を水田 1に切られ、

南端は調在区外に延び、『百間川原尾島遺跡 2』の「溝31」に接続する。規模は幅225cm、深さ33cmを

測る。底はほぼ乎坦で、墜は急斜に

立ち上がる。

時期は、検出状況から前期と考え

（高田）

1. 黄灰色(2.5Y6/l)粘土

2. 灰黄色(2.5Y6/2J粘土（下端に微砂層）

3. にぷい褐色(7.5YR5/3l-黄褐色(2.5Y5/3)帖質微砂（炭・焼土粒少含）

4. 灰黄色(2.5Y6/2)-暗灰黄色(2.5Y6/3)微砂（灰白色微砂少含）

5. 黄灰色(2.5Y4/l)粘土（灰白色微砂少含）

第25図 溝 l 断面

（高田）

（隔田）

られる。

溝 4 (第10・27図）

17C・D区に位置し、構 3に乎行

して南北に流走する洞である。 2条

の講が合流するものの、いずれの端

も濶21に切られるため、詳細は不明

である。規模は輻65cm、深さ 8cmを

測る。底は平坦な部分もあるが多 く

は丸みをもち、壁は緩やかに立ち上

がる。埋上は灰褐色粘質土である。

時期は、 検出状況から前期あるい

は中期と考えられる。 （高田）

色
-= 
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0 2an 一第26図
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~ 三亨
0 50cm ― 第27図

＂ 

_Jm 

1. 灰褐色(7.5YR6/2l粘性砂質土

（マンガン多含、焼土粒含）

2. 灰褐色(7.5YR6/2l粘性砂質土（焼士粒含）

3. Iこぷい黄橙色(IOYR7/4)粘性砂質土

4. にぶい黄橙色(IOYR7/3)粘性砂質土

5. i炎黄色(2.5Y8/3)微砂

溝 3 断面、同出土遺物

3ヽDe●
w ( 

咳 ―/4

溝 4 断面
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2. 縄文時代の遺物および弥生時代前・中期の遺構・ 遺物

溝 5 (第10・28図）

17C区に位置し、構 6・7と直抜する渦である。東北端は調

介区外に延び、西端を洞22に切られるため、 弧を描くものの流

走方向は不明である。規模は幅75cm、深さ20cmを測る。底はほ

ぼ平坦で、壁は急斜に立ち上がる。

時期は、 検出状況から百・中 ・1以降である。

溝 6 (第10・28図）

17C・D区に位骰し、北東から南西に直線的に流走する禍で

ある。その北東端を洞 5と7に切られ、南西端と北西の肩を洞

22に切られている。規模は73cm、探さ25cm前後を測る。底はほ

ぼ平坦で、壁は急斜に立ち上がる。埋土は、 2・4庖に黄褐色

±ブロックを含むなど、人為的に埋めた可能性がある。

切り合い関係で渦 7よりも古いことを確認していることか

ら、洞の時期は、百•中. I以前と考えられる。 （高田）

溝 7・8 (第10・29図）

17C・D区に位樅し、 Dライン以南で軍複する 2条の洞であ

る。両端は晶査区外に延び、洞 7の南端は『百間川原尾島遺跡

2』の「溝33」に、憚 8は「洞32」に接続する。直線的に南流した洞 7は、禍 8と接して向きを西寄

りに変え、さらに直線的に流走する。その規模は幅73cm、深さ28cmを測り、断面形は逆台形を呈す。

澗8は東から弧を描きながら流走し、洞 7と接したのちは同様の流路をとる。その規模は幅42cm、深

さ10cm前後を測り、断面形は逆台形を呈す。なお、洞 7は洞 5と、構 8は楷10に切られている。

’洞の時期は、出土遺物と検出状況から、百・中 ・1と考えられる。 （高田）

（高田）

~~: ― 1. Iこぷい黄橙色(lOYR7/3)粘性砂質土

2. 明褐灰色(7.5YR7/2)粘質士

335, ● 
w 

w 

1. 灰黄褐色(IOYR6/2)粘質土

2. 灰褐色{7.5YR4/2)帖質土（黄褐色土プロソク含）

3. Iこぷい黄橙色OOYR7/2)粘性微砂

4. 灰褐色{7.5YR4/2)粘質土（黄褐色土プロ／ク含）

5. 灰褐色{7.5YR4/2)粘質土

第28図 溝 5・6断面

＿岱ふm
［ 溝7 溝8 w 

＼ 
0

」
-

ょ
第29図

1. 褐灰色(7.5YR6/l)粘質土

2. にぷい黄橙色(IOYR7/2)帖質土

3. 褐灰色(7.5YR5/IJ帖質土

4. 灰黄褐色(IOYR6/2)粘質土 。口7

溝 7 • 8 断面、溝 8 出土遺物

≪
 溝 9 (第10・30・31図）

17C・D区に位置し、 18ラインにほぼ平行して疸線

的に流走する構である。その両端は調査区外に延び、

南端は『百問川原尾島遺跡 2』の I渦34」に接続す

る。また、 18D杭の北で後述の洞10と交差する。規模

は幅155cm、深さ30cmを測る。底は丸く平坦面をもた

ず、やや緩やかに立ち上がるなど、洞10との相似がみ

られる。埋土は 3層で、いずれも粘質±のレンズ状堆

秘であり、各層とも炭と焼土粒がややH立っている。

“知w 

~ 
0 lm 

1. 灰黄褐色(IOYRS/2)帖質土（炭・焼土粒少含）

2. 灰黄褐色llOYR4/2l帖質±（炭・焼土粒やや多含）

3. 灰褐色(7.5YR4/2l帖質土（炭・焼士粒やや多含）

第30図溝9 断面
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区
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98 

塵
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S44 

D 

一
2cm 

S43 

9順

゜
10cm 

一
S45 

第31図溝9 出土遺物

出士遺物には、土器と石器がある。 S43はサ

ヌカイト製の打製石鎌身、 S45は安山岩製の石

錘である。

溝の時期は、出土した遺物や検出状況から

百・中・ 1と考えられる。

溝10(第10・32図）

17・18 C・D区に位闘する渦である。渦 8• 

（高田）

9と切り合い関係にあり、それらよりも新しい

ことを確認している。溝は、 18D杭付近で大き

く蛇行しながら北から南へ流走するが、その両

端は調査区外に延び、南端は『百間川原尾島遺

跡 2』の「洞35」に接続する。規模は幅180cm、

深さ25cm前後を測り、底は丸く平坦面をもた

ず、緩やかに立ち上がる。埋±は 2層で、粘土

と粘質土であり、除々に堆積したことが窺え

w 
335叩

E 

i芦三声~

冒’I S46 
1. 褐灰色(7.5YR6/1)粘土（焼土粒少含）

2. 明褐灰色(7.5YR7/1)粘質土

゜
1m 

0 2cm 

一第32図溝10断面、同出土遺物

w 
335血

E 

｀ ゜
1m 

1. 灰黄褐色(lOYR4/2)粘質土（黄褐色土プロック含）

2. 褐灰色(7.5YR4/1)粘土

第33図溝11 断面

る。

出士遺物は少旦の士器片と楔形石器で、時期を決する資料はないが、検出状況から中期と考えられ

る。また、渦 8·9 より新しいことから、百•中・ 1 以降である。

溝11C第10・33図）

18C区の西寄りに位置し、明黄褐色土上面で検出した遺構である。東北端は調在区外に延びると考

（高田）

えられ、西南端は後世の遺構に切られる。規模は長さ280cm、幅176cm、深さ17cmを測る。底はほぼ乎

坦で、壁はやや緩やかに立ち上がる。その形状から溝としたが、流走方向等は不明である。

時期は、検出面等から前期あるいは中期と考えたい。 （高田）
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

3. 弥生時代後期の遺構・遺物

この調在地区は、百問川原尾島遺跡の中でも他の時代に比べて、とくに住居や士城などの遺構密度

が裔く、それらに伴う遺物も多用に出 t し、集格の中心である 2 ·3 地区と水田 • 水路遺構が中心の

4地区が対象である。

前者は、柱穴状日廣や不定形t城が遺構の多くを占め、それらはのほとんどは弥生士器片を多贔に

含む。 本項にそれらの全部について報告するには量が多すぎるため、±壊の形状や規模・ 性格、遺物

の出土状況や質・贔・時期などを参考にして、選択のうえ掲載せざるを得なかった。また、士器溜り

1・2のとくに土器については割愛を余低なくされた。この地区の遺構の時期は、後 ・1の新相と

後.mの古相のものが多い。

4地区の数条の渦状遺構のうち、そのほとんどは水路の機能をもつと思われるが、報告書の構成

上、洪水砂によって後期未水田と附接関係の捉えられる澗のみ水路として扱った。 （柳瀬）

住 1 t器溜り 2

第34図 9----11区遺構配置（弥生時代後期）
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

(1) 竪穴 住居

竪穴住居 1(第35・38図、図版 6-1 . 45) 

lOB区の北半、調査区の北端で一部が検

出された。壁体溝の形状から、円形の平面

形が考えられるが、後述するように、当初

は隅丸方形であった可能性が強い。この住

居は度々改築されたようで、壁体溝が 3条

確認されたが、第35図の土層断面から判断

して、拡張の方向になされたようである。

床も何度か張り替えられ、床面とみられる

炭の薄層が 4面あった。第35図の住居平面

図は、下が初期、上が中期と終期である

が、中期から終期への拡張は小さく、柱穴

も重複している。主柱は、初期には 4本で

あったものが、中期以降は 6本に増やされ

たと想定される。竪穴の規模は、直径が推定

で6.4m、残存の深さは初期で20cmを測る。

柱穴の規模は、初期のものが直径65cm、深

さ73cm、中期の一つが長径85cm、深さ56cm

であった。直径15cmの柱痕が確認された。

99 

A- + -A' 

ニぐ＼ここ／冥―.~

。
2m 

麟B

A-A' 

1. 淡灰黄褐色微砂

2. 灰褐色粘性微砂（土器溜り 2)

3. 同上

4. 暗灰褐色粘性砂質土

5. 灰灰色粘性土（炭粒含）

6. 淡灰褐色粘性土

7. 灰褐色粘性土（粒）

8. 淡灰褐色粘性土（炭含）床 1・2
B-B' 

1 • 灰褐色粘性士（底ほど黄斑）

2. 灰褐色粘性土

3. 灰褐色粘性土（黄褐色粘土斑）

c
 

-A' 

400cm 
14 

9. 灰褐色粘性土（底に炭）床 3

10. 黄灰褐色粘性±( II )床4
11. 灰褐色粘性士斑粘性士(II)床 5

12. 褐灰色粘性土（小プロック混）

13. 暗灰褐色粘性土

14. 灰褐色枯性土（黄褐色斑）

15. 淡灰褐色粘性土

16. 灰褐色粘性士（淡灰黄褐色粘土斑）

4. 灰黄褐色粘土

5. 黄褐色粘土（灰褐色粘土斑）

100 

◎
ー
RJz

104 

!92 
0 1cm 

一
101 

“ 三＿
103 

第35図 竪穴住居 l、同出土遺物(I)
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一 対象調代地区 骸忽 その他の調査地区
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第36図対象調査区位置および周辺遺構配置（弥生時代後期、 1/1000)

16l 
溝20 '( 溝19 湛21 1I 8 

1I 9 4地区

戸 'tY~ 
箋Y 住 8

゜ Q 

住8-9 冑;,~~ 贔'\"~\\.... 23 建8 (lie 。
建 8

士. 54-58 
溝 15-24

. ........._ ヽ~ ~ ・・・・ ~ '"' ~ ーテク

l 住 9 、一

第37図 16-19区遺構配置（弥生時代後期） O 10m 
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物
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 0 2cm 

― 第38図 竪穴住居 l 出土遺物(2)

出土遺物としては、±器 • 石器 • 鉄器・玉が認められた。図示した十器は終期の床面付近から出七

したもので、秘塩 I::器の割合が高くて注意される。出士士器の時期は百・後 ・I(新） ,.._., II (古）で

ある。石器は楔形石器、 鉄器は錐の刃部とみられる。玉はガラス製で淡青色を呈する。

竪穴住居 2 (第34・39,.._.,41図、図版 6-2 . 45・67 -1 . 71) 

lOC区のD区寄りに位置し、ほぼ円形のプランを星する。この住居址は径約 Sm、深さ約50cmを測

り、他に比べて残存状態が非常によいが、肩部の二箇所を井戸 6および士壊12によって切られてい

る。床面には 1,.._., 4の柱穴と 5の中央穴のほかに 7,.._.,9の貯蔵穴を有し、ほぼ全体に貼床を施す。

貼床は、中央穴の周辺で約10cmほど盛

り上がる部分もあり、それを含めた床面

上にはサヌカイトの倒片（一部製品 ・未

製品を含む）が多量に散在して認められ

た。製品と製品に近いものの大半は第41

図に載せたが、それ以外の総盾贔は

（岡本）

|
 30
0
c
m
 

1. 茶褐色徴砂

2. 黄褐色微砂

3. 黄茶褐色微砂

4. 暗黄褐色微砂

5. 暗茶褐色徴砂

6. 暗茶褐色帖質土

7. 暗灰褐色微砂

＆暗灰茶色帖質土（炭・灰多含）

9. 暗灰茶褐色帖質士（炭・焼土粒含＼

10. 黄茶色帖質 t.

O 2m 

11. 黄灰白粘土

12. 黄褐色帖土(15とほぼ同）

13. 黄色粘土（貼床‘

14. 灰褐色粘土

15. 茶灰色粘質士

16. 黄褐色砂質土（焼土・炭粒含）

第39図 竪穴住居 2

1,350 gであった。

また、柱穴を除く 床面の遺梢： 5・7---.., 

9)は、縦横断面の土層関係から、廃絶

の直前まで 5と7が機能し、その時すで

に 8・9は埋まっていたことが察せられ

る。柱穴はいずれも 約60cmの探さを有

し、柱穴 2・3は底近くに礎石を持って

いた。 礎石は、本来作業台あるいは摺 り

石であったS78(3個の石塊が接合）の

一部（柱穴 2が右端.3が中央）が利用

されていた。なお、 S78の半分以上の部

分は、床面士凛 9の底から出士している

他の出土遺物のう ち、117・123は貼床

面、 112・114は柱穴 l、119は柱穴 2、

110・124・M2は中央穴、 113・125・126・128

は士壊 8、129は士壊 9、それ以外は床

-37-



第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

~t二＼
115 
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0 10cm 128~ 

第40図竪穴住居 2 出土遺物(I)
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物
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第 3章第 1節三殷ケ・丸田渭査区

面に近い覆上からの出土であり、 ほかに覆土の上層からガラス溶滓が少量出土している。

以上のことから、この住居は貯蔵機能を合わせ持ち、 最終的には石器工房として使用されて百・

後・ 1の時期の中で廃絶したと思われる。 （柳瀬）

竪穴住居 3 (第34・ 42・43図、図版 7-I・2. 45) 

この住居は主に 9D区にあり、竪穴住居 4• 井戸 I• 土壊16などに切られて存在する。不整円形を

呈し、 4本柱と中央穴をもつ。後世の削乎が南西部の一部床面にまで及んであるため、今一つ不明な

がら壁体樅の状況から、 2回の拡張が認められる。

覆士の上層 (1層）には白灰色の砂層が入り込み、一部床面に逹する所も あり、この層には130-

彎]
ul 

住居 4

0 2m 

報告 3 調査区—t--
本報告調査区

焼土面

A-:- 炭 e

□言三':'-i,-'
- ll血 ．

B 
← 

s a a 焼土化

住居 3(D-0') 

1. 白灰色砂

2. 灰色細砂

3. 黄灰色徴砂

6. 黄色粘土（貼床）

7. 灰色徴砂

8. 灰褐色帖質土

4. 暗灰色微砂 9. 暗灰褐色粘質土

450cm 5. 黄色微砂（中央ピット）
＿＿ーで

.,,-

攪乱造成土
住居 4fB-B'・C-C') 

--- 1. 黄灰褐色砂質土 4. 灰褐色微砂（炭粒含）

2. 暗黄灰色砂質土 5. 黄色帖土（貼床）

3. 灰褐色微砂（焼土多） 6. 炭＋焼士粒

7. 暗黄灰色砂質土

8. 灰色砂質士

9. 暗黄灰色帖質土

10. 黄茶褐色粘質土

11. 灰褐色砂質土

12. 灰黄褐色砂質叶
溝39

13. 灰茶褐色粘質土（溝39)
14. 黄褐色帖質±（溝13)

第42図竪穴住居 3 • 4 
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3 . 弥生時代後期の遺構・遺物
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第43図 竪穴住居 3 出土遺物

132の土器を含む。また、下層 (4層）上部に133・134・J3・J4、同下部は図示したその他の遺物を

含んでいた。ただ、内面に朱が付着した片口容器139は、隣接する竪穴住居 4の覆土J:.層出土の破片と

接合関係にあり、 この士器の供伴時期が今一つ明確でない。

この住居は古墳時代初め頃までにかけて、一部床面に達するほどの削平を受けているが、切り合い

関係にある遺構の時期などから百・後・ 1と考えてよい。 （柳瀬）

竪穴住居 4 （第34・42・44図、図版 7-3・8 -1 . 45・72) 

竪穴住居 3に隣接して存在するこの住居址は、 この地区では住居址の約半分が調査対象になった

が、残りの半分は既報告の「百間川原尾島遺跡 3」に掲載されている。本報告には分かりやすくする

ため、図を合体させた。規模は径約6.7mで、 ほぼ円形を呈し 6本柱と中央穴をもつ火災住居である。

住居の南西部の約半分は、現代溝による削平が床面下に及んでいるが、残存する貼床面上部の一部に

は炭化材と焼土、炭（植物繊維？）の面が確認され、壁面も赤褐色に変色するほど被熱していた。
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第44図 竪穴住居 4 出土遺物
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

出士遺物のうち、刻骨B1~6· 骨製品B8・S84が貼床上面、刻骨87が柱穴 l、その他が覆土から

出土している。床面出土の骨類は、被熱が顕著であった。また、既報告部分では鉄鏃が出士してお

り、 S84の携帯用砥石は鉄器用と見てよい。

この住居址の時期は、出土土器が覆士ながら百・後 ・illとみて大差ない。

竪穴住居 5 (第34・45図、図版 8-2. 45・71) 

llC区の北半で、調査区の東端にかかって半分を検出した。壁体溝が 4条あり、土層断面の観察か

ら考えて、順次に拡張されたと判断される。ただ、 1期と 2期、 3期と 4期の壁体溝はそれぞれ近接

（柳瀬）

しているが、 2期と 3期の間ではいくらか問隔があり、この段階で 1度だけ規模の大きな掘削がなさ

れたかもしれない。床面も 4面確認された。竪穴の平面形は円形に近いが、わずかに角張る部分があ

り、あるいは隅丸方形を意識した可能性も考えられる。主柱は 4本と想像される。住居の中央には深

さが 5,..._, 10cmの浅い窪みがあり、多最の炭が含ま

れていたことから、炉に関係するとみられる。竪

穴の規模は、長径が推定で4.7m、残存の深さは

1期で54cm.を測る。柱穴の規模は、長径が80cm、

深さは47cm.である。

出土遺物には土器と鉄器がある。土器の示す時

期は百・後.mと考えられ、他の時期のものを含
炭化材

に］炭

<A~~~ 
2m 

1. 灰黄褐色砂質土（炭の薄い層を部分的に含む）

2. 灰掲色微砂（炭粒・上器片含）

3. 褐灰色微砂

4. 淡灰褐色微砂（粘粒少含）

5. 灰褐色粘質士（やや砂質、炭・焼土粒、土器片含）

6. 灰褐色粘性土（やや砂質、炭・焼士粒含）

7. 黄褐色粘土斑混灰褐色粘性土（焼土多含｝

8. 灰褐色粘性土

9. 黄褐色粘土斑混灰褐色粘性土（貼床）

10. 黄褐色粘土斑混灰褐色粘性土

11. 褐灰色粘土（中央部炭・焼土多く、黄褐色粘性土少含）

12. 灰褐色粘性土（黄褐色粘性土少含）

13. 黄褐色粘土斑i尉灰褐色粘性土

14. 黄褐色粘土斑混灰褐色粘性土（黄色土強、貼床）

15. 黄褐色粘土斑混灰褐色粘性土

16. 黄褐色枯士

17. 14・15と同

18. 褐灰色粘土（炭を多含）

19. i炎灰褐色粘土

20. 賀褐色粘性斑灰褐色粘土

21. 褐灰色粘土斑黄褐色粘土（柱穴）

まない。鉄器は鏃とみられる。身は先端を欠いて

いるが、菱形を呈する。茎は短くて、先端を尖ら

せている。茎の断面は方形である。 （岡本）

冒~~
D 2cm 

― 149 

．． 
、 9芯,,\~, .. .、・・.・
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。
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第45図 竪穴住居 5、同出土遺物
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第 3章 第 1節三股ケ・丸田調査区

竪穴住居 6 (第34・46図、図版 8-3. 45) 

lOB区に位置し、不整円形を呈するこの住居址は、 4本柱と中央穴を有し 1度拡張されている。上

部をかなり削平されているが、現状での規模は径約4.8,...._,5.2mを測る。住居址の北東部をわずかに溝

12によって切られ、北西部は不明確ながら土壊 5の上部を切って存在する。また、中央穴の南側を除

く周辺はわずかに高まりをもち、穴

は南北方向では 2段に落ち込む。柱

穴 2・4は柱痕跡が認められた。

遺物は、柱穴 3の周辺の床面にま

とまって土器が検出されたほかは、

わずかに覆土から破片が出土してい

るに過ぎない。

甕156の底部中央が非常に薄い特

徴や157の口縁端部が上方に拡張し、

゜
2m 

1. 淡黄褐色砂質土

2. 黄褐色焼土塊集積

3. 淡黄褐色粘質土

4. 淡茶褐色粘質土

5. 黄茶色粘質土

6. 黄褐色粘質土

7. 茶褐色粘質士

8. 黄色粘質土

9. 黄色粘土塊貼床

10. 暗灰色粘質土柱痕跡

11. 暗茶掲色粘質土

12. 暗茶（青）灰色粘質土

＼`一^ーーー／ ,, ... 

158 

159 

＼ 道 ／
160 

。
10cm 

第46図 竪穴住居 6、同出土遺物

端面に 2,,......, 3条の凹部をもつ特徴

は、百・後.IIIを示す。 （柳瀬）

竪穴住居 7 (第34・47図、図版 9

- 1) 

9C区に検出されたが、上部を古

墳時代の竪穴住居11に、北辺の一部

を同井戸10に、南側の一部を現代用

水などによって削平されている。平

面形態は隅丸方形に近い形を呈し、

5.5X5.3mの規模をもつ。また、 4 

本柱で中央穴を有し、床面にはわず

かであるが炭化材片と細かな炭の

面、 4,..._, 5カ所に焼土塊がみられ、

その状況は竪穴住居 4に似る。

中央穴は上部は約70X50cmのほぼ

長方形の乎面形態をもち、深さが約

10cm下がったところの中央部に径約

40cm・ 深さ約40cmの円形士城をも

ち、 2段ぼりを呈す。円形土披部分

には炭を多く含んでいた。

土器はおもに南西隅と南東部分の

床面にまとまって出土しており、と

くに高杯が多い。高杯は小型化し、

杯部が比較的浅く短頸化した脚部の

特徴は百・後.IIIの時期を示す。器
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3. 弥生時代後期の遺構 ・遺物
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第47図

表面にタタキを施す甕161は、この時期には希少である。他にモモの種が出土している。

この竪穴住居 7と同 4・ 5は、ほぼ同時期で焼失住居という共通点をもつ。 （柳瀬）

竪穴住居 8 (第34・48図、図版 9-2) 

18C区に位置する。調査区の北端で全体の半分弱を検出した。残存状況は悪くて、床面は削平され

てなく、墜体濶の底部と 2基の柱穴を検出したにすぎない。竪穴の平面形は不整形な円形と思われ、

その直径は推定で3.4mを測る。主柱は 4本と考えられる。 検出された柱穴の掘り方は、竪穴の規模に

比べると大きく、長径で82cmと107cmであり、壁体濶 Fまで広がっていた。探さは55cm。 （岡本）

~5ff? 
0 2m 

第48図竪穴住居 8

1. 黄灰色(2.5Y5/I)帖土（炭粒含）

2. 黄色帖土斑褐灰色(7.5YR5/ll粘士

3. 褐灰色(lOYR5/I)帖土

4. 淡黄色帖土斑貧灰色(2.5Y5/ll帖土

5. 褐灰色(7.5YR5/Il粘土（炭粒含）
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第49図 竪穴住居 9、同出土遺物

⑥

_
O
n
 0 1cm 

一
竪穴住居 9 (第34・49図、図版 9-3) 

『原尾島遺跡 2 』堅穴住居30の理体禍と 2 条の外周禍を17区と 18~がの境界で検出した。序体洞は幅

24cm、深さ 7cmを測り 、弧を描いている。 弧の内側には、竪穴住居の床面がわずかに残存していた。

外周濶は、場所によって形状の変化が大きく、段状を示す部分もあった。いずれも埋土に炭や焼士を

多く含んでいる。図ホした遺物は外周濶から出土している。土器は百 ・後 ・11である。 （岡本）

-46-



3. 弥生時代後期の遺構・遺物

(2) 建 物

建物 1 (第34・50図）

この調介地区の北隅 9B区に検出された 2間X 1間

の建物である。隣接する調介地区には、関連する柱穴

はない。柱穴のうち北西の 1は側洞で削平されたため

か、見つかっていない。柱穴のうち2・3・4・6に柱痕跡

を有し、柱間は桁行1.4m、梁間2.8mを測る。

各柱穴から数片の弥生士器片が出卜しているのみで

あるが、埋士等の特徴などから後期とみてよい。建物

の方向は、建物 2と同様方位にほぼ一致する。（柳瀬）

建物 2 (第34・51図、図版10-2) 

建物 lから南東へ約 3m程離れて検出された。柱穴

はいずれも径約40cmで探さも40数cmと残存がよく、そ

ぃ

」
玉 —

€); 

＼ 

G ミl

℃ 
~ ---- "一 ，， 和
2. 茶灰色微砂粘土

れらを結ぶ線いこ類似の柱穴がないため、 l問X 1間

の掘立柱建物と判断された。高床倉庫の11J能性が高い。

柱穴 4から数片の後期上器が出土している。（柳瀕）

建物 3 (第34・52図）

lOB区の南半に、大形柱穴からなる掘立柱建物の存在する可能性がある。 2間X 1間の構造だが、

桁行全長が608cm、梁問は430cmを

測り、床面積は26rrlと広い。柱穴

は長径が99,..,_,159cm、探さは北桁

行と南桁行で差があり、底の高度

で南桁行が10,..,_,15cm探い。北桁行

の中央柱穴は中点から大きくはず

れるため建物として疑問もある。

1. 黒灰色粘土

第50図 建物 I
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第51図 建物 2 第52図 建物 3
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柱穴出士土器の年代は百 ・後.mである。柱穴 2は

土凛37として後述する。 （岡本）

建物 4 (第34・53図）

10B区と lOC区の境界で検出された。 2問X 1問

の掘立柱建物である。 桁行全長は397cm、梁問283

cm、床面積11.2rrlを測る。柱穴は長径が50.......,85cm、

深さは32.......,50cmあり、やはり南桁行が深い。南北桁

行ともに中央の柱穴がやや小ぶりであり、 桁行の中

点よりわずかに西に位置している。柱穴 1.......,4・ 6 

で柱のめり込んだ直径20.......,25cmの小穴を検出した。

柱穴出土土器の年代は百 ・後.IIである。 （岡本）

達物 5 (第34・54図）

10・11B区とlOC区にまたがる大形の掘立柱建物

である。 構造も 3問X 1問で、通有の 2間X l問よ

り長い。桁行全長は850cm、梁問が408cm、床面積は

34. 7rrlもあり、先の建物 4の3倍強にあたる。桁行の各柱問は柱痕心で270cmから300cmと一定しない

が、柱穴の位防は等問からはずれていない。柱穴の掘り方は不整形な円形か楕円形で、長径が70.......,

109cm、深さは75.......,107cmを測る。各柱穴で柱のめり込みとみられる柱痕が検出され、その直径は24.......,

46cmであった。柱穴 lと4では断面で柱痕が確認され、その幅は27cmと23cmを測った。柱穴出土土器

・-・ 
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第53図 建物 4
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3. 弥生時代後期の遺構 ・遺物

の年代は百 ・後 .mである。柱穴 2は上壊41

として後述している。 （岡本）

建物 6 (第34・ 55図）

llB区、調介区の東端で検出された。一部

は未調在区に入るが、 3間X l間の掘立柱建

物と推定される。桁行全長457cm、梁問313

cm、床面積は14.3rrlを測る。桁行の柱間は

140cm、166cm、151cmと等問ではない。柱穴の

掘り方は円か梢円形で、長径48,..__,72cm、深さ

46,..__,54cmであった。柱穴 7では直径25cmの柱

痕跡が確認された。柱穴出上土器の年代は

百 ・後.mである。 （岡本） 一 立畑
....、

建物 7 (第34・56図） ＼／――V 
lOB区と llB区の境界の 2間X 1問の掘立

柱建物である。桁行全長395cm、梁間280cm、

床面積11出を測る。桁行中央の柱穴はともに

中点より北にずれていた。柱穴掘り方は桁円
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4. 灰臼色粘性微砂斑育灰色(5BG5/l)帖土

息

ー
ー
＼
｀
―

息頌

e-e. フ乙 LB ―

◎ ----
I /. 

ー上 一

5 

茎

0 2m 

第55図建物 6

＼
 

I : c; f G. , -?, I , __ _ ~ 
第56図建物 7

第57図 建物 8

形で、 長径は50"-'66cmであった。 3柱穴で直径25

cm前後の柱のめり込みを確認した。 （岡本）

建物 8 (第37・57図）

18C区の南半中央で検出された。 2間X 1問の

掘立柱建物である。北東隅の柱穴は後世の削乎で

破壊されている。桁行全長470cm、梁間310cm、床

面は14.6nfであった。桁行の柱間はほぼ等しい。

柱穴の規模は、 桁行の中央柱穴がひとまわり小さ

いため、長径は38"-'9lcmと幅がある。 （岡本）
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第 3章第 1節二股ケ・丸田調査区

(3)井戸

井戸 1 (第34・58-----60図、図版11-1・2. 46) 

この井戸は、竪穴住居 3の中央穴の一部と重なる位栢に存在し、切り合い関係からすると井戸が後

出である。平面形態は不整円形を呈し、径は1.3m前後、深さ1.65mを測る。

堆積土層は 4つの層に大別されるが、 l層の底および 3・4層中に 5-----lOmmの厚さの炭層が部分的

に入り込んでいる。土器はおもに 4附および 5層に多く、とくに 5層の中問部分には第58図の遺構図

のように折り屯なって、ほぼ完形の壺177-181が出卜している。上層堆積の状況は、 1 ""'4層の炭層

までが中央に向かって Fる自然堆積を思わせるが、 5層 J::.面は平姐であり、 5附中の完形 L器の存在

も考え合わすと何らかの人為的な行為（儀礼的な佃か）があった可能性もある。

完形の壺のほとんどは長頚壺で、そのうち177は屑部に 2個の竹管文と ハケ H原体（板状 L具か？）

によると思われる 4個の刺突文、 179は胴部 F方に径 2cm程の打ち欠いた穿孔をそれぞれもち、さら

に178は胎Lに粘土質を多く 含むいわゆる贔杯の胎士に似るなどの特徴がある。また、出七 l器は全

体に器表面が痛んでいるものが多く、製塩七器199は器表に指紋が顕著であった。

出t士器の形態的特徴から、百・後 ・1の時期を当てることができる。 （柳瀬）
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1. 茶灰褐色微砂 4. 暗灰色粘±

2. 炭層 . 5. 灰白色弱帖質砂

3. 暗灰褐色粘質t
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第58図井戸 1、同出土遺物(I)
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

‘
 

ヽ

f
 

＇ 

二

[

`

¥

疇

．．
 

・̀ 

l
.
l

4
 

．
．
 

了
＼

＇

，
心
＼

—

|

r

、’
'
,

9

,＇
．¥
W

、

..

h
"

‘ー・

.
_

.
、
~
，

ー

9

ヽ

ヽ

．

．
 

t
 

．
 

0 10cm 

第59図井戸 l 出土遺物(2)
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第 3章第 1節三股ケ・丸田溝査区

“ 199 

198 

第60図井戸 l出土遺物(3)

D 10cm 

井戸 2 (第34・61図、図版11-3. 46) 

9B区の南隅に検出された、径l.25,.._, l. 45 mのほぽ円形プランを星し深さ約1.45mを測る井戸であ

る。底径が比較的狭く、底近くでは基盤層と酷似した堆積七のため、確実な底を捉えきれていない。

一 廷畑

口

、 :~

"' ~.J 
'_/  
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一゚
m
 

1
d
 

1. 茶灰褐色粘質土

2. 炭層

3. 貧灰褐色粘質t
4. 灰＋炭層

5. 暗貧灰褐色帖土

6. 賀灰色粘土

濠 5・6には黄色土塊含

205 204 
0 10cm 

第61図 井戸 2、同出土遺物
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3. 弥生時代後期の遺構 ・遺物

堆禎土層は上• 中・ 下J曽の 3つの層に大別され、 上層中に 2の炭層が見られる。 七器はおもに中・

下附 (4・ 5層と 6層）で出ヒしている。図上で完形の壺203・204は、各々復元でほぼ完形になった

が、破片は各々40...,_,50片あり、おもに 5...,_, 6層にかけて原形を保たず出上している。このことは、廃

棄時において故意に細かく割られたと推贔され、上器における人為的な行為と井戸そのものの廃絶と

の関係が、井戸 1と同様儀礼的な何かが行われた可能性を示唆する。

土器の時期は、井戸 lと同じく 百 ・後 ・1の範印を示す。

井戸 3 (第34・ 62......,64図、図版12-1 . 47) 

11ライン Hこあり、調査区の北端で検出された。素掘りの井戸である。平面形はやや角張った円形

で、 長径が147cm、短径は127cmであった。探さは173cmと深かったが、底面は長径が35cmと狭いため、

（柳瀬）

350cm 

゜
lm 

1. 灰茶褐色帖質士（炭・焼土片含）

2. i炎茶褐色帖質土（炭・焼土片含）

3. i炎茶灰褐色帖質士（炭・灰多鼠含）

4. i炎茶灰褐色帖質土

5. i炎黄灰褐色帖質土

6. i炎黄灰褐色帖質士（炭・灰多量含）

1. i炎灰黄褐色帖質土

8. 灰褐色粘質土

9. 灰茶褐色帖質土

10. i炎灰茶褐色粘質土

11. i炎茶灰褐色帖質士

12. i炎灰黄褐色帖質土
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第62図井戸 3、同出土遺物(I)
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第 3章 第 1節 三股ケ・丸田調査区
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第63図 井戸 3 出土遺物(2)
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物
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第64図 井戸 3 出土遺物(3)
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第 3章第 1節 三股ケ・丸田調査区

井戸の断面形は砲弾形を呈する。井戸内の埋土は、断面観察によれば十数枚の層からなるが、それら

が順序よく 堆積している。このことからすれば、この井戸は廃絶した後、 じょじょに埋められたもの

と考えられる。最下層の12層の上部で大量の土器片が出士した。大形の土器片で、完形に近く復尤さ

れるものも あり、廃絶時にまとめて投棄されたものとみられる。 3層と6層には炭と灰が多量に含ま

れ、また、 1・2層では炭と焼士が含まれているなど、廃絶後は長期にわたってゴミ穴として利用さ

れたものと思われる。

出土した上器片は多量にのぼるが、そのうち28点を図示した。器種は壺 ・甕．鉢． 裔杯・蓋と多様

である。出土層位も各層にわたるが、 多くは第 8層から第12層の上部にかけての士器溜まりから出土

したものである。土器溜まり出士の土器は208・211・213・ 215・218・220-223・225-227である。

このうち208は完形に復元された。また、 211は第 6層からも破片が出七していたため、第 6層以下は

短時間で埋ま った可能性が高い。第 6層出士の上器としては209・ 215・219・224・234がある。 226は

高杯脚部の製法で作られた蓋である。土器の年代は百・後.mである。 （岡本）

□□ 

／ロ
---― 
ー／ 

ヽ
,,, -----~ ~' 

葺知

/ 21如

0 lm 

1. 灰色微砂 4. 3 +黄色土プロ ック

2. 茶灰褐色弱帖質砂 5. 暗青灰色粘質土

3. 黄茶灰色粘質砂 （底近くに士器多し）

井戸 4 (第34・65"-'67図、図版12-2 48) 

9D区の竪穴住居 3の南側に隣接して検出された、

比較的大形の井戸である。ほぼ円形の平面形を居し、

径約1.4m、探さ約 2mを測る。検出面から約1.5mの

深さまでは比較的急角度で落ち込み、それから底にか

けて次第にすぽまる断面形状を呈す。底は出水によっ

て明確ではないが、遺物の途切れるところを底と判断

した。井戸中の堆積土は上 ・中・下層の 3層に大別さ

れ、ほぼ南側から士が流入した状況を示す。井戸の上

部は 1層の堆積前にほぼ水平に削乎を受けている。 1 

層の灰色微砂は、 隣接する竪穴住居 3の覆-t.1屑に対

応する砂層と思われ、 第43図の130-132の上器の時期

に削平を受けた可能性がある。完形土器を含むほとん

どの遺物は、底近くに集中して出土したが、出水のた

め原位置を保てず、出土状態の正確な実測図は取り得

ていない。

出土遺物のうち完形は245、ほぽ完形は238・240・

249であった。ただ、 甕は口縁部と胴～底部が接合し

□い〗
0 5cm ー

第65図井戸 4、同出土遺物(I)
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3. 弥生時代後期の遺構・ 遺物
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O 10cm 一240 251 253 

第66図 井戸 4 出土遺物(2)
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第3章第 1節三股ケ・丸田凋査区
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第67図井戸 4 出土遺物(3)
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そうなものも多く、 廃棄時には完形であった可能性もある。壺 ．甕ともに口縁端部を J:.方に拡張さ

せ、端面に 2---...4条の凹部を続らせている。なかで、 甕240・245は山陰系の t器と思われ、とくに

240は斜め外方に長く拡張させた厚みのある口舷の形状に加え、 撫でMで白っぽい胎土などから移人

の蓋然性が高い。また、高杯はいずれも短脚であるが、脚柱部と裾部の境が屈曲するものとなだらか

なものの者がある。紡錘車 C2は、壺片の表と裏からそれぞれ穴開け途中の未製品である。

以上の、とくに甕• 高杯の特徴から百・後 ・m""'rvの時期とみてよい。 （柳瀬）

井戸 5 (第34・68図、図版12-3) 

9C区の南隅に検出された円形の井戸である。 I::部を近現代渦で削平されているが、現状では径約

1.3m、底径35"-'40cm、探さ約1.4mを測り、断面形は底に向かって漏斗状にすぼまる。

堆柏土は 4層確認され、とくに炭 ・焼士など目立った混入物は含まれない。出 t遺物も図示したも

ののほかは数片の甕片くらいで、他の井戸に比べて非常に少ない。

出土土器は、拡張させた口舷の端面に 4""'5条のヘラガキの平行線文（これを擬凹線と呼ぶむきも

ある）を続らせる甕272や短脚で脚柱と裾部の境に屈曲をもつ高杯274、脚径3.5cmほどの小ぶりな製

塩 f::器275などがあり、その特徴は百・後.rvの新相を示す。 （柳瀬）

井戸 6 (第34・69・70、図版12-4 48) 

10区のDライン上に検出され、堅穴住居 2の一部を切って存在する。検出面での平面形はほぼ円形

を呈し径l.5"-'l. 6mを測るが、約10cmの深さまで緩く Fがったところではわずかに隅丸方形ぎみの円

形を呈し、そこでは径1.2m前後を測る。そこからFは、胴張りぎみの急傾斜で底に全り、全体の深さ
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物
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一第68図井戸 5、同出土遺物

は約 2mにおよぶ。

堆積七層は 8層に細分される。基本的には日曽の

I ""'3附は砂、中層の 4・5J曽は砂質 :1:、 F層の 6"-' 

8層は粘土の堆積であり、 L器は 7層に多く 集中して

いた (8形は図ホした上器では甕281のみ）。また、 7 

層からは炭と焼Lとともに長石の微粒 fが多量に出±

していて、陶土の一部が流入した可能性もある。

出±.I:. 器は、破片が比較的大きな割りには完形近く

に復元できるものは少なく、いわゆる完形はないい

ずれも焼成はよいが、器表は序滅 しているものが多く

長期間の使用をうかがわせる。ほかに個々の特徴とし

て、器表に煤が忍められる壺277、底部穿孔の壺278、

胎上がチョコレート色で角閃石を含み、内面に指頭圧

痕が顕著な讃岐系の甕280などがあるが、器種それぞ

れの形態的特徴は百 ・後 .Nの新相を示す。ただし、

ロ縁端面にクシガキ沈線を施す甕282は、即式的には

後出の百・占 .Iの時期であるが、 7層の他の士器と

供伴しており、井戸の廃絶の時期は百 • 古. Iとみら

れる。 （柳瀬）

淘 ,in

0 1m 

1. 暗黄灰色砂｝洪 5. 暗黄褐色帖質土

2. 貧灰色砂 水 6. 暗灰色帖±

3. 茶灰色徴砂砂 1. 明灰色粘士

4. 暗灰褐色帖質土 8. 暗灰黒色帖土

第69図井戸 6
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第70図井戸 6 出土遺物
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

(4) 士城

土壊 5 (第34・71図、図版13-1 . 49) 

lOB区にあり、竪穴住居 6や洞27に

よって土猿上部の半分以上を削乎された

状態であるため、本来楕円または隅丸長

350cm 

1. 黄褐色砂質土 ゜286 

j
 ロ

ー`  ＼ ー＼ 

290 297 

第71図土壊 5、同出土遺物
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第 3章第 l節三股ケ・丸田調査区
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方形に近い平面形が歪になってい

る。長径約1.7m、短径約90cm、深さ

20,...__,30cmを測る。

士器は底から約10cm浮いた状態

で、いくらかは消失しているもの

の、小礫を含み多く出土している。

器種は壺・甕•高杯・鉢• 椀と揃っ

ているが、いわゆる完形はない。高

杯の脚柱部に短頸化の兆しがうかが

える百・後.IIの時期である。（柳瀬）

土壊 6 (第34・72図、巻頭図版

4 -1、図版13-2.49) 

土漿5から約 3m南に検出された

ほぽ円形の士猥である。西側の約

1/4を溝27によって削平されてい

る。径l.lm前後、深さ25cmを測る。

土器は底から10cm.以上浮いて、ま

とまって出土しているが、破片のみ

で器種のほとんどは甕である。 317

の手焙形土器（底に葉脈痕跡）は、

出土位置および型式からすれば渦27
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第72図 土壊 6、同出土遺物
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1. 黄褐色土

゜
lm 

3 . 弥生時代後期の遺樺・遺物

に伴う可能性が強いが、この項で扱った。勾玉J8は土

器と同レペルの壁際で出土している。質はヒスイに似る。

遺構の性格は不明ながら、百・後.Illの時期を与える

ことができょう。 （柳瀬）

土壊 7 (第34・73図、図版49)

竪穴住居 6の南西側に接し、 10区のCライン上に検出

された不整円形の土城である。断面でも明らかなように

上部あるいは周辺にかなりの削平を受けている。現状で

は長径約1.3m、短径約1.lm、深さ約15cmを測る。土器

の出土状態は、近接する土猥 6と似るが、一部集中する

箇所は底に接している。器種は甕が多くを占める。
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第73図土塙 7、同出土遺物
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

この種の遺構はその性格が特定しにくいが、土器の時期は百・後・ 皿とみてよい。 （柳瀬）

土壊 8 (第34・74図、図版13-3. 49) 

lOC区の中では北寄りに位置する、隅丸長方形の土披である。上方の一部を近現代澗によって削乎

を受けているが、比較的残存状態はよい。断面は長軸方向で逆台形、短軸方向で箱形を呈し、堆積土
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1 • 暗黄色砂質土

2. 暗灰褐色微砂粘土（焼土塊含）

3. 黄褐色砂質土

4. 黄褐色砂質土（賀色土塊含）

5. 暗黄灰色砂質土（炭・焼土粒含）

6. 灰褐色粘質土 7. 灰黄褐色粘土
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3 . 弥生時代後期の遺構・遺物

の状況は中央に向かって緩く落ち込む。長辺1.85m、短辺約70cm、深さ約50cmを測る。

出土士器は、おもに上層の 1・2層に集中している。土器の中では高杯の344がほぼ完形ながら、他

は復元完形または破片である。これらは百・後 ・II,...... flの時期の特徴を合わせもつ。この土猥は、形

状からすれば墓の可能性もないとは言えないが、ほぼ同時期の住居区の中であることや今のところ周

辺では小児用の土器棺墓しか確実なものはないので、今後の検討を待つしかない。 （柳瀬）

土壊 9 (第34・75図、図版49)

lOC区のほぼ中央に検出されたほぼ円形の士猥であるが、一部を側栂によって切られている。規模

は径約0.9,......1m、深さ50,......60cmを測る。堆積土は 2層に分かれ、その境に士器が集中する。

I 
________3fil!__ / 

゜
lm 

1. 黄灰色砂質土

2. 黄灰褐色砂質土

（炭多含） ~ 

350 

胃］／ア／
353 
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19cm 
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一第75図土城 9、同出土遺物
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

士器のうち完形は346の手捏ね高杯のみで、他は破片である。砥石S87は流紋岩の溶岩で、両面とも

に擦痕が観察されるが、片面には浅いながらも幅 4~5 1111D. の窪みが約 7cmの長さに認められ、玉類の

研磨に使用された可能性もある。出土土器から、百・後.IIの時期とみられる。 （柳瀬）

土壊10(第34・76図、図版14-1) 

lOC区の北寄りに検出され、隅丸の

3
7
0
c
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＼
 

370cm 

1. 攪乱

2. 暗灰茶褐色微砂

3. 灰黄色砂質土プロック

4. 灰茶褐色微砂

5. 灰茶褐色微砂（黄色土塊含）

6. 暗灰褐色微砂（黄色土塊含）

第76図土壊10

。
lm 

＼
 

gou~ 

正方形に近い形を呈する。長さ約1.4 

m、深さ約45cmを測る。土層は水平堆

積に近く、自然堆積とは思えない。底

は凹凸もなく、ほとんど乎坦であり、

貯蔵穴かもしれない。

出士遺物は、土器の破片が少量出土

しているに過ぎないが、時期は甕のロ

縁片の特徴などから、百・後 ・m,...__,,N

と思われる。 （柳瀬）

土壊11 (第34・77図、図版14-2) 

9C区の10ラインに接する位置に検

出された。北半の上部を近現代溝に削

平されているため、平面形が台形状に

見えるが、本来は隅丸長方形であった

可能性が強い。規模は現状で約l.6X

1. O,...__,, 1.3m、深さ約65cmを測る。

三『------D
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1 • 明茶褐色微砂

2. 暗灰褐色粘土

3. 灰褐色粘土
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第77図 土壊11、同出土遺物(I)
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

士層は 3層に大別され、中央

に向かって緩やかに下がる自然

堆積状態を示す。遺物はとくに

集中することなく、土器片のみ

散在して認められた。土器量は

図示したもののほかは、甕の胴

部片など20数片に過ぎない。

この土城は、上器の形態から

百・後.IIIの時期に廃絶した貯

蔵穴と考えられる。 （柳瀬）

土壊12(第34・79・80図、図版14-3) 

lOC区の西寄りに位置し、竪穴住居 2の一部を切って存在する。ほぼ隅丸長方形を呈し、比較的急

‘ 

10cm 366 

第78図土壊11 出土遺物(2)

傾斜で落ち込む掘り方をもつ有する大形の土城である。長軸約 3m、短軸約1.5m、深さ60,...__,70cmを測

る。南西部の底は円形または長方形にわずかに窪むものの、大半は平坦面を呈する。

土層は水平に近い堆積状態を示し、自然堆積とは思えない。土器は破片のみ、とくに集中すること

なく散在した状態で出土している。図示した土器以外にも、百・後 ・I,,...,_, IIの時期の士器片が割合か

らすれば多く出士しているが、遺構の存在は図示したmの時期に求めることができよう。また、この

土城の性格は、確証はないものの規模・形態からすれば、貯蔵穴と考えられる。 （柳瀬）
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1. 茶褐色土（黄色土塊含）

2. 黄色砂質土塊

3. 灰茶色粘質士（黄色土塊含）

4. 灰茶色粘質土

5. 黄色土塊
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368 
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第80図土堀12出土遺物

380 381 

376 

土環13(第34・81・82図、図版14-4) 

lOD区の北寄りに検出した、大形のほぼ円形の土城である。断面はわずかに袋状を呈する。規模は

底径l.7m前後、現状での

上部径は底とあまり代わら
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゜

ず、深さ60,..._,70cmを測る。

底面は南西部分がわずかに

窪むが、ほぼ平坦である。

土層は中央に低く堆積し

土器は小破片が少量、おも

に 3 層から、焼土粒• 炭粒

が比較的多量に 4層から検

出されている。出土士器の

型式は幅があるが、百・後・

皿の時期に埋没したと思わ

れる。この土城が袋状士城

だとすれば、百間川遺跡群

で初見である。 （柳瀬）

1. 黄灰色砂質土（黄色土塊含）

2. 灰褐色砂質土

3. 黄灰褐色粘質土（黄色土塊含）

4. 茶灰褐色粘質土（焼士粒・炭多含）

5. 3と同（黄色士塊が細かい）

第81図土壊13
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

＿—三ニー／

ごi~~
10cm 383 

ー／-ニ雪-:.t:.~ 
385 

第82図土堀13出土遺物

384 

輯＼且〗
386 387 

土壊14(第34・83図、図版49)

9C区の南端に近いところで検出した、楕円形を呈する小土城であ

る。長径約95cm、短径約80cm.、深さ約30cmを測る。

出士士器にいわゆる完形はないものの、小士城の割りには土器が多

い。また388~390の壺は、いずれも器表に赤色顔料が塗られ、さらに

388 

。
1(}cm 

399 

392 

0 50cm 一第84図土壊15

395 396 

第83図 土堀14、同出土遺物

波状文や円形浮文などで飾られている。とくに、 389・390については

出士も希で、畿内から移入された可能性が高い。

性格は不明ながら、時期は百・後 ・Nの新相である。 （柳瀬）

土壊15(第34・84・85図）

士城14の東約 2mの、 10ライン上に検出されたほぼ円形の小土猥で

ある。径60cm前後、深さ約30cmを測る。柱痕跡は不明ながら、西半分

が 1段下がるところから、柱穴と思われる。土器は比較的上部から出

土している。士器の時期は、百・後 ・Nの範疇である。 （柳瀬）
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第85図土城15出土遺物

土壌16(第34・86,-....,,90図、図版15-1 . 50・72) 

9D区の東寄りにあり、竪穴住居 3の柱穴 1および貼床面を切り、さらに隣接する竪穴住居 4に切

られて存在する。現状での規模は長軸1.2m、短軸l.Om、深さ約1.3mを測り、平面形はわずかに楕円

形を呈し、底近くは凹凸が見られる。埋士は基本的には 3層に大別され、上部の 1層は竪穴住居 3か

ら井戸 4 にかけて広く覆われた灰白色の砂層と同ーと考えられる。この層には百• 古. Iの土器

(130---132)を包含しているため、この時期にも上部に削平を受けていることになる。

遺物はおもに士城下層の 4層に土器溜りを形成して出士しており、一括遺物として取り扱うことが

できる。出土の状態は、まず底に大形壺420が置かれ、壁との隙間にランダムに他の土器を入れ（捨

~70W! 

1. 灰白色細砂

2. 茶掲色微砂

3. 茶褐色砂質土（寅色塊含）

4. 暗黄褐色粘質士

5. 竪穴住居 3覆土

6. 竪穴住居 3貼床

第86図土堀16、同出土遺物(1)
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

第87図土塙16出土遺物(2)

-71-



第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

にニヒニ］
423 

。
10cm 

。

1

9

 3
 

c
 

第88図土壊16出土遺物(3)
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

~(f'~ ニ□~~ ロ

429 
432 436 

更 一□叫
437 

430 443 

第89図土塙16出土遺物(4)

て）ていった様 fがうかがわれる。土器そのものは、全体的に器表面の荒れや使用痕跡、欠損等がみ

られ、廃棄時の衝撃あるいは埋没後の土圧等で破損しただけでなく、廃棄の直前に完形の個体も少な

かったと思われる。士器の形態以外の特徴として、壺407・417の外面には煤が付着し、とくに前者に

は内面にオコゲの痕跡も ある。出土土器の器種は、壺 ・甕• 高杯• 小型鉢・ 器台 ・製塩上器などほと

んどセット関係を満たしているが、比率としては壺の割合が多い。百 ・後 ・1の時期である。

この土猥は他の井戸に比べて約40"-'50cm浅く、井戸の機能はない。遺構の性格は特定できないまで

も、廃棄された士器と伴出している破砕された分銅形上製品 C3の存在は注目される （柳瀬）
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

土壕17(第34・91図、図版51)

10D区にあり、 1:部を後出のt器溜り lに裂われて存在する。ほぼ円形で径60"-'65cm、探さ約20cm

と、柱穴とすれば比較的大きい。 L壊のほぼ中央部に、細かく破損した t器片が集中して出土してお

り、堆栢±しまそれを境に 2層に分層される。±附中にはガラス溶滓の細粒を含み、とくに 2層に多い。

図ホした t器は、いずれもほぽ完形近くまで復尤された。甕460・ 461は前出の280、後出の465と同

類の±器で、いわゆる讃岐系である。 462は高杯の脚柱部をもたない杯であ り、類例は少ない。探Hの

杯の形態や他の讃岐系甕の供伴遺物からしても、百 ・後 ・Nの新相とみて位はない。 （柳瀬）

土壊18・19(第34・92・93図、図版15-2. 51) 

10D区の七城13の南西側に隣接して存在し、現代憚により い部が西側に深い削平を受けている。ま

た、 L城19は士城18に切られる関係にある。 日廣18は現状で約0.9Xl.lm、探さ最大で約70cm、同19

は径約80cm前後、探さ約20cmをそれぞれ測る不整円形を吊する。

±扱18は埋士の日付に炭• 灰・ 焼士層があり、 3層の F部で士器片と小礫の集中をみた。出±::-l器

のうち聾463・ 465・466は復元でほぼ完形を得ている。上城19は浅く、底近くに焼 l塊と炭を比較的

多 く含んでいた。士器は数片しかない。t城18は百・後 ・N、同19もほぼ同時期と思われる。（柳瀬）
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1. 暗黄灰色微砂

2. 炭・灰・焼土

3. 暗灰色弱粘質砂

4. 暗緑灰色粘質土

5. 暗（黒lf'l(,色帖土

土壌19

1. 黄灰色砂質t
2. 暗灰色粘質土

焼上塊・炭多含l

0 lm 

士壊20

'・ 暗茶褐色徴砂 土壌21

（炭•灰多含｀ガラス粒含l '・ 暗黄褐色砂質士（焼士含）

2. 暗褐色微砂 2. 暗茶褐色微砂

3. 灰黄色微砂帖土 3. 暗褐色粘質上

第92図土壌I8• I 9 • 20・2 I 
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第93図土壊18・19(上）、 20(下）出土遺物
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物
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第94図土塙21 出土遺物

w 
土壊20(第34・92・93図、図版15-2. 51) 

士城19の南東側に接して検出された不幣楕円形を呈する土猥である。長軸約 lm、短軸約70cm、深

さ40cm弱を測り、遺物は l層下部から 2層上部にかけて集中して出土している。また、 l層中にはト

壊17と同様のガラス粒と炭・灰も多く認められ、後出の土壌22とも位置的に近く、三者を含めて何ら

かの関連性がうかがわれる。ほかにモモの種fが出土している。

士器のうち甕471・472はほぼ復元完形であり、後者はとくに土壊18の463とその形態・整形技法に

共通点が多い。土器の年代は、百 ・後 ・Nの新相とみてよい。 （柳瀬）

土壊21 (第34・92・94図、図版15-2 51) 

±凛20の南東側に接して、その一部を切って検出された長楕円形の土凛である。長軸約l.lm、短軸

約70cm、深さは北側で40cm弱、南側で30cm弱を測るが、 L 

色で正確に捉えることができなかったものの、 F断面では

北に小礫、南に七器片の溜りが顕著で、底のレペル差から

も2基の土猥が重なっている可能性もある。

出±.土器のうち、甕480・481の一部に土壌18の甕片が接

合する。他の遺物も百・後 ・Nの範騎である。 （柳瀬）

土壊22(第34・95・96図、図版51)

土壌21の東に約1.5m離れた位置に検出された、ほぼ隅

丸方形の士墳である。長さ約50X 60cm、深さ40cm弱を測

り、土層は大きく上 ·f層に分かれる。上層には炭• 灰．

焼土とともにガラス粒が見つかっている。下層の 3層から

土器の大半が出土している。
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第95図土塙22
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第3章第 1節三股ケ・丸田調査区
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第96図土城22出土遺物

゜
而
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』-言

第97図土壊23

甕492・493はともに復元でほぼ完形になっている。

また、後者の肩部から胴部下半にかけての器表には、

とくに吹きこぼれ痕跡（図版51)が顕著である。

土器の年代は百・後 ・Nの時期を示し、ほぽ同時期

の近辺の土城のいくつかにガラス粒が出土している点

と井戸 6出士の長石との関連が注目される。 （柳瀬）

土壊23C第34・97図、図版15-3)

lOD区にあり、土猿19・20と一部重複し、さらに上

部を現代溝によって深く削平されている。平面形ほー

部が入り組んだ不整楕円形を呈し、長軸約2.4m、短

軸1.3m弱、深さ約35cmを測る。埋土は基盤層と酷似

した黄褐色粘質土がつまっており、自然堆積とは思え

ない。底面は平坦で、ほぼ中央部の約40X60cmの範囲

が赤橙色に焼士化している。上器は数片出士している

のみで、時期は後期前半であろうか。 （柳瀬）

土壊24(第34・98図、図版16-1. 52) 

lOB区にあり、土猥25によって一部が破壊されてい

る。平面形は細長い形状を示し、中央付近が一段落ち

込む。残存長は190cm、幅は78cmであった。深さは端部

で20cm、中央部で57cmを測る。猥壁の領斜は急だが、

端部の平坦面から中央部への傾斜は緩やかである。土

猥の上部に士器溜りが形成され、中央部分ではU字状
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350cm 

。

三＼、三~-『,,み 1//;nグ/,

1. 暗褐色粘質土

lm 

3. 弥生時代後期の遺構・遺物

に窪んでいた。ニケ所で士

器片の集中がみられた。土

器溜りの下は賠褐色粘質士

の一層であった。

出土土器の器種をみると

甕が多く、鉢も目立った。

ロ縁部の形状から判断して

多少の時間幅が考えられそ

うである。 士器の年代は

百・後.IIである。 （岡本）
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第98図 土壊24、同出土遺物

-79-



第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

ー

ー

ー

ー

、.
5
/
I
I
I

/
 

L‘
ー
ー
ー
ー

Y
/

v,＇ 

＼
~
ー
／
―
-
ン

-

―
 

一

可

360cm 

土壊25(第34・99図、図版16-2. 52) 

lOB区にあり、土城24を破壊して掘られている。平

面形は不整形な楕円形を呈し、長径が166cm、短径は

141cmを測る。城底は中央部分が落ち込んで段状をな

していた。土痰の深さは、最深で47cm.、一段高い底面

で33cm.だった。埋土は 3層に分けられたが、第 2層に

は大量の土器片が含まれ、土器溜りの様相を呈してい

た。土器溜りの底には焼土を含んだ炭の層があり、土

猥本来の機能が失われた後、しばらくしてゴミ穴とし

て利用されたものであろう。

士器の年代は百・後.IIが主で、皿を含む。（岡本）

1 . 暗灰賀褐色質土（底に炭} 2'. 暗灰色粘質土

2. 暗灰黄褐色粘質土（茶褐色 3. 炭層

粘土粒含

0 1m 

。
10cm 

515 

／
 

l
 ふ

/
“
F
 

¢
 

II .,I 
炉
い
齋

516 

第99図土堰25、同出土遺物

土壊26(第34・100・101図、図版16-3. 52) 

lOB区の東端で検出された。平面形は不整形な楕円形をなし、その規模は、長径が177cm、短径が
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

360cm 

譴タグ”“
1. 暗灰褐色粘質土（焼土・炭散） 4. 暗褐色粘質土

2. 暗褐色粘質土（焼土塊多含） （炭・焼土粒・ガラス粒含）

3. 暗灰褐色粘性土

O 1m 

521 

―- ----= 

524 
525 D

 
10cm 

第100図 土堀26、同出土遺物(I)
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第 3章第1節三股ケ・丸田調査区

529 

531 

527 

。
10cm 

528 533 

第IOI図土塙26出土遺物(2)

123cm、深さは40cmを測る。土城の東肩部は深さが12cm前後の浅い段になっていて、段の肩部で測ると

土城の長径は142cmとなる。城内の埋士は 4層に分けられるが、下半の第 3層には土器片が大量に含

まれ、土器溜りとなっていた。土器溜りの下に接して、炭や焼士を多量に含んだ第 4層の盛土があ

り、この中にはガラス滓も認められた。第 2層にも多量の焼土塊が含まれているため、第 4層から第

2層までの堆積は短時間であったかもしれない。出士土器の年代は百・後.mの古である。（岡本）

土壊27(第34・102図、図版16-4. 52) 

lOB区の東半にあり、士城25から南に lmしか離れていない。平面形は不整形な三角形のような形

を皇し、長径が213cm、短径は141cmを測る。底面は四角形に近く、対角線方向の長径で128cmであっ

た。この士城の底面も、東半が 8cm程度落ち込んで段をなしている。土城の深さは最深部で42cmで

あった。断面を観察すると、埋土は 3層からなり、第 1層の底に士器溜りが形成されていた。土器溜
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3 . 弥生時代後期の遺構・遺物

＼
 

360cm 

1. 暗茶灰色粘質土

1'. 暗灰褐色粘質土（炭・焼土粒）

2. 黄灰色粘土

3. 暗黄褐色粘質土

542 545 

第102図 土堀27、同出土遺物
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第 3章 第1節三股ケ・丸田調査区

りの下の第 2層には炭や焼士が含まれていた。第 3層には黄灰色粘土の塊を包含していた。出士の土

器の年代は百・後.nである。 545の高杯脚部は蓋に再使用されたようで煤が付く。 （岡本）

土壊28(第34・103図、図版16-5 . 52) 

IOB区の中央付近で検出された。平面形は不整形な長楕円形で、長径が210cm、短径は126cm、深さ

は42cmを測る。底面は中央がわずかに窪んだ平坦面となっていた。城壁の頷斜は緩やかだった。埋土

は2層に分けられたが、第 2層には多羅の士器片が包含され、とくに底面では完形に近い土器もあ

り、石の混じった土器溜りを形成していた。土器溜りの下では、炭や灰の集中している所が認められ

300cm 

r、

1. 淡黄灰色粘質土

2. 淡茶灰色粘質土

548 

547 

゜
m
っ

1
1
 

552 

554 
555 

。
10cm 

第103図土城28、同出土遺物
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

た。出土土器の年代は百・後・皿が主体で、 IIを一部含んでいる。長頸壺もあった。 （岡本）

土壊29(第34・104,....,_,106図、図版17-1. 53) 

IDB区の東半、土壊27のすぐ西に位置している。細長い溝状の土城で、全長は439cm.、幅が69,...,_,83cm

を測る。底面は平坦で、城壁の傾斜は急なため、断面形は逆台形状を呈する。底面の幅は48,...,_,59cmで

あった。埋土は茶灰褐色粘質土の 1層であったが、層中に炭の薄層を含んでいた。また、多量の土器

片を包含し、士器溜りとなっていた。この土器溜りはある面に揃うのではなくて、層中全体に散乱し

ている状態であった。このようなあり方は、前述の土漿z4.......,z1とは異なっている。

1. 茶灰褐色粘質土

゜
lm 

559 

560 

第104図土壊29、同出土遺物(I)
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

第105図土壊29出土遺物(2)
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

577 

584 

。
10cm 

580 

587 

八
3591

贔

塁ぷ騎
592 593 

589 590 

第106図土堀29出土遺物(3)
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第 3章 第 1節 三股ケ・丸田調査区

土城29から出士した土器はさまざまな器種を含み、器形や口縁の形態で類似するものが多く、良好

な一括資料である。百・後.IIの古段階と考えられる。 584は高杯脚を蓋に転用している。

土壊30・31 (第34・107図、図版17-2・3)

（岡本）

ともにllC区の調査区北端で検出された。一部は調査区外にある。士猥24や29と同様に溝状の形態

をしていた。それぞれの規模は、土城30が残存長280cm、幅50cm、深さ39cm、土披31は残存長385cm、

幅74cm、探さ35cmを測る。両土猥ともに、底面は中央部が一段落ち込んで、階段状を呈していた。

ただ、その段の高さは、土城30ではllcm、土壊31も6cmとわずかであり、土猥24ほどではない。土城

土壕30
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第107図
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~' ---.·~··60:- (《

翼
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10cm 
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土城30• 31、同出土遺物
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3 . 弥生時代後期の遺構・遺物

30・31は土器片をいくらか包含していたが、土器溜りと言えるほどではなく、底面からは浮いた状態

にあった。この点で、長軸方向の類似する士壊29とはおおきく異なっている。

第107図の上が士横30、下が士城31出士士器である。ともに百・後.IIと考えられる。 （岡本）

土塙32(第34・108図）

360cm 

1. 淡褐色粘質士

2. 暗褐色粘質土（焼土・炭含）

D lm 

607 

lOB区の南半にあり、溝12によって破壊されている。乎面形は

長方形に近い。土猥の規模は長軸110cm、幅60cm、深さ30cmを測

る。底面は階段状となり、その段差は 8cmであった。埋土は 2層

に分けられた。下層は底面の段状部分を埋めていて、焼士や炭を

包含していた。上層は土城の大部分を埋めていて、石や土器の大

｀ゞ~,608 

□三二

610 

~~ 613 

第108図 土塙32、同出土遺物

。

形破片を多く含んでいた。また、焼士片も少量認め

られた。

出土土器の年代は百・後.IIと考えられるが、 m

の段階のものも一部含まれるようである。 （岡本）

土壊33(第34・109・110図、図版54)

360cm lOB区の中央付近で検出された。平面形は円形に
'.I.~~ 

近く、その規模は長径が80cm、短径は72cm、士壊の

深さは39cmであった。猥壁の領斜はきわめて急で、

底面はほぼ乎坦であったため、断面は箱形をなす。

埋土は暗灰茶色粘質士の 1層で、炭を混じえてい
lm 

第109図土城33 た。土城の上半部には土器片が大量に投棄されてい
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第110図 土塙33出土遠物

て、その一番下には、完形に近い土器が 2点 (619・620)出士した。土城の東部分における土器片の

あり方からすれば、士猥は上方へ広がっていたものと考えられる。

出士士器の年代は百・後.IIIである。 615の長頸壺には網目の痕跡が明らかである。

土壊34(第34・111図）

（岡本）

lOB区の南半に位置する小形の土城である。平面形は卵形で、長径が86cm、短径は63cmを測り、深
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

さは13cmときわめて浅い。城内からは、長径25cm前後の平石 3個を中心にして石や土器片がまとまっ

て出土した。これらの遺物は士城の底面からは浮いていた。埋士は暗褐灰色粘性砂質土の 1層で、炭

と焼士が含まれていた。士器片の多くは624のもので、胴部の1/3を欠くにすぎない。

出土土器の点数は少ないが、それらの年代は百・後・皿と考えられる。 （岡本）

360叩

冑0 50cm 一1. 暗褐灰色粘性砂質土

（炭・焼土含）

-:、:~~;~

628 

゜
!Dem 

第III図土堀34、同出土遺物

350cm 

1. 茶灰色粘質土

2. 茶灰色粘質土（炭・焼土混）

3. 淡黄灰色粘質土
0 1m 

土擦35(第34・112図）

lOB区の東南部で検出された。溝13によって一部を破

壊されている。平面形は不整形な楕円形で、長径が142

cm、短径は87cmであった。底面はほぼ平坦だったが、わ

ずかな傾斜面になっていた。士城の深さは最深部で35cm

を測る。城壁は途中で傾斜角度が変わっていた。埋土は

3層で、遺物を含んでいた第 2層には炭や焼土が包含さ

れていた。第 3層には黄色粘士の塊が多く混じってい

た。出士士器の年代は百・後.illである。 （岡本）

D
 

10cm 

第112図土壊35、同出土遺物
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‘

,

、

ー

I

I

‘

ー
ー

1

l
h
u卜
＋
ー

土墳36(第34・113図）

lOB区の東南部にあり、土披35と接している。潤13を先に発掘し

たため、一部が破壊されている。平面形は楕円形で、長径113cm、短

径94cm、深さ44cmを測る。埋土は 3層で、第 2層には炭や焼土が大

量に含まれていた。第 2層の下で石や土器片がまとまって出士し

た。出土土器の年代は百・ 後・皿である。 （岡本）
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第113図土塙36、同出土遺物

土壊37(第34・114図）

lOB区の東半に位置する。前述したように、建物 3の柱穴である可能性が高いが、疑問もあり、士

城として述べる。平面形は長楕円形で、長径158cm、短径95cm、深さ32cmを測る。猿壁の途中に段があ

り、二段になっている。埋土の第 3層には黄色粘土塊が多い。土器の年代は百・後・皿。 （岡本）

土壊38(第34・115・116図、図版17-4. 54) 

llC区の西半で検出された。検出面が北東部分より南西部分が高

いため、不整形な平面形にみえるが、もともとは卵形である。長径

が189cm、短径は136cmであった。城内の形状はやや複雑で、士城の

細叩

。
1. 黄褐色粘性微砂質土

2. 暗黄褐色粘性砂質土

3. 黒褐色粘質土（黄色粘土多混）

第114図土堀37

目同

笏

1 • 淡黄灰色粘質士

（焼士・炭粒含）

2. 炭多黒褐色土

3. 暗茶灰色粘質土

1m 

第115図土城38
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3 . 弥生時代後期の遺構・遺物

。
第I16図土塙38出土遺物
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

南隅に底面より20cmほど高い段があり、底面の中央には深

さ8cmの長楕円形の穴がみられた。また、長径31cm、深さ

4 cmの穴も底面の端で検出された。土城の深さは最深部で

61cmを測る。埋士は 3層に分けられる。第 1層には炭粒と

焼士が含まれ、第 2層は炭層となっている。第 3層には、

石や大形の土器片が床面より浮いた状態で包含されてい

た。出士土器の年代は百・後.mとNである。 （岡本）

土壊39(第34・117図）

lOB区の北西部にあり、土猥27の60cm東に位置する。乎

面形は楕円形で、長径は推定で134cm、幅は93cm、深さが10

cmを測る。城底に焼土面があり、大きな焼土塊も出士し

た。埋土は 1層で、少量の炭と焼土を含んでいた。このこ

とからすれば、炉のような施設である可能性が高い。出士

，
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lm 

1. 暗褐色微砂質土（炭・焼土粒少祉含）

第117図土堀39

した土器片は20数片で、製塩土器の脚部が多かった。土器の年代は百・後.IIであろうか。 （岡本）

土壊40(第34・118図）

lOB区の南端にあり、建物 5の柱穴を破壊している。平面形は円形に近く、長径62cm、短径55cm、

深さ12cmを測る。底面ほわずかに窪んだ凹面となっていた。埋土は暗灰色粘質土で炭と焼士が含まれ

ていた。披内からは石と土器片がまとまって出土した。土器の年代は百・後.IIIである。 （岡本）

/R_ 
360,rn 

冑
0 50cm 一1. 暗灰色粘質土

（炭・焼土含）

648 

649 

。
10cm 

647 

’‘ ヽ

ヘ

＼
 （`

 
｀
 

650 

第118図土城40、同出土遺物

-94-



@) 
360叩

D
 

1m 

1. 灰褐色粘性微砂

2. 灰褐色粘質土（黄色斑少含）

3. 褐灰色粘質土（黄色斑少含｝

4. 赤褐色粘質士（黄色斑少含）

5. 褐灰色粘質土（黄色斑少含）

3 . 弥生時代後期の遺構・遺物

土壊41(第34・119図）

lOB区の南東部にあり、前述したように建物 5の柱穴である。

平面形は楕円形で、長径が109cm、短径は88cmであった。城壁は急

傾斜で、底面はわずかな凹面となっていた。底面には長径30cmの

柱のめり込んだ穴が確認された。柱穴の深さは最深で104cmを測

る。埋士の下半で柱痕を確認した。出士士器の年代は百・後.JI 

と考えられ、建物 5の年代より古い。 （岡本）

651 二
• 一''~- -—-

~ ¥. lこ 一

. ,l ,1 ―― 

---'_—--
653 f

 ~I 
10cm 655 

第119図土塙41、同出土遺物

土墳42(第34・120図、図版54)

lOB区の南東部、土漿41のすぐ南に位置していた。一部を隣接する柱穴によって破壊されている。

平面形は円形に近く、長径が82cm、探さは25cmを測る。城壁の傾斜は急で、底面はほぼ平坦であっ

た。埋士は水乎に 2層の堆積がみられ、上層に完形に近い大形の士器片が集中して出士した。ガラス

滓も認められたが、炭や焼土はなかった。出土土器の年代は百・後.IIと考えられる。 （岡本）

360cm 

。
1m 

657 

。
1Dan 

第120図 土城42、同出土遺物

土壊43(第34・121図、図版18-1)

IDB区の東南隅、土横42の10cm南にあった。平面形は不幣形な楕円形で、長径が175cm.、短径は
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第 3章第 1節三股ヶ・丸田調査区
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661

662 

゜
lm 一 = 

663 

1. 褐灰色粘質土瀑i土・炭少含）
2. 黄褐色粘質土（焼土・黄色粘土小塊含）

3. 暗褐色枯質土

4. 黒褐色粘質土

5. 黄色粘質土

6. 褐灰色粘質士（底に 4と同じ土）

第121図 土塙43、同出土遺物

162cmであった。城内ほ階段状になり、西端に深さ25cm前後で最大幅38cmの平坦面があり、そこから

D
 

10cm 

29,...._,46cm下がって底面に至る。さらに、底面の東端で長径72cmの楕円形の穴が深さ 4cmで確認され

た。埋土は第 1・2層の上層とそれ以下の下層に二分される。上層には焼土が含まれていた。第 3層

には士器片が多く、第4層では灰層の薄層が認められた。士器の年代は百・後・ 11である。 （岡本）

土壊44C第34・122図、図版18-2・54) 

lOB区とllB区の境界南端に位置する。平面形は楕円形で、長径が285cm、短径は232cm、深さ49cm

665 

664 10cm 

第122図 土塙44、同出土遠物
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

を測る。底面は広い平坦面となり、長径で210cmであった。この土城の特徴は、城壁の途中に段をもつ

ことである。猥壁の傾斜は急であるが、深さ20cm付近で一度傾斜が緩くなり、再び急に落ちる。た

だ、平坦面と呼べるほどの面は認められない。出士土器の年代は百・後・ 1IIとみられる。 （岡本）

土壊45(第34・123図、図版18-3. 55) 

lOB区とllC区の境界で検出された。士猥43のすぐ西に位置する。平面形は円形に近く、直径113

cm、深さ40cmを測る。底面はわずかに窪んだ凹面となっていた。城壁は急傾斜であったが、北と南で

は壁の途中に傾斜の変換点があり、北では最大幅 9cmの三日月形の緩斜面となっていた。埋士は 2層

に分けられたが、第2層はごく薄い。第 1層には炭や焼土が点々と含まれていた。第 1層の底と一部

猥壁に接して大形の土器片が出土した。出土した土器の年代は百・後.IIである。 （岡本）

360cm 666 

゜
lm 

1. 黒灰褐色粘質土

2. 黄色粘質土(1混）

。
10cm 

668 

第123図土堀45、同出土遺物

土壊46(第34・124図）

11B区の西端に位置する。溝13と柱穴によって上部を一部破壊されていた。埋士の断面観察から考

360cm 

゜
lm 

1. 暗褐灰色粘質土（炭・焼土粒含）

2. 暗褐色粘質土（黄色粘土塊含）

3. 暗黄褐色粘質土（黄色粘土、炭・焼土含）

4. 暗褐色粘質土（黄色粘±塊含）

第124図土壊46
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第3章第1節三股ケ・丸田調査区

えれば、 2基の土猥の重複したものである可能性がある。平面形は栴円形で、長径169cm、短径152

cm、深さ37cmを測る。漿壁の途中に領斜変換点をもっていた。埋土の第 1層と第 3層には炭と焼土が

含まれていた。出土した士器の年代は百・後.IIと考えられる。

土壊47(第34・125図）

lOB区と llB区の境界に位置し、土披46から南西に lm離れていた。平面形は不整形な楕円形で、

（岡本）

360cm 

1. 明褐色弱粘質土 5. 3と同（炭下層に多し）

2. 灰褐色弱粘質土 6. 暗黄褐色粘質土

3. 褐灰色粘質土 7. 暗灰褐色粘質土

4. 灰褐色粘質土(4'粘土塊）、 8.黒褐灰色粘質土

9. 3と同じ

~~ 戸~--~
669 

長径が145cm、短径は112cm、深さ62cmを測る。猥壁の傾

斜は急で、途中に傾斜変換点をもっていた。底面は少し

凹凸があった。埋土を観察すると、第 1層から第 4層ま

でと、第5層以下との問には断絶があり、掘り直された

か、重複して別の土城の掘られた可能性が高い。第 5層

と第 8層には炭が多く含まれ、また、層の底に土器片が

みられた。士器の年代は百・後.IIである。 （岡本）

戸＼

。

672 

l~tm 

巧

喜

673 

冨
676 

｀ 第125図土城47、同出土遺物

t~ ー
— ;j50cm 

冒:::ピ::こし
0 50cm 一

←三79ー／

0 IOan 

第126図 土壊48、同出土遺物
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3. 弥生時代後期の遺構・遣物

土壊48(第34・126図）

lOC区の北東端で検出された。乎面形はほぼ円形で、長径が51cm、短径は48cm、深さ23cmを測る。

城壁は急煩斜で、底面はほぼ平坦であった。埋土は 3層だが、大きくは、第 1・2層の上層と第 3層

の下層に分けられる。平面図にある大形土器片は、土城の検出面よりJ:.方から見つかり、上層に包含

されている。図示した士器がそれで、年代は百・後.IIと考えられる。

土壊49(第34・127図）

lOC区の北半に位置する。平面形は楕円形で、長径が106cm、短径は69cm、探さ50cmを測る。猿壁は

（岡本）

深さ25cmあたりに傾斜の変換点があり、そこから下はさらに急傾斜となる。埋土は 3層に分けられ

た。第 l層と第 2層の底には薄い炭の層が認められた。第 2層には焼土が多く含まれ、第 3層でも少

量の焼士の包含があった。土器の大形破片は第 2層に集中して出士し、一部、第 1層からも出土をみ

た。出士した土器の年代は百・ 後.mと考えられるが、新段階のものがある。 （岡本）

35徊

1゚. 暗褐灰色粘質土

2. 暗褐灰色粘質土（焼土多）

3. 暗褐灰色粘質土（黄色粘土塊・焼土含）

。
10cm 

第127図土堀49、同出土遺物

350an 

0 lm 

第128図 土壊50

土壊50(第34・128・129図）

lOC区の北半、調脊区の南端で検出された。一部は調査区の側溝で

破壊されていた。平面形は楕円形で、直径が83cm、深さは48cmを測

る。城壁は急領斜で、底面はかすかな凹面となっていた。埋土は下半

分のみの断面であるが、第 1層には炭や焼土が含まれていた。この第

1層の底からは小石や士器片が集中して出土した。出土した土器の年

代は百・後 ・illと考えられる。 （岡本）
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第 3章 第 1節 三股ケ・丸田調査区

—→ー

畠
686

止
687

第129図

＿゚ 
土城50出土遺物

l?cm 

688

ニ689

土犠51 (第34・130図）

lOC区の北半に位置している。平面形は長方形に近く、長軸が266cm、短軸は106cm、深さ54cmを測

る。城壁は急領斜で、底面はほぼ平坦である。 このため土城全体は

箱形を呈する。埋土は 5層に分けられる。ある時間幅での埋没が考

、

l
|ー
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¥

¥
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ヽ
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1
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1
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340cm 

。
1. 黒褐色粘質±（焼土・炭片含）

2. 黒褐色粘質土（黄色±斑混）

3. 黒褐色粘質土（炭多量）

4. 暗灰褐色粘質土（黄色土斑混）

5. 暗灰褐色粘質土（黄色土斑少）

えられる。建物 5の柱穴に切られている。

土壊52(第34・131図）

llB区の南端で検出された。平面形

は楕円形で、長径74cm.、短径51cm、深

さ39cmを測る。底面は平坦であるが、

長径が20cm程度の穴が 2個あり、

を柱のめり込んだ跡と考えると、

認められ、

これ

この

士壊は柱穴ということになる。埋土を

観察すると、第 3層に土器片の集中が

これが柱の抜き取り痕とみ

られる。第 3層の上部には焼士が多

（岡本）

`>340cm 

1. 暗褐色粘質土

2・3・4. 暗灰褐色粘質土

(3は抜痕か）

692 

゜
10cm 

第130図 土城51 第131図 土城52、同出土遺物
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

かった。焼土は第 1層でも少量含まれていた。土器の年代は百・後.IIである。 （岡本）

土墳53(第34・132図、図版18-4 .55) 

llB区と llC区の境界、調査区の東端

で検出された。平面形は隅丸の方形に近

い。対角線の方向で長径230cm、方形の

長軸として195cmを測る。深さは43cmで

あった。底面は広く、いくらか凹凸が

あった。埋土は 7層に分けられたが、第

4層以下はよく類似している。一時の埋

没かもしれない。第 1層から第 3層まで

は焼土を含んでいて、第 2層では炭も認

められた。出土した士器の年代は百．

後.IIの古段階である。 （岡本）

。
lm 

1. 褐色粘質土（黄色土斑多含） 5. 暗褐色粘質土（黄斑多）

2. 黒褐色粘質土（炭・焼土片} 6. 暗褐色粘質土（黄斑少）

3. 褐灰色粘質土（黄斑・焼土片少） 7. 暗褐色粘質土（黄斑多）

4. 褐色粘質土（黄斑多）

第132図 土壊53、同出土遺物

／
696 

ー-'~ ゞ
697 

0 1Qcm 

ヽ
、ク

, 

’ 
＇ , 

ヽ
_ J 

＼ 

ヽ
ヽ

ヽ

360cm 

。

土壊54(第37・133図）

17D区の東半、調査区の南端で検出された。竪穴住居 9の外周

構 2を破壊している。平面形は楕円形で、長径93cm、短径85cm、

深さ30cmを測る。城壁は垂直に近く、底面は傾斜した乎面であっ

た。埋土は 4層に分けられた。最上層の第 2層には多量の炭粒や

焼士塊が含まれ、炭層と呼べるほどであった。第 l層は他の遺構

二
。

10cm 

1. 灰黄褐色(10YR6/2)粘質微砂 3. 黄灰色(2.5Y4/l)粘質土

2. 灰黄褐色(lOYRS/2)微砂粘土 4. 灰白色(5Y8/2)粘土

（炭•焼士粒極多•上部炭層） 5. 黄灰色(2.5Y4/1)粘質土

第133図土 壊54、同出土遺物
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第 3京第 1節三股ケ・丸田調査区

に伴う可能性が高いと考えられる。出士した土器の年代は百・後 ・illである。

土墳55(第37・134図、図版19-1)

17D区にあり、士猥54の北東 3mに位置していた。平面形は楕円形で、長径が216cm、短径は186

（岡本）

cm、深さ39cmを測る。土猥の中央に残っていた土層観察用の土手の断面から考えて、土猿の検出面が

弥生時代後期のそれより20cmほど低かったため、もとは長径が270cm前後あったものと思われる。猥

壁の領斜は緩く、底面との境は明瞭ではない。底面は窪んで凹凸がある。埋士は 2層に分けられ、第

1層の下部から第 2層の上面付近に土器が集中していた。土器の年代は百・後.illである。 （岡本）

_,'/,-------\~ 
I':~\— 

靡凧
o令

v<> も。
701 

370cm 

1m 

1. 明褐灰色(7.5YR7/2)枯質土（炭・焼土粒含）

？．灰褐色(7.5YR6/2)粘質土（炭・焼士粒含）

704 

702 

707 

703 

705 706 708 

゜
1(1cm 

第134図土堀55、同出土遺物
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

土壌56(第37・135図）

17D区と 18D区の境界にあり、竪穴住居 9の外周溝と重複していた。土層断面の観察から、平面図

の左半の一段深い部分が士城と考えられ、右半の浅い部分は竪穴住居 9の外周溝 2である可能性が高

い。一部破壊を受けているが、平面形は不整形な楕円形で、長径が168cm、深さは40cmを測る。城壁の

傾斜は急で、底面は平坦である。埋士は 6層に分けられ、最下層以外はすべて炭と焼土を含んでいた

が、第 4・5層にはとくに多かった。土器は第5層に多く、その年代は百・後.IIである。 （岡本）

『＼＼

3

さ
c
ヨ

lm 

1. 黄褐色(2.SYS/3)粘質微砂 5. 黄灰色 (2.5Y5/l)微砂粘土（炭・焼士粒多含、礫•土器含）

2. にぶい黄色(2.5Y6/3)粘質微砂 6. 黄灰色(2.5Y5/l)微砂粘土（にぷい黄色士プロック多含）

3. 黄褐色(2.5Y5/3)粘質微砂（浅黄色微砂斑、炭・焼土粒含） 7. 黄褐色(2.5Y5/3)粘質微砂

4. 灰黄褐色(lOYRS/2)粘質微砂（炭・焼士粒多含） 8. 灰黄褐色(10YR4/l)粘質微砂

。
10cm 

第135図土城56、同出土遺物
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第136図土壊57、同出土遺物(I)
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

7l7 。
10cm 

718 

第137図土壊57出土遺物(2)

土壊57(第37・136・137図、図版19-2)

18D区の北西部にあり、土猥56から東に2.5m離れていた。乎面形は円形で、長径が82cm、短径は77

cmであり、深さは15cmと浅かった。城壁の領斜は緩く、底面は平坦なため、土城の断面形は皿状をし

ていた。埋士は灰黄褐色粘質微砂の 1層で、炭粒や焼土塊を多く含んでいた。城内からは多くの土器

片や小礫が出土したが、高杯の破片が目立った。士器の年代は百・後.IIと考えられる。 （岡本）

土壊58(第37・138図、図版19-3. 55) 

18D区の中央付近、調査区の南端で検出された。乎面形は不整形な円形で、肩口の線はかなり凸凹

している。長径は244cm、短径が222cm、深さは44cmを測る。士壊内の形状は複雑で、段状の凹凸がみ

られ、北東隅から中心へ右回りに巻き込むように深くなっていた。また、杭穴らしいものが 7個認め

＼
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1. 褐灰色(lOYR6/1)粘性砂質土 (Jl・焼土多含）
2. 明黄褐色(10YR6/6)粘質土（炭・焼土含）

ふ褐灰色(10YR6/l)粘性砂質土（炭・焼土多含、製塩土器の砕粒プロック含）

4. 明黄褐色{10YR6/6)粘性砂質土（炭と白色砂粒極多含）

720 

。
10cm 

第138図土壊58、同出土遺物(I)
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3 . 弥生時代後期の遺構・遺物

723 

725 

!&..-
728 

729 

722 

-,  ← 

c;> 

S90 
0 2cm 

一O- 閉cm

第 139図土壊58出土遺物(2)

られた。埋土は 4層で、炭や焼士を多く含み、第 3層では製塩土器の砕粒のブロックが、第 4層では

白色砂粒が大量に包含されていた。城底から百・後.n期の大形土器片が多く出土した。 （岡本）

(5) 溝

溝12(第34・140図）

10・llB区に検出され、南東部

の未調査区へ続く。幅40,....__,50cm、

深さ約30cmを測り、底のレベルは

南東方向に下がる。この溝は、北

東側の調査地区の竪穴住居5の外

周溝（「百間川原尾島遣跡 3」所

収）と繋がる。

埋土中には破片のみ少量出土し

..' 

/IE 

1 2 

。

四 i;m

SW 

却 m

鬱髯
1. 耕作土

2. 鉄分沈着

3. 灰黄色砂（質土）

4. 暗灰褐色土包含層

5. 暗褐色粘質土

6. 暗灰褐色土

7. 黄灰褐色粘質土

8. 灰黄色砂質土

9. 黄色砂質士

第140図溝12断面
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第 3章第1節三股ケ・丸田調査区

ているに過ぎないが、既報告の住居および外周洞の時期、百・後.Nとみて間違いない。 （柳瀬）

溝13(第34・141図）

竪穴住居4の北端にあたる 9C区からlOC区、さらにllB区にかけて検出された、ほぼ東西方向の

わずかに蛇行した洞である。幅l.O,...__,l.3m、深さ30cm.前後を測り、底のレベルは西から東へ徐々に減

じる。出士遺物は皆無であるが、北西側の調査地区の溝 4 (「百問川原尾島遺跡 3」所収）から繋がる

とすれば、前期または中期の可能性もある。 （柳瀬）

員E
40Q(:lfl 

SW 
6. 黄灰褐色粘質土

第141図溝13断面

溝14(第34・142図、図版55)

llC区の竪穴住居 5の北側に接するあたりから10mほど北東方向に延び、除々に南東に向きを変え

て未調杏区に続く。幅約30cm、深さ約30cmを測り、断面形はU字形を呈する。この溝は、小規模なが

ら溝12とよく似ており、南東側の未調査地区にこの溝に囲まれる住居址が存在するかも知れない。た

だ、溝底のレペルが竪穴

住居 5の床面より低いに

もかかわらず、住居内で
NW 

350c111 
SE 

は切り合い関係が認めら

れないことや時期が後・

mで同じであることか

ら、直接住居 5の壁溝と

繋がるいわゆる排水溝の

可能性もある。 （柳瀬）

。
50cm 734 

゜
10cm 735 

第142図溝14断面、同出土遺物

溝15(第37・143図）

15・16C・D区の水田層下で検出した洞である。 1日河道の埋没後に掘削され、南北に流走する。そ

の北端は『百問）II原尾島遺跡4』の r溝21・22」につながる。規模は幅300cm、探さ30,...__,35cmを測る。

底は凹凸があり、壁は緩やかに立ち上がる。時期は、検出状況から後期と考えられる。 （高田）

溝16・17・18(第37・144図、図版19-4. 55) 

16・17 C・D区に位置し、後期水田の水口下や水田層下で検出した溝群である。溝の規模は、残り

のよい部分で幅200,,....__,lOOcmを測る。洞底の標高はいずれも260cm前後で、溝21よりも約20cm高い。

濡底は、逆台形あるいはU字形を呈し、壁は 2段に落ち込む。溝16の東北端は調査区外に延び、溝20

から分岐することを北壁断面で確認している。涸19も溝20から分岐する。溝18~ま洞21に切られ、満17
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3 . 弥生時代後期の遺構・遺物

w 
zeoMI 

e 

｀ 
1. 灰黄色(2.5Y6/2)粘質砂 2. 灰色(N6/)粘土

第143図溝15断面
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2m 

一1 . 浅黄色(2.5Y7/3)微砂（洪水砂）

2. 褐灰色(lOYR6/1)粘土（水田耕土） 6. 褐灰色(lOYR6/l)粘質土（黄褐色プロック多含）

3. にぶい黄橙色(10YR7/3)粘質士 7. 褐灰色(lOYR6/l)

4. 灰色(SYS/1)粘士 8. 5と同じ

5. 褐灰色(7.5YR6/l)粘土 9. 褐灰色(7.5YR6/1)粘質土
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第144図溝16,....,18断面、溝16・17出土遺物
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第 3章 第 1節 三股ケ・丸田調査区

と重なりながら南流し、その東北端は溝19につなが

るものと考えられる。なお、洞18・19の南端は『百

間川原尾島遺跡 2』の 「溝39」の下層に接続する。

以上のことから、構18・19の埋没後に溝20から岐

れた溝16・17が掘削され、 さらにそれらを踏襲して

後期水田とその水口が拓かれたと考えられる。

出土遺物と検出状況から、渦16・17が

百・後・ 11、洞18はそれ以前と考えられる。（高田）

時期は、

溝19(第37・145図）

17D杭の北東 7mで検出した溝で、東端は調査区

外に延び、西端は溝20に切られる。溝底の標高や位

置関係等から、洞18につながる可能性が高い。規模

ほ幅200cm.、深さ100cmを測り、上層に洪水砂はみら

れなかった。時期は、溝20との切り合いや検出状況

から、後期前半と考えたい。

溝20(第37・145・146図、図版19-4)

（高田）

16・17C・D区を北から南に流走する溝で、上部

に水路 lがある。洞の両端は調査区外に延び、南端

は『百問川原尾島遣跡 2』の「諧41」下層に接続す

また、溝16とは北壁付近で分岐し、溝18・19をる。

切り、溝21とは50"-'lOOcmの間隔をおいて並流する。

溝の規模は幅225cm、深さ135cmを測る。時期は、出

土遺物と検出状況から、百・後.IIと考えられる。

744は水路 lからの混入か。 （高田）

溝21 （第37・145図、図版19-4)

17C・D区を北から南に直線的に流走する渦で、

上部には水路 2がある。洞の両端は調査区外に延

「渦42」下層び、南端は『百問川原尾島遺跡 2』の

に接続する。溝の規模は幅250cm、深さ 100cmを測

り、溝20に比べて25cm浅い。壁は数段に落ち込み、

複数の改修が行なわれたことが窺われる。時期は、
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

検出状況等から、溝20と同時期と考えられる。

溝22(第37図）

17C区に位置する溝で、溝20、21に切られる。規模ほ幅95cm、深さ20cmを測り、断面形は西部で逆

台形、東部は数段に落ち込む。埋土は褐灰色粘質士である。時期は、後期と考えられる。 （高田）

（高田）

溝23(第37・151図）

18C・D区を北から南へ流走する溝で、上部には水路 3がある。栂の両端は調査区外に延び、南端

は『百間川原尾島遺跡 2』の「洞44」下層に接続する。溝の深さは75cmで、その他の規模、断面形等

は水路 3とほぼ同様である。時期は、栂20、21に近いものと考えられる。 （高田）

溝24(第37図）

19C区に位置し、ほぼ悟北に流走する溝である。その両端は調査区外に延び、南端は『百間川原尾

島遺跡 4』の「満23」に接続する可能性が高い。規模は幅50,,....__,65cm、深さ20,,....__,30cmを測り、洞の断面

形は逆台形を呈する。時期は、検出状況から後期と考えられる。 （高田）

(6) 水田• 水路

水田 1(第148・149・150図、図版20-1 . 55) 

15,,....__,17C・D区に位置し、後期末の洪水砂で埋没した低位部の水田である。溝29によってその過半

を失っている。水田の東側は微高地となるが、その他は調査区外に広がり、南側は『百間川原尾島遺

跡 2』の、西側は『同 4』の水田につながる。田面は、ほぼ南北に延びる大畦畔と、それに直角に設

けられた小畦畔によって区画される。その形状は、 1-1,,....__,4がほぼ方形と考えられるのに対し、

1-5は東に曲がる大畦畔によって不定形となるようである。田面の標高は、 1-1,,....__, 5の順に273

cm、265cm、259cm、283cm、275cmで、南西方向に低くなる。これは水田下に旧河道が存在するため

6ーー

ー7 

0-

゜
1D m 

第 149図水田 I 、水路 I• 2 (I /250) 
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第3章第 1節三股ヶ・丸田調査区

第150図 水田・水路連結部微地形、水田層出土遺物

水路 1(下・溝20) 水路 2(下・溝21)

D
 

10cm 747 

水路 3(下・溝23)380cm 
W E 

l. Iこぶい黄橙色(lOYR7/3)砂質土

2. 灰黄褐色粘土斑桟黄色(2.5Y7/3)微砂（洪水砂）

3. 沃廣色(2.5Y7/3)微砂（供水砂、腐食物含む灰色枯性
微砂の幕い互層を多直に含む）

4. 灰白色(N7/)粘使土（灰貰褐色粘士・桟黄色粘土プロック含）
5. 灰貰褐色枯土斑浅黄色(2.5Y7/4)砂質土

6, 掲灰色(lOYR5/l)粘質土

7. Iこぶい橙色(7.5YR6/4)粘土

8. 褐灰色(lOYR5/l)粘土

9, 灰白色(N7/)枯質士（炭粒少含、灰色帖質土樽眉含）
10, 灰日色(N7/)粘質士（炭粒少含）

11. 灰色(N6/}粘質土渫粒少含）

12. 灰色(5Y6/l)粘土（炭粒少含、灰白色徴砂の意層多含）
13. 灰色(N/6)粘士（上半に灰臼色微砂の蕗眉を多含）
14, 灰白色微砂斑灰色(N6/)枯土（炭粒含）

15. 灰黄褐色{10YR6/2)粘性砂質土

16. 灰黄褐色(7.5YR6/2)粘性砂質土

17. 黄色粘土斑にぷい褐色(7.5YR6/3)粘土

第151図水路 I・2、同 3 断面

2m 
(1/60) 

1 • 明緑灰色(7.5GY7/1)微砂

2. 灰白色(N7/)粘性微砂

3. 灰色(N6/)粘土

18. Iこぷい褐色(7.5YR6/3)粘土（桟黄色粘土プロック少含）
19. 明褐灰色(7.5YR7/2)粘土（浅廣色枯士プロック少含）
20, 褐灰色(5YR6/l)枯土（桟黄色枯土プロック少含）

21. 蒻灰色(7.5YR5/l)枯土（浅黄色粘土プロック少含）
亙灰色(N6/)粘土（炭粒少含、浅黄色枯土プロック少含）

で、微高地と田面との比高差は微高地端下で70cm、最深部で100cmとなる。水田層は原さ約 6cmの褐灰

色粘土で、その下にも l,,,.._, 2層の水平堆積がみられる。畦畔はみられないが後期を通じての耕作が考

えられる。なお、畦畔の規模は大畦畔が幅70cm、高さ10cm、小畦畔が幅30,,,.._,40cm、高さ 3,,,.._, 5 cmを測

る。また小畦畔が耕作土の盛り上げによるのに対し、大畦畔は耕作以前の土盛で形成される。

17D杭の北側で検出した水口は、既述の渦17・18を踏襲したもので、水田が微高地に入り込むよう

にして水路 lに接する。その境には士盛がみられ、水路 lの底面との比高差25cm、水田面とは10cmを

測る。また、水口に接する水路 1の底面は、その前後より約15cm高くなっていた。 （高田）

水路 1・2 (第148,..,__,152図、図版20-2 . 21-1・2 . 56) 

16・17 C・D区で検出した 2条の溝で、微高地端を北から南に平行して流走する。水田 lと同様に

後期末の洪水砂で埋没し、その同時存在が確実である。また、水路 1と2は、溝20と渦21の上部に位

置し、それらの洞を踏襲して掘削したもので、その南端は、『百間JI[原尾島遺跡 2』の「溝41」と「講

42」にそれぞれ接続する。水路の規模は、いずれも幅225cm、深さ97cm.前後を測り、断面形は丸い底
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3. 弥生時代後期の遺構・遺物

752 

749 。
10cm 

第152図 水路 i,.,_,, 3 (洪水砂層）出土遺物

から段を持ちながら急斜に立ち上がる。また、底に薄く灰白色粘質上がみられる点も酷似する。

出土遺物には、 744・745,...__,749がある。その時期は、百・後 ・Nと考えられる。 （高田）

水路 3 (第148・151・152図、図版21-3 . 55・56) 

溝24の上部に位置し、後期末の洪水砂で埋没した溝である。その南端は『百間川原尾島遺跡 2』の

「溝44」に接続する。洞の規模や形状等は渦24とほぼ同様だが、深さは65cmを測る。

時期は、 745・749の出土遺物から百・後 ・Nと考えられる。 （高田）

(7) 土器溜り

土器溜り 1(第34図、図版22-1)

lOC,......,,D区に広がる±器片の集積である。南東側の調査地区から続くもので、「百間川原尾島遣跡

4」の上器溜り 1に対応し、検出される状況にとくに変化はない。後期の遺構検出面上に10,......,,20cm盛

り上がるように形成されていて、おもに 5Xl5m位の範囲に認められるが、全体では18m四方程の広

がりをもつ。士器溜りは、竪穴住居 2の東半分の上部を覆っているため後・ 1期を遡ることはなく、

I1期の土器が大半を占めることから、後.II期のある時期から土器廃棄場となったらしい。 （柳瀬）

土器溜り 2 (第34図、図版22-2)

lOB区の竪穴住居 l、士猥25・27の上部を覆うような形で確認され、検出状況は士器溜り 1と大差

はない。ただ、土城25には後・ m期の士器を含むため、廃棄の時期は皿期と考えられる。 （柳瀬）
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第 3章第 1節 三股ケ・丸田調査区

4. 古墳時代の遺構・遺物

この時代は、 弥生時代後期ほ ど遺構密度が高くなく、 遺物も多 くない。 遺構は竪穴住居・建物 • 井

戸・ 洞等が散在した状態で検出され、全体的に残存もよくない。対象調査区のうち、 2地区では住

居 ・建物ともにほとんど確認されず、 3地区および既報告の北と西側に多く占地されている。

遺構・遺物の示す時期は、 6 世紀後半が多 くを占め、百間川遺跡群の編年の百 • 古.m期と7世紀

中葉以降については、 遺構 ・遺物ともに非常に希薄であ る。 ま た、後期に続 く百• 古 ・1----11期の遺

構も2地区の井戸および 4地区の洞29r層くらいで少ない。

そのほか、 2地区のIOB-----Cにかけてと 9D区の竪穴住居 3の1::部あたりに、百・古 .I期の土器

を包含する住居址状の落ち込みを認めていたが、正確に住居遺構として捉えることができなかったた

め、掲載を割愛 した。 （柳瀬）

住： 10-20 

井： 8-10 
土： 59 
溝．・ 25-27

3地区

---住11 ヽ

，
 

井

8

◎
 

井◎

。

ゞ

0 ‘
 

D- ＋ 

0
』

!9m 

第153図 9-11区遺構配置（古墳時代）

-ll2-



-~-L..L.J....L...J...J....L....L..J.....L.J...J.._ 

/"--
//  / ______ / 

.¥, 
.1. 

ー／

．．対象調査地区

16 
I 

"“ 託
)

•
一

文．
6

◎

ら〉‘.

．．．
 
ク
＼

•5 

．． 

゜
化
川
叫
＿9
Eー

＋

◎
 

．、
＼
 

,I, 
l,T. 

． ・・・ ・_ ・. ・. . 

,1, 

• • • • I 

,I, 
,...~ —- I _,, -、,I, 

/ 
ー'- ---/ ,.,,,,,.,-/_で古~ ------ミヽ～

、ヽ

卜

ト

ー

．． 
＋
 

“
閥
り

ーー＋
 

＋
 

．． ， 

\'!

h~t 
•• 
,＇ 

“
籾
，、ク

”
"
札
＼
べ
．

~---―ー1- - -~-
第154図対象調査区位置および周辺遺構配置（古墳時代、 1/1000)

ーー
aー
ー6

ー., 

o-

建： 9-12 
溝： 28-34 ＼ 

＼ 

。゚

0
/
 

叉

m

。
／
ぐ
。

;
~
/
ジ
/
〇

;/ 
＼ヽ
 

，
 

0
/
 

0
 

0
 0

0

0

6

ヅペ。

0

0

 

。

＼
 

f゚
o
 

4

9

 

ー

ー

h

”0,ll 

3

8

 

•
「

o
 

C
 

溝

ー

，

。

o
 

D
 

o
 
0
 

0

c

 

゜
.., 0 

゜
゜゚

第 155図 16......,19区遺構配置（古墳時代）

’’ 

I 

b ゴ --,----rT一10m 

挿頁 4



古墳時代の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居10(第153図）

B区の10ライン上に、北東側の調査地区にまたがって検出された長台形の住居である。この仕居は

「百間川原尾島遺跡 3」に竪穴住居31として全体を報告してあるので、参照願いたい。 （柳瀬）

竪穴住居11 (第156図、図版22-3)

9C区で見つかった長方形の住

居である。長さ約4.4X3.6m、深

さは15cm前後で、井戸10や近現代

溝等により大きく削乎を受けてい

て、残存状況はよくない。床面を

十分に精在したが、陪渦や柱穴は

検出されていない。

出土遺物は、図示した 2点のほ

かは須恵器の細片 8片とJ:師器数

片のみである。製塩上器755は772

に先行する形態で、須恵器片の特

徴を加味して 5世紀末"'6世紀初

頭に時期を求められる。

竪穴住居12

（第157・ 158図、図版22・56)

10B区の南西隅に位置してい

た。竪穴の平面形は方形で、南東

辺の長さは485cm、北東辺は475cm

を測る。竪穴の残存状況はあまり

良好ではなく、探さは24cmにすぎ

なかった。柱穴は 4個で、長径が

54cm、探さは48-----67cmであった。

柱穴 lと2の距離は225cm、柱穴

2と3の間は268cmで、 4柱穴を

直線で結ぶと長方形となる。北西

辺の中央でカマド跡を検出した。

カマドの窪みは、幅が65cm、長さ

は128cm、探さ33cmを測る。カマ

ドの部分を除いて幅20cm前後の壁

体溝が巡っていた。遺物として、

土器• 鉄鏃 • 士錘があった。土器

の年代は 6世紀末である。（岡本）

（柳瀬）
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第156図 竪穴住居11、同出土遺物

四 m

三—----------~,.
1. 暗灰色砂質土

2. 暗灰黄褐色砂質土 I焼土多含，

3. 暗灰褐色砂質土（焼土多含、上面に炭層）

4. 暗灰褐色砂質土

第157図
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竪穴住居12
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区
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第 158図竪穴住居12出土遺物
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第159図 竪穴住居13、同出土遺物

＼ 

2m 

~ 
。

10cm 

1. 暗褐灰色砂質土

2. 暗灰褐色砂質土（炭含）

3. 暗灰褐色砂質土

（焼土・炭•灰が底部に多い）

第160図 竪穴住居14、同出土遺物

竪穴住居13(第153・159図、図版56)

lOB区とllB区の境界に位置していた。竪穴住居

12の東角を破壊していた。竪穴の大部分は後世の遺

構によって消滅させられていて、北端部分を残すの

みだった。残存状況は劣悪で、竪穴の深さは11cmに

すぎなかった。竪穴の最大幅は315cmを測る。壁体

溝やカマドは確認されなかった。床面から須恵器の

杯が出士した。 6世紀後半と考えられる。 （岡本）

竪穴住居14(第160図、図版23-1・2. 56) 

lOC区の東半に位置し、竪穴住居16によって大き

く破壊されていた。竪穴の平面形は方形で、その東

辺付近が残存していたにすぎないが、辺の中央より

やや南でカマドを検出した。竪穴は一辺380cm、深

さllcmを測る。壁体講や柱穴は確認されなかった。

カマドは東辺とは直交せず、少し南へ振る。最大幅

63cm、奥行き180cm。燃焼部に支石が立っていた。出

土土器の年代は 6世紀初頭である。 （岡本）

竪穴住居15(第153・161図、図版23-1)

lOC区の北東部で検出された。竪穴住居14・16に

よって大きく破壊されていた。竪穴の平面形は長方

形で、残存長軸が415cm、短軸は285cmを測る。残存

状況は悪く、深さはわずか 5cmにすぎなかった。壁

体溝は認められなかった。柱穴は 2某で、長径が

36・39cm、深さは55・59cm、心々距離は225cmだっ

た。土器の年代は 5世紀末から 6世紀初。 （岡本）
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4. 古墳時代の遺構・遺物
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3. 灰褐色粘質土（黄色粘土プロック含）

4. 赤褐色粘質土

第161図 竪穴住居15、同出土遺物

竪穴住居16(第153・162・163図、図版23-1・56) 

lOC区の東半、調在区の南端で半分を検出した。竪穴住居14を破壊していた。竪穴の乎面形は隅丸

＼ 

マ

1. 灰色粘性砂質土

2. 暗灰褐色砂質士

゜

3. 暗灰褐色砂質土（焼土塊含）

4. 灰褐色砂質土
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第 162図 竪穴住居16、同出土遺物(I)
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第 3章第 1節デ股ケ・丸田調査区

の方形で、北西辺の中央にカマドが設

けられていた。竪穴の規模は、一辺が

465cm、深さは38cmを測る。 t柱とな

るべき柱穴は確認できなかった。 ま

た、壁体構も検出されなかった。カマ

ドは竪穴の北角から300cmのあたりに

中軸線が位置するため、かならずしも

北西辺の中央とは言えないかもしれな

い。カマドの残欠である士盛り部分が

北西辺から内側へ78cm延びていた。カ

マドの残存輻は最大で65cmあり、煙出

し部分は北西辺から70cm延び出してい

た。出上遺物には上器と砥石があった。 上器は須恵器と土師器があり、 製塩士器も含まれていた。把

手付きの甕773は床面から出土した。七器の年代は 5世紀末から 6世紀後半と考えられる。 （岡本）

竪穴住居17(第153・164図、図版23-3)

lOC区と llC区の境界付近、調査区の南端で検出された。住居跡の一部は綱介区外にある。堅穴の

平面形は方形で、北辺の中

央より東寄りでカマドが残

存していた。竪穴の規模

は、東西が550cm、南北は

470cm、深さが 8cmを測る。

t柱は 4本とみられ、 1本

は調介区外になる。柱穴の

掘 り方は円形に近く、長径

は67"-78cm、探さが50"-73

cmであった。北側の 2柱穴

では柱のめり込み痕が確認

され、その直径は18cmを測

る。南側の柱穴でも断面で

柱痕らしきものが認めら

れ、その幅は26cmであった。

柱穴問の距離は、東西が

285cm、南北は250cmとなっ

ていた。カマドの中軸線は

巳→ こ］ ＼ 竪穴の北東角から195cm離
774 

775 れたところに位置してい

0 10cm 
し 鋤 I I I 1,1 I I 1, j る。カマドの残存部分は幅

50cm、長さ102cmで、燃焼部

第163図 竪穴住居16出土遺物(2)
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第164図竪穴住居17、同出土遺物
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4. 古墳時代の遺構・遺物

竪穴住居18
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第165図 竪穴住居18• 19• 20、同20出土遺物

に焼土塊が残っていた。壁体講はなかった。出士遺物としては、 ば垂と須恵器の蓋杯の小片があった

にすぎない。土錘は両端が細くなる型式で、須恵器の年代は 6世紀末頃と考えられる。 （岡本）

竪穴住居18(第153・165図）

11B区の南西隅で検出された。後世の遺構によって大破され、わずかに南辺と柱穴 2基を確認した

にすぎない。竪穴の平面形は方形と推測される。南辺の残存長は230cmで、竪穴の深さは 8cmにすぎな

い。壁体溝は確認されなかった。主柱は 4本と考えられるが、西側の 2柱穴のみが検出された。柱穴

の長径は71・80cm、深さは29・38cmを測る。柱穴問の距離は250cmであった。住居の年代は出士した遺

物がなかったため明瞭ではないが、形態から 6世紀代ではないかと推測される。 （岡本）

竪穴住居19(第153・165図）

llC区の北端にあり、竪穴住居20によって大きく破壊されている。また、調査区の東端にあるため

大部分は調査区外にあり、検出されたのは北西角にすぎない。竪穴の平面形は方形と推定される。北

辺の残存長は162cm、竪穴の探さは10cmであった。壁体渦は認められなかった。出士遺物から判断する

と、住居の年代は 6世紀後半ではないかと考えられる。 （岡本）

竪穴住居20(第153・165図、図版23-4)

llC区の北西隅に位置していた。調査区の東端で一部を検出したのみで、多 くは調査区外に残存し

ている。検出されたのは北西辺と、その中央にあったカマドである。壁体洞は確認されたが、柱穴{:t

検出されなかった。竪穴の平面形は方形で、北西辺の長さは550cm、深さが 7cmであった。カマド部分

は、北西辺の内側で輻102cm、長さ132cm、深さ 6cmの浅い窪みとなっていて、底に焼土の塊が残存し

ていた。出土した須恵器の年代は 6世紀初頭と後半である。 （岡本）
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

(2) 建 物

建物 9 (第155・166図）

17・18C区と 17・18D区

の境界付近に位置してい

た。 2問X 1間の掘立柱建

物である。南西角の柱穴が

西にずれているため、平面

形は台形となる。桁行全長

は北側で528cm、酎側で555

cm、梁間は東側で394cmを

測る。床面積は21.3nfとな

る。柱穴の掘り方は円形

で、長径は22-----4lcm、深さ

は24-----40cmであった。桁行

の中央柱穴は中点にはな

く、東の柱穴からの距離も

南北で一致しない。中央柱

穴は他の四隅の柱穴よりも

桟い。南東角の柱穴の柱の

めり込み痕は直径24cmであった。 （岡本）

建物10(第155・167図、図版24-1) 

18D区の北西隅で検出された。 掘立柱建物

であるが、東半部分が後世の遺構によって破

壊されている可能性が強く、正確な規模は不

明である。おそらくは、東西棟の建物と推測

される。梁問全長は445cm、北側の桁行柱間

が240cm、南側の桁行柱問は230cmを測る。梁

間の中央にある柱穴は、この建物の柱穴か疑

問もあるが、北西角の柱穴からの距離は225

cmであった。北東の柱穴で柱のめり込み痕が

（岡本）
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第166図

認められ、直径は18cmを測る。

建物11(第155・168図）

18C区と 19C区の境界、調在区の北端で検

出された。 l間 X 1問の掘立柱建物である

が、後述するような形状から判断すると、竪

穴住居の床面が後世の削平を受けて消減し、

4本の柱穴のみが残存した可能性が高い。柱

-
．
差
l
i
l
i
;
~

(7
.

5
Y
R
6̀
l
)
u`
涵．

iい

(lk--ie

「ーit
高

e
曰
u
、B吟）

2
.
 蔓

K

E
(I
O
Y
R
4
/
ll•1,'i'iiaM> 

(

I

を―
-
e
a
u
至
吐

3
.
 

01:11(

更
2
.5
Y
5
!
1
)
t/i'IUt
li'Y

4
.
i
E
高

e
(
2
.5
Y
7
/
2
l
l
U
J
1

(l
K
-
-
l
E
貸

W
某
功
）

建物 9

――ーロlll'lll9E 

~-—•-

⑤
 

-, Ct--c ― 

第167図

_ 3611cm 

0 2m 

建物10

-ll8-



り
W!!QLE: 

．．． 

＼ 

｀ 370cm 

’ i 

第168図建物11

2m 

~-wn 

1. 灰色(lOY6/1)枯住砂質土

（灰臼譴砂1ロック含、底に意層）
2. 灰色(10Y6/l)枯性妙質土

（掲灰紐土と灰白色微砂プロック含）

3. 掲灰も(5YR6/l)粘上

（揆黄色微砂小粒少含）

4. 灰色(10Y6/l)粘性砂質士

恢白色微砂澤灰色粘土1ロック含）
5. 灰色(N5/)粘性砂貿士

（灰白色微砂と褐灰色粘土少含）

6. 淡寅色砂貢土現灰色(N6/)粘土

ー

A
 

4. 古墳時代の遺構・遺物

穴の規模は、長径が42........,53cm、深さほ

47........,74cmを測る。柱間は、南辺が315

cm、東辺は322cm、北辺は325cm、西辺

が315cmとほぼ等しい。平面形はやや

歪んだ方形をなしている。 （岡本）

建物12(第155・169図、図版24-2)

19C区、調在区の北端で検出され

た。約半分を発掘したとみられる。通

常の掘立柱建物とは型式を異にする。

もっとも大きな特徴は建物を方形に取

り囲む周溝の存在である。周溝は一辺

が550cm程度と推定され、幅は65........,85

cm、深さは65cmを測る。周溝の壁は垂

匝に近く、断面形は箱形を呈す。周溝

の底には段が所々にあり、角の部分で

深くなっていた。検出された柱穴は 4

基で、西辺の 2基では礎石や敷かれた

角材がみつかったが、柱根は残存して

いなかった。柱間は140cmであった。

•この附西角の柱穴から東185cm に 1 基

の柱穴があり、それから 140cm南で礎

石をもつ柱穴が検出された。棟持ち柱

の可能性がある。周溝は柱が立てられ

た後に掘られたと観察された。建物の

年代は 6世紀中頃と推測される。

（岡本）

：
 

2m 

7. 掲灰色(7.5YR5/l)粘上

8. 灰オリープ色(5Y6/2)粘性砂質土

（厄鱗土プロック含｝

9. 灰オリープ色妙質土斑掲灰色(10YR6/l)

粘土（プロック混合）

10. 褐灰も粘土斑寅灰色(2.5Y5/l)粘土

（プロック温合，灰白色微砂プロック含）

11. 褐灰色枯士斑灰白色(IOYR7/l)砂質土

12. 灰日色(5Y7/l)砂質土

13. 褐灰色(7.5YR6/l}砂質士

14. 灰色(7.5Y6/l)砂質土

（褐灰色枯土と淡臼色微砂プロック少含）

15. 灰白色微砂斑掲灰色(lOYR5/l)枯上

（プロック混合）

16. 灰色(7.5Y6/l)砂質士

（褐灰色粘土と灰H色徴砂プロック少含）
17. 灰褐色(5YR5/2)粘土

18. 褐灰色(7.5YR6/l)粘土

19. 談黄色(SYS/3)微砂

第169図建物12
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

(3) 井戸

井戸 7 (第153·170·171図、図版2s~1 . 57) 

近現代渦に上部北半を削乎され、竪穴住居11の南東側に検出された。推定では平面形は径約1.4m

弱のほぽ円形であったと思われ、深さは約2.lmと非常に深い。

埋土は 6層に分別されるが、 5層を除いて全体に砂質分が強い。遺物は口縁端面にクシガキ沈線を

続らせる甕が大半を占め、 3,..._, 5層に比較的まとまって出土している。個体ごとに少し詳しく述べれ

ば、 778・779が3,.....,4層、 780・781・785・786が5層中位、そのほかが 5層下位であり、 5層中位ま

での甕はいわゆる完形であった。図示した土器のほかには、同甕の口縁部2片と後・皿,..._,N期の壺・

高杯・椀の破片各 l片があるに過ぎない。また、完形の甕のうち778以外には肩部に円または長楕円

。
1m 

1. 灰黄色砂 (Mn・Feとくに上半に顕著）

2. 白黄灰色微砂（黄褐色粘土塊含）

3. 黄白色砂質土

4. 暗灰褐色微砂（炭含）

5. 灰黒褐色粘土

6. 暗灰黄色徴砂

第170図 井戸 7、同出土遺物(I)
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4. 古墳時代の遺構・遺物

10cm 
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第 3章第1節二股ケ・丸田調査区

形の刺突文を 2.--..... 4個もち、とくに781・785の窪んだ部分には板目状の痕跡も観察される。

土器の年代は、クシガキ沈線甕の形態により百• 古・ 1期に比定されるが、口縁端面にヘラガキ平

行線文を統らせる甕780だけは、型式的にはそれらに先行する百・後.Nの新相を示す。 （柳瀬）

井戸 8 (第153・172・1 73図、図版25-2. 57) 

近現代洞に上部全体を大きく削平され、 9C区に検出された卵形の井戸である。断面形は逆長台形

を呈し、掘り方の領斜は急である。長軸約1.7m、短軸1.2m弱、深さは最大で約1.3mを測る。

埋土は 6層に細別され、各層の士質と堆積状況は井戸 7に類似する。土器は、ほぼ完形の801・802

の甕が北寄りの底に接して検出されたほか、大半は井戸底に近い 4層下部から出土している。

土器はいずれも器表面が痛んでおり、長期間使用されたことが察せられる。甕は口縁端面にクシガ

798 

795 

効 叩

。
lm 

1. 暗灰色砂

2. 灰黒褐色徴砂粘土

3. 暗灰色砂 (2の塊含）

4. 灰褐色徴砂粘士

5. 暗灰色砂

6. 暗灰白色微砂
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第172図井戸 8、同出土遺物(I)
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4. 古墳時代の遺構・遣物

801 

。
1Qcm 

第173図

802 

出土遺物(2)

キ沈線を施す797"-'799、

かに拡張させる800、

くの字に開く口縁端部を上方にわず

くの字口縁で器表面にタタキメを施す

801,...._,803の3種類がある。後二者は在地ではなく、それぞれ

讃岐系・中部瀬戸内島嶼系とみられる。 801は、

方向や粘士接合痕などから、 3分割にしての成形過程の状況

が看取される。時期は百• 古・ 1である。 （柳瀬）

井戸 9

に、

（第153・174・175図、図版57)

井戸 8の南に約 2m離れ、同様に削平された状態で検出さ

れたほぼ円形の井戸である。断面形は典型的なU字形を呈

す。規模は径1.2m弱、深さ約1.2mを測る。

埋士は 4つの層に大別され、中央に低い自然堆積の状況が

看取される。

1・3・5層の下部にはそれぞれ厚さ 1,...__,,4 cm位の炭層

が堆積している。遺物はおもに 1・5層下部のそれぞれの炭

層面に多くみられ、後者に806・817・818・826が伴うほかは

前者に伴う。

井戸 8

タタキメの

また、それらの層の堆積段階を示すかのよう

ただし、例外的に807は両者、 811は3つの炭層

面の破片の接合をみている。土器の大半は破片あるいは図上

での完形復元であり、いわゆる完形はない。 S97は花閾岩の

敲石であるが、弥生時代後期前半の可能性もある。

下層出土の土器に後 ・Nの特徴をもつものも含むが、全体
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805 

四呵

。
1m 

1 • 暗灰色微砂（炭湿）

2. 炭層

3. 茶灰色微粗砂

4. 黄灰色粘質砂

5. 灰茶褐色粘質土（黄褐色上塊含）

6. 灰黄褐色粘質土

的には百•古. Iの時期とみてよい。 （柳瀬） 第174図 井戸 9
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第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

ご《

＼ ヽヽ‘ ヽヽヽ ヽ

‘ 815 

,-

818 

｀ 
819 

821 

822 

冑

宍

823 

喜
10cm 

S97 

0 2血
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4 古墳時代の遺構・遺物

400an 

井戸10(第153・176・177図、図版26-1)

竪穴住居11および同 7の一部を掘り込んで、

9C区に存在する不整形の掘 り方をもつ井戸で

ある。当初検出の段階では、楕円形と菱形の両

プランをもつ井戸または士壌の切り合った状態

が想定されたが、断面図のとおり両者に切り合

い関係は認められない。平面の長さは最長部で

約3.2m、最短部で1.4m弱、探さは最深部で

2.3m弱、菱形の掘り方底で1.2m前後を測る。

掘り方全体のほぼ中心に井戸本体があり、底

から上部への約 lm間には、 板状の井側が 9枚

残存していた。井側は土圧等で原位置を正確に

は保ってはいないが、径70cm程の円形に組まれ

ていたと思われる。また、井戸下半の 5層の中

での分層は認められていないものの、これらの

土層の堆積状態は両掘 り方が同時に埋まった、

したがって廃絶時または廃絶後の一時期にそれ

らが同時に開いていたことを示し、例えば柱の

抜き方を大規模にしたような行為が行われた可

ク 、、9

勿加笏

200an 

゜
lm 

1. 茶灰褐色微砂(Mn・Fe沈着 4. 陪灰色帖土

2. 略茶褐色微砂¥Mn・Fe沈着 4こ騎灰色帖土＋責色土現

3. 灰茶褐色微砂(Mn・Fe沈着' 5. 崎（青）灰色帖±

第176図井戸10

-125-



第 3章第 1節三股ケ・丸田調査区

829 

。
10cm M6 0 2cm 

し一
C7 

第177図井戸10出土遺物

能性も否定できない。遺物は、 Jl0・11が上位の層のほかは 5層、そのうち金環M16は菱形掘り方の底

に接して出土している。土器の年代は 5世紀初と同末,...._,6世紀初頭の二者がある。 （柳瀬）

(4) 士壊

土壊59(第153・178・179図、図版56)

lOB区と llB区の境界、調査区の北端で検出された。全体の半分程度を発掘したものと思われる。

平面形は単純ではなく、肩部の線が入り組んでいる。調在区の北端で幅が375cmを測る。城陪の傾斜は

緩く、底部はかなり凹凸をもっている。士猥の南東部分が深くなっているが、北西部分でも一段深い

落ち込みがあった。もっとも深いところで探さは40cmであった。埋土を観察すると、その堆桔は複雑

D
 

lm 

400cm 

1. 黒褐色粘性砂質土（炭粒・焼士塊多董） 4. 灰褐色粘性微砂（士器少々）

2. 暗灰褐色粘性微砂（炭粒少、土器片多し） 5. 淡灰褐色粘性微砂（炭少々）

3. 暗灰褐色粘性微砂（炭粒多L、土器少）

第178図土壊59
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古墳時代の遺構・遺物

｀ 

:-二~~

，
 

第 179図 土塙59出土遺物

で、北から南、また北と堆積する部分が変化している。 l層と 3層では炭粒や焼七塊が多く含まれ、

2層では土器片が多かった。出七した l::.器の年代は 6世紀末から 7世紀前半である。 （岡本）

(5) 溝

溝25・26(第153・180図）

両者ともおもに 9B区を中心に、北東側の調在地区から続いて検出された。 9B区の中で交差して

いるが、どちらも埋土は灰黄褐色の砂質士で切り合い関係は微妙ながら、澗26が後出である。いずれ

も輻80cm"'Im前後、探さ10cm前後を測る。遺物は弥生後期の七器片を中心に比較的多く出上してい

るが、 数片の須恵器片および臼玉等の出±により 6世紀末から 7柑紀初頭とみられる。 （柳瀬）

390an 

。
////~ 卿” ,,,,. んグ、

~ 灰
以~

戸 l=--~ 
838 

0 10cm 

第180図 溝25• 26断面、同25出土遺物

溝27(第153・181図）

9 B---IOC区にかけてほぽ南北方向に検出された、

幅60cm前後、探さ 10---2ocmの禍である。±器は百．

後 ・I,.__,古・ 1の破片が整理箱 l箱分も出七している

が、北東側の調在地区での切り合い関係では溝26に後

出するため、古墳時代後期後半らしい。 （柳瀬）
•こ:

第 181図 溝27断面
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4. 古墳時代の遺構・遺物

溝29C第155・183......,189図、図版26......,28・53・58・59・69)

16・17C・D区に位置し、北から南に流走する稲である。これは、弥生時代前期の旧河道の東届部

に位置し、その東肩は弥生時代後期末の微高地の下がりにほぼ一致する。つまり、弥生時代前期以来

の低位部に掘削されたことがわかる。洞の両端は調査区外に延び、南端は『百間川原尾島遺跡 2』の

「樅73」に接続する。講は、土層断面や遺物の出 L状況等から、規模を縮小しながらも数回の掘削を

経て、長期間機能していたと考えられる。 このため、掘り上げ後の底面から肩の形状は複雑で、南西

端は流路の蛇行によるテラス状の広がりがみられる。掘り上げ後の規模は、輻7.5......,10.5m、探さ1.7 

mを測る。埋士は砂や粘士で、流水と滞水を繰り返しながら埋没した状況が窺える。

遣物には、大量の土師器と須恵器の他、玉類や木製品、 鉄滓がある。また、渦の中位以下では、大

鯖の植物遺体と種 fが出土した。第184図は、ほぼこれら中位以 Fの遺物出 L状況を示している。以上

は、「濶73」の内容とほぽ同様である。なお、縄文土器や弥生士器、サヌカイト製の石製品もみられる

が、下層に位fli':する遺構の遺物と考えられることから、ここでは図示していない。

土師器には、壺 (840・841)、甕 (842,..,_,859)、鉢 (860......,864)、高杯 (865......,867)がある。 842と

843は、 二頂口縁の立ち上がった外面にクシ

ガキ沈線を施す甕である。 844......,859は、くの

字状口縁で、直線的か内傾 しながら開くもの

(844......,849) と、外反しながら開くもの

(850,..._,859)に分けられる。前者はさらにロ

縁端部に内領する面を持つもの (847)と、ロ

縁端部の平坦面に沈線を施すもの (845・.4. 

846・848・849)がある。また、後者も口縁端
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4. 古墳時代の遣構・遣物
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4. 古墳時代の遺構・遺物
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4. 古墳時代の遺構・遺物

部を丸く収めるもの (85l "-'857)と、平坦面を持つもの (850・858・859)がある。なお、後者の外面

調幣は、粗いハケメや r.具アタリ痕のようなヘラミガキを施している。 863と864は、形状の異なる鉢

で、 864は須忠器の杯身を模倣したものと 考えられるが、両者は胎上の選択や成形と調整の技法にお

いて栢似するものである。つまり、胎 tは粘製粘 lで、成形は粘日孔み上げ後のナデとヨコナデによ

り、調幣は黒色物袷布の後にヘラミガキを施している。特に863の内面と864の口絃部外面のヘラミガ

キは、賠文風となる。

須恵器には、杯蓋 (868"-'879)、杯身 (884"-'898)、高杯 (880"-'883)、短類壺 (899)、甕 (900"-'

904)がある。 878・885・893は、ヘラ記号を持つ杯で、 876"-'878・887は、内面中央に当て具痕を持つ

ものである。

以上の士器の時期は、上限が百・ 古・I・II、 F限が 7枇紀前菓に求められる。中でも大量に出 L

し、その大半を占めるのは、 5 世紀末から 6 世紀前半代の上師器の甕と、須恵器の杯蓋 • 身である。

玉類は、滑石製の日 E:(J 12"-'15) と、士製の玉 (Jl6)、滑石般の f持勾.li(Jl7)である。中でも

子持勾 Kは、断面が桁円形に近く、形の幣うもので一円孔を杞す。突起は腹部に 1個、背部に 4個、

両側面に 3個ずつ杞し、さらに三又錐による小円固を72個(+2個？）施している。出日位置は、 17

Dから SlOm杭付近で、東Mに近い標高330cm前後の黄灰色粘質微砂内である。

木製品は、又鍬 (WlO・11)、鏃 (W13)、横鍬 (W14)、横槌 (W15)、柄 (W17...___20)、用途不明の部材

(Wl6・21)、板状の未製品 (Wl2)である。なお、取り上げ後の腐朽により、図化し得なかったもの

に、臼、槌の＋（紡錘）、田舟等がある。 WlO・11は「ナスピ｀形着柄鋤 と呼ばれているものだが、曲

柄装着と考えられることから又鍬とする。また、 Wl4は、本来刃縁が鋸紺状となる「えぶり」と考えら

れるが、欠損のためイ洵］であり、ここでは広義の横鍬に含めたい。 Wl7は、断面が半円形を吊し、柄と

しての機能に疑問が残ることから、組み合わせ部材の一部とも考えられる。Wl8は、板状鉄斧の柄か。

W20は、その形状から曲柄としたが、頭部を加 r.してガ状にすることや、ほぞ穴のあり方は特異で、柄

の具体的な使用方法は不明である。

以Lの出 L遺物から、構は古墳時代を通じて機能していたと考えられる。特に 5世紀未から 6世紀

前半代の大贔の L器や木製品の出士は、当該期のIII盛な活動を窺せる。 （高田）

溝30C第155・190図）

18C・D区を北から南に伯線的に流走する禍で、古代の溝35の底面で検出した。その北端は調在区

外に延び、南端は探くなる渦35に切られて不明である。規模は幅70cm、探さ25-----30cmを測る。断面形

は逆台形を屋す。出 t遺物には、少贔の士師器と須恵器がある。

時期を決する資料はないが、後期と考えておきたい。

溝31(第155・191図）

（高田）

18・19C区に位i1I:し、建物11・12、禍32・33に切られる洞である。建物11下で岐れ、北端は調介区

外に延びる。また、東と西側は他の遺構に切られるため、その流水方向は不明である。規模は輻70

cm、探さ35cmを測り、嘩はU字形の底から段をもって立ち上がる。

出t遺物はすべて土師器である。905の直口壺と906の甕は、底面から若 f浮いた状態で出上した。

908の高杯の杯部は混人か。 構の時期は、遺物の特徴から、百 • 古. Iと考えられる。 （高田）

溝32(第155・192図）

18·19C~ に位貯し、禍31を切る洞である。東西方向に流走するが、東端は凋介区外に延び、西端
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?' / 2. 灰黄褐色(10YR6/2)帖土＼淡黄色
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;-14 3.: は盆ぶ乙芯性臼土

50cm 

1. 明青灰色ClOBG7/l)帖性微砂

2. 灰白色(5Y7/2)粘性微砂

3. 浅黄色(7.5Y7/3)微砂

4. 1と同じ

5. 灰色(N6/)粘土（浅貧色微砂薄層含）
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第192図 溝32 • 33 第193固 溝34断面、同出土遺物

は構35に切られるため、その詳細は不明である。規模は幅20-----30cm、深さ10cm前後を測る。断面形は

ほぼU字形を呈し、埋土は灰黄色砂質土である。出土遺物は少量の上器片のみで、時期を決する資料

はない。溝31との切り合い等から、百・ 古 .Iよりも新しいと考えられる。 （高田）

溝33(第155・192図）

19D杭の北を東西方向に流走し、澗31を切る濶である。その東端を建物12に、西端は濶35に切ら

れ、流水方向は不明である。規模は幅25'"'-'45cm、深さ20cmを測り、断面形はU字形を呈する。

洞の時期は、 検出状況から、洞31より新しく建物12より古いものと考えられる。 （裔田）

溝34(第155・193図）

19C・D区に位置し、調査区の東端に沿って検出した洞である。北東から南西方向に流走すると考

えられるが、北東端は調査区外に延び、附西端は溝35に切られる。規模は幅45cm、深さ20cmを測り、

壁はほぼ平坦な底から段をもって急斜に立ち上がる。出士遺物は、少贔の七師器と須恵器片で、 910

は、須恵器の甕の口縁部である。以上から溝の時期は、 5世紀後半以降と考えられる。 （高田）

-136一
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5. 古代の遺構・遺物

(1) 憚

溝35(第194,-...,200図、巻頭図版 2、図版59・70,.....,72)

18・19C・D区に位置し、北から南に流走する禍である。両端は調在区外に延び、南端は近 ・現代

の撹乱を受けるものの、『百間川原尾島遺跡 2』の「渦87」に接続する可能性が高い。また、西肩は中

世の渦45や近現代用水に切られている。規模は、上幅で11"-'13m、深さは溝の中央付近で検出面から

70,.....,lOOcmを測る。壁は、激しい凹凸の河床から、段を持ちながら緩やかに立ち上って肩に至る。

濶の埋上は、上層、中層、 F層に大別され、流路を徐々に西肩側に片寄らせながら埋没していった

ことが判る。日曽は、最も西に寄った最終流路で、西北部では明瞭に底面をもつ。 13世紀後半代の出

土遺物があり、本報告では溝47として後述する。第195図のA-A' 断面（以下、 A断面とする）の

5 ------13層と B-B' 断面（以下、 B断面とする）の 4,-...,17層が該当する。中層は、構内に最も広く堆

栢する微砂層で、植物遺体や獣骨を顕著に含む。 A断面の14,.....,28層と B断面の18"-'28層が該当する。

下層は、植物遺体、特に木片を多く含んだ粘性微砂層である。ほぽ標高300"-'310cm以 Fの、渦の中央

の低位部や井堰の周辺と落ち込み列、杭穴内に堆栢する。図示した木製品や金属製品、石製品はすべ

てこの下層から出土している。 A断面の29"-'32・34層と B断面の29"-'32層が該当する。

一 対象調査地区

8
ー・’
 I~ 

4地区

D-

゜
10m 

第194図 17-19区遺構配置（古代）
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第 3章第 1節三殷ケ・丸田調査区

河床では、北から落ち込み列 1• 井堰 1. 落ち込み列 2• 井堰 2を検出した。いずれも溝を横切る

ように設けられ、それぞれの距離は、7.5m、 6m、2.5mを測る。これらは、土層の堆積状況の検討

から、渦の下層段階に廃絶した施設で、その在り方から同時に機能していたとは考え難い。

落ち込み列は、 幅 1,..__, l. 5m、深さ 10----zocm単位の浅い蕗ち込みが直線的に連なるもので、若干の杭

や杭穴もみられる。規模は、落ち込み列 lが東西長4.5m、南北長1.5m、落ち込み列 2は、東西方向

から洞中央のやや西寄りで約45• 北に折れ、東西長 9m、南北長0.5,,..,..., 2 mを測る。

井堰は、遺存する杭と杭穴からなるもので、その数は、井堰 lが約60本と170個以上、井堰 2が約

30本と 150個以 I:.を数える。杭は丸杭で、先端を加 r.して尖らせ、樹皮を残す。径 6,..__, 7 cmのものが最

も多い。中央部付近では河床面から30----40cm遺存するが、それ以上は欠損している。なお、抜けて流

出した中には長さ1.5mを測るものがある。杭穴は、径 6...__ 8 cmが多く、 粗砂などが充填するものと、

杭が七竹化したものがある。両者の違いは廃絶時期差とも考えられるが、遺存する杭のみで井堰とし

ての機能を果たしていたかは疑問で、保存条件の違いや杭の流出等も加味しての検討が必要である。

井堰 1は、濶に直交する東西部分と、その両端から北寄りに30----10・ 振って斜めに延びる部分から

なり、その平面形は逆台形を星する。規模は、東西部分で長さ 7m、幅2.50m、斜延部分の西側で長

さ約 7m、東側で約1.5mを測る。遺存する杭は 5----50cm間隔に打ち込まれた列が、約50cmの幅で平行

するもので、杭の打ち込み方向は一定しないが、中央付近は水勢に押されたものか、杭頭を F流側に

向けるものが目立つ。 また、井堰を中心に6.5mX5.5m、探さ50cmの範囲が落ち込んでいる。

井堰 2の平面形は、井堰 lと異なり、やや湾曲しながら構に直交するか、落ち込み列 2と同様に西

側部分を約20・ 北に振るもので、規模は東西長12m、幅1.2mを測る。また、中央の 5X 1.2mの範囲

には、杭列とその前面に柏物遺体が遺存する。杭列は10----40cm幅に並ぶが、打ち込み方向は一定せ

ず、基本的には直立していたようである。杭列前面は、径 1----2 cmの枝材を横木とし、それに直交し

てア、ンなどの草木を虻し、さらに砂や粘性微砂を横木や草木と交互に組合せている。これらを押さえ

るような材はないものの、検出状況から井堰の構造物と考えたい。なお、 15----30cm深くなる 5m四方

の範囲は、水流による洗掘部であり、杭列や柏物遺体はこの低い部分に遺存している。

遺物は、弥生土器、須恵器、土師器の他、平瓦、 木製品、金属製品、石製品、土製品、獣骨、鉄

滓、 種 fが出土している。須恵器は、 杯蓋 (911----915)、杯 (916・924----935・949----952)、高台杯

(917----920)、皿 (921)、長頚壺 (922・923)である。923は肩部以Tl/6ほど残存するもので、胴下部

の高台近くに耳を張りつけ、箆で成形した後に一孔を穿っている。これは双耳になると考えられ、 肩

部付近に示したものも推定される。922と923は別個体である。 924----926・928----935の底部は押圧技法

を用い、 927はヘラキリで終る。いずれも腰部から口舷部に向かって 「ハ」の字状に開口する。なお、

915・ 924・925・ 930・935・950は、口縁部に重ね焼の痕跡をもつ。また、915は内面に墨が付着するも

ので、 序耗等がみられないことから、墨入れと考えたい。

土師器は、 杯 (936----944・953)と皿 (945----948)である。 936----943・945----948は、底部押圧技法に

よるもので、すべての上師器には赤色顔料の塗布がみられる。

928・929・935・ 942・948は嬰祖士器である。 928は外面の口縁に平行して 「家」が書かれ、その上

は欠損する•ものの、 「 口 」 が 2 つ続いて 1 字になると考えられる。これを「呂」 とすると ， 麻呂家」 、

「官」とすれば 「官家l等の字句の可能性が指摘される。 9291ま欠損により判読不明だが、底部外面に

2 ,..__, 3字が考えられる。 935は底部内面に「酒」の 1字を記す。 942と948は、 底部外面にそれぞれ
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5. 古代の遺構・遺物
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5. 古代の遺構・遺物
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第 3章第 l節 三設ケ・丸田調査区
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「下」と 「大」を記す。942はその下にさらに字句の続く可能性がある。

木製品は、人形 (W22------25)、斎串 (W26・28------30)、武器形のlJ(W33)と鏃 (W34)などの木製模造

品の他、付札、 鎌、曲物、横櫛、折敷、有頭棒、加工棒、紡織具、連歯下駄がある。

S98は蛇紋岩製の巡方で、表面には 2孔 l対の潜 り孔があり、革帯に綴 じ付けるための銅線の一部

が残る。金属器は、刀f(Ml)、鎌刃 (M9------11)、不明金属器 _M8)がある。 MlO・ 11の甚部は折り曲げ

ており、さらにMllは、 柄に装着するための木楔が残る。士製品は、 CB------15の土錘である。獣骨は、北

端付近に集中し、いずれも中層からウシ・ウマ ・イノ ・ンシ ・イヌが出土している。

以上の遺物は、 墨入れや墨書土器、石の出土が官人層の存在を示し、 木製模造品やその他の木 • 金

属製品は律令的祭祀に結びつく 。これらは、律令的祭祀の地方への波及を示す資料と考えられる。

時期は、下層が平時代初頭を下限とし、井堰はそれに先行して廃棄されたと考えたい。 （高田）
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6. 中世の遺構・遺物

6 . 中世の遺構・遺物

この時代は、上流の 1地区が低位部から微高地端にあたり、 2• 3地区から4地区の溝45付近までは微
高地となる。前者の遺構密度は低く、土猥 l基を検出している。後者は、ほぼ全面が居住域となり、
遺構密度も高いが、近現代の削平や用水路による撹乱を大きく受けている。
2・3地区の土城墓は、鎌倉時代前半代に比定され、副葬品を有し人骨の遺存するものと、そうでな

いものの両者がある。 4地区では室町時代に比定される井戸や溝を検出した。溝には、屋敷地や集落を
区画すると考えられるものがある。なお、建物や柱穴列の詳細な時期は不明である。 （高田）

(?60 

＼ 
「

［ 
1地区(1/500)

土： 60 

゜
゜゚゜゚ ゜

o 0 
◇゚

゜
c-1 ゜ ＋ 

゜

ヽ。軍

＋ 

2地区

第202図 2 ........ 4 区• 9 ........ I I区遺構配置（中世）

-145-

111 

4 ヽヽ u 7 ¥ 

＼ 

建： 13ー18
土壊墓： 1-7 

溝： 36-39 
※土城墓は番号のみ

3地区

O 10m 



第 3章第 l節 三股ケ・丸田調査区

(1) 建 物・柱 穴列

建物13(第202・203図）

lOC区のほぼ中央で、耕土直下に検出された

2問X 2問の総柱の建物である。桁行全長約

3.3m、梁間約2.7m、床面積は約 9rrlを測る。

柱穴掘り方は、径22-----38cm、深さ10-----40cmを測

り、柱の径は17cm前後と思われる。遺物は細片

が少量出上しているのみで、時期の決め手には

ならないが、坤 tは黄灰色で他の中世遺構に類

似する。また、柱穴 lは禍39を切っているた

め、 13世紀後半以降と考えてよい。 （柳瀬）

建物14(第202・204図）

10B区にあり、濁査区の北西端で検出され

た。 3問X 1問の掘立柱建物と考えられるが、

北西角の柱穴は胴在区外にあたる。桁行

全長は515cm、梁間が404cm、床面積は

20. 8rrlを測る。建物は東西棟で、梁の方

向は真北に近い。桁行の柱問は229・131

・155cmと均等ではなく、西がひとまわ

り広くなっていた。このような柱の配列

はこの遺跡では一般的で、住居空間を±.

問と居問という異なる利用状況によって

分割した結果であろう。南北の桁行中央

の2柱穴を結ぶ梁行の真ん中の柱穴は小

さくて浅く、束柱とみられる。 （岡本）

建物15(第202・207図）

10B区の東端にあり、建物14・16と直

複 していた。 1問X 1問の掘立柱建物で

ある。柱穴を結んだ平面形は、少し歪ん

だ長方形となる。柱間からみて南北棟の

建物と考えられる。梁間は269・276cm、

桁行が384・390cm、床面積は10.6rrlを測

る。柱穴の長径は21"--3lcm、深さ19-----31

cmであった。 （岡本）
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第204図 建物14

建物16(第202・207図）

10B区の東端で、建物15と項複していた。 l問X 1問の掘立柱建物で、柱間によれば南北棟の建物

とみられるが、そう大きな差ではなかった。桁行は277・286cm、梁間が266・267cm、床面積は7.5rrlを
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6 中世の遺構・遺物
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測る。柱穴の長径は23"-'35cm、探さが 6"-'17cmであった。柱痕の直径は14"-'22cm。 （岡本）

達物17(第202・207図）

llB区と llC区の境界で検出された。 1間X l問分を検出したが、桁行がさらに東へ延びていたJ:11

能性が強い。柱間は梁問が376・390cm、桁行は200cmで、床面積は7.7nfを測る。柱穴の長径は39"-'52

cm、深さが12"-'28cmであった。 3柱穴で柱痕が確認され、その直径は18"-'2lcmを渕る。 （岡本）

建物18(第202・207図）

llC区の北西隅、建物17のすぐ南で検出された。この建物のみ棟の方向が先の建物14"-'17と異な

り、また、南東角の柱穴がt漿墓7の底面で検出されなかったことから疑問が残る。南北棟で、柱問

は桁行が375cm、梁間は227cm、床面栢は8.Snfを測る。柱穴の長径は44"-'46cmであった （岡本）
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第 3章第 l節三殷ケ・丸田調査区

達物19(第206・208図）

15C区と 16C区の境界付近に位置し、既報告の調査区にまたがって検出された。 4間X 1問の掘立

柱建物である。棟の方向は東西であった。桁行の柱穴は一直線上にはかかるが、わずかずつずれてい

る。 桁行全長は721cm、梁問が348・363cm、床面積は25.6rrlを測る。桁行の柱間は一定していないが、

とくに西端の l間が短くなっていた。柱穴の長径は32.......,52cm、探さが14.......,46cmで、個々の差が大き
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6. 中世の遺構 ・遺物

い。全体的には南側桁行の柱穴が北側に比べて小ぶりであった。

建物20(第206・208図）

15D区と16D区の境界にあり、建物19のすぐ南で検出された。 この建物 も既報告の調査区にまた

がっていた。 3間X 1問の掘立柱建物で、棟の方向は東西であった。桁行全長は660・667cm、梁問が

449・477cm、床面積は30.7nfを測る。桁行の柱間をみると、北側で182・169・316cmとあり、東の 1間

が広い型式の建物である。柱穴の長径は43-----66cm、深さは32....,_,70cmで、やや大きい。 （岡本）

建物21(第206・209図）

16D区に位置し、既報告の調査区にまたがって検出された。 3間X 1間の掘立柱建物で、東西棟で

あった。桁行全長は857cm、梁問が610cm、床面積は52.3nfを測る。桁行の柱間は232・250・375cmで、

端の l間が広い型式であった。柱穴の長径は50-----59cm、深さが53....,_,77cmと大型である。柱根のめり込

みは直径20cm程度であった。東から二つ目の梁間の中央柱穴は長径40cmと小さい。 （岡本）

（岡本）
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第209図建物21

建物22(第206・ 210図）

16D区で検出された。建物21・23-----25と重なっていた。 3問X 2問の東西棟の掘立柱建物である。
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桁行全長は754cm、梁問が411cm、床面稜は31.0nfを測る。北側桁行の柱問は東から220・304・230cm

で、中央の柱問が広くなっていた。普通の型式とは異なる。側柱柱穴の長径は36----55cm、探さが19----

54cm、梁問の中央柱穴は長径が28----36cm、探さは23----28cmであった。 （岡本）

建物23(第206・211図）

16D区の北端に位置 L、建物22・25と重

なっていた。 3問X 1間の掘立柱建物で、棟

の方向は南北とみられる。桁行全長は358・

360cm、梁間が305・328cm、床面粘は11.4rrl 

を測る。桁行の柱間は、東側では120cm等問

であったが、西側は117・102・139cmと一定

しない。梁問も南北で異なり、 粗雑な造りで

ある。柱穴の長径は27----39cm、探さは16----37

cm、柱痕の幅は13cmを測る。

建物24(第206・212図）

16D区、建物23のすぐ南で検出された。建物

22・25と直複していた。建物23と桁行を揃え

ていることから南北棟の掘立柱建物と考えて

いる。西側桁行の柱穴は他の建物の柱穴に

よって破壊されていると想定している無理も

ある。桁行全長は294cm、梁問が315cm、床面

積は9.3rrlを測る。柱穴の長径は22----36cm、
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1. 貢灰色(2.5YR6/rl帖質土 3. 灰色(5Y6/ll粘質土

2. Iこぷい黄柑色(IOYR7/3)粘質土 4. にぶい黄橙色IIOYR7/21砂質土

第211図 建物23
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第212図建物24

6. 中世の遺構・遺物

深さが 5"-'24cmであった。 （岡本）

建物25(第206・213図）

16C区と16D区の境界で検出された。建物22"-'

24・28と重なり、同規模の建物21からは東に5.5

m離れている。 3間X 1間の掘立柱建物で、 棟の

方向は東西を示す。桁行全長は839・844cm、梁問

は564・575cm、床面栢は47.9nfを測る。南側桁行

の柱問は232・238・374cmで、 等間ではなくて、

端の l間が広い型式である。西梁間の中央外側の

柱穴がこの建物に伴うかは、類例からして疑問で

あるが、 図示 しておく 。建物の中央にある 2柱穴

-- 3 

ヽ 免
~ 

ふ
"1 

l 

= 血プー←ヤ「'O ］ 
1. Iこぶい貰橙色(10YR7/2l粘性微紗

2. 褐灰色IIOYR6/Il帖性微砂

3. 黄灰色(25Y6/J)粘性徴紗

4. 灰貧色(2SY6/2)11i性微砂

5. 灰責色(25Y7/2)11i性微妙
6. 灰〇色(N7/l帖性微紗
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第213図 建物25
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1. 灰責褐色(IOYR6/2l帖質土 4. 桟責色(2.5Y7/3)帖質土

2. にぶい貢橙色UOYR7/3)帖質土 5. 灰褐色(7.5YR5/2l帖質土

3. Iこぷい貧橙色(IOYR6/4)粘質土 6. にぷい黄橙色(IOYR7/2)帖質土

第214図 建物26
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1. 灰黄褐色00YR5/2)土 3. 褐灰色OOYYS/1).1: 
2. にぷい黄橙色(IOYR7/4)砂質土

第216図 建物28
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1. にぷい賀褐色(IOYR5/3J粘質土

2. によい貧糧色OOYR7/4l砂質t
3. 灰責褐色l!OYR6/2J土 4. 灰貢褐色OO'rR5/2l土

5. 灰貰褐色(IOYRS/2)帖質±

第215図 建物27

は直径が小さくて浅く、束柱と考えら

れる。側柱の柱穴は長径が40"-'65cm、

深さは18"-'72cmであった。柱痕の直径

は20cmを測る。 （岡本）

建物26(第206・ 214図）

16C区の南端で検出された。建物25

のすぐ北に位置するが、 棟の方位を異

にしている。 棟の方向は柱問から考え

ると南北方向とみられる。 1問X 2問

の掘立柱建物である。桁行柱問は455

・470cm、梁問全長が415・424cm、床

面積は19.4rrlを測る。南北両梁問とも

に、中央の柱穴はやや小さくて浅いた

め、束柱かもしれない。 4隅の柱穴の

長径は39"-'54cm、探さが11""54cmで

あった。 （岡本）

建物27(第206・ 215図）

16C区と 17C区の境界、謂在区の北

端で検出された。 掘立柱建物の南西隅

にあたると考えている。南北方向の柱

問は216cm、東西方向は362cm、 1問X

l問ならば床面積は7.8nfを測る。柱

穴の長径は44.....,46cm、深さが34"-'52cm

であった。柱痕の直径は20cm前後を測

る。 （岡本）
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6. 中世の遺構・ 遺物

建物28(第206・216図）

17C区、 16・17D区にまたがって検出された。建物25と貢なっていた。 2問X 1間の東西棟の掘立柱

建物であろう。南東隅は井戸11に破壊され、北側桁行の中央柱穴もなかった。桁行全長は550cm、梁問

が411cm、床面積は22.6rrlを測る。柱穴は長径37"-'4lcm、探さl3"-'25cmであった。 （岡本）

柱穴列 1(第206・217図）

17C区の南半で検出された。建物28

の東3.5mに位趾していた。 3個の柱 —コ<---+-

穴がほぼ真北の方向で並んでいた。柱 -0- 324- _ .-_ 2訊― -R-

間は324cmと284cmで同じではなかっ

た。柱穴の長径は21"-'28cm、深さが

5 "'14cmを測る。南の 2柱穴では直径

15cmの柱痕が確訟された。また、柱の

めり込みもみられた。 （岡本）

柱穴列 2 (第206・218図）

17C区の南半、柱穴列 lの東わずか

50cmに平行していた。 2個の柱穴から

なっていたが、南端の柱穴は柱穴列 l

の南端の柱穴と同じ位置にあったた

め、どちらかが立て替えられた可能性

も考えられる。柱穴の長径は50・44

cm、深さが13・18cm、柱痕は直径が15

・18cmを測る。 （岡本）

柱穴列 3 (第206・219図）

17C区の南東部で検出された。 2個

の同規模の柱穴が東西に並び、その間

に細い渦状の窪みが認められた。柱穴

＇ ...... ....,... ，
》
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0 1m 

1. 黄橙色{IOYR7/8)紗質土 3. IIJl黄褐色(2.5Y7/6)砂質土

2. 浅黄色(2.5Y7/3)粘性砂質土 4. 浅賀色{2.5Y7/4l粘性砂質土

第217図柱穴列 l
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O 2m ― 1. 灰色(7.5Y6/l)粘質士

2. にぷい黄橙色(lOYR7/4)砂質土

3. 灰褐色帖士斑にぷい黄橙色(lOYR7/4l砂質士

4. 灰褐色粘土斑にぷい黄橙色00YR7/4)砂質土（灰褐色

帖 t斑 3層より大粒）

第218図柱穴列 2

の長径が40・55cm、探さは16・12cmで、恒径20cmの柱痕は斜傾し、 8cmめり込んでいた。 （岡本）

柱穴列4 (第206・220図）

17C区の南半にあり、 3個の柱穴がほぼ真北方向に並んでいた。両端の柱穴は長軸が37・47cm、中

央の柱穴の長径は28cmを測る。直径13cmの柱痕を確認した。柱穴の形状から、古代あるいは古墳時代

に遡る可能性がある。すぐ西には近世遺構の渦があるため、建物であったかもしれない。 （岡本）
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第219図柱穴列 3 第220図 柱穴列 4
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第 3章 第 1節 ：：殷ケ・丸田調査区

(2)井戸

井戸11 (第206・221"-'224図、図版30・70・72)

17D杭の南東 5mで検出した井戸である。建物28と屯複するものの、切り合い関係は不明で、その
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1. 明褐灰色帖性微紗

2. Iこぷい褐色帖性羅紗

3. 灰貫褐色粘性微紗 l灰責色羅砂含む）

4. 明褐灰色帖性量紗下編に炭層鑽著

5. 灰褐色粘性微砂

6. IJl褐色帖性微砂

7. 褐灰色帖性微紗 I下嬌に炭層顕著

8. Iこぷい褐色粘竹微紗

9. Iこぷい褐色微砂

10. 灰色粘質土炭粒含む）

11. 灰褐色帖性微tj,(褐灰色帖質tプO

ク含む．炭・儀t粒含む）

- 12. 灰色微妙粘土

13. Ill灰色帖性微砂

14. 褐灰色帖質土 (Ill灰色帖質 tプロ I?•

灰色微紗斑含{.I.鉄分・マンガン沈着

15. 貴褐色帖質土（灰色帖土・微紗斑含む、

戻粒含む）

16. 明褐灰色粘土（炭層のラミナ状堆HI

17. 灰色粘性微妙（炭・M物遺体含む）
18. 灰賀色微紗（植物遺体含む）

19. 灰色帖±（炭層のラミナ状堆積植物

遺体含むJ

20. 灰色帖性微砂

21. 14層と同じ

22. 灰色帖質土（帷物遺体含む）

23. 明給灰色帖質t
24. 灰黄褐色帖性微紗 l植物遺体含むI

25. 灰色粘_t(19層に比ぺ炭約不整然I

ぉ．明鮭灰色帖性微妙

7J. にぷい責褐色帖質土（炭粒・植物遺体・

灰色帖±(l)プロ Iク含む）

28. 灰色～陪青灰色帖土（黄褐色微砂•植物
遺体含むI

29. 灰色帖t'炭層・樋物遺体含む）
況灰色帖性微紗

31. 灰色帖±

32. 灰色～暗灰色帖性微妙（植物遺体含

む．紐分的に帖Lプロ／ク含むl

33. 貧灰色帖性微妙

34. 灰色帖質土

41. 灰色微妙

42. 絵灰色～鱚給灰色粘土～帖質土

43. 結灰色帖土炭粒含む）

“．灰色帖土

45. 蝕灰色帖土

46. にぷい貫褐色微紗粘土

47. 灰責褐色微妙

48. にぷい責褐色帖性微紗

49. 青灰色帖性微砂

50. 灰色微紗

0 Im 

35. にぷい貰色帖性微妙

36. 灰色帖質土（灰貫褐色微紗含む＇

37. 31層に同じ
38. Iこぷい責色微妙

39. 灰責色～略灰貫色帖性微砂 i褐灰色帖

質土プロ／ク含む‘

40. 鮭圧色帖土（炭U含むl

51. 青灰色粘土

52. Iこぶい貢色帖性微妙

53. 52層と同じ

54. 49層と同t
55. 褐灰色帖土～帖質土

56. 灰色帖±

57. 青灰色粗砂

58. 灰色帖土

59. 責灰色帖土～帖質士

60. 給灰色粘土

61. 灰色粘性微妙 I炭粒含むI

62. 灰色帖t

第221図井戸11

-154-



6. 中世の遺構・遺物

約1.5m西側には柱穴列 1・2がある。なお、 62層以 Fは湧水附に逹し、十分に鍋介できなかった。

井戸の平面形は、歪な長桁円形で、南北長260cm、東西長350cmを測る。東西が張り出すのは、後述

するように限面が崩落したためである。深さは、 検出面から300cm以上で、底の形状は湧水のため不明

である。煎は底付近から垂恒に立ち上がり、標高150cm前後で逆ハ字状に広がるが、そこから上部は坪

面の崩落により、段をもちながらさらに大きく開く形状を呈す。

埋土は大きくミ層に分けられる。下層 (35層以 f)は、井戸廃絶後のn然堆栢によるものと考えら

れ、 35,...__,42・47層は、壁である弥生時代終末の洪水砂が崩蕗したものである。中附 (16------20・22"-'34

層）は、人為的な埋積を窺わせ、遺物の集中がみられる。上層 (1,...__, 15・21層）は、井戸の最終的な

自然堆積と考えられるが、 4層と 7層の F端に炭層が顕著に認められる。なお、井戸の規模や脆弱な

壁から、井側等の構造物が存在したriT能性があるが、廃絶時に抜き取られたものか検出していない。

遺物には土器、瓦、土製品、木製品、鉄滓、植物遺体がある。すべて上 ・中層から出土し、特に16

層と 32層に集中している。上器は—t師器の小皿 (955'"'-" 958) 、瓦質の鍋 (959) 、備前焼の甕 (960)、壺

(961)、摺鉢 (962......,9訊）、青磁の宙文帯蓮弁文碗 (965)のほか、瓦器、角山焼、 土師質高台椀片が

ある。木製品は呪符木簡 (WS0------53)、漆途椀 (W54......,56)、曲物底板 (W57・58)、下駄 (W60)、折敷底

板 (W61)のほか、席状編物、 組み紐、邸を輪状に束ねたものなどがあり 、WS0'"'-"59が16層から、W60・

61が32層から出士している。呪符木簡は、 wsoか下端のややすぽまる短冊形で、 W51は上端が圭頭状を

なす。また、すべての木簡に符録が記され、wsoと51については続いて「急々如律令」の呪句が確認で

きる。土穀品は士器片を利用した円板状 l::製品で、素材は備前焼、亀山焼、瓦質土器である。なお、
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第222図井戸11 出土遺物(I)
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6. 中世の遺構・遺物
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第224図井戸11 出土遺物(3)

植物遺体としては、径 1-----2 cmの竹が 3点ある。

土器は概ね15世紀に属し、一部16世紀にかかる。井戸の時期は、室町時代と考えられる。 （高田）

(3) 士 城

土墳60(第202図、図版30-2)

2C区の微高地の肩部に検出された、この調査地区唯一の遺構である。表土より約70cm下に検出さ

れ、平面形は隅丸方形を星し、長さ約1.6m、幅95cm、深さ10cm前後を測る。遺物の出土がないが、土

層関係からいえば時期は中世であろう。なお、形態からいえば士壌墓の可能性もある。 !_ WP瀬）

(4) 土 猥 墓

土墳墓 1 (第202・225・226図、図版30-3・60) 

上部を大きく削平された状態で、 lOB区に検出された隅丸長方形の日廣墓である。長さ1.35m、幅

約 1m, 深さは 5...__, 6cmを測る。人骨は北枕の横臥屈葬の状態で見つかり、頭蓋骨の左側頭部と同腰

骨の一部に削平が及んでいるのと、肋骨 ・ 背骨• 手足端部の残り具合が悪いほかは比較的保存は良好

第225図土壌墓 l 出土遺物
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第226図土環墓 l

であった。 遺物は士墳中央西寄りから刀

子M12(全長34.2cm、刃渡 り23.4cm刃輻

2.3cm、限さ 6mm、反り 5mm)が出土した

のみで、棺釘等は見つかっていない。 ま

た、刀子を含みその西の底面には、径20

cmほどの範囲に細かな布目らしき痕跡が

確認されたが、今一つ確実ではない。

人骨は岡山理科大学の川中健ご教授か

ら、壮年の男性との鑑定をいただいてい

る。±壌墓の年代は、土器が出土してい

ないため細かくは比定できないが、後出

のl:.壌墓と大差はないと思われる。

（柳瀬 l

土塙墓 2 (第202・227図、図版31-1)

9区のDライン上の、耕 L直Fで検出された土城墓である。土壌掘り方の平面形は、隅丸の長方形に

近いが、北東隅のみ多少丸みが強い。上漿は最大長約1.5m、最大幅約60cm、深さ約12cmを測る。現状

では、 掘 り方いっばいに東枕で仰臥伸展葬の人骨が確認されており、棺釘の出 tもないことから木棺

を使用していない可能性もある。人骨は全体に形は辛うじて保っているものの、非常に脆くなってい

て、部分的にしか取りいチられていない。土城墓 lと同様の鑑定結果を得ている。

遺物は、人骨の右脇腹上部から完形で中国製の白磁碗967、左脇下から土師質小皿がそれぞれ出上

していて、湖葬品とみてよい。 967は巳廣墓 4出 tの970と同形式で、百問川遺跡群の中でも完形は少

ない。この種の碗は士師質の椀 ・皿に伴うことが多く、それらから13世紀前半とみてよい。 （柳瀬）

~= ~ 
------ ..31如

ニ
ロニ／

967 

0 10cm 

0 50an 

第227図 土塙墓2、同出土遺物

土塙墓 3 (第202・228図、巻頭図版 3-2、図版31-2. 60) 

llB区と llC区の境界、建物17の50cm西で検出された。且廣の平面形は長方形で、長さ 125cm、幅

72cm、深さは17cmを測る。長軸の方向は東西である。西枕の人骨が 1体分出士し、埋葬遺構であった

ことは明確である。土城の四隅からは釘が出土し、士壊の長軸、あるいは短軸方向に平行していたこ
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とから、木棺の角を留めた

釦とみてよい。釘の位置か

ら推測される木棺の大きさ

は、長さが110cm、幅が65

cm程度と考えられる。釘は

士城の底から11,....,15cmJ::. 方

にあり、底面から立つ釘の

残存も認められなかったた

め、底板の存在は不明であ

る。人骨は手足を折り曲げ

た横臥屈葬の形態をとり、

岡山理科大学の川中健了教

授の現場における 鑑定で
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は、壮年の男性であろうと

いう結果をいただいた。

遺体の頭部付近に副昇品

が置かれていた。青銅鏡 l面と青磁の碗と皿である。鏡は六花文の素文鏡で、鏡背に五字二行の銘文

があり、 「湖州固国石、家青銅照子」 と記す。いわゆる湖州鏡で、鏡の両面には板材が付着していて、

浅い円形の鏡匝に収納されていたことが確実である。青磁は中国穀で、 碗は龍泉窯系、皿は同安窯系

とみられる。碗には細かい偽が多く認められ、 被葬者が生前に愛用した品であろうか。 （岡本）

土壊墓4 (第202・229図、図版28-3 . 31-3 60) 

llC区の西端、調介区の南端で検出された。漿内からは仰臥伸展葬の人骨が 1体分出土し、墓で

あったことが明らかである。土凛の平面形は長方形で、長さが245cm、幅は80cm、探さが13cmを測る。

長軸の方向は栴北で、北枕をとる 。 釘の出士がなかったが、前述の土凛~3 と副葬品では遜色がな

く、年代も近いものと思われることから、釘を使用しない木棺があったとするのが自然であろう。

副葬品は頭部付近に集中して出士した。副葬品はすべて中国製白磁で、碗が2点と皿が 4点であっ

第228図 土塙墓 3、同出土遺物
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た。 F肢骨の下から河原

石か l点出土したが、上

墳墓 3でも河原石が出土

している。 2点の白磁碗

の口縁は異なっている。

人骨は、川中教授の鑑定

で、壮年の男性 とされ

る。土凜墓の年代は鎌倉

時代の前半か。 （岡本）

土墳墓 5・6・7

（第202図、図版28-3)

llC区の土壊墓 4の東

l.5------2.5mで3基の士壌

が検出された。平面形は

いずれも長方形を星し、

長軸の方向が土凛鋲4の

それと乎行していること

から、これらも土凛墓と

考えている。土猥墓 5は

長さ190cm、幅55cm、深

さ14cm。土凛墓6が長さ162cm、幅83cm、深さ31cm。 U廣墓

7は残存長235cm、輻126cm、深さ10cmを測る。士師器の高

台付椀の破片が出土し、鎌倉時代前半の遺構か。 （岡本）

土壌墓 8 (第206・230図、図版32-1) 

16C区の南西隅、 建物19の南桁行に接して検出された。土壊の長軸は建物19の棟方向とほぽ平行し

ていて、東西であった。また、士凛の東辺は建物19の束梁行の延長にあった。上壌の平面形は長方形

第229図 土環墓 4、同出土遺物
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第230図 土環墓 8、同出土遺物

-160-



6. 中世の遺構・遺物

に近く、長さ215cm、幅90cm、探さ

17cmを測る。底面は中央部が窪むも

のの、平坦に近い。遺物としては釘

があり、木棺に使用されたとみて、

士漂墓と判断した。 （岡本）

土墳墓 9 (第231図、図版32-2)

16C区、建物25の北東隅に項なっ

て検出された。 七壊は長方形に近

く、長軸方向は南北であった。長さ

が205cm、深さが22cmを測る。底面

には軽い段があり、南端部は底面か

らLOcm低い窪みになっていた。墓で

はなく、建物25に伴う遺構の可能性

も無視できない。 （岡本）

一
匹

尺
0 lm 1. 褐灰色砂質土 3. 褐灰色砂質土

~ 2. 黄色微砂斑褐灰色砂質土 4. 灰褐色砂質土

第231図土塙墓 9

(5) 溝

溝36(第202・232図）

9C区に検出された、南北方向の洞である。長さ約

4m、幅20---30cm、深さ 7---Bcmを測り、南北両方向

に続く 痕跡もない。埋上は黄灰色の砂質土で、士師器

の細片が50片ほど出土しているうち、図示できるもの

は976のみであった。 13末"'14世紀初頭か。 （柳瀬）

溝37・38(第202・233図）

10B区から11B区へかけて、ほぼ東西方向で直線的

に延びる 2条の渦が検出された。溝38の西端は鉤形に

曲がり、始点を思わせる。 2条の溝は重なり、構37が

新しく掘りなおされたと観察された。水は西から東へ

流れていたとみられる。洞3nま幅115cm、碑38は幅60

cmを測る。禍37では礫の集中が認められた。 （岡本）

溝39(第202・234"'237図、図版32-3. 60) 

w- —追

亨‘ 、,-7 =;J" 

976 

第232図溝36断面、同出土遺物

．
 

390CIII ． 

1. 黄灰褐色弱帖竹土（灰褐色粗砂含）

2. 黄灰褐色弱粘質土

第233図溝37 • 38断面

9C区から lOC区を経てllB区に続く渦

で、既報告の 9D区でも検出されている。 わ

ずかに湾曲しているものの、ほぼ東西方向で

． 380an ． 

1. 黄褐色砂質t
2. 茶褐色砂質土

_ 380an1 
'-

0 lm 

第234図 溝39断面
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第237図 溝39出土遺物(3)

調牡区を横切っていた。稲底の高さから判断すると、水の流れは東から西へ向かっていたと考えられ

る。日流部にあたる10B区あたりでは、料の輻は300cm前後と広いが、探さは20,...__,25cmと浅く、濶の断

面は軽い凹凸の連続だった（第234図下）。それが、 lOC区に入ると洞の北半が一段深く落ち込み、幅

は200cm前後と狭くなるが、深さは50cmと探まり、断面では構煎の傾斜も角度を増して階段状に整備

される（第234図上）。渦内からは多くの t器片とかなりの礫が出土した。

出土遺物はきわめて多様で、 いかにも集落の中心部に位置する講にふさわしい。上器には、瓦器 ・

磁器・上師器 ・須恵器がある。土製品としては、平瓦と t錘がある。平瓦の凸面には斜格fの叩き目

が残り、土錘には大 ・中・ 小の型式差が認められた。鉄器もかなり出士した。その多くは角釘で、他

に、 鏃や刀 f、それに紡錘車らしき円板もみられた。遺物の示す年代は13世紀前半である。 （岡本）

溝40・41 (第206・238図）

15・16C・D区に位置し、調介区の隅で検出

した濶である。その両端は調査区外に延びるた

め、長さは東西方向の洞40で5.5mを、南北方

向の禍41は5mを測るに過ぎない。また、溝40

の西端と禍41の北端は、いずれも『百問川原尾

島遺跡 4』の「構96 に接続し、屋敷地の北西

角を画すると考えられる。洞の規模は幅40,...__,55cm、深さ 5-----12cmを測り、堅は急斜に立ち上がる。埋

土は灰オリーブ色砂質 I::である。出士遺物には少量の中世士器片があるが、時期を決する資料はな

い。洞の時期は、検出面と埋土から中世と考えられる。 （高田）

溝42,...__,44(206・239図）

＂ 

亨
耐

375,111 
E 

~ ―一

0 50cm 

一第238図 溝40・41断面

17・18C・D区に位償し、東西方向に流走する渦群である。その西端は調査区外に延び、東側は大

きく広がり・、 数段に落ち込む浅い凹みとなる。さらにその東は、渦45に切られるものの、澗47の西肩

に統くことを確認している。また南側は、近現代用水による撹乱を大きく受ている。

構は、さらに数条に岐れるが、いずれも浅い凹みに注ぎ込むようにして途切れている。それらの規
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6. 中世の遺構・遺物

模は長さ 9,...__., 17.2m、幅85,...__.,115cm、深さ 15"--'20cm前

後を測る。最も長い溝42では、その西側に幅190cm、深

さ35cmに落ち込む部分がある。洞の断面形は逆台形だ

が、壁の上半が大きく開くことから、掘り直し等が考

えられる。

出土遺物は、須恵器、 L師器、士師質高台椀等があ

るが、いずれも小片である。

澗の時期は、検出状況等から、禍47と同時期の13世

紀後半代と考えられる。 （高田）

溝45(第206・240図、図版33)

17・18C・D区を北から南に直線的に流走する潤

で、洞42"--'44・47を切っている。両端は調在区外に延

び、南端は『百間川原尾島遺跡 2』の「構89」に接続

する。規模は幅390cm、深さ110cm前後を測る。断面形

は逆台形で、墜の中位の段から上がやや広がりぎみに

立ち上がる。底は、北半がほぼ平坦なのに対し、南半

は深さ10"--'20cmの凹みが数箇所みられる。

埋土は、上層 (1,...__., 13層）と中層 04"--'20層）がほ

ぼ砂による堆栢なのに対し、 F層 (21層）は粘上であ

る。また、上層下面の14層は鉄分沈着層であり、壁の
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渭
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第 3章第 1節 三殷ケ・丸田調査区

形態と合わせ、上層段階での洞の改修が考えられる。出土遺物には、 中世土器片や鉄滓、加工木や杭

先、 獣骨、モモの種子等がある。

濶の性格は、その東側に柱穴がないことから、西側の集蕗を画するものであった可能性が高い。

時期は、検出状況等から、 13世紀後半代よりも新しいと考えられる。 （高田）

溝46(第206・ 241図）

18C区の西寄りに位置し、覇45と47の問で検出した遺構である。その平面形は、ほぽ南北に細長い

±墳状を基す。規模は長さ470cm、幅50---IOOcm、探さ37cmを測る。断面形は逆台形で、部分的に一段

低くなる箇所がみられる。時期は、検出面と埋士から中世と考えられる。 （高田）

溝47(第206・ 242図）

構35を踏襲 し、その最終流路と考えられる構で、第195図のA-A'断面の 2-13層に該当する。南

北に流走し、北端は遇査区外に延びるが、南側は構35と同

時に掘上げたため不明である。規模は、幅550cm、探さ75cm w一

を測り、埋上は、微砂や粘性微砂である。出 t遺物には、

瓦器の小皿 (1017)や上師質高台椀 (1018)がある。

覇の時期は、 13世紀後半と考えられる。 （高田）

溝48(第206・ 243図）

19C杭の北に位樅し、東北から南西方向に流走する渦で

ある。その北東端は講査区外に延び、南西は不明瞭となっ

て途切れる。規模は輻50cm、深さ10cmを測り、岬は急斜に

立ち Lがる。埋 tは褐灰色粘士である。

時期は、 検出面と埋上から中世と考えられる。 （高田）

溝49(第206・243図）

1 9 C杭の南を東西に流走する講で、• 東端は近現代用水に

切られ、西端は途切れて終わる。規模は幅60cm、探さ15cm

を測り、競は平坦な底から段をもって急斜に立ち上がる。

時期は、 検出面と埋上から中世と考えられる。 （高田）

溝50C第206・243図）

19C・D区に位骰し、東北から南西方向に直線的に流走

する濶である。平行する禍51とは210cmの距離をおく。そ

の北東端は調査区外に延び、南西端は洞47に切られてい

る。規模は輻180cm、探さ15cmを測り 、堅は平坦な底からや

や急斜に立ち上がる。埋士は褐灰色粘 f::である。

時期は、 検出面と埋土から中世と考えられる。 （高田）

溝51(第206図）

19C区の調査区隅で西肩のみ検出した料で、西南端は

『百問川原尾島遺跡 4』の「禍98」に接続する。埋土は掲

灰色粘士で、規模は禍50とほぼ同様と考えられる。

時期は、検出面と埋土から中世と考えられる。 （高田）
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7. その他の遺構および包含層の遺物

7. その他の遺構および包含層の遺物

土器 （第244図）

1019と1020は、疵または鉢の底部だと思われるが、 1019は焼成前底部穿孔、 1020は底部外面に先刻

が認められる。底部穿孔甕のうちそのほとんどが焼成後穿孔であることはよく知られているが、前者

は数少ない例外であり、汁Hされる。後者は鋭利な工具が使用された線描であるが、その構成は家が

描かれているようにも見える。時期はいずれも百・後 ・n,..__, mとみてよい。

杯蓋1028・甕1022は3調在地区の L壊11周辺から出土したもので、井戸10にも比較的近く 5世紀末

から 6世紀初頭の時期に比定される。また、 1023---..,1026は洞35の混入または L部から出 Lしたもの

で、年代は室町時代後期とみて大差はない。

石器 （第245・246図）

石鏃、石錐、石包T、石槍、石鍬、スクレイパー、楔形石器、紡錘申、馬形、砥石、硯、敲石など

多種多様の石器が出土している。打製石器のうちほとんどの石材はサヌカイトが使用されているが、

石鏃S99の黒耀石、石包TS131の頁岩 ・Sl32の粘板岩などに例外が認められる。 S99・ 石鍬Sl37は縄文

晩期の可能性もある。滑石製紡錘車のS147は約35から出士しているが、古墳時代に属すと思われる。

馬形と考えたS148は、竪穴住居 3に隣接する小L城から出上していて、自然血を多く残すがとくに側

面に線刻痕跡などが認められる。また、敲石S157は古墳時代と思われる小士壊から出上しているが、

弥生時代とみてよい。

玉類 （第247図、巻頭図版 4- 1) 

J18・J19がガラス製のほかは、いずれも滑石製の臼 Eである。J20,..__,」28の臼玉は渦25・26の検出時

またはその周辺遺構の検出時に出 I:したもので、この付近に削平を受けた古墳時代後期の竪穴住居が

存在した可能竹もある。 」29・J30の日Eは澗29のM部付近で出士しているため、この項で扱った。

土製品 （第247図）

図ホしたものはいずれも±錘である。楕円形でC型式のC38は、中世らしい浅い渦から出J:してい

るが、古代の可能性がある。球形のC39は I::.器溜り 2に含まれていたが、これも古代に多い形態であ

る。 C40------C42は紡錘形を局し中央に穴が貫通するB型式で、前ご者は古墳時代の小 I::.壊、後者は渦26

付近から出七している。

金属製品 （第247図、図版71)

図示したもののほかに、約60点ほどの鉄片や10数点の銅銭 （おもに寛永通宝）などが出士している

が、おもに時期の分かる完形に近い製品に限って提示した。M25----M29・M31は弥生時代後期の包含層あ

て立／ /
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7. その他の遺構および包含層の遺物
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第247図包含層等出土遺物(4)

るいは同時期の土凛などに伴っているため、同時期とみてよい。 M30は溝25"-"27の交差する付近から

出土しているため、古墳時代の可能性が強い。 堅と考えたM3Hま、両側から中央に向かって折り弔ねた

形跡もあるため、別の器種かもしれない。金具M321ま溝に伴っているが、中世と考えられる。 鍍金が施

されている。釘M33"-"M35は洞35の上部で出士していて、中世とみてよい。 （柳瀬）
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l. 調査区の概要

第 2 節 三ノ坪•横田調介区

1 . 調査区の概要

この凋在Fの調介前の大部分の状況は休耕中の水田であった。また調査区の西側には現在の国迫 2

号線百間川摘の橋脚が存在しており、調査不能であった。さらに37・38CD区には近年のt取りのた

めに掘削された部分が存在しており、この部分は縄文時代の±層まですでに削平されてしまってい

た。現代水田の F層には中・近世の水田層と水路と考えられる濶を検出することができた。中 ・近但

の洞は方位に沿ったかたちで存在していた。

中 ・近世の水田肘の F層には古墳時代の包含層および生活面が存在していた。 検出できた遺構は竪

穴仕居 l軒、井戸 2基、溝 4条、 1:器溜り 1箇所で、いずれも調介区の東半部に位爵している。

古墳時代の包含陪の下層には、弥生時代後期終末（百 ・後 .IV) と考えられている洪水砂層が調在

区の多くの部分に堆積していた（第248図）。この洪水砂層に覆われるかたちで検出されたのは、調在

区の西半部と南東部隅に存在していた水田 2・3と水田 3に伴う水路 4のみであった。

水田および水路を除く弥生時代後期の遺構は、井戸 l基、土壊 l珪、製塩炉 l甚、澗 9条、土器溜

りl箇所が検出できた。これらの多くは百・後・ 11の時期であった。これらの遺構のうち弥生時代の

製塩炉は岡山県下では2例Hの発見であり、特に注目される遺構である。

この調在区において最も遺構・遺物が多いのは弥生時代前期～中期前菓の時期のもので、竪穴住居

3軒、 U廣46基、焼士面 2箇所、洞 2条を報告している。このうち竪穴住居については床面は検出で

きず、中央穴と考えられる上城と柱穴の杞置から想定したものである。遺物は多くのL器 ・石器が出

土したが、 1192の膝の付着した t器や前期後艇の±城から重なった状態で出 LしたSl78,......, 183の石器

や前期後築の士横から出土した管-Ii:(」31・32)などが注Hできる。

弥生時代前期の構52を掘り下げ中にその届部から縄文時代後期の士器が出卜した。そのため周辺の

いわゆる弥生時代前期以降の基盤層と考えていた黄色砂質上を掘り Fげたところ第250図に示したよ

うな状況で縄文時代後期後葉の七器を検出することができた。 （平井）
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5. 灰褐色砂質土（古墳時代初）

6. 黄褐色微砂（弥生時代後期末

7. (暗）灰色帖土＼弥生時代後期後半）

第248図 37----40区断面（縦 I/50、横 I/500) 
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2 . 縄文時代の遺構・遺物

(1) 土 器溜り

土器溜り 3 (第249--..,251図、図版33・61)

40C区で検出された弥生時代前期後葉の濶52の埋土を掘 り進める過程で、濶の西競面かた縄文時代後

期の士器片が数点出士した。出土した層位は弥生時代前期の遺構検出面から約50cm下位にあたってい

た。この層位は調査時点では原尾島遺跡などで縄文時代晩期の土器が弥生時代前期の遺構検出面近く

から出土した例があったものの、いわゆる基盤層で無遺物層と考えていた黄色砂質土のかなり深い部

分に相当していた。しかしながらし器片が僅かではあるが出土する事実から、出 L地点を中心に 5m

四方の調介区を設定して基盤層を掘り下げていった。その結果50片前後の士器片と焼土面を検出する

ことができたものの、 L器片はこの調任区外にも拡がっている可能性が高いことが推測できたため、

さらに調在区を拡張することとし、最終的には調介期間との調整もあって、第249・250図に示した12

X8mの範囲を掘 り下げることによって縄文時代後期の遺構・遺物の検出につとめた。

調査の結果、焼土面が 3箇所と、 160片余りの土器片および 2点の石片（石器ではない）を検出する

ことができた（第250図）。焼J:.面はいずれも上器片とほぽ同じ高さで検出できており、図示した大き

さの範囲に被熱 した面が確認できた。 t器は調査区の中央ちかくに60片前後がまとまって出上してお

り、その他にも10----20片前後のまとまりが 3箇所認められた。出士レベルには最大で約20cmの高低差

が認められるものの、出土土層に明確な違いは認められなかった。

このような焼土面や土器片の検出状況から本報告占ではこれらを L器溜りとして報告することにし

た。しかしながらそれ以外に径10m以内の竪穴住居が存在していた可能性も考えられるが、調介時点

では掘り込みや柱穴は検出することはできなかった。

出七した l-:.器片のうち復元作業を経て図示できたのは、 1027----1040の14点の士器で、出士地点につ

40 41 
一 対象調査地区 霰忽 その他の調査地区

C+ 

318 ,--7 
メ

I ... I 

縄文時代後期潤査範囲

D+ 

゜
20m 

第249図対象鯛査区位置および範囲 （縄文時代後期、 I /500) 
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2. 縄文時代の遺構 ・遺物
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いては第250図に示した。器種の不明確なものや調整が識別しにくいものもあるが、 1028の口頸部下

半には巻貝による 3条の凹線が施されており、巻貝扇条痕も lか所残存していた。 1029の口舷部は波

状になっているが、図は約1/3残存していた口縁部から作図したものである。口縁部の内外面と肩部

の外面には巻貝による凹稼と扇条痕が観察できる。 1030の口縁部は波状になると推定した。また口縁

部の外面および体部下半外面には巻貝による凹線文が施されている。1032の口縁部外面には巻貝によ

る凹線文が確認できる。 1034・1035は浅鉢か注口士器で、口縁部外面には巻貝による凹線文と扇条痕
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第251図土器溢 り3 出土遺物

が施されている。 1036の口縁部外面には巻貝による凹線文が、また1036の体部外面と1037の口縁部外

面には巻貝による凹線文と扇条痕が施されている。このような調整や文様の特徴からこれらの士器の

時期は縄文時代後期後葉と 考えられる。ところで、ここで報告した発掘調査以後、岡山県南部では弥

生時代以降の基盤層中やその 1...__, 2 m下位から縄文時代後期の遺構・ 遺物が津島岡大遺跡や南溝手遺

跡などにおいて発見されるようになった。こうした沖積地における縄文時代後期の集落の成立につい

ては、稲作を含む農耕の存在があったと推定できるのではなかろうか。 （平井）
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3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居21(第252図、図版34-1)

39C区と39D区とにわたって検出した。

この竪穴住居は床面まで後世に削平されて

おり、中央穴と考えた七凜とそれを取り囲

むように確認できた柱穴の存在によって想

定した。柱穴は 8本と考えた。これ以外に

周辺には適当な柱穴は存在しなかったが、

柱穴の問脱が約 2m.......,2_ 7mまで異なって

いるのが気にかかる。中央穴は長さ90cm、

輻60cmの楕円形状を星し、探さは検出面か

ら約30cm残存していた。時期については中

央穴や柱穴から遺物が出上しなかったため

明確ではないが、埋上や検出面などから

百 • 前.m頃と考えている。 （乎井）

竪穴住居22(第253図、図版34-2)

39C区の南端部において検出した。図示

したようにこの竪穴住居は中央穴と考えた

士凛とそれを取り囲むように確品できた 4

本の柱穴の存在によって想定したものであ

る。中央穴と考えた土壊は匝径約70cmの円

形状を屋し、深さは検出面から約30cm残存

していた。また底面には約 8cmの厚さで炭

と灰が堆稜していた。柱穴は 4本が確認で

きたが南側については淵1f_k<_外に存在して

いるものと考えている。時期については中

央穴から甕の小片が出土していることなど

から百• 前.m頃と考えている。 （平井）

竪穴住居23(第254図、図版34-3)

39C区の東端部において検出した。竪穴

住居21と同じく中央穴と考えられる土墳と

それを取り囲むように確認できた 8本の柱

穴の存在によって竪穴住居と想定した。中

央穴はこつの±壌が切り合っており、住居

の建て替えが行われたのかも知れない。柱

¥、、
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280m 2. 淡茶褐色土（焼土・炭含）

咆 3. i炎茶褐色土（炭・灰含）

4. 淡茶褐色士

5. 茶褐色土（黄色塊含）

'1  6. 黄褐色士（茶褐色塊含）

7. 黄褐色士（炭•芥褐色塊含）
0 2 .. 

第254図 竪 穴 住 居23

は 8本を想定しているが、柱問隔は約l.2m------2mまでの違いがある。中央穴からは土器の小片とサ

ヌカイト片が出土しており、時期は百 • 前 .mと考えられる。 （平井）

(2) 土 城

土塙61(第255・257・258図）

38C区の東端部において検出した。平面形は北端部が現

代の土取りによって、また南端部は土壌99によって一部切

られているが長さ約170cm、輻約115cmの不幣楕円形を呈し

ていたものと考えられる。 断面形は逆台形状で、深さは検

出面から約55cm残存していた。断面図の 3層には僅かでは

あるが炭を含んでいた。

遺物は土器および石器が出tした。土器は少趾出上した

のみであるが、 多状のヘラガキ乎行沈線を胴部上半に施し

た甕が含まれていた。

また図示した石器のうちS158・159は石核と考えており、

底面近くから直なった状態で出土している。 S160は小型の

柱状片刃石斧であろう。

時期は百 • 前.mと考えられる。

土墳62(第259図、図版35-2)

（平井）

38C区の東部、上墳61の南において検出した。平面形は

約130X125cmの円形状を星し、南西端部は後世の柱穴に

よって切られている。断面形は皿状で、探さは検出面から

32cm残存していた。埋上中には炭と焼土塊を含んでいた。
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lm 一1. 淡灰褐色帖質土 3. 茶褐色帖質土（炭含）

2. 灰褐色帖質土 4. 黄褐灰色帖質土

（黄色土塊含）

第255図土塙61
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濠周辺遺構はおもに弥生時代前期

第256図対象調査区位置および周辺遺構配置（弥生時代前期 • 中期、1/1000)
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第257図 37----40区遺構配置（弥生時代前期・中期）
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3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

S158 

D S160°. 

0 5cm 一 第258図土塙61 出土遺物

遺物は少旦のt器片が 3層中から出土した。 1041は甕である。口縁部には逆L字状に貼り付け突帯を

施している。口唇部にはヘラによるキザミメが施されているが全周してはいない。 また胴部上半には

7条のヘラガキ平行沈線が施されている。 1042は甕の底部から胴部にかけての破片である。

時期は百• 前 .mであると考えられる。 （平井）
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2. 黄褐灰色粘質土（炭・焼土粒少し含む）

3. 暗茶褐色粘質土（炭・焼土塊多く含む）

4. 暗黄褐色粘質士

5. 茶褐色粘質土
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第259図土堰62、同出土遺物

土壊63(第257・260図）

39C区の北端部において検出した。平面形は長さ約

165cm、幅90cmの隅丸長方形状を呈していた。底面は

ほぼ平らであるが、東半部には55X 60cmの円形状の落

ち込みが存在していた。最深部までの深さは検出面か

ら約55cmである。

遺物は少量の土器片とサヌカイト製の石器が出士し

ている。 1043は甕で口唇部にキザミメは施されていな

い。この他に胴部上半に多条のヘラガキ平行沈線を施

した甕も出土している。石器のうちS161は石鏃、

S162~ ま石錐である。

時期は百• 前.IIIであると考えられる。 （平井）

土壊64(第257・261図、図版35-1)

39C区の北端部、士城63の南において士痰66を切る

かたちで検出した。平面形は長さ約175cm、最大幅約

95cmの長楕円形状を呈している。断面形は皿状で、深

さは検出面から22cm残存していた。埋士中には炭や焼

土を含んでいた。

遺物はおもに図の 2層から少量の土器片が出土し

た。 1044には把手状の突起が貼り付けられている。

1045は甕であるが口縁部と底部については図上復元で

あり明確ではない。 1046は甕の底部、 1048は壺の底部

であろう。時期については百• 前. III から百• 中・ I

ではないかと考えている。 （平井）

土壊65(第257・262図、図版35-3. 61) 

39C区の北端部において検出した。平面形は92X80

cmの円形状を呈し、深さは検出面から32cm残存してい

た。底面は部分的にくぼみが存在していたが基本的に

ほぼ平らであった。また壁面は垂直に近く立ち上がっ

ていた。埋土は水平堆積にちかい土層が 4層確認でき

た。

遺物は少量の士器片とサヌカイト製の石器が出土し

た。 1049は図の 1層から出土した甕形土器である。ロ

縁部は「<Jの字状に外反しており、口唇部にはキザ

ミメが施されている。また胴部J::半には 7条のヘラガ

キ平行沈線を施している。胴部外面下半にはハケメが

観察できる。 S163は石鏃である。

時期は百• 前.IIIであろう。
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3 . 弥生時代前・中期の遣構・遣物

300cm 

1. 茶灰色微砂土（炭含）

2. 黄褐灰色砂土（炭含）

3. 茶褐灰色砂土（炭•砂粒・黄褐色土塊含）
4. 茶灰色粘質土（炭含）

5. 茶灰色粘質土（焼土塊、黄褐色土塊、炭含）

6. 黄褐灰色微砂土

1043 

g
V
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〖,<SSS> <:J 

s 161 S 162 

0 2cm 一

lヽ―

290cm 

亨
1. 黄褐灰色粘質土微砂（炭・焼土含） 2. 褐灰色粘質士（焼土•砂粒多）

了□冒□
1044 I 

1046 

1047 

｀ 
1048 

。
10cm 

第261図土壊64、同出土遺物

第260図土壊63、同出土遺物
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〗r、ロ
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。
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ク
1 • 褐灰白色砂質土（炭粒含）

2. 淡褐灰色砂質土

3. 黄色微砂（灰色粘土混）

4. 灰色粘士（黄色微砂塊混）

5. 暗灰色粘土

第262図土壊65、同出土遺物
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土壊66(第257・263図、図版61)

39C区の北端部において土

猥64に切られるかたちで検出

した。平面形は長さ203cm、

幅156cmの長方形状を呈し、

深さは検出面から45cm残存し

ていた。断面形は逆台形状

で、埋土中には炭・焼土粒を

含んでいた。

遺物は少量の土器片が出土

している。 1051~ま壺、 1050・

1052は甕と考えられる。 1051

の口縁部内面には貼り付けキ

ザミメ突帯が、口唇部には沈

線とキザミメが施されてい

る。時期は百• 前・ mである

と考えられる。 （乎井）

土壊67(第257・264図）

290cm 

1052 

。
10cm 

第263図 土 塙66、同出土遺物

39C区の北部において検出した。平面形は南東

部が土漿68によって切られてはいるが、長さ約

210cm、幅約115cmの隅丸長方形状を呈し、深さは

検出面から約40cm残存していた。埋士中には炭・

焼土粒を多く含んでいた。遺物は土器•石器が出

土した。図示した土器のうち1053・1059は壺、

1 054'"'--1 058は甕である。甕の胴部上半の文様につ

いては1054• 1055・1 057はヘラガキ沈線である

が、 1056はクシガキ沈線である。またS164・165

は石鏃、 S166は石匙である。時期は百• 前・皿か

ら百•中・ 1 であろう。 （平井）

土墳68(第257・265図）

39C区の北部において士城67を切るかたちで検

出した。平面形は長さ約140cm.、幅約75cmの長方

形状を呈している。深さは中央に向かって徐々に

深くなっており、最探部で検出面から74cmを測

る。埋土中には炭・焼士粒を含んでいた。遺物は

少量の土器片が出土した。 1060は口縁部に逆L字

形に突帯を貼り付けている。時期は百• 前.IIIか

ら百•中・ 1 である。 （平井）
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3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

--=::::::r+-

I
I
I
I
 

ー

ー

1
1

¥
 

ヽヽ

ヽ
f
 f̀ 

｛
 

290cm 

｀ ゜
lm 

1. 暗褐灰色砂質士

（炭・焼土粒多く含む）

2. 淡褐灰色粘質土

（炭・焼土粒多く含む）

3. 褐灰色粘質土

（炭・焼土粒多く含む）

4. 暗灰色粘土＋黄色微砂

（炭・焼土粒多く含む）

5. 暗灰色粘土

（炭・焼士粒多く含む） 。

E
 ao
s
z
 

1058 

1Qcm 

O 2cm 

一

-====『-匹
塩芸閉'

1055 

△
9

S

 

瓜
0

S

1053 

←・ベJ ,f.i'. __ ,..、．
だぷ;e'-二,.-=.:
•.. ,,-2三ユ
ヽ・・-.~.,. .. 

＇ 
1054 

f
 

6
 

5
 ゜

i]--[[

—->-

g,1’9
|
 _
_
 

＇

1
 

h
-
――――
 

1059 

守
廿
廿
什

ー

S 166 

第264図土壊67、同出土遺物

290cm 

,＇_ ．．．．． 

E
 
:
i
o
6
Z
 

1. 淡褐灰色砂質土

（炭・焼土粒含）

2. 淡灰褐色粘質土

（炭・焼土粒含）

3. 暗褐灰色粘質土

（炭・砂粒、黄色砂塊含｝

4. 黄色砂十灰色粘土

（炭多し）
1060 

。
lm 

。
1Qcm 

第265図土堀68、同出土遺物
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第266図土塙69、同出土遺物
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（炭・焼土含む）
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第267図 土 堀70、同出土遺物

土壊69(第257・266図、図版35・61)

39C区の北部において検出した。平面形は

長さ164cm、幅94cmの長方形を呈し、深さは

検出面から25cm残存していた。埋士は 3層に

分離でき、炭や焼土を含んでいた。底面は北

半部が僅かに高くなっていた。

遺物はおもに底面に接するようにして意識

的に砕かれた士器片が出上した。これらの士

器片は完形に復元することができ、 1061とし

て図示している。

時期は百• 前.IIIである。 （平井）

土壊70(第257・267図）

39C区の北部、士猥69の南西部において検

出した。平面形は北東端部を後世の柱穴に

よって切られてはいるが、長さ 160cm、幅95

cmの隅丸長方形状を呈し、深さは検出面から
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3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

10cm残存していた。底面はほぼ乎らで、埋士中には炭・焼土を含んでいた。

遺物は底面近くから甕の底部片が 2 点出土したのみである。時期は明確ではないが、百• 前・皿と

考えている。

士壊71 (第257・268図）

39C区の北部、土城69の南東部において検出した。乎面形は長さ190cm、幅100cmの長方形状を呈

（平井）

し、深さは検出面から46cm残存していた。底面は中央に向かって深くなっていた。埋土は大きくは上

層 (l"-'3層）と下層 (4層）とに区分することができる。

遺物は土器と石器が出土した。 1064は壺で口縁部の内面に突帯が貼り付けられている。 1055,....__,

1070は甕である。 1066,....__,1068の胴部上半にはいずれもヘラガキ平行沈線が施されているが、口縁部は

逆L字形と「く」の字形のものとがある。 S167はサヌカイト製の石鏃である。 ' '"' 

時期は百• 前・皿であると考えられる。
＼ 

（平井）
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1. 淡褐灰色砂質土

（炭粒、焼土塊含）

2. 褐灰色粘質土（炭・焼土多し、黄色砂塊含）

2'. 黄色砂塊 3. 1と同

4. 暗褐灰色粘質土（炭・焼土・砂の粒多し）（黄色土塊含）

1068 

退
1070 1069 

。
lm 

。
11,Jtm 

第268図土壊71、同出土遺物

土壊72(第257・269図）

390区の東部、士猥71の南において検出した。平面形は長さ240cm、幅約100cmの不整長楕円形状を

呈し、深さは検出面から25cm残存していた。断面形は皿形で、埋土は 2層に分離でき、いずれも炭・

焼土を含んでいた。

遺物は少量の壺や甕の破片が出士した。 107Hま甕で、口縁部には逆L字形に突帯が貼り付けられて
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l. 褐灰色粘質土（炭・焼土粘含）

2. 暗褐灰色粘土（炭・焼土多）
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第269図 土塙72、同出土遺物
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0 50cm 一 。
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第270図 土 城73、同出土遺物
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□二二二］
・1cm 

ー，．．

1. 掲灰白色砂少質土（炭・焼土粒含）

2. 淡褐灰色粘質土（炭・黄色砂塊含） 。

おり、口唇部にはキザミメがある。また胴部

上半には半戟竹管状のエ具による沈線が施さ

れており、円形の穿孔が確認できる。

時期は百• 前・ mと考えられる。 （平井）

土壊73(第270図、図版36・61)

39C区の東端部において検出した。図示し

たように平面形は36X27cmの楕円形で、深さ

62cmを測る柱穴状の遺構である。内部からは

1072の壺が出土しており、その状況から意識

的に埋められたものと考えられる。

時期は百• 前 ・mではなかろう

か。 （平井）

土壊74(第271・272図、図版

36・61) 

39C区の西端部、竪穴住居21の

北西において検出した。平面形は

長さ187cm、幅114cmの長方形状を

呈し、探さは検出面から約40cm残

存していた。壁面は垂直にちかく

立ち上がっており、底面はほぼ平

らであった。埋土は 2層に分離し

てはいるが微妙な違いであった。

遺物は多くの士器が出土してい

る。図示した土器のうち 1073,...._,1m 

第271図 土 壊74 1079は壺である。 1073・1074の頸
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3 . 弥生時代前・中期の遺構・遺物
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第 3章第 2節三ノ坪•横田調査区

部には貼り付け突帯がめぐらされている。 1078~まいわゆる手捏ねの土器である。 1-081,,..,_,1083は甕であ

る。いずれも口縁部には逆L字状の突帯が貼り付けられており、胴部上半にはヘラガキ平行沈線が施

されている。また1082·1083の口唇部にはキザミメがある。時期は百• 前.IIIであろう。 （平井）

土壊75(第257・273図、図版36・68)

39C 区の北部、土披67• 68の西において検出した。平面形は直径50cm前後の円形で、深さは検出面

から40cmを測る柱穴状の遺構である。埋土は黄灰褐色粘質土が一層のみであった。

遺物は図示したような土器・石器が出士している。 1084は壺で、頸部にはヘラガキ沈線が施されて

いる。 S168は大形の石包丁としているが、通常の石包丁とは異なり、根刈りあるいは土の耕起などに

使用されたのかも知れない。時期は百• 前.mであろう。 （平井）

290cm 

~ 一 1084 

゜
10cm 

-U 
5cm 

第273図土壊75、同出土遺物
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3. 弥生時代前・中期の遺構 ・遺物

¥、
280cm 

第274図土濃76、同出土遺物

［ロ
270cm 

で0 50cm 一1. 灰茶褐色砂質t

2. i炎灰褐色砂質土

同
([]-J

0 1cm 

一
口ffio~ ~-

S 169 

0 2cm 一第275図土塙77、同出土遺物

土壊76(第257・274図、図版36)

39C区の東端部において検出した。平面形は北

側が調在区外にのびるため明らかではないが、周

辺に存在する上城の形状から長方形状になるのか

も知れない。深さは検出面から45cm残存してい

た。断面形は逆台形で、底面はほぼ平らである

が、而東側に徐々に深くなっていた。

遺物は少星の上器片と獣らしき骨片が出土した

のみである。 1085は甕の底部であろうか。

時期は百 • 前・ mであろう。 （平井）

土壊77(第257・275図、図版68)

40B区の西端部、 L壊79の東において検出し

た。平面形は長さ78cm、幅52cmの桁円形状を呈

し、探さは検出面から10cm残存していた。断面形

は皿形で、埋士は二層に分離 しているが相違は明

瞭ではなかった。

遺物は少量の上器片と石器および管玉が出Lし

ている。 1086は小形の甕であろう。 Sl69は太形蛤

刃石斧と考えられる。J31は片面が欠損している

が、緑色凝灰岩製の管モである。

時期は百 • 前 ・mであろう。 （平井）

土壊78(第257・276図、図版36)

39C区の北東部と40C区の北西部にかけて検出

した。検出できた平面形は図示したような不幣形

で、深さは 8cm残存していたにすぎない。断面形

は1Ill形で、埋土は二層に分離したが相違は明瞭で

はなかった。

遺物は少量の士器片がおもに上層から出上し

た。図示できたのは第276図の1087......,1089で甕と

考えられる。 1088と1089は 2......,3mm程度の賠灰色

の円礫を含んでおり同一個体である可能性が裔

い。 時期は百 • 前・皿である。 （平井）

土壊79(第257・276図、図版36)

40C区の北端部、±壊78の東において検出し

た。平面形は長さ約220cm、幅108cmの長方形状を

星し、深さは検出面から50cm残存していた。断面

形は逆台形で、底面はほぼ平らであった。埋土は

大きくは図の 1......,3層と 4層とに区分でき、 4層
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には焼士塊や炭が含まれていた。遺物はおもに 1,,...__,3層から土器、石器および管天が出士している

（第276図）。図示した土器は1090が壺、 1091,,...__,1095が甕である。石器はSl70が石鏃、 S171が石錐であ

る。管玉 (J32) は完形品で、緑色凝灰岩製である。時期は百• 前.illであろう。
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3 . 弥生時代前・中期の遺構・遺物

土壊80(第257・277図、図版37)

40B区と40C区との境において検出した。平面形は長さ約240cm、幅約120cmの長方形状を呈し、深

さは検出面から44cm残存していた。断面形ほ逆台形で、部分的には壁面が垂直にちかく立ち上がって

し、た。 また底面はほぼ平らであった。埋土は四層に分離できたが、大きくは図の 1,..._, 3層と 4層とに
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1. 淡茶褐色土（黄褐色土塊含）

2. 灰茶褐色土

3. 淡灰茶褐色土（黄褐色土塊含）

4. 灰色粘質士
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第 3章 第 2節 三ノ坪•横田調査区

区分することができる。

ロ縁部内面にはいずれも突

帯が貼り付けられている。 1098・11 00 ,...,_, 11 03は甕で、 1098・1103の胴部上半にはヘラガキ平行沈線が

遺物はおもに 1---...,3層から土器・石器が出土した。 1096・1097は壺で、

施されている。 また1098の底部には焼成後に穴が穿たれている。 1099は鉢ではなかろうか。 S172はス

クレイパーと考えている。

270cm 

。

認麗炭

讐：ば誓
2. 淡褐灰色粘土

（黄色砂塊）

3. 暗灰色粘土

（灰・焼土多含）

4. 淡褐灰色粘土＋黄色砂（炭・焼土粒）
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時期は百• 前・ mであろう。

土壊81 (第257・278図、図版62)

39C区の南西端部、土城83の北において

検出した。平面形は長さ146cm、幅78cmの

長楕円形状を呈し、深さは検出面から46cm

残存していた。底面は平らにちかく、壁面

はほぽ垂直に立ち上がっていた。埋士中に

は全体的に炭・焼土を含んではいたが、特

に炭や灰が多い層が二層確認でき、数次に

わたって埋められたものと考えられる。

遺物は土器・石器が出土した。 1104・

1105は甕である。 1104は全体の約4/5が残

存している。

層）

ロ唇部にはキザミメが施され

ているが、全周ほしていない。 1105の胴部

上半にはヘラガキ平行沈線がめぐってい

る。 Sl73は石鏃、 S174~ま欠損してはいるが

石槍ではなかろうか。

時期は百• 前・皿であろう。

土凛82(第279図）

39C区の南西部、土城81の東において検

出した。平面形は約120X 130cmの円形状を

呈し、深さは検出面から56cm.残存してい

た。底面は中央部がややくぼんでおり、壁

面は垂直にちかく立ち上がっている。埋土

は三層に分離したが、大きくは上層 (1

と下層 (2・3層）とに区分できる。

遺物は少量の土器片が下層から出土した

のみである。 1106・1107は甕で、同一個体

ロ縁部には逆L字状である可能性が高い。

に突帯が貼り付けられており、

（平井）

（平井）

口唇部には

1105 

第278図 土 城81、

キザミメしま施されていない。胴部上半には

多条のヘラガキ平行沈線がめぐらされてい

同出土遺物 る。時期は百• 前.mである。 （平井）
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言 ／／｀

゜
lm 1 • 暗褐灰色粘質土

（炭・焼土粘含）

土壊83(第257・280図）

39D区の北端部、土城81の南において検出

した。平面形は長軸140cm、短軸120cmの楕円

形を呈し、深さは検出面から約20cm残存して

いた。断面形は皿形で、埋土中には炭や焼土

粒を含んでいた。

遺物は少量の土器片が出土したのみであ

る。 1108・1109は壺の、 1110は甕の底部であ

ろう。図示した土器以外にも甕の口縁部が出

土しており、時期はほぼ百• 前.Illであると

考えられる。 （平井）

ll;lcm 

1109 

第280図土塙83、同出土遺物

土壊84(第281図、図版37)

39C区の南半部において土猥85を

切るかたちで検出したが切り合い関

係は明瞭ではなかった。平面形は長

さ217cm、幅約100cmの長楕円形状を

呈している。西半部には64X56cmを

測る楕円形の穴が存在しているが、

断面の状況などからこの土城とは別

の遺構と考えた方がよいと思われ

る。そうだとすれば、深さは検出面

から約24cm残存していることにな
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第281 図土壊84•85、同出土遺物

る。埋士は二層に分離でき、下層には炭が含まれていた。

遺物はおもに上層から土器や石器が出土した。 1111・1112・11l 4~ ま甕である。 1111と1112の胴部上

半にはヘラガキ平行沈線が施されており、 1112にはその下に三角形の刺突文がめぐっている。 S175・

176はサヌカイト製の石錐である。

時期は百• 前.mではなかろうか。

土壊85(第281図、図版37)

39C区の南半部において士猥84に切られるかたちで検出したが、切り合い関係は明瞭ではなかっ

（平井）

た。平面形は長さ約132cm、幅約56cmの長方形状を呈し、深さは検出面から12cm残存していたにすぎな

い。遺物は少贔の土器片が出士したのみである。図示した土器 (1115)は甕？で、口縁部には突帯が

貼り付けられている。時期は百• 前.mではなかろうか。 （平井）

土壊86(第282図）

39D区の北東端部において検出した。乎面形は南西部が調査区外にのびているため明確ではない
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1. 褐灰t色砂質士（炭・焼土粒含）

2. 淡褐灰色砂質土（炭・黄色砂塊含）

3. 黄色砂＋淡灰色土混（炭・焼土少含）

／` 
。

Im 

1. i炎灰褐色土（炭少含）

2. 灰茶褐色土（炭少含）

3. 灰茶褐色土

4. 灰茶褐色（白色砂含）

5. 灰茶褐色（黄色土塊含）

6. 白色砂

第282図土塙86 第283図土塙87

が、長さ約170cm、輻約120cmの長桁円形状を早していたのではなかろうか。深さは60cm残存してい

た。 断面形は部分的に袋状になっており、底部はほぼ平らであった。また埋上中には炭・焼上を含ん

でいた。遺物は少最の上器片が出土したのみであるが、時期は百• 前.mと考えられる。 （平井）

土壊87(第283図）

39C区の南東端部、

竪穴住居23の南におい

て検出した。平面形は

長軸約130cm、短軸約

100cmの楕F1形状を星

する。断面形は皿形

で、探さは検出面から

22cm残存していた。遺

物は壺の破片が 1点出

tしたのみである。

時期は明確ではない

が、百 • 前.mと考え

（平井）ている。

土壊88

（第284・285図）

40C区の北東端部に

おいて検出 した。乎面

形は北東部が井戸12に

0
」
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260cm 

加

1. i炎褐灰色砂質土（炭・焼土粒•砂粒黄色砂塊含）

2. 暗褐灰色粘土＋黄色微砂塊（炭・焼土粒含）

3. 暗灰色帖土（炭・焼土粒含）

第284図土壌88
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/：叩
8 

1118 

1119 

D 10cm 

、 、,

L:d 1121 

第285図土塙88出土遺物

よって、 また南東部は樅52によって切られてはいるが、 本来は U廣79や巳廣80のような長方形状を惜

していたものと考えられる。検出できた長さは約220cm、幅は約140cmで、深さは52cmを測る。 断面形

は逆台形で、底面はほぽ平らであった。遺物は±器および限骨が出上している。 1117は図の 3層から

出十しており、ほぼ完品である。 1121の底部

は図上復尤であり明確ではない。獣骨はいず

れも小片であり種類は明らかでない。時期は

百• 前.mである。 （平井）

2
6
0
c
m
 

亡
1
]／

一゚1. i炎褐灰色砂質±（炭・焼±粒・黄色砂塊含）

2. 暗褐灰色砂質土（炭・焼上多含）

3. 暗褐灰色帖質土

4. 暗灰色帖土（炭・焼土粒｀黄色砂塊含）

第286図土塙89

土壊89C第286-----289図、図版37・62・68)

40C区の北半部、 L城88の南西において検

出した。 平面形は直径約120cmの円形状を吊

し、探さは検出面から約50cm残存していた。

底面はほぼ乎らで、煎面は垂直にちかく立ち

Lがっていた。埋±しま四層に分離できたが、

大きくは図の I・2層と 3・4層とに区分でき

そうである。こうした形状に類似したL壊と

しては土猥65・82が検出できており、特別な

用途が考えられるかもしれない。

遺物はおもに図の 2層の下位部分から図ぷ

したような状況で士器 • 石器が出士した。図

示した士器のうち1122-----1126・1132・1133は

壺である。 1127・1128-----1130は甕で胴部上半
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3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

にはヘラガキ平行沈線が施されている。石器のうちS177は石鏃である。ところで出 I::.遺物の中で汁目

されるのはS178,,..__,183の石器およびそれらの出目状況である。これらの石器の出 L位置は上城内の北

東部で、 J曽位は 2陪中から頑ねた状態で他の土器片と共に出 Lした。屯なりの状態については第289

図にホしているが、意図的に弔わられていることは明らかであろう。しかしながらその意図について

は、例えば一時的な保管のための埋納で後に取り出すことを意図したと考えるにはそれらのみ単独で

埋納されるべきで、破拍した土器片と共に大形の 巳廣内から出土した点に疑問がのこる。また意図的

に廃棄したと考えるにはすべての石器が使用可能であることおよびこうした状態で廃棄する理由が考

えにくい。このように板数の石器が意図的に重ねられた状態で出 Lした例としては県内では用木山遺>
r

-

爛

1122 

1123 

こ

1126 

△
 
.<§> 

S 177 

O 2cm 一
1125 

:、':127 // ¥J61 

ロニ―;:: ー出土遺物Ill

1128 

1129 

1130 
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跡や百間川兼甚遺跡で報告されている。なおS180・182・183についてはサヌカイト製の打製石包丁、

S181は緑色片岩製の磨製石包丁と考えているがS178・179については名称・用途を明確にしがたい。
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3 . 弥生時代前・中期の遺構・遺物
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S178については大型石包丁と呼べるかも知れないが、類似品は士城75や南溝手遺跡（総社市）の河道

3から出土している。いずれも使用痕からは明らかにできなかったが根刈りに使用されたのかもしれ

ない。時期については出士土器から百• 前・皿と考えられる。

土壊90・91(第257・290図）

（平井）

40C区の西部において検出した。土城90は91を切っており、平面形は115X88cmの楕円形で、深さは

約30cm残存していた。遺物は少量の土器片が出士した (1135)。土城91は長さ約190cm、幅約80cmの長
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3. 褐灰色帖土（炭・黄色砂塊含）

土濱91
1. 貨色砂質土

2. 灰色帖質土（炭・焼土粒含）

3. 暗褐灰色帖質土（炭・焼上粒含）

4. 黄色砂質土＋褐灰色砂質t
5. 暗褐灰色帖質士
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第290図土塙90 • 91 、同出土遺物

方形状を星し、深さは44cm残存していた。遺物は少量の土器 (1136) ・ 石器 (S184 が出 tしてい

る。時期はいずれも百 • 前 .mと考えられる。

土壌92(第257・291図）

40C区の西半部において検出した。平面形は103X93cmの正方形状を星し、探さは検出面から23cm

残存していた。底面には凹凸が認められ、埋土中には炭・焼土粒を含んでいた。遺物は七器片が出 L
しており、時期は明確ではないが百 • 前.mと考えている。 （平井）

土塙93(第257・292図）

40C区の中央部、 且廣89の南において検出した。平

（平井）
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250an 

~ I. 暗褐灰色帖質土（炭・焼上粒：黄色紗塊含）

0 lm 

三~,: ){_(
ロ ーm1. 褐灰色砂質土（炭・焼上多）

2. i炎灰色砂質±,茶色砂塊l昆）
0 50cm 一第291図土塙92 第292図土環93、同出土遺物
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3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

面形は68X62cmの円形状を呈し、探

さは検出面から46cm残存していた。

断面形は逆台形であり、柱穴とは考

えず H廣として報告する。遺物はお

もに 1::層から t器片が出 :I:::してい

る。 1137は壺で、顆部には貼り付け

突帯がめぐらされている。時期は

百• 前 .mであろう。 （平井）

土壊94(第293図、図版62)

40C区の東半部、 t城93の東にお

いて検出した。平面形は約80X75cm

の不整桁F9形状を星している。南側

の底面には直径約35cmの円形で、深

さ約 8cmのくぼみが存在していた。底面までの探さは 6cm残存しており、埋士中には炭 ・焼七粒を含

んでいた。遺物は壺の口頚部を欠いた破片 (1138) が出士したのみである。時期は百• 前.mであろ

•>
2~0cm 

~ 
0
と ょ

1138 

1. 褐灰色帖質土（炭・焼土粒黄色砂塊l

゜一 血cm

第293図土塙94、同出土遺物

う。

土墳95(第257・294図、図版62)

40C区の東半部、士猥94の南西において検出した。平面形は北側が禍52によって切られているため

明らかではない。断面形は東西方向では袋状になっている。埋土は＝層に分離できたが、大きくは図

の 1・2層と 3}曽とに区分することができる。遺物はおもに 3層からL器・石器が出 Lした。 1139"--'

1141は甕である。いずれも胴部上半にはヘラガキ平行沈線が施されている。S185は石匙と呼べる石器

（平井）

で欠損している。時期は百•前 . mである。 （平井）

rr 

軍

゜
lm 

] • I炎褐灰色砂質士l黄色砂塊多）

2. 暗褐灰色砂質士（炭・焼土多）

3. l'j-舷灰色帖t

1140 

，
 

0 10cm 

1141 

1139 

← ::;,---;::, ぃ

S 185 

0 2cm 

一第294図土塙95、同出土遺物
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第295図 土塙96、同出土遺物
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1. 褐灰色砂質土（炭・慨土粒含）

2. 褐灰色粘質土（炭・焼土粒｀黄色塊含）

3. 灰褐色帖質士（炭・焼土粒含）

第296図土塙97

土壊96(第257・295図）

40C区の東半部、土凛95の西において検出した。平面形は直径約55cmの円形で、探さは検出面から

28cm残存していた。 断面形は逆台形で、底面はほぼ平らであった。遺物は少量の土器片が出上した。

1 142 · 11 43は壺であり 、 時期は百 • 前.mであろう。 （乎井）

土壊97(第257・296図）

40C区の東端部、上墳94の東において検出した。乎面形は長さ103cm、輻83cmの長方形状を星し、深

さは検出面から16cm残存していた。壁面は垂直にちかく立ち上がり、底面はほぽ平らであった。遺物

は出土しなかったが、埋土などから時期は百 • 前 .mと考えられる。 （平井）

土墳98(第297・ 298

図、図版38)

40C区の東端部にお

いて検出した。平面形

は南端部が洞53によっ

て切られてはいるが、

長さ約 2m、幅 lm前

後の長方形状を呈して

いたものと 考えられ

る。深さは検出面から

72cm残存していた。競

面は垂直にちかく立ち

l::.がる部分が多く、底

面はほぼ平らであっ

た。埋土は水平にちか

＜堆積しており、炭・

焼土粒を含んでいた。
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グ ヽ ， 1. 淡褐灰色砂質土（炭焼土粒）

， 2. 褐灰色砂質土

（炭・焼士｀黄色砂塊含）
• 3. 暗緑青灰色帖土（同上），，， 

，，， ． 
/, s 4. 暗緑青灰色帖土
4ク

//,0. 勿吻笏勿 、 （同上＋砂粒）

5. 暗緑育灰色帖土

＋黄色微砂混゜
lm 

第297図土濃98
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3 . 弥生時代前・中期の遺構・遺物
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第 3章 第 2節 三ノ坪•横田調査区

遺物はおもに図の 3,....__, 5層から土器が多く出土した。出

土した甕のほとんどの胴部上半には多条のヘラガキ乎行沈

線が施されており、底部には焼成後に穴が穿たれている破

片が多かった。時期は百• 前 ・illである。

土壊99(第299図、図版38)

38C区の北東端部において検出

した大規模な士城である。平面形

は長さ約4.3m、幅1.15.........,1. 5mの

不整形な長楕円形を呈している。

底面には凹凸があり、最深部で検

出面から76cmを測る。埋土は九層

に分離でき、ほとんどの土層に炭

や焼土を含んでいた。遺物は少量

の土器片や石器が出土したのみで

ある。土器は小片のものが多かっ

た。 1163・1164は甕で、 1164の外

面にはクシガキ文様が施されてい

る。 S186はスクレイパーであろう

か。時期は百•中・ I と考えてい

る。 （平井）

r 
-----= • 一--; 二;_--. 

-::-

--==—, , I'-

ヘ

¥1¥ " 
I' 

’’ 

, 1 ＇ 

t ,'; 
\1~I .,, 

11 

（平井）

゜
10cm 

300叩

゜
5cm 

1 • 淡茶灰色粘質土（焼土・炭含）

2. 淡茶灰色粘質土（焼土・炭含、Mn多含）

3. 茶灰色粘質土（焼土・炭含、Mn多含）

4. 茶灰褐色粘質土（焼士・炭含）

5. 茶灰褐色粘土（焼土・炭含、黄色土塊含）

6. 茶灰褐色粘質土

7. 茶灰褐色粘質士（炭・黄色土塊含）

8. 黄褐色粘質土（炭を含む）

9. 灰茶色砂質土 。
lm 

第299図土塙99、同出土遺物
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3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

°一

0
』 ょ

第300図土塙100
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第 3 章第 2節三ノ坪• 横田調査区

土壊100(第300・301図、図版38・62)

38C区の東部から40C区の西部にお

いて検出した。平面的にはL字形の溝

のように検出でき、 また埋土は基本的

には同じような土層関係であることな

ど、切り合い関係を明確にすることが

できなかったため一つの土壌番号にし

ている。しかしながら乎面図に示した

ようなその形状や周辺に長方形あるい

は桁円形状の土壊が多く存在している

ことから 3ないし 4基の士壌が

切り合っていると 考えるべきで

あろうか。探さは検出面から約

50"-'100cm残存していた。

遺物は少葺の土器や石器が出

士したのみである。士器は小片

がほとんどであるが、胴部上半

にク・ンガキが施されている甕が

含まれている。 Sl87....__, 189は石

鏃である。時期は百• 中 ・1で

あろう。 （平井）

土壌101(第302図、図版62)

38C区の東半部、土披63の南

において検出した。平面形は長

軸188cm、短軸100cm前後の長桁

円形状を星し、深さは検出面か

ら36cm残存していた。 断面形は

皿形で、底面には凹凸があ っ

た。また埋上は六陪に分離する

ことができた。

遺物はおもに図の 6層から士

器が出土している。 1166は壺

で、 1167・1168は甕である。時

期は甕の口縁端部に上方への拡

張が認められないことや口縁部

内面にヘラミガキが施されてい

ることなどから、百 ・中 ・1の

新相と 考えておきたい。（平井）

~- —• 
~ <@  

s 187 S 188 

1165 -A-6--ぶ
10cm =-S189 

第301図土塙100出土遺物

□三三/
0 lm 

1. 茶褐色砂質土（炭含） 4. 黄褐灰色砂質士（炭・焼士含）

2. 茶褐色砂質土（黄色塊含） 5. 淡茶褐色帖質土（黄色塊含J
3. 淡茶褐色帖質土（炭含） 6. 暗茶褐色帖質土（炭を部分的に含む）

＼尋浮;_,-翡・-
1166 

＼
 

0 1Dan 

.., I
 

I
 

第302図土濃IOI、同出土遺物
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3. 弥生時代前・中期の遺構・ 遺物

土壊102(第303図、図版62)

38C区の中央部において検出した。平

面形は52X45cmの不整楕円形状を星し、

深さは検出面から18cm残存していた。断

面形は中央部が一段探くなっており、底

面はほぼ平らであった。

埋 t中からはほぽー個体分の甕形七器

(1169)の破片がまとま って出上した。

時期は百 ・中. I の新相から百 • 中 .II 

の古相と考えている。 （乎井）

土壊103(第304-----306図、図版38・62)

38C区の中央部、巳廣102の北におい

て検出した。 検出時の乎面形は長軸約

1169 

第303図土塙102、同出土遺物

幻

oo
穏

ゲ
八

／ 
0 Im 

290CIII 

1. 褐灰色砂質土（炭・焼土含） 1. 青灰色粘土

ij 2. 暗褐灰色砂質土（炭・焼土含） 8. 青灰白色帖土（炭・灰•砂粒多含）

3. 淡褐灰色砂質土 9. 暗青灰色帖土

4. 黄色微砂＋灰色帖質土 （炭焼土・灰・黄色砂塊）

5. 灰色帖質土 10. 青灰色帖土

6. 暗灰色帖土 11. 暗灰色帖土（黄色砂塊＼

（炭•砂粒・焼土粒・黄色塊含） 12. 暗灰帖土(9と同）

第304図土填103
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第305図土塙103出土遺物(I)

-206-

\
/
〗
戚

｝ぐ
ー
国
＼

・・¥W 
＼ 

＼／ •A6
Sgl 

゜

1190 

直
9
S



3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

4.3m、短軸 2.......,2.2mのィ滞 形な長柏円形状を星していたが、掘り

上がりの形状をみると、底面に図のような 2か所のくぼみが存在し

ていた。 また断面図に示したような埋士の状況からは何回かの掘り

直しが想定できる。したがってこの上漿は本来二つの士凛が頂複、

あるいは切り合って存在していたものが最終的には一つの＋槙 とし

て埋没していったと考えられるのではなかろうか。

遺物は日器 • 石器 ・獣骨が出上している。図示した士器のうち

1170.......,1178は壺で、 1170・1173.......,1176の外面にはク・ンガキ文様が施

されている。 1180.......,1189は甕である。 1183・1186の胴部上半には刺

突文が確認できた。また1192は二つの小破片で器形は明確ではない

が、内面全体と肩の一部に黒漆と思われる痕跡が観察できる。 S190・ 191は石鏃である。獣骨は小片の

ため種類は小明である。時期は百 • 中 ・ 1 の新相～百 • 中 .Ilの古相と考えている。 （平井）

土墳104(第307図、図版62)

38C区の中央部、土漿103の南において検出した。平面形は西端部が削乎されていたが、不整形な隅

1192 

0 10cm 

第306図土環103
出土遺物(2)

3
0
0
c
m
 

．．
． 

1. 淡褐灰色砂牧七

（炭・焼土粒含）

2. 暗褐灰色粘質 t
（炭・焼士粒含、

黄色砂塊多し）

3. 灰白色砂孜土

300cm 

ヘ
ぶ心

5

-

――

心，

f

＼
 

苓凸:e=

/ニニニニ三三ぞニコーw-? ····t·· ··1rn ~ 可
1194 

1193 

ァ

1195 1200 

第307図土壌104、同出土遺物
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第 3章第 2 節 三ノ坪• 横田調査区

300an 

太
0 lm ゜

一
lm 

一1. 茶灰色帖質土（炭・黄色土塊 3. 2と同（黄色土塊）

2. i炎茶灰色帖質士（炭含） 4. 2と同（炭含）

270an 

＼ 
1. i炎褐灰色砂質士（炭・焼土粒少含）

2. 黄色微砂＋淡褐灰色砂質土混

圧
1204 

A △ 
<S') ~ 

S 192 S 193 

A
 `  0 2cm S 194 

一巖

0 10cm 

1203 

第308図土塙105、同出土遺物

<@> 

S 195 

第309図土塙106、同出土遺物

丸長方形状を星しており、深さは検出面から18cm残

存していた。 断面形は皿形で、埋 f::.中には炭・焼土

粒を含んでいた。遺物はおもに図の 2層から日器が

出上した。 1193・1200は壺、 1195......,1198・ 1201は

甕、 1199はジョッキ形土器、 1202は高杯である。時

期は百 • 中 ・1の新相ではなかろうか。 （平井）

土墳105(第257・308図、図版62)

38C区の東部において検出した。平面形は直径約

l.lmの円形状を星し、探さは検出面から約20cm残

存していた。 断面形は皿形で、埋上中には炭を含んでいた。遺物は最下屑から十器が出 f::している。

時期は明確ではないが百• 中・ 1 の新相から百• 中.nの古相と考えている。 （平井）

土壊106(第257・309図）

39D区の北端部において検出した。南半部が縄介区外にのびるため全体の形状は不明である。探さ

は検出面から34cm残存していた。遺物は I::器およびサヌカイト餃の石録が4点 (S192,.....,195)出土し

た。時期は明確ではないが、百• 中 ・I,..._, Ilと考えられる。 （平井）

(3) 焼土面

焼土面 1(第257・310図、図版39)

38C区の東半部、土墳104の東において検出した。第310図に示したように、約50X40cmの範囲に橙

色によく 焼けた面が確認できた。上面はブロック状にひび割れており、僅かではあるが中央部が高く

なっていた。 また断面を観察したところ、 焼士の下位に 2"'4cmの肛さで被熱のために紫赤色に地山

が変色した部分が確認できた。したがってこの遺構はこの場所で火が炊かれた跡、いわゆる炉跡と考

えられる。時期を示す遺物は出土しなかったが、 検出面の高さや周辺の遺構の時期などから百• 前 ・

-208-



3 弥生時代前・中期の遺構・遺物

50c疇

1. 橙色焼土 2. 紫赤色（熱変色部分）

第310図焼土面 l

m,....., 百 ・中 ・11と考えている。

焼土面 2 (第257・311図、図版39)

39C区の北半部、土城66の南西部において

（平井）

こ
50c• 

検出した。第311図に示したように乎面形が

70X65cmの円形状で、探さ約 5cmの浅い土横

状のくぼみの底面に橙色に焼けた面が確認で

きた。また断面観察の結果、図のように被熱部分が確認できたため、いわゆる炉跡と考えてよいので

はなかろうか。時期は、焼 t面 l と同じく百 • 前 .[[[,..,_, 百• 中・ 11と考えている。 （平井）

1. 茶褐灰色粘質土 3. 紫赤色（熱変色部分）

2. 橙色焼士

第311図焼土面 2

(4) 禍

溝52(第257・312"-'317図、図版39・63・64・68)

40C・D区の中央部において北東から南西にむかって検出した。輻は2.3"-'2.8mで、深さは検出面

から80cm前後残存していた。底面の高さは海抜1.8m前後で、底面は南西にむかって徐々に深くなっ

-—刀
N S 

~I z 

＼ ， 

O lm 

1. 褐灰白色砂質土（黄色砂塊多含）

2. 茶褐灰色粘質土

3. 淡灰色微砂（炭・焼土粒、砂塊含）

4. i炎灰色微砂

5. 褐灰色帖質土（炭・焼士粒多、砂塊）

6. 青灰色帖土（黄色微砂塊混在）

7. 青灰色帖土（炭・焼土粒、砂塊含）

第312図 溝52断面
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第 3 章第 2 節 三ノ 坪 •横田調査区

ていた。 断面形は逆台形にちかく、中央部が少し深くなっている。 断面観察によれば、埋上のうち三

つの土層に炭 ・焼 t:.が含まれており、この溝は大きく は=次にわたって埋まっていったのではないか

と考えられる。遺物は多 くの上器と石器が出 Lしている。1205------1212は壺である。1206の胴部上半に

1208 

1210 

1211 

0 10cm 

1207 

第313図溝52出土遺物(I)
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1213 

1214 

1215 

3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

云 〖
1217 

ロ

1218 

ロ〗i
-―

嘉

H-i-岱下
1220 

1216 

s 1221 

1222 
0 10cm 

第314図溝52出土遺物(2)
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第315図溝52出土遺物(3)
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3. 弥生時代前・中期の遺構・遺物

一 < -

.~ ' 

1236 

声〗
~t~~ 言戸疇／『

1243 

t
ふ
‘、,’

1244 

1238 

....’會. ’・

.,. 遍•----,. 

1247 

10cm 1246 

1239 
第316図溝52出土遺物(4)
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~y ／ 
.--

＼ 
, , 

＇ 

.. 

1248 

f¥ 土-..--n~ _J 
(___ベ 1251 

／ 
1252 

1249 んこ心↓—ゞ
10cm 1250 

v D —~ -ti : S102;日 ''n ~-= 
S 196 S 197 ゜

合含、 & ~ 冒旦S204り
I 

゜
5cm S201 S203 C43 

第317図溝52 出土遺物(5)

はヘラガキ沈稼と三角形状の刺突文が施されている。頚部と胴部には1209がヘラガキ沈綜、1212には

貼り付け突帯がめぐらされている。 また底部は1205・1207が Lげ底、 1206・1208・ 1209が平底で、

1210は他に比べて薄くかつ尖り底ぎみである点に特徴があ る。1213'"'--1248は甕である。 口舷部は

「く 」の字状に外反するものと逆L字状に突帯を貼り付けたものとがある。口唇部にはキザミメを施

すものと施さないものとがある。胴部上半は無文、 多状ヘラガキ沈線、および少数ではあるが半穀竹

管状のt具による多状沈線 (1234・ 1239・1240)やクシガキ文 (1232・1241・ 1245)がめぐらされて

いる。石器のう ちS196-----199は石鏃、 S200は石錐、 S201は石匙、S203はノミ状片刃石斧、 S204は柱状片

0 50cm 一1. 淡褐灰色砂質土

2. 褐灰色粘質土

（黄橙色砂塊含）

第318図溝53断面

刃石斧ではなかろうか。C43は紡錘車で外面には刺突文が施 されている。

時期は百 • 前 .m----- 百 • 中 ・ 1 であ る 。 （平井）

溝53(第257 • 318図、図版39)

40C区の東半部において検出した。幅は60cm前後で、探さは約20cm残存

していた。埋土は二層に分離でき、底面は平らであった。洞52との関係は

明確ではないが構53が料52に取り付いていたのではなかろうか。 （平井）
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

4. 弥生時代後期の遺構・遺物

(1) 井戸

井戸12(第319・322図、図版40-1 64) 

調在区の北東部に検出した素掘りの井戸で、平面形はほぽ円形を星し長径198cm、短径175cmを測

る。 上端から F端にかけて徐々に輻を狭めるものであるが、南東側は卜端から180cm付近から大きく

開く。 底面はほぼ平坦で、平面形は梢円形を星しており、 長径94cm、短径73cmを測る。 検出面からの

深さは252cmを測り、底面の海抜高は38cmである。井戸の底からは壺と甕が出 I::.し、 百 ・後 .IIに属す

るものであり、井戸の時期もそれと同じ時期と考えられる。 （井1::)
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'・ 黄灰白色微砂

2. 褐灰色帖質土

3. i炎褐灰色帖質土

4. 暗灰色帖士（炭・黄色砂塊含I

5. 暗灰色帖土＋黄色J::塊（炭多含）

6. 暗灰色粘土千黄色土塊

7. 青灰色帖土混じり 細砂（炭粒 多含）

8. 暗青灰色細砂（炭多含I

9. 茶灰色粘質微砂（炭粒、焼上粒含）

第319図井戸12、同出土遺物
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第 3章第 2 節三ノ坪•横田調査区

(2) 土 携

土壕107(第320・322・323図、図版40-2. 65-1) 

調査区の中央付近で検出したもので、北東部の一部分が削平されている。そのため、全体の形状は

不明であるがほぼ円形を呈していたものと考えられる。士墳の残存状態は悪く、 検出面から底面まで

の深さは約 8cmを測るのみである。土凜は浅い皿状に窪むもので、底面はほぽ乎坦である。土凜の中

央部からやや南西寄りにかけて多贔の上器が出土した。出土した状況を見ると、 床面の匝上から検出

filoNC 
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ー

し
、
"̀髯

tr’

門＼

320an 

1. 黄褐灰色帖質士

（炭・焼土粒•砂粒含） lm 

亡 《
1263 

三~I
三□

" 1262 

生
塩

l
 

cm 2
 。

1267 

1265 >~~~-,
1266 1268 

第320図土塙107、同出土遺物(I)
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第321図対象調査区位置および周辺遺構配置（弥生時代後期、1/1000)
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第322図 37...,_,40区遺構配置（弥生時代後期）
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4. 弥生時代後期の遺構・ 遺物

'
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第323図土塙107同出土遺物(2)

面にかけて魏まって出 Lしたものである。出士した土器は、壺、梵、 鉢、 器台である。壺、甕の胴部

内面は口縁部直 Fまでヘラケズリされるものである。 鉢1269は内外面共にヘラミガキが施される。上

器の時期は百 ・後 ・1に属するものであり、士墳も同じ時期と考えられる。 （井上）

(3) 製塩炉（第322・324・325図、巻頭図版 I-I、図版40-3. 65-I) 

井戸12の北約 4mの位置に検出した。調在区の北東様に一部かかる状態で検出したため、その部分

を拡張して調介．した。製塩炉はその長軸をほぼ南北に向けるもので、平面形は長方形を屋している。

炉の規模は長さ124cm、幅103cmを測る。炉はその長方形の範囲内が赤色、もしくは赤褐色に変色する

もので、強く火を受けた事がうかがえる。被熱部分の観察によれば、底面に粘土を張り付けた様相は

見られなかった。製塩炉の短辺である北側と南側には扇状に粉炭の散布が認められる。散布の範囲は

北側が炉の端から北へ126cm、東西の最大幅が183cm、南側が炉端から83cm、最大の幅が158cmである。

口
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岡
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こ
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第324図製塩炉周辺出土遺物
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/~ 疇

こ 1. 燒土被熱範囲（強） 「一., 3. 焼土被熱範囲（蒻）

亡 2. 燒土被熱範囲（中） ［コ 炭粒分布範囲

第325図製塩炉、同周辺出土裂塩土器

同じような散布ではあるが、南側のほうが炭の星は多い。また、この炭に混じって製塩土器が多く出

土している。 製塩土器も炭と同じように南側に多く見られる。製塩炉と炭の検出状況からすれば、 検

出面は当時の生活面に近いものと考えられる。そうであるとすれば、長辺側に炭などの散布が見られ

ない事は短辺側が炭、灰等の掻き出し口に相当するものと推定される。また、長辺側に炭、灰等が見

られない事は高さは不明であるが嘩が存在した事が想定されるものと考えられる。

製塩炉に伴って出土した製塩士器の脚部を見ると 1287・1288のように脚端部が平らで内側に拡張ぎ

みなもの (A類）、 1291のように内側が丸くなるもの (B類）、1293のように端部が少し丸みをもつも

の (C類）に分類できる。 A類は16個確認でき、端部径は平均4.90cmを測る。 B類は13個確認でき、

端部径は平均5.05cmを測る。 C類は 1個を確認し、同じく端部径は4.8cmを測る。製塩炉の時期はこれ

ら製塩土器や直上から出上した弥生士器などから弥生時代後期中葉と考えられる。 （井上）

-218-



4. 弥生時代後期の遺構・ 遺物

(4) 溝

溝54・ 55・56(第322・326・333図）

水田 2の水田層を除去した後に検出したものである。渦55・56は微高地を水田に開墾したその端部

に検出したもので、水田の形状に沿うように掘られるものである。そのため、澗55の南端部は水田の

畦畔に沿うように西に折れ曲がる。梢の幅は約30cm、深さ約 8cmを測る。偕54は構55の西側約 lmの

位置に平行するように検出した。断面は浅い皿状を星するもので幅約110cm、探さ約llcmを測る。弥生

時代後期に属するものと考えられる。 （井上）

w 溝54

280cm 

溝55 E 

~/ ~ 
゜

lm 

第326図 溝54• 55 断面

溝57・58・59(第322・327図）

水田 3の水田層を除去した後 N 溝57
~ 

に検出したものである。微高地

の縁に沿うように 3本が平行に

並ぶ状態で検出した。渦の幅は

構58が最も広く 64cm、渦59が42

cm、溝57が32cmを測る。深さはいずれの構も浅く、断面は浅し,.II11状を星しており稲58が9cm、洞59が

6cm、渦57が4cmを測る。弥生時代後期と考えられる。 （井__I:_)

溝60(第322・328図、図版41-1 . 65-1) 

調査区の南西端付近で検出した渦である。東北東から南南西方向に流れるものと考えられる澗であ

る。溝はそのほとんどを微高地上に検出し、南西端部を水田 3の耕作土除去後に検出した。澗の断面

〇
卜 ~ 

250叩

溝59 s 

，＇／這／、言

第327図 溝57 • 58·59 断面

170叩

＼／ WI  
1297 

1. 淡黄褐灰色砂質土

0 50cm 2. i炎青灰色粘土

一
鼻凸 0 !Dao 

1295 1296 

第328図溝60断面、同出土遺物
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第 3章第 2 節 三ノ 坪•横田調査区

形はU字形を呈するもので、上層は砂質上、下層は粘土の上F二層の土により埋没していた。洞から

出土したt器は百 ・後・ 11と考えられ、洞の時期もほぽ同じ時期と考えられる。 （井l:)

溝61・62(第322・329・332・ 333図、図版41-1 68) 

微高地上に検出した渦で、 緩やかに S字状の曲線を描く。 構は北から南に流れるものと 考えられる

ものである。濶は l::端が大きく開く U字状を呈するものである。濶61は洞62の西側にそのほとんどを

洞62に切られる状態で検出した。そのため規模は不明であるが、検出面からの探さは63cmを測る。 溝

62は微高地上では後述する水路 4とほとんど重複 している。 断面図の 3・4層が濶62の残存部分であ

ること を考えれば本来の規模は不明であるが、上層部分はほとんど水路 4と同規模であったと推定さ

~ 

w 

'-黄灰白色微砂

2. 淡灰色粘質微砂l水路 4

3. 青灰色帖士

4. 暗灰色粘質 t } 溝62

5. 灰色粘士 溝61

゜
一

lm 

れる。洞の底部は逆台形上に

一段と探く 掘られるものが見

られ る。一部途切れながら

も、 微高地部分においては全

体に繋がっている。それも水

田3が開削される部分からそ

の形状も崩れてくる。構は検

出面からの探さは84cm、底面

~If/『□《心

＼ こ~/~ーロ 贔`品
= <> 
S 206 S 207 

”” 1305 
一三 D 2cm 一ご ］

S 208 

ロ~((([~
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01310 

麟八
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0 10cm 

l逸
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。
八
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S 210 

第329図溝61•62•水路 4 断面、溝61•62 出土遺物
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第330図対象調査区位置およぴ周辺遺構配置（弥生時代後期末水田、 1/1000)
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第331図 37-----40区遺構配置（弥生時代後期末水田）
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4. 弥生時代後期の遺構・遺物

の輻約22cmを測る。この渦は上層の水路 4との関係からして、洞の下流部には水田が展開するものと

推測され、水田に水を引く用水路としての機能を有していたものと考えられる。洞から出土した土器

は百・後.nを中心とするものであり、洞の機能が失われた時期は同時期もしく はそれよりも若千古

いものと考えられる。 （井上）

(5) 水 田 • 水 路

水田 2 (第331図）

調在区の西側に検出したものである。何れも微高地上に造られたものである。 検出したのは断面が

半円状で幅約20cmを測る通常の大きさの畦と、その畦に囲まれる水田である。検出した水田層の原さ

は約10cmを測る。調在面積が狭い事と、後世の撹乱が見られる事から一枚の水田の全体を検出する事

はできなかったが、方形もしくは長方形を星するものが整然と展開するものと考えられる。—も枚の水

田の規模は、一辺6.2m--------8.2mを測るものである。 （井 1:::)

水田 3• 水路 4 (第331・332・333図、巻頭図版 I-2) 

調査区の南東部に検出したものである。何れも微高地を開削して造られたものである。水田は調在

区の端部の一部分に検出したため、関査した面積は小範囲である。調在した水田の範囲は狭小である

が、用水路と水田の相関関係が見られる部分である。水路 4は澗61・62をほぼ踏襲するもので、 微高

地1:.に開削された用水路である。この水路の下流域には水田 3が展開するもので、調在区境には水路

からの水の取り入れ口である水口が水路の両側に見られる。水路自体は両側に幅45cm--------50cmを測る比

較的大きめの畦畔を伴ってさらに下流まで延びるものと推定される。この水路は水田を裂い尽くす黄

灰白色微砂により埋没している。この事から水路 4と水田 3は同時期に機能していたものである事が

解る。水田 2・3および水路4は弥生時代の遺構であるが、渦61・62との関係から百・ 後・ 11より新

しい時期であると考えられる。 （井上）

w 「一 紐41
2叩m

, i{{h勿脩蓋卿

ト —―溝62~

1. 淡黒灰色粘質土（両端は水田層）

2. i炎灰褐色粘質土（黄色土塊含）

3. 淡黒灰色粘質土

4. j炎黄褐色粘質土

5. 黒灰色粘質土

6. 淡黒灰色粘質土（炭•砂粒含）
7. i炎黒灰色粘質土（黄褐色土塊含）

0 lm 濠水路 4とその両側の畦畔で吠畝を形成

第332図欧畝と水田の相関断面

w 9 水路 4----J 
五細

E 

0
」

仁溝56ー」 1. (暗）灰色粘土（水田層） 4. 暗青灰色粘土 L溝61~
2. 暗灰色粘士 5. 暗灰色帖士

Im 3. 暗灰色粘質土 6. 灰色粘土
＇ 

I 
卜—— 溝62 -------1 

第333図水田と水路の相関断面
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第 3 章第 2節三ノ坪•横田調査区

(6) 土 器溜り

土器溜り 4 (第322図）

洞62の肩口に検出したものである。ほぽ南北方向に長い状態で多くの土器が出土した。出土した範

囲は長軸約 4rn、端軸約1.2mを測る。この土器を出土した範囲を含む遺構の存在する-~を考I慧にい

れて凋食を進めたがそれらしき兆候は何等見られなかった事からすれば、講の肩口に遺棄された士器

群と考えられる。時期は禍61・62に同じと考えられる。 （井上）

5. 古墳時代の遺構・遺物

(1) 竪穴住居

竪穴住居24(第334・337図）

淵査区境に検出したため南西側約半分については不明

である。住居跡は方形を唱するもので、判明する一辺は

318cmを測る。 また、住居跡は上面を削乎されているた

め朋体はほ とんど残＃しておらず 2cm"'3 cmを測るのみ

である。 床面の中央には長径約60cmを測る円形の浅い土

凛を検出し、それを中心に灰が 2cm"'3 cmの厚さで堆租

していた。南東の兜体に沿っては長辺50cm、短辺30cmを

測る方形の±:城を検出した。住居跡の明確な時期は不明

であるが、古墳時代前期前半と考えられる。 （井 l:)

＼ 

.,,.,. 

, 3 • _Jぬ皿

(2) 井 戸

0 2m 
I. 灰茶褐色粘質土 =-―----------二"""
2. 炭 3. 灰褐色帖質紗（貨掲色土塊含）

第334図竪穴住居24

井戸13(第335・337図、図版65-1) 

怒穴住居24の東北東約18mの位仰に

検出した。平面形は円形を号するもの

で、直径71cmを測る。井戸の党は垂直

に近い立上がりを見せており、 断面は

逆台形を屋している。 検出面からの探

さは71cmを測る。底曲は平坦で、円形

を屋している。底面の匝径は50cmを測

る。底面の海抜高は215cmである。底

面の直上で上圧でつぶれた状態の一個

体分の甕を検出した。甕の口舷部外面

には多条の沈線が施され、内面の上半

はヘラケズリ、下半はヘラケズリと指

頭圧痕が見られる。井戸の時期は百．

古 .Iと考えられる。 （井上）

｀
ロ

〇 印cm一1. 淡黄灰色（炭含｝

2. 灰色帖土（黄色土プロック焼土、炭含）

1313 

D I如

第335図井戸13、同出土遺物
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第336図対象調査区位置および周辺遺構配置（古墳時代、 1/1000)
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第337図 37"'-'40区遺構配置（古墳時代）
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5. 古墳時代の遺構・遺物
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1. 黄灰白色微砂 3. 暗灰色帖質土（炭粒含I

2. 灰色粘質微砂（炭・黄色土プロ／ク含）

第338図井戸14、同出土遺物
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井戸14(第337・338図）

井戸13の南東約11mの位置に検出した。 検出面

の平面形は東西に少し長い長円形を星しており、

長径181cm、短径161cmを測る。 検出面からの探さ

は172cmを測る。井戸の断面は、底面から約40cm

まではほぼ垂直に立ち上がる。その部分からは大

きく開きながら立ち eがるもので、 V字に近い形

状を呈している。底面は平坦で、束西に長い長円

形を星しており、長径38cm、短径32cmを測る。底

面の海抜高は120cmである。井戸からは上器片が

出 L しており百 • 古 ．］と考えられる物であり、

井戸の時期も同じと考えられる。 （井上）

(3) 溝

溝63(第337・339図、図版42-5) 

調介区の南東端部に近い位置に検出した。北東

から南西方向を向くもので、少し弓なりの状態に

曲がっている。澗の断面は浅い皿状を堪してお

り、底面は緩やかな凹凸が認められる。検出した

洞の輻は112cm、検出面からの深さ 12cmを測るも

ので、全長約13mを調令した。 （井上）

溝64(第337・339図、図版42-5)

禍63の南約 3mの位附にほぼ平行する状態で検

出した。束端では井戸14を切るもので、南西方向

に弧状に曲がる状態で検出した。構の断面は椀状

を埠しており、底面は作かに丸い。 検出した構の

輻は91cm、検出面からの探さ31cmを測る。濶は全

（井上）長約25mを調在した。

溝65(第337・339図、図版42-5)

講64の南西端部に近い部分に枝状に分岐する状

態で検出した。調在区境に近い事も あって調在し

た全長は約 2mである。構の断面形はU字形を涅

するものである。 検出した禍の幅は44cm、検出面

からの探さ32cmを測る。 （井上）
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溝66(第337・339・340図）

洞64の南約 2mの位置にほぽ乎行する状態で検出し

た。南から西に向けて直稼的に検出した。 断面形は逆

台形的であるが、底面は少し丸く窪むものである。 検

出した溝の幅は58cm、検出面からの深さ30cmを測る。

洞は全長約 7mを調介した。 （井上）

(4) 土 器溜り

土器溜り 5 (第337図）

← }  ? I I ,1 I I I I I Iや 1316 

第340図 溝66出土遺物

調査区の東部、井戸13の北約 3mの位置に検出した。 調食区境の側溝の掘 り下げ中に製塩炉の一部

を発見Lたため、それの全体を調在するため北側に調介区を拡板した。その拡張部分の掘 りFげ中に

検出したものである。南北に細長い状態に士器が出上したもので、長さ約 3m、幅約1.2mを測る範囲

に±器を検出したものである。土器は"<堆積するものではなく池＜乎面的な状況を兒していた。し

かし、そこに何等かの遺構の存在する事も考えて調在したがそのような兆候はまったく認められな

かった。出士した土器は百• 古 .Iに属するものと考えられるものである。 （井上）

6. その他の遺構および包含層の遺物

S211は打製の石斧状のわ器である。全体の形状は短冊形を呈するものと考えられるが、 L端を欠損

しているため全長は不明である。残存長約12cm、幅5.4cmを測る。 S213は打製の石包丁である。両側に

僅かであるが扶り込みが見られる。ほぽ完形品で、長さ9.2cm、輻6.1cmを測る。 S214も石包Tと考え

られる石器である。背部は比較的直線的で刃部は弧を描く。半分以上を欠くと 考えられるものであ

る。 S215も石包Tである。背部は少し弧を描き、刃部は直綜的である。側面に扶 り込みが見られる。

S216はスクレーパーと考えられるものである。ほぽ完形品であり長さ 7cm、幅 5cmを測る。 S217は楔

形石器と考えられるものである。 横に長く端部が丸い形状を呈しておりほぼ完形品である。石器の大

きさは長さ13cm、輻3.8cmを測る。 S218も楔形石器と考えられるものである。一部を欠失しているため

全体については不明である。 S219も楔形石器と考えられるものである。ほぼ完形品と 考えられるもの

で長さ8.4cm、幅4.1cmを測る。 S220は磨製の石包丁と 考えられるものである。刃部は両刃に作られて

おり、円孔の一部が残存している。 S221は磨製の偏平片ガ石斧と考えられるものである。小破片であ

るため全体の大きさなどは不明である。 S222は磨製の太形蛤刃石斧の頭部である。刃部を欠くため全

体の大きさは不明である。 S223は同じく 磨製の石斧の刃部である。刃部に刃こぽれを示すような欠損

が見られる。頭部を欠くためこれも全体の大きさは不明である。

J33は管玉である。一部を欠くものと 考えられるため全長は不明であるが、直径は 6mm程度と 考え

られる。 水田の畦畔の検出中に畦畔の上面から出土したものである。」34も管玉である。」33に比べて

やや大きく、長さ20mm、直径 8mmを測る。

M36は鉄製の鋤先と考えられるものの一部である。元は鉄板の両側を折り曲げて装着する部分を造

るものである。古項時代初頭の包含層から出土した。 M37は鉗である。少し反り返った刃部と一部に木

質も残存している。古墳時代初頭の土器と共伴している遺物である。（第341図、図版71) (井上）
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第 3章 第 3節，j、結

第 3節小 結

第 I・2節で各調査区の個々の遺構についての概要を記述してきたが、この節では特徴的な遺構 ・

遺物や各時代ごとの遺構杞樅の特徴などを取りヒげ、 検討してみたい。ただし、 本報告言で取り扱っ

た調査地区が大きく 4箇所にわかれるため、とくに遺構については個々の調介地区単位ごとの検討に

ならざるを得ない。 また、 遺物の分析や同定、 鑑定をいただいた報文については、この節で扱った。

なお、百問川原尾島遺跡の既調査報告分と本報告にかかる調在地区を加えると 、低水路幅60mまで

と橋梁や樋門などの関連施設部分の潤介報告が一段落するため、百問川原尾島遺跡調査の全体的なま

とめについては別に項を設け、第 4章として扱っている。

1 . 遺構について

縄文時代後期の遺構として、 ヒ器片の集栢と焼士面が 5調査地区の40C区（国道 2号線原尾島橋の

下流約40m付近）で確認されている。百問川遺跡群のこれまでの調在では、訳El3遺跡や原尾島遺跡の

弥生時代前期の甚盤層1:面に潜り込むように検出される縄文時代晩期の士器片の存在なとから、旭川

の沖積作用による：角州の形成とその安定化が、少なくとも縄文時代晩期に遡ることは十分予測され

ていた。絹介範囲での縄文時代後期後策の時期のt器片の分布状況からは、奇しくも発見の尤となっ

た弥生時代前期後葉の渦52や土壊89によって一部を削平されているため、全容をつかむことはできな

いが、 t器片の分布範囲と同一面での焼土面の存在は住居址の存在を日分想定でき、短期的なキャン

プ地として占地されていたとみられる。その後の百問川沢田遺跡の調査でも縄文時代後期後半のヒ器

片の散布や貯蔵穴が確認され（百問川沢田遺跡 3所収）、 微高地J::.への進出が後期に遡ることが確実

視されるに至っている。また、 縄文時代晩期は遺構としては確認されず、 4淵在地区の旧河道の中・

下層から弥生前期い器と砒在した状態で晩期士器の出 Lをみているに過ぎない。

弥生時代前・ 中期の遺構は、確実なものとしては 4・5調令地区でしか認められていない。4淵在

地区では前期と 考えられる不整形な t壊数基と少数の小ビット、おもに中期前葉の時期の渦が10条ほ

ど検出されたのみで、この時期の住居域とすれば遺構密度は低い。ただ、 18河道の肩部に近い微高地

の端部を河道とほぽ乎行して流走する樅群の存在は、中期前葉にこの F流域に水を配した用水路の口J

能性が高く、渦の規模や構庇のレペルさらに切り合い関係などから、短期間に幾度となく水路改修が

必要であった当時の自然環境がうかがい知れる。なお、この地区では中期後半の遺構・遺物は認めら

れていない。

5渕介地区では、 微高地部分に前期後葉から中期中葉の七器を伴う 多数の土凛、前期後葉の濶 2条

や竪穴住居 3軒などが検出されていて、とくに前期後葉の時期の遺構が圧倒的に多い。 L壊の分布状

況は、前期が微隔地全体に認められるのに対して中期は微高地の西の端部にかたまって占地されてい

る。前期の遺構は多少の切り合い関係が認められるものの、ほぼ百• 前 .mの時期の比較的短期間の

集落構成の一部を示していると思われる。遺構のう ち七壌につじては、規模 • 平面およひ断面形態 ・

深さ ・ 主軸の方位 ・ 遺物の有無や破損の程度•同種遺構の位置関係などから、柱穴・貯蔵穴 • 土凛

墓 • ごみ穴などの機能が考えられる。ここではとくに土擦墓を取り 1:げてみると、長方形または隅丸

長方形の平面形態を呈し七軸をほぼ南北方向に揃え、底面も比較的乎らな上壌67 · 69 • 79・80がまず
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1. 遣構について

候補に挙がる。ほかに多少不整長方形あるいは不整楕円形で断面船底形なども含めると、土猥63・

64・70......,72・7 4・78・88・91なども土城墓の可能性がある。それらの位置関係をみると、竪穴住居21

......,z3を避けた北側と東側に占地され、それぞれが適当な間隔を保って存在していることが看取され

る。またちなみに断面が袋状を呈すなど貯蔵穴の可能性が高い土城は、 81・82・86・92・95・97・98

などと思われる。なお、この地区でも中期後半の遺構は皆無であった。

弥生時代後期では 2・3調査区に遺構が集中している。この地区の竪穴住居は 7軒確認されている

が、住 2・3 (I期）→住 1 (I,..._,II期）→住 4.......... 7 cm期）の新旧関係が捉えられる。そして、と

くに後・皿期の住 4・5・7は、ともに焼失住居であることや住 7を含めて後 ・II......, illの時期に形成

されたと思われる士器溜り 1を中心にして10......,15m間隔で弧状に占地されていることなどから、ほぼ

同時期に存在していたと考えられる。後 ・ill期の他の遺構は、建物 3・5・6、井戸 4、貯蔵穴と考

えられる士城10......,13などがある。また、後.IIとN期の竪穴住居は調脊地区内では確認されていない

が、前者では井戸 3、土城24・25・27・29......,31など 3調査地区の北東部に、後者は井戸 5・6、土城

17 "'-'22など 2調査地区の南西部に比較的偏って認められる。これらは周辺遺構配置と関連が強いため

この微高地全体で検討する必要があり、第 4章のまとめでふれたい。

4調査地区は、後期には10本の水路が集中して存在する。そのうち溝15......,18は水田層下で検出（第

144図断面）されている。いっぽう、微高地上の消20・21・23がそれぞれ上部に洪水砂で埋没した水路

1・2・3を伴い（第146・151図）、水路が洪水砂埋没水田 lと同時存在（廃絶）であることから水路

として踏襲された溝20・21・23は水田 1の開始期とも一致する可能性が高い。とすれば、水田 1の開

田は溝20の出土土器から後.IIのある時期に求められ、同時にその時の開田によってあるいはそれ以

前に、溝15,...__,18と溝20に切られる溝19が廃絶したと考えられる。また、この地区では後期末水田の調

介は狭い範囲であったが、幹線水路から直接的に水田へ配水する一形態を捉えることができた。

後期の 5調査地区は、微高地上の遺構とその縁辺の水田の一部が検出されている。この微高地は井

戸•土城•土器溜り•製塩炉各 1 と溝数本しかなく、溝62を踏襲している水路 4 を除いて、それも

後・ I.......... IIの時期に限られる。このため、この時期の居住の中心は調査区の北東部に想定され、居住

区のはずれで製塩作業が行われていたとみられる。いっぽう、水田 2・3と水路 4との関係は 4調杏

地区の水田 lと水路 lなどの関係と同様であり、この微高地周辺の開田も溝61・62が機能してのちの

後.IIのある時期と思われる。そして、溝60は講61・62以前のこの地区の幹線水路で後・ 1期、渦54

......,59は開田の各段階での微高地と接する部分の痕跡で後 ・II_,ill期とみてよい。また、この地区でも

微高地上の幹線水路から水田域の吠畝 (2本の畦畔あるいは農道に挟まれた部分を水路とする施設）

に通水し、その両側の各水田に配水する形態が、百間川沢田遺跡に続いて捉えられている。

古墳時代では、 2・3調査地区は弥生時代後期と比べれば遺構密度は少ないものの、竪穴住居や井

戸などの遺構が比較的まとまって見つかっている。時期的には古.I、5世紀末,..._,6世紀初頭、 6世

紀後半の 3時期に大別される。古. I期には、井戸 7.......... 9のほかには確認できていない。竪穴住居は

11・14・15が中間期、同12・13'.17が新期に属すが、同16・20のように両者の時期にまたがる遺物を

出土するものもある。切り合い関係や位置関係からすれば16は新期に属すと思われるが、 16・17・20

などは近接し過ぎているため、存在時期には多少のずれがあろう。 4調査区では 4棟の建物や大溝29

などが確認されているが、遺構密度は低い。そのうち建物12は周囲に溝を饒らせ、棟持ち柱を持つ可

能性がある掘立柱建物で、通常の建物と違いを見せている。溝29は弥生時代後期末の微高地の端部に
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蔀って、後期水田の一部を掘り込んで敷設されており、古・ I........, 6世紀末まで長期間機能していた可

能性が高く、その間の出士遺物も大量に出土し、なかでも 5世紀末,...__,6世紀前半の遺物が多いところ

から、この周辺のとくに北および北東の微高地上には古墳時代後期前半を中心とする比較的大きな居

住区の存在が想定される。 5調脊地区の古墳時代の遺構は、竪穴住居 l軒、井戸 2基、溝4本などに

過ぎず、時期も古・ 1期に限られ、それ以降はとくに集落としては利用されていない。古.lの土器

溜りが調査区の北東端に位置するところから、この時期の居住区の中心は北東側に求められよう。

古代の遺構では唯一、 4調査地区で検出された奈良時代から平安時代初頭の時期の溝35がある。こ

の洞の河床には落ち込みや井堰などの施設が確認され、その周辺から須恵器・士師器とともに石製

品・金属製品・木製品・土製品・獣骨など多数の遺物が出土している。

なお、この遺構についてはやや詳しく第 4章第 3節で扱う。

中世の遺構は、 1'""4調査地区で検出されている。 1調究地区は中世の士城が 1基存在するのみ

で、中世での微高地の範囲とその端部をおさえるにとどまった。 2・3調査地区では全体的に遣構密

度は薄いものの条里区画の一部と思われる溝39、建物群 (13,....__,18) と土城墓群 (1....... 7)が比較的集

中して捉えられている。溝39と士城墓 1.......,4については出士遣物から鎌倉時代前半であり、ほぼ同じ

時期に存在した可能性が強い。とくに建物は遺物を伴っていないため、柱穴の大きさや埋土の色調・

主軸の方向などから中世のなかで扱ったもので、これらの時期の特定や建物の構成については周辺の

同類遺構を含めての検討を、第 4 章第 4 節で加える。 4 調脊地区では北西半に建物群と土城墓• 井

戸、南東半に溝群が認められたが、出土土器から時期の特定できる遣構は、鎌倉時代中期頃の溝44・

47と室町時代後半にかかる井戸11くらいしかない。位置関係からいえぼ、建物群の時期は井戸により

近い時期が想定されるが、これも周辺の同類遺構を含めて検討する必要があり、第 4章に譲る。

2 .・ 遺物について

本報告書の幣理対象になった遺物は、整理箱にして550箱を越える。第3章ではとくに遺物につい

ては遺構との関係の記述に重点を置いたため、個々は概略的にしかふれていない新資料も多い。そこ

で、この項ではそれらのうちからいくつかを取り上げ、やや詳しく説明を加えたい。

縄文時代では、．後期後葉と晩期中～後葉の土器を得ている。とくに後期の土器は百間）I[原尾島遺跡

では初見であり、かつ比較的まとまったブロックを形成する一群である。幣理の結果接合の及ばない

胴部の小破片も多いが、第251図に提示した土器は個体数および器種構成をほぼ満たしている。器種

は深鉢 (1027---1030・1036,....,,1038)、鉢 (1031)、浅鉢 (1032--1035)、深鉢または鉢 (1039・1040)が

ある。器種の組成比率は、口縁部1032・1033が1034・1035と接合する可能性があることと個体の絶対

数が少ないため、正確に捉えるには少し無理があるが、深鉢とその他の鉢は 7:3....... z:1くらいの

割合と思われる。外面の調整は、口縁部と一部胴部外面に巻貝による凹線文と扇状圧痕文が多くに施

され、一部に巻貝条痕を顕著に残すものもある。これらの特徴は、総社市南諧手遺跡（註 1) の縄文

時代後期後葉の一群と同様、瀬戸内編年の福田KIII式の範疇で捉えられるが、キザミメがなく凹線文

内の条痕をそのまま残して扇状圧痕文を多用するなど、後葉のなかでも比較的新しい様相がうかがわ

れる。 L 

弥生時代前期では、 1日河道出士の赤色•黒色顔料が塗布された壺48--55、壺形木製品W4や翡翠製の

勾玉J1、それに土城出土の磨製石鏃S40や重なった状態で出土した石包丁群S178,....,,S183などが注目さ
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2. 遺物について

れる。そのなかで、とくに磨製石鏃は県 Fでは初出 Lであり、大陸系玲製石器の展開を考えるうえで

の意味は大きい。この秤の石鏃は形態的には有茎柳葉形に分類され、突帯文期に北部九州に伝来のの

ち板付 II式期まで、その他の分布地域では中期初め頃まで認められ、時期が降るほどシャープさに欠

けて退化が顕著になることが指摘されている（註 2)。S40は茎の大半を欠損しているものの、現存長

14.7cmを測り大形の部類に入る。縞は切っ先から茎の欠損部分まで匝線的に認められ、身の横断面も

比較的厚めの菱形を呈すが、刃部の曲線化や関の撫で肩化などに退化の煩向も看取される。時期は伴

出土器片や周辺の土墳の時期から、百 • 前・ 11期つまり前期中葉とみて大差ない。分布は現在までに

日本海側が点都府青野遺跡 （註 3)、瀬戸内が香川県下川津遺跡（註 4)、南海側が高知県田村遺跡

（註 5)を束限としており、今回の発見により瀬戸内の山陽側の東限を加えたことになる。

弥生時代後期では、竪穴住居内に L器以外にも鈍• 鉄鏃などの鉄器やガラス小玉（付載2参照） ． 

管玉（付載 3参照）などの玉類、 刻骨などの骨製品（ニホンジカ、付載 6参照）を伴う例も増え、と

くに時期的には最後の石器工房址と思われる堅穴住居 2から出七した鋤の存在は、鉄器普及の一端を

うかがわせる。±器では、井戸と土壊の一部に完形を多く含む比較的良好な一括資料を得ている。例

えば、 1期は高杯を欠くが井戸 I・2と土壌16、11期は井戸 3と土猥29、m期は土壌33、ill"'N期は

井戸 4、N期は井戸 6と土壊18・20"-'22などがある。個々の土器についていえば、山陰系の甕240・

245や讃岐系の甕280・460・461・465は、それぞれの地域との並行時期を捉え得る資料となろう。

また、特殊遺物に器の内面に水銀朱（付載 5参照）が付着した把手付きの片口容器139がある。第

43図に示した部分以外には、同一個体と思われる小片が 3片あるのみで、口径や傾きから図のような

復元形態を得た。大きさは、いずれも復元推定で片口径13cm、内法長さ22"-'23cm、内法最大幅15.6

cm、最大高7.5cm前後を渕る。 製作の方法は、甕の頚部 Fの中央を縦に半切し、片方を利用して元のn

縁部を片口部に、切断面を口舷部にして把手を加えたと思われる。把手は、器のほぼ中央の口舷部か

ら下に半楕円形に盛り上げた形に貼り付けられ、口縁上端面から上部は欠損している。水銀朱の付着

は内面から口縁端面にかけて認められるが、把手の位置の口縁端面には及んでいないことから、上部

に把手が延びることはまちがいない。とすれば、対面する口縁間をアーチ状に繋げた弦状の把手で

あった可能性が高い。また、外面にはほぼ全面に煤が認められ、火にかけてつまり加熱を目的として

使用されたことも疑いない。調整は、外面には粗いJヽケメののち片口端部の約 4cm幅にていねいなヨ

コナデ、内面は片口端の一部を除き細いヘラミガキを密に施している。

朱付着遺物としては、百間川原尾島遺跡でも百・後 ・11の鉢 2点と同 II"'皿の石杵 l点が確認され

ており、土器の形態は通常の鉢ながら、 i精製された朱の使用に係わる過程で用いられた道具の一つ」

と考えられている（註 6)。今回出土の139は、形態以外の特徴はこれらの鉢とほぼ共通する。形態的

にも類似する例として、福岡県辻垣遺跡出土の広片口三耳鉢 （註 7) がある。 この種の鉢は、これま

で徳島県名東遺跡（註 8)などで断片的に知られるに過ぎなかったが、この鉢によって唯一全形が明

らかになり、注目される。比較のため第342図に両者を載せた。口縁部や把手の形態などの細部に相違

が認められるものの、短顆の壺または甕を縦割りにして使用する製作の方法は共通している。内面の

朱はもとより、外面の煤付着も類似しており、現時点では具体的な用途を即断できないものの、共通

の目的をもった朱に関する専用容器であることは問違いない。また、辻垣遺跡ではほかにも同種土器

が 3 個体前後、壺 • 甕・鉢を利用した朱付着士器が15個体前後出士していて、後者の土器は瀬戸内系

とみられ、この遺跡がとくに朱の流通の瀬戸内各地問の交流拠点であったと位置付けている。ただ、
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第 3章第3節 小 結

朱付着土器は在地での共伴関係では後期中頃と

されているが中部瀬戸内編年では後期前菓であ

り、 多少のズレがある。百問川原尾島遺跡で

は、今のところ百・ 後 .n期を中心とする時期

しか確認されていない。

朱専用と思われる広片口鉢は吉備地方では初

見であり、朱付着鉢の点数も少ない。現時点で

は、広片D鉢と朱付沿鉢の 1個体それに石杵が

同一微高地の50m範囲内に存在し、ほぽ同時期

で朱を介在にする共通点をもつこと、朱は精製

された朱が付石していること、鉢の底部内面に

駒耗痕跡 （これは朱鉢に転用前か後かの判定は

つきにくい）が認められること、 鉢の外面には

煤が付着しているため加熱する目的があったこ

となどが捉えられるに過ぎない。

具体的な用途については、今少し資料の蓄禎

を待つ必要があろう。

古墳時代では、百 • 古 ・1期の型式を比較的

良好にホす井戸 9出士の一括上器がある。これ

は、伽中地域の下田所式（註 9) と呼称した一

群にほぼ併行する。ほかに井戸 7・8の出七士

器も同時期とみてよいが、井戸 7の甕780はロ

舷部外面にヘラガキの乎行線文を 4"'5条統ら

辻垣遺跡

註 7文鍼より

一部改変

• 一-百問川原尾島遺跡

匁／三ーミ
~\~~; 

，:.: 可翠町
-. ・-. ~ -—.--·· -. ---------・・・--・ 

第342図広片口鉢の比較 (I/6) 

本書 139

せる雄町 12類 （註 10) ・ オの町 n 式（註 9) の特徴であり、他のク•ンガキ沈線甕の一群より 1 型式古

い、百 ・後.N期の新相である。この甕は、百問川原尾島遺跡の水田面に密着し、洪水砂に埋没した

状態で検出された甕などと同類であることから、弥生後期水田の廃絶時期をホす資料の一つとみてい

る。

5-6世紀の遺物は、竪穴住居やとくに 4調在地区の溝29で多く出士している。そのうち、洞29出

土の子持勾玉J17は県内でも出土例が少なく、管見の限りでは勝央町植月東（註11)、総社市大文字遺

跡 （註12)などに知られるのみである。 植月東例は、低丘陵を開墾中に大石の Fの空桐から出 tした

といわれ、上質の緑泥片岩艘の全長12.5cmを測る完形の大形品である。胴部の断面はほぼ円形に近

い。 f勾五は腹 ・背 ・側に計20個を配し、 5世紀中頃の時期が与えられている。大文字例は、竪穴住

居の埋tから出土したもので、 緑色片岩製の全長10.6cmを測る完形品である。あまり粘巧な作りでは

ない。 f勾 Eは計11個持ち、時期は住居の共伴の須恵器から 6世紀後半頃が当てられている。 Jl7は滑

石製で全長約8.9cm、断面は長楕円形を呈している。子勾玉は計11個を配し、さらに本体と子の一部に

計74個（うち 2個は欠損部分の推定を含む）の小円圏文を施している。全体の形は比較的整ってい

る。 J17は禍からの出土であるため、時期の確定は難しいものの、とくに子勾玉が台形状の突起になり

断面も長楕円を星すなど、形態的にはわずかに形骸化 ・退化を示すことから、少なくとも前者よりも
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2. 遺物について

後出であり、 6世紀初めくらいを考えておきたい。

古代の遺物が洞35から多く出士していることは前述したが、そのうち「家」 ・ 「酒」 ・ 「下」 ・

「大」などの墨書士器 (929・935・942・948)や石製巡方S98、人形・斎串・刀形 (W22-30・33・34)

などの木製品や刀子・鎌 CM7・M 9 ----11)などの金属製品は、それぞれ官人層の存在や律令的祭祀と

の関連性を指摘できる。

中世は土城墓に注目される遺物が多い。とくに、 3調査地区の土猥墓 3~ま副葬品に中国製青磁碗・

皿 (968・969)さらに湖州鏡M13をもち、士城墓 4は中国製白磁碗 (970・971) • 同皿 (972-975)を

もつ。いずれも完形である。百間川遺跡群のなかでも、これだけ副葬品の量・質がそろった士城慕は

見つかっていない。これらの磁器の年代は、太宰府の型式分類（註13)に従えば、青磁碗は龍泉窯系

の I- 2・b類と同皿は同安窯系の I-1・b類、白磁碗970はN-1類と同971は V-1+2類、白

磁皿はいずれも III類にあたる。いっぽう、邑久町助三畑遺跡（註14) では、井戸の一括遺物の中に

「養和元年 0181年）」の紀年銘をもつ題鏑があり、共伴する陶磁器を同様に型式分類したうえで12世

紀末にあて、同時に井戸の埋没年代にしている。ただ、共伴する在地の士師質椀や瓦器椀は13世紀前

半と思われ、埋没年代を13世紀前半に降らせても陶磁器の使用年代に不都合はない。本土城墓出土の

磁器類は、その初現は助三畑遺跡のそれらと大差がないと思われる。土漿墓は在地士器などの共伴が

ないため、副葬された時期を確定できないが、近接する溝39出士の磁器と土師質土器など（第235・

236図）の共伴関係から13世紀前半と考えられる。 （柳瀬）
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付載 l 百間川原尾島遺跡出土土器の胎土分析

岡山理科大学自然科学研究所

白石 純

1 • はじめに

この胎士分析では、原尾島遺跡の三股ヶ・丸田調査区、三ノ坪• 横田調査区から出土した土器を分

析し、以下の点について検討した。

(1) 原尾島遺跡出土土器（三股ヶ・丸田調査区、三ノ坪•横田調査区）のなかで、古墳時代初頭の

時期の土器の間で器種により分析値に違いがみられるかどうか。また、同遺跡で現在までに分析

し蓄積(l)した資料と比較し検討する。そして、岡山県南部の足守川地域の足守加茂A・B遺跡、矢

部南向遺跡{2)と讃岐地方(3)の資料との比較検討。

(2)原尾島遺跡出土土器のうち 5世紀末から 6世紀代の土師器の資料と同遺跡の時期の異なる土器

の間で、胎土に差がみられるかどうか。

2. 分析方法および結果

分析方法は、波長分散型蛍光X線分析装置を使用して、測定資料の方法・条件・試料の調整などは

現在までおこなっている方法である。

分析資料は表の72点の土器である。時期は、弥生時代中期前半から 6 世紀代の壺・甕• 高杯・鉢•

製塩土器である。

分析の結果、原尾島遺跡出土土器のうち古墳時代初頭の士器43点について、器種の違いにより胎土

に差がみられるかでは、第 l図K20-CaO・ 第 2図Sr-Rbの各散布図から、器種ごとで胎士に差はみら

れなかった。ただ、壺（資料番号22、41)、甕 (4、26、27、29、30、42)のグループと甕 (5、8)

とその他のグループの 3つに大きく別れた。また、今回分析した原尾島遺跡で時期の異なる土器の間

での胎士分析値に違いがあるかどうかでも、ほとんど差はみられなかった。しかし、第 3図K20-

CaO・4図Sr-Rbから弥生時代後期末の甕 (55、64、65) 3点が同じ時期の甕と区別され、別のグルー

プをつくった。また、 5世紀末から 6世紀の甕 (46、47、49) 3点も別のグループをつくった。

次に、原尾島遺跡内で、 1994年度(4)に分析した弥生時代後期前半から後半にかけての51点の士器と

の比較をおこなった。この結果、第 5図K20-CaO・ 第 6図Sr-Rbの散布図から今回分析した古墳時代

初頭の甕 (5、 8) と弥生時代後期末の甕 (55、64、65)の5点が1994年度分析の讃岐系土器の領域

と重なった。

また、現在まで蓄積している吉備・讃岐両地方の土器との比較では、第 3図から 5、8、55、64、

65が讃岐（高松平野から西部地域）の領域に入った。ただ、第 4図の散布図では、これらはどの領域

にも入らなかった。

古墳時代初頭の 4、22、26、27、29、30、41、42の甕および壺は足守川A・Bおよび矢部南向遺跡

の領域にプロットされ、 71、72の弥生時代中期前半の壺は、吉備地方の領域に入らず、讃岐西部の領

域に入った。また、 5世紀末から 6世紀代の46、47、49の甕 3点がどの領域にも入らず一つのグルー
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プをつくった。

3. まとめ

原尾島遺跡（三股ヶ・丸田調査区および三ノ坪•横田調査区）出土の弥生時代中期前半から 6 世紀

代の士器の胎土分析をし、新たに確認・推測できたことを述べまとめとする。

(1)古墳時代初頭の壺 (22、41) ・甕 (4、26、27、30、42)の 7点が他の原尾島遺跡出土土器と

は別のグループをつくり、足守川流域の領域に分布した。このことより、これらの士器は、吉備

地方で生産されている「ボウフラ」などに使用されている胎土と類似する。

また、弥生時代後期末の甕 (55、64、65) と古墳時代初頭 (5、 8)の5点の土器がほぼまと

まりK20-CaOの散布図では讃岐地方の高松平野部から西部地域の領域に入ったが、 Sr-Rbの散布

図では、どの領域にも入らなかった。このように現段階では、分析値が完全に讃岐地方と一致し

ておらず、讃岐地方でも地域の異なるところからの搬入とも考えられるが、現段階の資料の蓄積

からはこれ以上の推測はできない。

(2) 5世紀末から 6世紀代の甕10点のうち46、47、49の3点が他の甕と異なり、別のグループをな

し吉備地方の領域にも入らなかった。このように、この時期の士器にも胎士の異なるものがある

ことがわかった。

弥生時代中期前半の壺 (71、72) 2 点は形態•技法的に非在地産と考えられており、胎土の分

析値でも吉備領域に入らなかったが、讃岐西部地域の領域に入った。このことから讃岐系とする

には余りにも短絡すぎると考えられ、現段階ではこの土器に関して胎土分析からは、はっきりし

ない。今後この時期の資料を蓄積し改めて比較検討する必要がある。

以上のように、今回の分析で確認できたことを述べたが、比較資料の面でまだまだ不足しており、

推測の域をでない分析結果となってしまった。

この分析をおこなうにあたり、岡山県古代吉備文化財センターの職員の方々にはお世話になった。

記して感謝いたします。
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第 1表 百間川原尾島遺跡出土土器胎土分析一覧表（％）ただしSr・Rbはppm

闘 出土地区 出土遺構 器種（部位） 時代・時期 K2 0 Fe2 03 Si02 TiO Ali03 CaO 此O Sr Rb 

1 9C 井戸 8 壺（口緑） 百・古. I 2.11 5.43 64.03 0.75 19.14 1. 79 1.35 264 81 
2 ＂ II 鉢（口縁） ,, 2.73 3.73 71.60 0.49 19.04 0.78 〇.80 151 140 
3 ＂ ＂ 壺（頸部） ＂ 2.44 5.06 65.88 0.73 16.18 1.45 1.61 287 90 
4 ＂ ＂ 甕（口縁） ＂ 1.89 5.02 63.48 0.69 19.01 2.34 1.55 304 58 
5 ＂ ＂ " (底部） ＂ 0.77 13.54 46.57 1.87 19.19 5.23 3.39 259 18 ! 6 ＂ // ,, (口縁） II 2.18 3.16 74.49 0.61 13.99 0.80 0.75 192 95 
7 ＂ II ,, (口縁）

” 2.23 7.71 63.37 0.84 16.82 1.40 1. 41 270 75 
8 ＂ ＂ ,, (肩部）

＂ 0.73 12.54 54.65 1.66 23.53 3.02 2.70 234 24 ， 
＂ ＂ 高杯（口縁） ＂ 2.17 8.09 61.87 0.83 17.56 1.40 2.02 226 85 

10 ＂ ＂ ＂ （杯） ＂ 2.33 8.62 59.42 0.84 17.95 1.33 1.92 250 81 
11 ＂ ＂ ,, (口緑）

＂ 2.42 8.22 66.29 0.91 19.41 1.05 2.37 159 83 
12 ＂ ＂ 、, （脚端）

＂ 2.44 7.94 63.50 0.85 19.40 1.27 1. 91 247 84 
13 ＂ ＂ 製塩士器 ＂ 2.12 5.74 63.75 0.59 18.57 1.07 0.64 199 91 
14 ,, 井戸 ， 壺（口縁） ,, 2.06 5.01 69.45 0.67 17.03 1.02 0.89 200 82 
15 ＂ ＂ II (胴部） ＂ 2.73 3.80 69.26 〇.56 16.51 1.07 0.66 216 96 
16 ＂ ＂ 鉢（口縁）

＂ 2.48 3.20 68.76 0.50 16.96 0.96 0.45 208 90 
17 ＂ ＂ 高杯（口縁） ＂ 1.82 6.68 64.86 0.87 18.64 1.53 2.29 291 76 
18 ＂ ＂ // (口縁） ＂ 2.40 8.70 65.36 0.87 18.04 1.30 1.88 191 7B 
19 ＂ ＂ 

,, (口縁）
＂ 2.85 8.11 64.50 0.93 19.95 1.15 2.37 155 88 

20 ＂ ＂ ＂ （杯） ＂ 2. 71 6.70 65.57 0.60 18.38 1.04 0.75 199 115 
21 ＂ ＂ 焼士塊 fl 2.68 6.16 64.61 0.78 17 .17 1. 76 2.58 254 86 
22 40C 土器溜り 5 壺（口縁） ＂ 1.46 7.99 55.86 0.86 25.15 2.88 1.92 422 41 
23 ＂ ” 

// (口緑） ＂ 2.81 3.53 67.20 0.65 19.28 0.97 0.68 153 123 
24 ” ＂ 

,, (口縁） ,, 2.28 7.75 62.56 0.76 17.20 l. 31 1.97 172 105 
25 ＂ ＂ 甕（口緑） ＂ 2.42 5.30 68.99 0.76 18.89 1.12 1.10 186 89 
26 ＂ ＂ 

,, (口縁）
＂ 1.58 6.74 60.23 0.79 21.58 2.39 1.27 298 62 

27 ＂ ＂ 
,, (口縁）

＂ 1.67 6.77 59.84 0.77 21.12 2.27 1.34 264 62 
28 II 

＂ " (口縁） ＂ 1.85 4.16 69.09 0.77 18.91 1.02 0.68 162 67 
29 ＂ ＂ II (口縁）

＂ 1.55 5.27 60.69 0.72 22.12 2.78 1.37 376 54 
30 ＂ ” 

II (口縁）
＂ 1.39 6.79 58.07 0.79 22.54 2.43 1.03 347 55 

31 ” ＂ 高杯（脚柱） ＂ 2.10 9.23 59.&36 5 1.05 20.95 0.94 1.54 132 62 
32 ＂ ＂ 

,, (脚柱）
＂ 2.15 11.54 60. 0.86 19.04 1.16 1.54 132 92 

33 ＂ ＂ II (脚端） ＂ 2.33 7.77 61.29 0.96 19.87 1.10 1.37 153 96 
34 ＂ ＂ ,, (脚端）

＂ 2.27 6.18 66.89 0.86 17.70 1.36 1.62 188 95 
35 ＂ ＂ " (脚端） ＂ 2.37 7.86 62.66 0.84 18.61 1.22 1 18 166 89 
36 ＂ ＂ 壺（胴） ,, 2.51 4.06 65.12 0.69 19.83 1.06 0.41 142 94 
37 ＂ ＂ " (胴） // 2.51 7.90 58.08 0.93 20.39 1.42 1.28 181 92 
38 ＂ ” 甕（胴） ＂ 2.36 4.01 68.08 0.60 20.11 0.84 0.15 192 102 
39 ＂ ＂ 

,, (胴）
＂ 2.39 3.90 66.77 0.62 21.10 0.79 0.24 197 94 

40 IOB (G-1土器溜り） 壺（口縁） ＂ 2.35 6.77 66.53 0.70 16.68 1.18 1.18 193 92 
41 ＂ （ ＂ ） ,, (口縁）

＂ 1.59 6疇 24 60.84 0.69 22.81 2.01 1.49 291 65 
42 ＂ （ ＂ ） 甕（口縁） ＂ 1. 70 6.40 61.45 0.74 20.43 2.33 1.45 341 66 

.....4.. 3 - ” ．．(．．．．．．．溝．．．II．2．．9．．．．．．) ．． 巖甕i胚（但口縁緑））．． ＂ -2-2--.. -3-6--6 6 --. ・・84・・・ .. -2-1-8 -9 --64.63 ．6 ． -0-0--.. -77--9 -0 --・・11・7-7--.. -9―1―5 呵2● ● 
..1.1....32..5 5 ... --1 1. ---79--9 5 ---・-・22・・0・3・3 ・5 ・・ _ ..99..0 .9 .. 44 〒● ● 16C ---5---世--一紀一---末—-----？--- ..7..0....3 ... 

45 16CD ＂ ,, (口縁）
＂ 2.65 6.17 69.53 0.77 17.81 0.97 1 84 143 93 

46 ＂ ＂ 
,, (口縁） 6 世紀 3.53 2.33 75.36 0.54 16.65 0.82 0.54 146 140 

47 16C ＂ II (口縁） ,, 2.93 2.22 68.86 0.56 21.69 1.02 0.58 175 143 
48 16D ＂ ,, (口縁）

＂ 2.51 3.20 69.38 0.59 20.24 1.00 0.77 225 114 
49 16C ＂ II (口縁）

” 3.27 3.63 69.28 0.46 18.84 0.71 0.20 145 159 
50 16CD ＂ 

,, (口縁）
＂ 2.69 1.81 73.11 0.49 16.51 1.36 0.35 289 101 

51 16D ＂ " (口緑） ＂ 2.66 4.41 70.82 0.76 17.22 1.01 1. 71 198 103 
52 ＂ ＂ 

,, (口縁）
＂ 2.46 5.70 65.30 0.74 16.82 1.13 1.49 217 91 

53 ＂ ＂ 
,, (口縁）

” 2.08 5.22 65.67 0.70 18.61 1.08 1.27 167 94 
-・---5--4 ・----・・・-1-6・・・C・・・・ D ● ..  冒・・・・・ ” -甑-甕・・ ・ ・ ・ ・（（・ ・口口・・ ・ 縁縁・・ ・ ・ ） ・ ） . . . . ＂ -2-0--.. --61-5 6 -----11-6---.. -0-1-3 6 -・・ .65..72......2.2.3 7 ... .0.1.....9.0.3 .6 .. ・2・1・9・1. ・・.-2-0-2 -5 --J5---.-5-3-8 -5 ---5-1.--.-68--3 -5 --● ・・2・1・6・0・8 9 ・・・ ---72--9 -4 --55 lOC ・・(・・N・・o.・1・・5・1・・士・・・痰・・・・）•·· ー百―:—裂:-N" ●

56 ＂ （ ＂ ） II (底） ＂ 2.40 6.08 65.84 0.76 16.63 1 38 1.63 226 79 
57 ＂ （ ＂ ） ,, (肩）

＂ 2.06 5.04 73.53 0.69 18.09 0.64 1.22 108 94 
58 ＂ （ 

” ） " (胴） ＂ 2.47 6.07 65.20 0.81 17.68 1.46 1 58 253 79 
59 ＂ （ ,, ） ,, (肩）

＂ 1.81 4.26 61.90 0.61 21.25 0.91 0.75 177 86 
60 llB 満12 " (底） ” 2.44 7.35 65.56 0.76 17.71 1.20 1. 78 171 89 
61 lOC 土器溜り 1 ,, (口縁）

” 2.53 4.28 71.48 0.70 16.55 1.19 0.95 226 91 
62 ＂ ” 

II (口縁） " 2.43 4.85 70.34 〇.75 16.60 1.28 1.30 239 100 
63 lOB (G--1側爵L:380) ,, (胴）

＂ 2.42 5.16 70.84 1.53 16.80 1.26 1.03 214 93 
64 lOD 士猥 17 II (胴） ＂ 0.81 11. 49 53.10 1.60 20.42 4.17 2.21 325 30 
65 ＂ ＂ 薦If杯(頃胴端））―― ＂ -0-2--.. -8-23 -3 ---,尋1・・28・・・.. -39--4 -2 -・ ・65・・5・1--.. -92--2 -6 ---・ 00--.. -87・・8 2 --・ ・2・1・37・・・ .. ・6・11 ・5 ・・・ .3.1.....8.1.3 .1 .. _2・1.・・.・8-8-3 0 --・ ・・・2・1-57--5 3 ---・・10・2・・5 ・5 ・・ ・----6・・・6 ・・ --------lO----C----------王器藩り-T・ ..弥..—生...後... ● 期...後...半.... 

67 ＂ ＂ ＂環柱） 百・後・ N 2.49 3.96 67.93 0.61 19.86 1.02 1.17 184 89 
68 ＂ ＂ 装飾壺（壺） 弥生後期後半 2.14 9.47 60.63 0.84 17.36 1.22 0.86 193 105 
69 9D 井戸 4 甕（胴） 百・後 ・ill 2.19 2.54 73.94 0.56 18.12 0.56 0.55 122 86 
70 1-0C 士器溜り 1 高杯（口縁） 百・後.I 2.62 4.11 70.33 0.57 17.82 1.26 0.53 269 109 
71 15・16CD 旧河道 壺⑬可） 百・後・ I? 1.13 4.74 59.07 1.22 19.39 3.38 2.14 160 51 
72 ＂ ＂ If (胴）

＂ 1.20 5.44 58.66 1.28 19.66 3.44 2.52 147 56 
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6
 ● 1995年度分析（弥生中期前半-6世紀）

01994年度分析（弥生後期前半～後半）
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第 5図 K20-CaO散布図原尾島遺跡内での比較
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付載2 百間川原尾島遺跡出土ガラス小玉およびガラス滓

株式会社ニコン・相模原製作所

苅谷道郎

1 . 資料および実体顕微鏡観察結果

資料の一覧を表 lに示す。資料のガラス小玉およびガラス滓は岡山県百間川原尾島遺跡三股ヶ・丸

田調査区 9・lOB,...__, D区の竪穴住居床面、土城あるいは井戸内下層の土中から検出され、共伴した遺

物から弥生時代後期と推定されている。資料 lは空色ガラス小玉であり、孔の軸方向に乎行な泡の配

列が銀察される。また表面・孔内部に平滑な仕上げ加工の痕跡がある。資料2は空色ガラス小玉の 2

ケの小片でその割れ面の形状と泡の位置から 2ケは同一の小片の破片である。資料 3は空色ガラス小

玉で、資料 lと同様な泡の配列と加工痕が観察されるが、外形は歪で小平面である。

資料 4,...__, 8は灰色の粒状多孔質体で、径数mmの小粒が多い。実体顕微鏡観察によれば多数の未溶融

の白色砂粒を含有する焼結体で、多数の泡を含有する賠緑色のガラス化部分が散在している。ガラス

化部分の周囲にはガラスが侵食され 2次生成した微小な針状結晶が密に存在する。百間川今谷遺跡ほ

表 1 百間川原尾島遺跡出土ガラス小玉およびガラス滓の資料一覧 か出土の「ガラス滓」

一資料番号 掲載番号 出土地区出士遣構名時代・時期種別

1 J 3 9C・D 竪穴住居 3 百・後・ l 小玉
2 9C・D 竪穴住居 4 百・後・皿 小玉
3 J 2 lOB 竪穴住居 l 百・後・皿 小玉
4 9D 士城16 百・後・ l 滓
5 9D 井戸 l 百・後. I 滓
6 9C・D 竪穴住居 3 百・後・ I 滓
7 lOB 土猥26 百・後.II 滓
8 lOD 土漿17 百・後.IV 滓

2. 分析結果と組成の推定

と同類のいわゆる「ガ

ラス滓」で、ガラス化

があまりされず、地中

埋蔵中に水に浸食され

激しく風化されたもの

と推定される。

資料をエネルギー分散型X線分析装置（フィリップスEDAX9100およびPV9900)で分析した。分析

は安立伸夫氏（株式会社ニコン・相模原製作所技術開発部）、大森厚夫氏（株式会社ニコン技術工

房•分析センター）に依頼した。分析結果を表 2 および表 3 に示す。

本分析法では表面の微小部分の深さ約 1μmまでの組成を半定量している。表 2の分析では資料

1 ,...._, 3の小玉の、埋蔵時の水分の影響を受けにくいと考えられる泡孔の内壁を分析した。また資料

4 ,...__, 7のガラス滓では小玉と同様にガラス部分の泡孔の内壁を分析した。

表 3の分析では組成のばらつきが大きいと予想されたため、各資料10点の分析を行いその平均値を

示した。いずれの分析も組成分析値はNa以上の重元素の酸化物について合計100%になるよう計算し

た判定撮値である。

いずれの分析値も表面の組成分析値であり、ガラスが地中埋蔵中に水に接触した表面の可溶成分が

溶出し、表面組成は内部組成と異なっていることが予想される。内部組成は表面組成に較べNa20、

K20が多く、 Si02、AbOは少ない。
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付載 2 百間川原尾島遺跡出士ガラス小王およびガラス滓

資料 1,...,___, 3のガラス小玉の組成は表面の浸食による変化と本来もつ内部組成のばらつきを考慮する

とほぽ同一組成系と考えられるが、資料 2~ま微量のPbOを含有し、資料 lおよび 3はPbOを含有しな

し、
0 

3. 着色原因の推定

表 2に示す分析結果から着色原因は次のように推定される。

，資料 1,...._.,3の空色は主としてFeOによる清色であり、 CuOは発色の主因となっていない可能性が高

い。酸化条件で溶融されるとFeはFe203となり、本含有量では暗緑色となる。資料 1,...._.,3は還元条件

下で溶融され主としてFeOによる発色であるが、 CuOが共存する可能性もある。

資料 4,...._., 8のガラス部分の暗緑色はFe203による沿色である。

4. 製造方法の推定

資料 1,..,__,3のガラス小玉は実体顕微鏡によって観察される泡の配列と加工痕から、ガラスを加熱し

引き伸ばし丸棒とし、冷却後切断し、中心に穿孔し、外形を荒摺り研磨し、玉としたと推定される。

先に報告した百問川原尾島遺跡出士の弥生時代のガラス小玉3)にほぼ類似の組成と製造方法のガラ

ス小玉がある。

5. ガラス滓に関する考察

資料の主成分の組成を百間川今谷遺跡出土•鹿田遺跡出土のガラス滓 l) 、百間川原尾島遺跡出土の

ガラス滓 (92年度分析、 93年度分析） 2) 3)および津寺遺跡出上のガラス滓4) と比較し表 4に示した。

資料 4,,..,__, 8の平均値は百間川原尾島遺跡出土のガラス滓 (92年度分析、 93年度分析）と同様に他の

遺跡出士のガラス滓と較べNa20が少ない。これは地中埋蔵中に水によって可溶成分が溶出した影響

があり、 Al⑬が多いのは溶出されない残分として多くなっていると考えられる。百間川今谷遣跡のガ

ラス滓はガラス光沢を持ち、水による侵食が少なかった。資料 4,,..,__, 8は百間川今谷遺跡のガラス滓に

較ベガラス化が進んでおらず、水に激しく侵食されており、生成時の加熱温度が百間川今谷遺跡のガ

ラス滓より低かったと推定される。

6. 同一の竪穴住居内から出土したガラス小玉とガラス滓の比較検討

資料 lのガラス小玉と資料 6のガラス滓は同一の竪穴住居の床面より出士した。表 3に示すガラス

滓の多数点の分析結果から資料 6は資料 4""'8のガラス滓の一般的組成を持つ。資料 6をガラス化さ

せると表 2に示すガラス滓のガラス部分の組成分析結果とほぼ同様な組成となると推定される。

表 2に示す資料 1のガラス小玉の組成と資料 4,,...__, 7のガラス滓のガラス部分の組成を比較すると、

資料 1~まガラス滓に較べNa20が少ないが、ほぼ類似の組成系である。しかしガラス滓はPおよび

MnOを含有し、資料 lは含有しない。ガラスの溶融および地中埋蔵中の侵食により PおよびMnOの

除去は困難であり、よって資料 lのガラス小玉はガラス滓を中間原料としたものではないと推定され

る。

ガラス小玉とガラス滓のガラス部分の組成がほぼ類似な組成系を持つことは出発原料と製造技術が

近似しており、 PおよびMnOを含有する原料が異なっていると推定される。ガラス化の程度の差から

ガラス小玉はガラス滓に較べ高温度• 長時間の溶融されている。
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表 2 百間川原尾島遺跡出土ガラス小玉およびガラス滓のガラス部分の表面の組成分析結果

資 料 1 2 3 4 5 6 
空色小玉 空色小玉 空色小玉 滓 滓 滓

見掛け比重 2.4 2.4 2.3 

組成 wt% 
SiOz 72.5 66.9 64.3 59.2 57.2 57.4 
Na20 2.0 0.6 2.6 10.8 9.0 11.3 
K20 4.1 5.0 2.9 2.2 4.1 1.3 
MgO 1.3 1.6 1.6 2.6 4.1 5.0 
CaO 0.3 0.4 0.8 2.0 2.5 3.5 
PbO 0.6 ・--

Ab03 12.1 17.8 22.5 14.8 16.6 11.3 
Ti02 0.6 0.8 0.6 0.8 0.8 0.5 
Fe203 4.1 5.4 4.2 4:7 4.4 8.7 
CuO 0.9 0.7 0.4 _, ー

p ，一
•一 0.8 0.3 0.3 

s ●9 -- 0.3 
Cl 2.2 0.2 0.1 1.0 0.2 0.5 
MnO --- ー，．．．

―-
1.0 0.5 0.2 

注） FeおよびCuの化学状態はそれぞれFe20aおよびCuOとして計算した。

表 3 百間川原尾島遺跡出土ガラス滓の表面の組成分析結果

資 料 4 5 6 7 8 全平均値

組成 wt% 
Si02 56.5 63.0 60.1 54.9 58.9 58.7 
Na20 4.3 6.8 3.3 2.0 6.7 4.6 
K20 2.6 4.0 3.4 2.5 1. 9 2.9 
MgO 4.4 3.8 2.9 2.3 3.7 3.4 
CaO 4.3 3.7 2.6 2.1 2.9 3.1 
Alz03 16.0 10.2 17.6 21.5 14.7 16.0 
TiOi 0.7 0.5 0.5 1.0 0.7 0.7 
Fe20s 11.0 6.9 8.9 13.3 9.6 10.0 
MnO 1.9 1.1 0.6 0.2 0.9 1.0 

表 4 ガラス滓の主成分平均値の比較

資 料
百間川原尾島遺跡 津寺遺跡 鹿田遺跡

百今谷問遺川跡94年度分析 93年度 92年度

組成 wt% 
Si02 58.7 59.2 50.6 55.0 60.7 62.6 
Na20 4.6 5.7 2.5 8.9 9.4 11.5 
K20 2.1 2.4 1.5 2.4 2.0 1.3 
MgO 3.4 2.2 3.3 4.6 5.7 4.9 
CaO 3.1 3.0 2.3 2.7 3.6 2.6 
Ab03 16.0 12.4 20.8 15.3 9.7 9.5 
Fe203 10.0 12.2 14.7 9.6 5.1 4.2 

参考文献

1)三浦定俊、苅谷道郎「鹿田遺跡出土ガラス滓」『岡山大学構内遺跡発掘報告』第3冊 p463、1988

2)苅谷道郎［百間川原尾島遺跡9・lOZ区出土ガラス滓」『岡山県埋蔵文化財発掘報告』 88 p 318、1994

3)苅谷道郎「百間川原尾島遺跡出土ガラス玉およびガラス滓J『岡山県埋蔵文化財発掘報告』 97 p 283、1995

4)山陽自動車道建設に伴う発掘調査で出土した。報告書は未刊。
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付載3 百間川原尾島遺跡出上の管玉の産地分析

はじめに

京都大学原子炉実験所

藁科哲男

東村武信

遺跡から出土する大珠、勾玉、管玉の産地分析というのは、玉類の製品が何処の玉造遺跡で加工さ

れたかということを調査するのではなくて、何ケ所かあるヒスイの原産地のうち、どこの原産地の原

石を使用しているかを明らかにするのが、玉類の原産地推定である。玉類の原石の産地を明らかにす

ることは考古学上重要な意味をもっている。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは、中国、雲南、ビ

ルマ説、発見後は、専ら国内説で、岩石学的方法1)および貴重な考古遺跡を非破壊で産地分析を行っ

た蛍光X線分析で行う元素比法2、3)が報告されている。また、碧玉製管玉の産地分析を系統的に行っ

た研究では、蛍光X線分析法と電子スビン共嗚法を併用し産地分析をより正確に行った例4)が報告さ

れている。石鏃などの石器と玉類の製品はそれぞれ使用目的が異なるため、それぞれの産地分析で得

られた結果の意味も異なる。 (1)石器の原材産地推定で明らかになる、遺跡から石材原産地までの移

動、活動範囲は、石器は生活必需品であるため、生活上必要な生活圏と考えられる。 (2)玉類は古代人

が生きるために必ずしも必要いるものではない。勾玉、管天は権力の象徴、お祭、．御守り、占いの道

具、アクセサリーとして、精神的な面に重要な作用を与えると考えられる。従って、宝類の産地分析

で、明らかになるヒスイ製玉類の原石の分布範囲は、権力の象徴としての玉類であれば、権力圏を現

わしているかもしれない。お祭り、御守り、占いの道具であれば、同じような習慣を持つ文化圏が考

えられる。石器の原材産地分析でしか得られない貴重な資料を考古学の分野に提供することができ

る。

今回分析を行った管玉は岡山市原尾島に位置する百問川原尾島遺跡の弥生時代から古墳時代にかけ

ての管玉 5個で、出士地区、遺構・層位、時代などを表 lに示す。これら 5個の管玉の産地分析結果

が得られたので報告する。

表 1 百間川原尾島遺跡出土管玉の資料一覧

資料番号 掲載番号 出土地区 出土遣構名 時代・時期 備 考

1 J 6 9C・D 竪穴住居 4 百・後・ 11I

2 J 34 37C （黒褐色砂質土） 古墳時代

3 J31 40B 士城77 百• 前 ・ill

＇ 
4 J 32 40C 土城79 百• 前.ill 

5 8・9 A 「竪穴住居 6」 百・後.II 『百間川原尾島遺跡3』

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしかな
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いという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組み合わせ、比重の

違い、原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分析は

できない。成功するかどうかは、とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋でもって

区別できたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一致しない原産地

を消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定する。

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多くて、非破壊で産地分析が

行なえる方法でなければ発展しない。石器の原材産地分析で成功している 5)非破壊で分析を行なう蛍

光X線法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。

遺跡から出士した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破壊

で産地分析を行った。ヒスイ製玉類は蛍光X線分析法で元素の種類と含有最を求め、試料の形や大き

さの違いの影響を打ち消すために分析れた元素同土で含有量の比をとり、この元素比の値を原産地を

区別する指紋とした。碧玉製玉類はESR法を併用するが試料を全く破壊することなく、碧玉に含有さ

れている常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用し

た。

碧玉原石の蛍光X線分析

碧玉の蛍光X線スペクトルの例として島根県花仙山産原石を図 lに示す。猿八、玉谷産の原石から

検出される蛍光X線ビークも異同はあるものの図 lでしめされるビークは観測される。士岐、興部の

産地の碧玉は鉄の含有量が他の産地のものに比べて大きいのが特徴である。産地分析に用いる元素比

組成は、 Al/Si、K/Si、Ca/K、Ti/K、K/Fe、Rb/Fe、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/Zr、Y/Zrで

ある。 Mn/Fe、Ti/Fe、Nb/Zrの元素比は非常に小さく、小さい試料の場合測定誤差が大きくなる

ので定量的な判定の指標としませず、判定のときに、 Ba、La、Ceのビーク高さとともに、定性的に原材

産地を判定する指標として用いる。

Alターゲット
励起

Si 

~ 
Mg 

翡I

＇ ＇ 1 

90 120 200 

Feターゲット
励起

I 
K 

I 

＇ 300 400 
I 

500 

Fe 

FeKp 

Agターゲット
励起

Gdターゲット
励起

Ba 

300 400 500 600 700 BOO 500 600 700 BOO 

図 1花仙山産碧玉原石の蛍光 X線スペクトル

碧玉の原産地と原石の分析結果

分析した碧玉の原石の原産地を図 2に示す。佐渡島猿八原産地は、 (1)新潟県佐渡郡畑野町猿八地区

で、算出する原石は、地元で青玉と呼ばれている緑色系の石で、良質なものは割れ面がガラス光沢を
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示し、質の良くないものは光沢の少ないグリーンタフ的なものである。産出量は豊富であったらしく

採石跡が何ケ所か見られ、分析した原石は猿八の各地点から表採したものおよび地元で提供された原

石などで、提供されたものの中には露頭から得られたものがありグリーンタフ層の間に約 7cm幅の良

質の碧天層が挟まれた原石であった。分析した原石の比重と個数は、比重が2,6....__.2.5の間のものは31

個、 2,5....__.2.4の間は 5個の合計36個で、この中には、茶色の碧玉も 2個含まれている。原石の比重が

2.6"""2.3の範囲で違っても、碧玉の色が茶色、緑色、また、茶系色と緑系色の縞があるなど、多少色

の違いがあっても組成上には反映されていない。出雲の花仙山は近世まで採掘が行われた原産地で、

所在地は(2)島根県八束郡玉湯町玉造温泉地域である。産出する原石は濃緑色から緑色の緻密で、剣離

面が光沢をもつ良質の碧玉から淡緑色から淡白色などいろいろで、硬度が低そうなグリンータフの様

な原石も見られる。良質な原石の比重は2.5以上あり、質が悪くなるにしたがって比重は連続的に2.2

まで低くなる。分析した原石は、比重が2.619....__,2. 600の間のものは10個、 2.599....__.z. 500は18個、

2.499"""2.400は7個、 2.399-"""2 ._300は11個、 2.299"""2.200は11個、 2.199....__,2.104は3個の合計60個で

ある。比重から考えると碧玉からグリーンタフまでの領域が分析されている。花仙山産原石は色の違

い、比重の違いによる組成の差はみられなかった。玉谷原産地は、 (3)兵庫県豊岡市辻、日高町玉谷地

域で、産出する碧玉の色、石質などは肉眼では花仙山産の原石と全く区別がつかない。また、原石の

中には緑系色に茶系色が混じるものもみられ、これは佐渡猿八産原石の同質のものに非常によく似て

いる。比重も2.6以上あり、質は花仙山産、佐渡猿八産原石より優れた感じのものもみられる。この様

な良質の碧玉の採取は、産出量も少ないことから長時間をかけて注意深く行う必要がある。分析した

原石は、比重が2.644"""2.600は23個、 2.599"""2.589は4個の合計27個で、玉谷産原石は色の違いによ

る分析組成の差はみられなかった。また、玉谷原石と一致する組成の原石は日高町八代谷、石井、ア

ンラクなどで採取できる。二俣原産地は(4)石川県金沢市二俣町地域で、原石は二俣川の河原で採取で

きる。二俣川の源流は医王山であることから、露頭は医王山に存在する可能性がある。河原で見られ

露頭（原石が生成した場所で採集可能な地点）

1 : 畑野町、猿｝＼原産地

2 : 玉潟町、花仙山原産地

3 : 豊岡市、玉谷原産地
g
 

• •• o 

~-.'/} 図 2碧玉および碧玉様緑色石の原産地
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表 2 各碧玉の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

原石群名
分析 A上/Si 立 si ~/K 戸 /K 立X土F(le 個数 X士0 X士 (J X士(J X士 (J

興 部 31 0.011士0.003 0.580士0.320 0.123士0.137 0.061士0.049 0.022士0.006
空知Al 10 0.049士0.017 1.044士0.299 2.308士0.556 0.484士0.096 0.052士0.012
空知A2 3 0.019士0.009 0.675士0.377 0.623士0.203 0.172士0.031 0.040士0.007
空知 B 2 0.066士0.001 3.927士0.267 0.088士0.004 0.089士0.003 0.283士0.034
猿 ノ＼ 36 0.046士0.007 3.691土0.548 0.049士0.038 0.058士0.011 0.370士0.205
士 岐 11 0.010士0.001 0.404士0.229 0.090士0.074 0.057士0.035 0.027士0.007
玉 谷 27 0.025士0.009 0.625士0.297 0.110士0.052 0.476士0.104 0.045士0.014
花仙山 l 27 0.019士0.004 0.909士0.437 0.171士0.108 0.222士0.098 0.059士0.019
花仙山 2 33 0.023土0.003 1.178士0.324 0.157士0.180 0.229士0.139 0.055士0.015
細 入 8 0.019士0.003 0.534士0.284 0.991士0.386 0.372士0.125 0.031士0.008
ー・ 俣 4 0.043士0.001 2.644士0.183 0.337士0.079 0.158士0.009 0.312士0.069
石 戸 4 0.019士0.004 0.601士0.196 0.075士0.,,022 0.086士0.038 0.154士0.072

-·-·-···-·-~ ———• 冒- -------------------------------.... ----------・-----------------------------------------------... ----------------------------------------------------——-------
女代南B 68 0.045士0.016 3.115士0.445 0.042土0.024 0.107士0.036 0.283士0.099

原石群名
分析 RVF  e FHZr  RVZr  Sェ/Zr Y/Z r 
個数 X士 6 X士 6 X士6 X士6 X士6

興 部 31 0.070士0.021174.08士124.916.990士13.44 0.668土0.435 1.801土1.434
空知Al 10 0.108士0.042 4.658士2囀 044 0.438士0.08915.676士4.311 0.054士0.041
空知A2 3 0.037土0.01027.651士10.97 1.132士0.759 5.930士3.179・0.349士0.251
空知 B 2 0.455士0.010 2.281士0.278 1.035士0.104 0.235士0.084 0.129士0.022
猿 ノ＼ 36 0.384士0.153 1.860土1.070 0. 590土0.185 0.139士0.127 0.165士0.138
土 岐 11 0.091士0.02947.540士31.76 4. 074士2.784 0.271士0.323 0.269士0.265
宝 谷 27 0.151士0.020 6.190士1.059 0.940士0.205 0.192士0.170 0.158土0.075
花仙山 l 27 0.225士0.02810.633士3.616 2.345士o.693 o.4r6士0.192 0.098士0.052
花仙山 2 33 0.219土0.02812.677士2.988 2.723士0.519 0.472士0.164 0.132士0.071
細 入 8 0.073土0.02012.884士3.752 0.882土0.201 1.879士0.650 0.026土0.032． 

俣 4 0.338士0.039 1. 495士0.734 0.481土0.176 0.697士0.051 0.088士0.015
石 戸 4 0.170士0.079 7.242士1.597 1.142士0.315 0.649士0.158 0.247士0.092------------------~TTTTT·----

- ------------&&  ------&A•• WW  -------- - - - -----------&-_ .. ___  --& - ----------------——~--------------------------—--- ----------------------— --1・一――----

女代南B 68 0.267士0.063 2.374士0.676 0.595士0.065 0.214士0.097 0.171士0.047

原石群名 I分析 M且/Fe
個数 I X士 (J

Ti/Fe 
" "' 

X士 6

N丸/Zr
X土 6

重

6土

比＿

x
興部 31 0.004土0.003 0.001士0.001 0.455士0.855 t 2.626士0.032
空知A1 10 0.078士0.152 0.019士0.005 0.003士0.007 ! 2.495士0.039
空知A2 3 0.009士0.003 0.006土0.002 0.118士0. 167 l 2 . 632士0.012
空知 B 2 0.015士0.002 0.022士0.004 0.123士0.010 l 2.607士0.001
猿八 36 0.003士0.001 0.018士0.010 0.032士0.014 l 2.543士0.049
士岐 11 0. 001士0.001 0.001士0.001 0.261士0.242 l 2.607士0.009
玉谷 27 0.006士0.003 0.016士0.003 0.054士0.021 ! 2.619士0.014
花仙山 1 27 0.001士0.001 0.009士0.002 0.042士0.034 l 2.570士0.044
花仙山 2 33 0.001土0.001 0.009士0.004 0.035士0.025 l 2.308土0.079
細入 8 0.003士0.002 0.008士0.002 0.021士0.344 ! 2.169士0.039
二俣. 4 0.007士0.002 0.043土0.010 0.043士0.023 ! 2.440士0.091
石戸 4 0.007土0.001 0.009士0.002 0.227士0.089 t 2.598士0.008
-----------・----------------. ----・-・.. --・・・-----・-・.. -----------------... -----------------・-----------------・----... -----------・----・--・-----・----女代南B
遺物群

68 0.011士0.004 0.026士0.009 0.034士0.016 l 2.554士0.019

x: 平均値、 a : 標準偏差値

女代南B:女代南遺跡（豊岡市）で使用されている原石産地不明の玉原材料で作った群
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付載 3 百間川原尾島遺跡出土の管玉の産地分析
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図 3百間川原尾島遺跡管玉ー 1(37435)の蛍光 X線スペクトル
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図4百間川原尾島遺跡管玉ー 2 (37436)の蛍光X線スペクトル
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図5百間川原尾島遺跡管王ー 3 (37437)の蛍光 X線スペクトル
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図6百間）II原尾島遺跡管玉ー 4 (37438)の蛍光 X線スペクトル
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図 7 百間川原尾島遺跡管王ー 5 (37439)の蛍光 X線スペクトル

表3 百間川原尾島遺跡出土の管玉の分析結果

試料番号 分析番号
元 素 比

AI/Si K/Si Ca/K Ti/K K/Fe Rb/Fe Fe/Zr Rb/Zr 

管玉 1 37435 0.046 3.492 0.118 0.061 0.344 0.358 2.506 0.897 

＂ 2 ｀ 37436~ 0.043 3.451 0.022 0.121 0.330 0.304 2.033 0.619 

＂ 3 37437 0.070 3.067 0.806 0.804 0.089 0.213 1.621 0.346 

＂ 4 37438 0.061 2.642 0.872 0.755 0.121 0.261 1.206 0.315 

＂ 5 37439 0.065 .4. 970 0.234 0.439 0.188 0.255 1.504 0.383 
JG-1 a.) 0.084 3.849 0.749 0.215 0.127 0.269 3.831 1.029 

試料番号 分析番号
元 素 比

：！:! 重 量gr ： i ' ! 比重Sr/Zr Y /Zr Mn/Fe Ti/Fe Nb/Zr 

管玉 l 37435 0.527 0.159 0.008 0.017 0.087 0.070 2. 4,..._, 

＂ 2 37436 0.132 0.127 0.005 0.030 0.035 0.271 2.606 

＂ 3 37437 6.035 0.000 0.004 0.053 0.019 0.090 

＂ 4 37438 5.270 0.042 0.006 0.071 0.000 0.299 2.354 

＂ 5 37439 0.655 0.067 0.007 0.070 0.018 0.286 2.444 

JG-1 ,1.316 0.213 0.022 0.023 0.063 j 
1 

a) : 標準試料、 Ando,A., Kurasawa, H., Ohmori, T. & Takeda, E. (1974). 
1974 compilation of data on the GJS geochemical reference samples JG-I granodiorite and JB-1 
basalt. Geohemical Journal, Vol. 8 175-192. 

表4 百間川原尾島遺跡出土の管玉の原石産地分析結果

遺物番号
分析 碧玉製玉類蛍光X線分析法による帰属確率 ESR 総 合判 定
番号 興部群 玉谷群 花仙山群 猿八群 女代(B)群 信号形 原 石産 地

管玉 l37435 く10-2s % 2x10-15 % < 10―25% 4 % 6Xl0―5%  不 明

＂ 2 37436 く10―25%lXlO―14 % < 10―2 5 % 0. 0004 % 58 ％ 女代(B)形 女代南(B)遺物群

＂ 3 37437 lXlO―13% 3x10-11% <10―2 5 % <10-25 % <10―25% 空知(B)形

＂ 4 37438 3Xl0―14% 1x10-16% <10―25% <10-25% <10―25% 
＂ 

＂ 5 37439 0.01 % lXlQ-13% 2Xl0―19 % 4Xl0―23% 3x10-21% 不 明
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付載 3 百間川原尾島遺跡出土の管玉の産地分析

る碧玉原石は、大部分がグリーンタフ中に層状、レンズ状に非常に緻密な部分として見られる。分析

した 4個の原石の中で 3個は、同一塊から 3分割したもので、 1個は別の塊からのもので、前者の 3

個の比重は2.42で後者は2.34である。元素組成は他の産地の組成と異なり区別できる。この 4個が二

俣原産地から産出する碧玉原石の特徴を代表しているかどうか、さらに分析数を増やす必要がある。

細入村の産地は(5)、富山県婦負郡細入村割山定座岩地区のグリーンタフの岩脈に団塊として緻密な濃

緑の碧玉質の部分が見られる。肉眼では、他の産地の碧玉と区別できず、また、出士する碧玉製の宝

類とも非常に似た石質である。しかし、比重が非常に軽く、分析した 8個は2.25,...__,2.12で、この比重

の値で他の原産地と区別できる場合が多い。土岐原産地は(6)、愛知県士岐市地域で、赤色、黄色、緑

色などが混じり合った原石が産出し、このうち緻密な光沢のよい濃緑で比重が2.62,...__,2.60の原石を碧

玉として11個分析を行った。ここの原石は鉄の含有星が非常に大きく、カリウム含有量が小さいとい

う特徴を持ち、この元素比の値で他の原産地と区別できる。興部産地(7)、北海道紋別郡西興部村の碧

玉原石には鉄の含有量が非常に高く、他の原産地と区別する指標になっている。また、比重が2.6以下

のものはなく遺物の産地を特定する指標として重要である。石戸の産地は(8)、兵庫県氷上郡山附町地

区の安山岩に脈岩として採取されるが産出量は非常に少ない。元素組成から他の産地の碧至と区別で

きる。

これら原石を原産地ごとに統計処理を行い元素比の平均値と標準偏差値をもとめて母集団を作り表

2に示す。各母集団に原産地名を付けて、その産地の原石群、例えば花仙山群と呼ぶ。花仙山群は比

重によって 2個の群に分けて表に示したが比重は異なっても組成に大きな違いはみられない。した

がって、統計処理は一緒にして行い、花仙山群として取り扱った。原石群とは異なるが、豊岡市女代

南遺跡で主体的に使用されている碧玉製の玉の原材料で原産地は不明の遺物が出土している。同質の

材料で作られた可能性がある玉類は北陸、近畿、中国地方に分布しているらしい。この分布範囲を明

らかにし、原石産地を探索すると言う目的で女代南遺物群として原石群と同じように使用する。

この他、鳥取県の福部村たねが池、鳥取市つづらお岬などの自然露頭からの原石を 4個分析した。

比重は2.6以上あり元素比組成は、興部、玉谷、士岐石に似るが、他の原産地の原石とは組成で区別さ

れる。また、緑系の原石ではない。

百間）II原尾島遺跡出土の管玉と国内産碧玉原材との比較

遺跡から出土した玉類は表面の泥を超音波洗浄器で水洗するだけの完全な非破壊分析で行ってい

る。

遺物の原材産地の同定をするために、 (1)蛍光X線法で求めた原石群と碧玉製遺物の分析結果を数理

統計の手法を用いて比較をする定量的な判定法で行なう。 (2)また、 ESR分析法により各産地の原石の

信号と遺物のそれを比較して、似た信号の原石の産地の原材であると推測する方法も応用した。

蛍光X線法による産地分析

これら遺物の蛍光X線分析の結果（図 3.........,7)および比重（表 3)から原材料の岩石を碧玉系、グ

リーンタフ系の 2 個に分類した。 (1)碧玉系と分類した遺物は管宝― 1 、 -2 で、緻密で、管玉ー 1~ま

小さすぎるために正確な比重は測定できなかったが2.4以上で、管玉ー 2は2.6であること、および蛍

光X線分析でRb、Sr、Y、Zrの各元素が容易に親測できるなどを条件に分類した。 (2)緻密でなく、比
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重が2.45以下の菅玉ー 3、-4、-6の管玉をグリーンタフ系として分類した。これら遺物の元素組

成比および比重の結果を表 3に示した。原石の数が多く分析された原産地については、数理統計のマ

ハラノビスの距離を求めて行うホテリングT2検定 8)により同定を行い結果を表4に示した。土岐、

二俣、細入、石戸原産地は統計処理ができるだけの原石の分析数が用意されていないが元素組成から

これら産地の原石でないと推定された。また興部産地でないことは鉄の含有量から証明できる。蛍光

X線分析の結果から原石産地を特定された遺物は、管玉ー 1が佐渡島の猿八群に、また管玉ー 2は豊

岡市女代南遺跡で主体的に使用されている女代南(B)遺物群に一致した。これら遺物を猿八群および女

代南遣物群の原石と同じ原産地であると結論するには以下に述べる電子スピン共嗚 (ESR)法による

結果も猿八群、女代南遺跡群に一致すればより確実な結果となる。

ESR法による産地分析

ESR分析は碧玉原石に含有されているイオンとか、碧玉が自然界からの放射線を受けてでぎた色中

心などの常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用し

た。 ESRの測定は、 Varian者のE-4型Xーバンドスペクトロメークーで行う。試料は完全な非破壊

分析で、直径が11mm以下の管玉なら分析は可能で、小さい物は胡麻粒大で分析ができる場合がある。

図8-1のESRのスペクトルは、幅広く磁場掃引したときに得られた信号スペクトルで、 g値が4.3

の小さな信号(1)は鉄イオンによる信号で、 g値が 2付近の幅の広い信号(n)と何本かの幅の狭いピーク

群からなる信号（皿）で構成されている。図 8-1では、信号(Il)より信号（皿）の信号の高さが高く、図 8-

2、-3の二俣、細入原石ではこの高さが逆になっているため、原石産地の判定の指標に、利用でき

る。今回分析した天類の中で信号(II)が信号(m)より小さい場合は、二俣、細入産でないと言える。各原

産地の原石の信号(m)の信号の形は産地ごとに異

同があり産地分析の指標となる。図 9-1に花

仙山、猿八、玉谷、土岐、図 9-2に興部、石

戸、八代谷— 4 、女代(B)遺物群、八代谷および

図9-3には花石、空知の各原石の代表的な信

号（皿）のスペクトルを示す。図10に今回分析した

管玉の信号(m)のESRスペクトルを示す。管玉一

l、-6に一致する原石の信号(m)は見られな

い。管玉ー 2は女代南遺物群の女代(B)形に一致

し、管玉ー 3、-4は空知(B)形にそれぞれ一致

する。このことは、 ESR分析から見ると分析し

た遺物の原石産地がそれぞれ似た信号を示す原

石の産地の可能性が大きいことを示唆してい

る。さらに正確な原石産地を推測するために蛍

光X線分析の結果と組み合わせ、総合判定とし

て、両方法でともに同じ原産地に特定された場

合のみ、そこの原産地の原石で作られた玉であ

ると決定する（表 4)。

J
l
i
 

1・”
!000 G 

X—パンド、

100KHz、室温

磁場掃引； 0-8000G 

g = 4 .3 2.68 2.0 1.65 

二俣産原石

図8碧玉原石の ESRスペクトル

（花仙山、王谷、猿八、土岐）
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図9-(I)碧玉原石の信号IIIの

ES Rスペクトル

X—パンド (20mw)

MOD: 1G、室温

,M 

F
 

図9-(2)碧玉原石の信号IIIの

ES Rスペクトル

花石（緑現瑞）
"""w~..,,_.. 

F
 

図9-(3)碧王原石の信号川の

ES Rスペクトル

管玉— 2 (37436) 

図10百問川原尾島遺跡出土管玉の

信号IIIのESRスペクトル
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結論

百間川原尾島遺跡の弥生時代後期の管玉― 1~ま蛍光X線分析で佐渡島猿八群に帰属されたが、

ESR分析ではどこの原石産地にも一致しなかったため、この管玉の原石産地は特定できなかった。古

墳時代の管玉ー 2は蛍光X線分析およびESR分析の両方法ともに女代南遺物群の女代(B)群に一致した

ため、原石産地は不明であるが、女代南遺物の中の女代(B)群と同じ産地の原石が使用されていると推

定した。弥生時代の管玉ー 3、-4は相互に蛍光X線分析の結果は似ていて、またESR信号は北海

道、富良野市の空知(B)形に似ることからこの両管玉は同じ産地の原石で作られた可能性が推定され

た。しかし、蛍光X線分析の結果は空知原石の組成と異なるため、両管玉の原石産地は特定できな

かった。弥生時代後期の管玉ー 5は蛍光X線分析およびESR分析の両方法ともに一致する原石産地は

見られず原石産地は特定できなかった。

今回の産地分析で原石産地が特定できた管玉はなかったが、古墳時代の管玉ー 2が近畿、中国、四

国地方で広く使用されている女代(B)群と同じ産地の原石が使用されていると推定されたことで、本遺

跡がこれら女代(B)群の原石を使用した他の遺跡との関係を考察する試料が得られた。

参考文献

1)茅原一也 (1964)、長者が原遺跡産のヒスイ（翡翠）について（概報）。長者ケ原、新潟県糸魚川市教育委員

会： 63-73 

2)藁科哲男・東村武信 (1987)、ヒスイの産地分析。富山市考古資料館紀要 6: 1-18 

3)簗科哲男・東村武信 (1990)、奈良県内遺跡出土のヒスイ製玉類の産地分析。橿原考古学研究所紀要『考古学

論孜』、 14:95-109 

4) Tetsuo Warashina (1992), Alloction of Jasper Archeological Implements By Means of ESR and XRF. 

Journal of Archaeological Science 19: 357-373 

5)藁科哲男・東村武信 (1983)、石器原材の産地分析。考古学と自然科学、 16:59-89 

6)番場猛夫 (1967)、北海道日高産軟玉ヒスイ。調査研究報告会講演要旨録、 No.18: 11-15 

7)河野義礼 (1939)、本邦における翡翠の新産出及び其化学的性質。

岩石磯物鉱床学雑誌22:195-201 

8)東村武信 (1976)、産地推定における統計的手法。考古学と自然科学、 9 : 77-90 
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付載4 百間川原尾島遺跡出士の木製品樹種同定、種実同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

0 木製品の樹種

1 . 試料

試料は、木製品50点（試料番号 1,...,__,50)である。各試料の詳細については、樹種同定結果とともに

表 lに記した。

2. 方法

剃刀の刃を用いて、試料の木口（横断面） ．柾目（放射断面） ・板目（接線断面）の 3断面の徒手

切片を作製した。切片は、ガム・クロラール（抱水クロラール・アラビアゴム粉末・グリセリン・蒸

留水の混合液）で封入し、プレパラートとした。プレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の特徴を観

察し、種類を同定する。

3. 結果

同定結果を表 lに示す。 50点の試料は、 2点（試料番号10、20)が切片の作成ができず不明とし

た。また、 3点（試料番号31、34、42)が保存状態が悪いために、樹種の同定に至らず、観察できた

範囲で木材組織の特徴を記した。試料番号36は樹皮であった。その他の試料は、針葉樹 3種類（ス

ギ・ヒノキ属・カヤ）、広葉樹13種類（コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属アカガシ亜属・ク

リ・シイノキ属・ヤマグワ近似種・クスノキ・、ンキミ・サカキ・イスノキ近似種・ウツギ属・ムクロ

ジ・ハイノキ属・チシャノキまたはマルバチシャノキ）が確認された。

4. 考察

出土した木製品は、弥生時代前期、古墳時代、平安時代前期、室町時代のものである。これらの樹

種同定結果を見ると、鍬は広葉樹（環孔材） 1点と樹皮 l点以外は全てアカガシ亜属である。このこ

とから鍬の用材には、時代や形態にあまり関係なく、アカガシ亜属が多く利用されていたことがうか

がえる。同様の傾向は西H本に分布する遺跡から出土した鍬の樹種同定結果にも多く見ることができ

（島地・伊東、 1988;伊東、 1990)、強度の高いアカガシ亜属を選択していたことが推定される。弥生

時代前期および古墳時代の横槌や柄にアカガシ亜属が多数見られることについても、同様のことが考

えられる。

平安時代前期の木製品では、ヒノキ属が多く見られ、様々な用途に用いられていたことがうかがえ

る。とくに、今回ヒノキ属に同定された製品の多くは板状の加工を施すことから、割裂性の良いヒノ

キ属が使用されたのだろう。また、櫛は細片であったため確実な同定には至らなかったが、これまで

にも多くの遺跡で同様の製品に確認されているイスノキの可能性が高い。櫛の用材としては、現在ツ

ゲ（柘植）が最も高級品とされ、イスノキはツゲに次ぐ良財とされる。いずれも材が緻密で細かい細

工に適している。遺跡から出土した櫛の樹種同定結果では、最も多いのはイスノキであり、ツゲは少
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ない。このことから過去においてはツゲよりもイスノキが良財と認識されていた可能性もある。この

背景には、木材の入手のしやすさ等も関係していたと考えられる。

室町時代では、平安時代と同様に、板状の加工を施す木製品にはヒノキ属が多く、平安時代から継

続して割裂性の高い木材を選択していたことがうかがえる。椀は全てクリであった。クリは堅いため

に薄手物に適する木材とされ、これまでにも多くの遺跡で同様の用途に確認されている。

今回の調査では、木製品の樹種は合計16種類に及び、多くの木材が使用されていたことが明らかと

なった。これらの木材の多くは、いずれも周辺部で入手可能であったと考えられる。

表 1 樹種同定結果

番号 出十抑区 遣構名 出土層位等 時代・時 器梱 固 稗 名
18D 渦35 中•南部下層

翌翌平安前

―串 ヒノキ属

留中部部落下ち込層み内（櫃より南） ~) イスノキ属
；頭棒 、ンキミ

南音5落ち込み

坐乎直平宏…安国煎前前

下駄 ヒノキ屈属
南音 ；下層 有孔板 ヒノキ
北音鱈 紡錘 ハイノキ属
南音 折敷の底板 ヒノキ属

南中部セ下ク層ション内下層

乎平乎乎平乎安安安安安安前前前前前前期期期期期期

有眼棒 サカキ
曲物 ヒノキ属

南セクション内下層 1~ じ夜 不明
串 ウツギ属

北部下層 、1敷の側板 ヒノキ属

南雨蔀部下下層層
折敷 ヒノキ属

平安前 折敷 ヒノキ属
中音 渭 平安戸女＝ 前 弓？ カヤ
中音 平前 折敷の底板 ヒノキ属

17C・D 井戸11 室町 ； クリ) 

室町 クリ
室町 r クリ

第27層 室町 紐？ 不明

悟第半2椀7層柑土面より下層(27層） 室町 下疇駄の底板 l::.ノキ属
室町 ハイノキ属

南半椀より下層 室町 曲物の底板 ヒノキ属
南半椀出士面まで

室諸
碗 クリ

悟半｝柑土面より下層(24層） 下駄 ハイノキ属
26 16・17D 洞29 下 （下部） 横槌 コナフ亜属アカガシ属

16C 下 （中部） 古舌： 臼 ヤマグワ近似種

下 （中中部蔀 ・粘質士） えぶり コナフ属アカガシ属
下層（ ・粘質土） 古 加工木 シイノキ属
下 中部 古 柄 コナフ属アカガシ属
下 雷眉 古． 丸鍬未製品 広葉樹（環孔材）
下 古 I 1 コナフ属コナラ亜属クヌギ節
下 （下部） 古； チシャノキまたはマルチノミチツャノキ
下 中部

古舌
、 広葉樹（散孔材）

下 （下部） 又鍬 コナラ属アカガシ亜属
下 中部 古 又鍬 樹皮
下 讀 古 加工木（部材？） ヒノキ属

38 18D 溝35 下 平安厠期 鎌 コナラ属アカガシ亜属

隠16C・D 1日河道 中 （下部） 弥生前期 空'-'-" クスノキ
中 （上部） 弥弥生前期 きぬた ムクロジ

41 15C 生前期 鍬 コナフ属アカガシ亜属

虞44 
16D セクション（（第第4433層層） 弥生前期 一又柄 広薬樹（散孔材）

セクション（第 ） 弥生前 一又柄 コナフ属アカガシ亜履属
下層（上部）

弥古生墳後前 諸手鍬薔の未製品 コナフ属アカガシ亜
45 19C 建物12 柱穴 スギ
46 18C 誓 北側欝セクショ、:;23-33眉相当 平安前 下駄 ヒノキ属
47 17C・D 戸 11 室町 贋 クリ
48 16C 溝29 下層上部 古： コナフ属コナラ亜属クヌギ節
49 16_• 17D 

下下層層下中部部
古 杭 コナフ謳属アカガシ亜属

50 16C 古： 杭 コナラ コナフ亜属クヌギ節
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付載4 百間川原尾島遺跡出土の木製品樹種同定、種実同定

0 種実の種類

1 • 試料

試料は、洞 • 井戸から出 L した44点である。試料の時公性などについては結果と合わせて示す。

2. 方法

双眼実体顕微鏡で、その形態的特徴から種類を同定した。

3. 結果

結果を表 2にぷす。

4. 考察

今回検出された種実遺体は、渡来した栽培植物を除けば、現在でも周辺の山野にみられる種類であ

る。

スモモ ・ヒョウクン類・ メロン類は栽培のため渡来した種類である。これらは、弥生時代以降の検

出例が全国的にも多く、岡山県内の遺跡からも多数検出されていることから、広く利用されていたと

推測される。栽培種以外では、 トチノキが食用として利用されていたと考えられる。

表 2 種実同定結果

番号 出±地区 遺構 名 出土層位等 時代 ・時期 科類；部位（個数）

1 18D 渦35 （南堰内） 平安時代前期 トチノキ；果皮(1)

2 17C・D 井戸11 南半 室町時代 コナラ属；虫えい(1)

3 16C 構29 下層 古墳時代 ヒョウク‘ノ類；種子伽
， 

4 下層 古墳時代 スモモ；核OD

5 40C 井戸 弥生時代後期 メロン類 ：種子(1)

〈引用文献〉

品地 謙• 伊東隆夫編 (1988)日本の遺跡出土木製品総覧.296p.、雄山閣．

伊東隆夫 (1990)日本の遺跡から出土した木材の樹種とその用途II.木材研究・ 資料、26、p.96-189.
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1. スギ（試料番号45)

2. ヒノキ属（試料番号12) 200μm:a 
3. カヤ（試料番号15) 200μm: b,c 
a: *D. b: 柾 fcl,C: 板目
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付載 4 百間川原尾島遺跡出士の木製品樹種同定、 種実同定

4. コナラ属コナラ亜属クヌギ節（試料番号50)

5. コナラ属アカガシ亜属（試料番号43) 200μm . a 

6. クリ（試料番号47) 200μm : b, C 

a: 木口. b: 柾且 c:板目
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7. シイノキ属 （試料番号29)

8. ヤマグワ近似種 （試料番号27) 200μm . a 

9. クスノキ（試料番号35) 200μm : b,c 
a: 木口. b: 柾目,C: 板H
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10. シキミ（試料番号 3)
11. サカキ（試料番号81 200μm.a 

12. イスノキ近似種 （試料番号2) 200μm:b,c 

a. 木LI, b: 柾目• C: 板目
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13. ウツギ属（試料番号11)

14. ムクロジ（試料番号40) ZOOμm. a 

15. ハイノキ属 （試料番号22) 20()μm : b, C 

a: 木口. b: 柾目• C: 板H
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ヱ董i

｀ 
DCJ 

16. チシャノキまたはマルパチシャノキ（試料番号33) 200μm -a 
aー木n.b: 柾§,C: 板§ 200μm: b,c 

1cm 

一1cm 

一 1cm 

一

2, 

＿
 

2n 

一
1. トチノキ （試料番号 J1 

2. コナラ属＼試料番号 21
3. スモモ （試料番号 4
4. ヒョウタン 類 （試料番号 31

5. メロン 類 ＼試料番号51
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付載5 百間川原尾島遺跡出上の

赤色顔料の蛍光X線分析結果

百問川原尾島遺跡出土の赤色顔料については、 徳島県立博物館の魚島純一氏に蛍光X線によ る分析

を依頼し、その結果を頂いたので抜粋して掲載する。なお、分析にあたっては徳島県立博物館および

同館の天羽利夫氏には格別の御配慮を得た。 あわせて厚く御礼申し上げる。

, .. -.. .-._ 

表蛍光X線分析試料と結果

掲載番号 遺構名 器種 時代・時期 結 果

139 堅穴住居 3 広片口鉢 弥生後期 水銀朱

51 1B河道 空_L• 弥生前期 ベンガラ

52 旧河道 空"*" 百• 前.n ペンガラ

53 IB河道 空...I.. 百 • 前・ 11 ペンガラ

54 18河道 空七 百• 前 ・11 ベンガラ

55 1B河道 空.L・ 百 • 前・ 11 ベンガラ

※ペンガラは本来のペンガラと、赤土を含むもので、蛍光X線では明確に区分する

ことができないため、広義の意味で使用している。

''"L Iいさ t凶 I,: ,fc'J.l,0,!.," 

図 1竪穴住居 3出土の広片口鉢く139>

I. n• 1--・ ·-• ・:-,~~~~...........' . ' ""-"'·"··~"''〇. I"' 

., "'-

ら 0.

・・,:,, -

"''-' 

→ヽ"'

ご 9

·:::'ー，F ~一:7撻土 →心――翌己舜竺し三戸=..___---------;--・-----; -----:」-., 

図 2 旧河道出土の壺く51>
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付載6 百間川原尾島遺跡出土の獣骨鑑定結果

百間川原尾島遺跡出士の獣骨については、奈良国立文化財研究所の松井章氏に鑑定を依頼し、以下

の結果を頂いた。また、鑑定時には出土遺構の性格等についての有益なご教示も得た。あわせて厚く

御礼申し上げる。

表獣骨鑑定資料と結果一覧

闘 出土地区 出土遺構名 時代・時期 残存部位 獣名 備 考

1 lOC 竪穴住居 2 百・後. I 
下第顎3前左臼歯破左片、

ニホンジカ

4 後臼歯左破片 ニホンジカ

31 日歯 エナメル破片 ウシ

5 9C・D 竪穴住居 4 百・後・皿 鹿角破片 ニホンジカ 刻骨片

28 鹿角破片 ニホンジカ 刻骨片

29 中手骨or中足骨？破片 ニホ‘ノジカ？ 掲載番号 BB 

30 9C・D 竪穴住居 3 百・後.II 椎骨 軟骨魚類サメ類 直径65mm

48 18C 渦39 乎安 上顎臼歯右 ウマ 5オ前後

49 

尺下上中腕手顎骨骨骨後左右左臼近歯遠位位破方破破片右片片、、、． 

ウシ老獣 左第3後日藷康耗顕著

ML  近餡屑33蒻.最0大大幅屏中手骨 64.0 
37.0 

50 腰椎 イヌ 切断痕？

60 下顎臼歯左右 ウマ成獣 左第3後臼歯 ML30.5

65 第3後臼歯下右 イノシシ やや摩耗進む

68 第 1後臼歯下右 ウシ老獣 49と同一か？

51 18C・D 溝45 室町 肋骨破片 不明ウシ？

（一覧表の作成は高田）
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第 1節弥生時代の集落

第4章百間川原尾島遺跡のまとめ

百間川原尾島遺跡は、昨年度までに「百間川原尾島遺跡 l」~「同 4」の発掘調査報告書（本報告

書14頁、表 2参照）を刊行し、それぞれに成果をまとめてきたところである。本報告書は前にもふれ

たように、 1982(昭和57)年度以降の調査地区全体を 3分割したうちの最後であり、同時に一段落す

る原尾島地区の調在報告として最後でもある。そして、とくに本報告分を含む「百間川原尾島遺跡

3」~「同 5」は3分割にした結果、各報告書に収録した調査地区がまとまりに欠ける部分も少なく

ない。それらを少しでも補い、またつながりをもたすため、とくに遺跡として遺構密度の濃い弥生時

代後期から中世を中心にして、おもに集落構成について検討を加え、まとめにかえたい。

第 1節弥生時代の集落

1 . はじめに

以下の記述にあたっては、原尾島遺跡の各地域あるいは地点を示す場合には 9B区・ 20E区などの

グリッド名を使用し、竪穴住居• 井戸・洞などの遺構名は各報告書で重複するため、報告書番号を遺

構の前につけ、「百間川原尾島遺跡 2」の竪穴住居13は2住ー13、「同 4」の井戸 6は4井一 6などと

略称して使用する。また、現在までのところ百間川原尾島遺跡は微高地が 3箇所に認められ、その周

辺または間には低位部が拡がることが判明している。ここで便宜上、上流部から微高地 1-1、低位

部 1-1などと呼称する。

2. 前期から中期の集落

前期から中期の遺構は微高地 1~3 を除き希薄であり、微高地 1 -1では 0,...._,5・A......... B区の左岸

用水•新田サイフォ阜ン•新田樋門調行区の溝や船形土漿、微高地 1- 2でも溝や不整士城がわずかに

認められるに過ぎない。しかし、この状況は両微高地がこの時期に居住区としてほとんど利用されて

いなかったのを示すのではないことは、両微高地に挟まれて存在する旧河道 (15・16C・D区）から

出土する多量の土器類によって容易に推定できる。ただ、百間川原尾島遺跡の調査区の全体でも中期

後半の遺構・遺物はほとんど確認されておらず、何らかの理由で後期初めまでこの地域が利用されて

いない可能性が強い。

微高地 1-3は、約20......... 50mの範囲に百•前・ m 期（前期後葉）の竪穴住居 3軒、貯蔵穴の可能性

のある袋状土城 7甚、士城墓またはその可能性のある土漿13基、それに柱穴を含み500個を超す土城、

涸 2本が検出されている（第257図）。この集落は微高地全体では南の先端の一部であることや、端部

が後期水田の開墾で部分的に削平されていることなどから、具体的な集落構成までは捉えることがで

きない。しかしながら、この時期には住居区と墓域が隣接して存在することや、貯蔵穴と思われる袋

状土城が住居区の中や墓域から少し離れた地点にまとまって存在することなどが捉えられる。また、

この微高地から北西に約150m離れた地点の26,...._,32C・D区には、前・皿期の水田が検出されている。
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そして、その間に当時存在していた約15m幅の河道 Cl日河道 2)をまたぐように樋を渡した可能性の

強い橋脚列が存在する（註 1)など、水田を含めてこれらの集団の経営にかかる蓋然性が高い。

3. 後期の集落構成 (I---N期）

この遺跡では、後期になって微高地 1-1・2に集中して集落が営まれ、とくに微高地 1-1に後

期を通じての継続性がうかがわれる。ここでは微高地 1-1・2およびその周辺の低位部を中心にし

て、各時期ごとの集落構成を検討してみたい（註 2)。

なお、以下に使用する時期分類の I,....._, lV期は、それぞれほぼ百・後・ I,....._, l¥Tに対応する。

1期

この時期の遺構は、微高地 1-1で竪穴住居 4,....._, 5 軒•井戸 3 甚•水路 1 ,....._, 2条、微高地 1-2で

は竪穴住居 0,....._, 1 軒•水路 2 条がある。これらの遺構は 1 期の古い段階は含まず、低水路部分には I

期の新段階から居住が始まったことがわかる。 1期の遺構配置図には、同時存在の時期もあった可能

性のある、廃絶の時期が I1期の古段階の 3住ー 2と2住ー32を載せているが、微高地 1-1では 4,...__, 

5軒の住居が微高地のほぼ中央部にかたまって占地されていたことが看取される。また、微高地 1-

1の別地点にあたる左岸用水路等の調査区でもほぼ同時期の住居が 3,....._, 4軒確認されており（註 3)、

微高地 1-1についていえば、幅80m前後、長さ300m前後と想定される微高地上に 4,...__, 6軒の単位

集団が 3,...__,4グループ存在した可能性がある。

また、微高地の肩部には縁辺に添って 1,....._, 2条の水路を掘削し、南側の下流部に想定される水田に

配水していたと思われる。微高地縁辺の低位部は、この時期には比較的狭い範囲に水田が営まれてい

た可能性が強いが、皿期以降に想定されN期の末に洪水砂に覆われて廃絶した水田の拡がりと一部重

複、またはそれらの開墾時に削乎されているためか、遺構的には捉えられていない。

11期

この時期になると、両微高地には集中して住居址が認められ、さらに日常土器も多量に出土すると

ころから、単位集団内の成員の増加とともにムラの人口も飛躍的に増加したことがうかがえる。微高

地 1-1では径 Bmにも及ぶ範囲の士器溜りが微高地のほぼ中央部にあり、それを避けるように中・

小の住居が配置されている。土器溜りから北東に20""-'30m離れた位置の大・中・小の 3軒の住居は、

周辺に未調査部分が多いため土器溜り周辺の住居群と同一の単位集団かどうかの判断はつかない。井

戸は 6基確認されているが、それぞれ散在していて位置関係にとくに法則性は認められない。いっぽ

う、士器溜りの北西部の 7.---.....gB・C区あたりには士器棺墓群が3箇所に認められており、居住域に

隣接して小児の墓域が決められていたとみられる。そして、士器棺の下部の穿孔の有無が群ごとに違

いがあることから、造墓の主体が別であり、世帯ごとに群が設けられた可能性も指摘されている（註

4)が、居住域と墓域との位置関係からすれば、例えば士器棺墓B群は墓域以南の単位集団ごとの、

士器棺墓C群は墓域以北または北東部の単位集団ごとの小区画として捉えることもできよう。いずれ

にせよ、この時期にのみ小児の土器棺墓が伴う意味は不明といわざるをえない。微高地 1-2には、

6軒の住居と13基の井戸が認められている。そのうち住居の 5軒は、微高地のほぼ中央部の20Eあた

りを中心にして弧状に配置されているようにも捉えられ、いくつかが同時存在の時期もあったという

前提のもとでは、径25"'-'30mの広場の周りに 6'"'-'8軒位の住居の存在を想定できる。また、 21F付近

の井戸群のうち 2井ー16出土の大星の日常土器やそれに含まれる完形の製塩土器や彩文土器などの存
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在は、飲食に伴う祭祀に用いられ宴の後まとめて廃棄された可能性が強く（註 5)、この単位集団ごと

の祭祀かこの集団を含む微高地単位の祭祀かの判定はつぎにくいが、微高地 1-1の5井一 3や 5土

披ー16などにみられる同様の一括廃棄例からすれば、数年に 1度の割合で単位集団ごとに行われた可

能性が強い。

また、微高地の縁辺には、 1期と同様に l,...__, 2条単位の水路が認められ、微高地 1-2では新に南

東部にも出現する。各低位部には水田が拡がっていたと思われるが、 1期と同様の理由で遺構として

は捉えられていない。しかし、微高地の端部に可耕地が求められ開田が進みつつあったことは、水路

の位置関係などから疑いない。

m期

この時期には、微高地 1-1でI1期にも増して住居が集中する。中央の土器溜りにはこの時期の土

器も多少含むことから、継続して土器の廃棄場所になっていたと思われる。そして、この土器溜りを

中心にして同心円状に中・小規模の住居、北西に少し離れて大形住居が配置され、土器溜りの北寄り

に貯蔵穴、住居群の南東部に井戸が集中している。倉庫などの建物は時期の確定が難しいため図示し

ていないが、この地域の後期建物の総数は40棟近くを数える。そして、その多くは大形住居と士器溜

りを結ぶ線より北東部に集中していることから、それらのうち何棟かがこの時期に伴う可能性は強

い。また、この住居群はそのうちの何軒かは火災で廃絶した住居であり、各住居の位置関係などから

同時存在は多くても 6,...__, 7軒とみられる。微高地 1-2は急速に進む端部の開墾により、微高地上の

居住域が狭められ、調査範囲内では住居の数は減少している。ただ、微高地の中心部分を広く開け、

その周辺に住居を配していた状況はうかがえる。

微高地縁辺の低位部の状況は、水路の位置およびN期に洪水砂に覆われて検出された水田と同時に

存在していた水路が少なくとも皿期以降踏襲されていることから、 N期とほぼ同じ景観であったと推

定される。つまり、•この時期に急速に開墾が進んだと思われ、その要因は人口の増加とそれに伴う労

働力の増加、それに加えて鉄製鍬（鋤）先（註 6)などの鉄製開墾具の普及などがあげられよう。

N期

この時期には両微高地ともに住居が激減し、さらに散在する。 N期にはm期にも増して開田が進ん

だはずで、人口が減少したことは考えられない。つまり、この状況は周辺の水田の可耕地化が飽和状

態になったための単なる移動・移住とも解釈されるが、共同体の変質過程の一現象とも捉えられる。

もう少し加えれば、 N期の末にこの一帯を襲った洪水で、水田だけでなく微高地上も壊滅的な打撃

を被ったことは調査の結果明らかであるが、この時期が古墳出現の胎動期というより前夜であること

が、この後この地域での集団再編成に拍車をかけ、新しい時代へ向かう引き金になったことは十分考

えられる。

また、微高地縁辺部の水路と低位部に広がる水田のあり方については、次の項でまとめてふれた

し、
゜

4. 弥生水田の展開

前期水田

この時期の水田は、 26.......,32C・D区で約20X120mの範囲に検出されている。この水田層は、隣接す

る調査区では前期中葉から後葉の士器が出土する包含層として認識されていたもので、 C・D区でそ
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の H面の畔畔と思われるわずかな突起の連なりが区両を示したため、水田と断定された。区画は東西

に細長い長方形が基本で、地形的には微高地の窪み部分の、北から南にわずかに Fりながら開く扇状

地形に占地している。水路は、束M口に 3条あり、その東側の幹線水路に接続されている。この水田

域は南北Ji向の拡がりが約80m位で、デルタ状に展開すると思われ、約5000rrf前後であったと推定さ

れる。時期は百• 前 .mと考えられている。

中期水田

中期水田は、 26-----32 C ,...__ F区と36・37E・F区、さらに41C・D区の 3箇所に確認されている。そ

のうち26-----32区の水田は、一区画の平面形態が亀甲形を基調とする方形または長方形を足するもの

の、扇状地形に節って弧を描きながら基綜となる小叶畔が走り、その問を短い叶畔で繋 ぐ形態は、基

本的には前期水田を踏襲したものと石取される。層的には両者は10cm前後の間府で隔てられて存在し

ており、微地形にもほとんど変化がなかったようで、その拡がりも前期水田とほぼ重複していると思

われる。後二者は、微高地に挟まれた谷頭付近の狭い範囲に分布しているとみられるが、それぞれの

一区両の平面形は前者とほぼ同じで、また水路と水田はそれぞれに有機的な繋がりをもって存在する

ことが捉えられている（註 7)。ただ、幹線水路である 2渦ー171・173と2井堰ー 2・3および枝水路

2濶―174.......,176の関係は、前期の 418河道ー 2と橋脚列および 4洞―125・2洞163の関係と状況が同

じであるところから、再検討の必要性が指摘されている（註 1)。これらの評価は、今後詳細な資料分

析と討論を待たねばならないが、いずれにせよ当時の溜漑土木工事の技術の高さをそこなうものでは

ない。なお、水田の時期は中期前半とみられている。

後期水田

この時期の水田については、後期の中で徐々にあるいは急激に耕地面積を増加させてぎた様 fを前

項でも水路との関連などで部分的にふれたが、なんといってもその拡がり・占地状況 • 水田形態・ 溜

漑機能などが具体的に捉えられるのは、この一帯覆った洪水砂で当時のままの水田景観が肘くパック

されたIV期末の様相である。同時存在の水田の拡がりでいえば、百間川河川敷の中だけでも百間川原

尾島遺跡の西端から束へ、微高地を挟みながら

約 3kmf流の百間川今谷遺跡にまで及んでい

る。百問川原尾島遺跡では、 14-----41D,...,__,F区の

低水路部分（幅約40X約550m) と28Y.......,D区

の排水樋門部分に検出された水田遺構は、高畑

知功により 「白間川原尾島遺跡 2」のまとめで

その形状• 立地・紀水の方法・区両形態・面栢

などについてかなり詳しく説明が加えられてお

10 
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図344図弥生水田の変還 (1/5000)
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り、さらに34・35D・E付近で検出された稲株痕跡の規模や分布状況から、 E8植えの方法や収穫量の

推定にまで言及している（註 8)。その後の調査範囲で検出された水田遺構は前調査区に継続 して拡

がり、基本的な評価は変わらない。ただ、 あらたに微高地 1-1の西側にも水田が拡がること、同微

高地の東端に沿って幹線水路をもつこと、 微高地 1-2の西端に蔀う幹線水路 （水路 I)から直接水

田に配水する形態があること、 微高地 1-3のほぽ中央部を流走する幹線水路 （水路 4)の存在と、

それが水田域の吠畝に繋がることなどが判明している。

ここで、後期全体を通じての水E8の展開を整理してみると、 I期のある時期に微高地の端部に開田

が開始され、さらに皿期に急激に進み、少なくとも 1V期の初めには1V期末に廃絶した水田の拡がりと

ほとんど変わらない状態で経営されていたこと は問違いない。 IV期末の水田の形態は、 2箇所の旧河

道上を含む低位部と前 ・中期水田に重なる微高地の究み部分は比較的整然とした区画（一区画平駒約

60rrl前後）をも ち、微高地縁辺では微隔地の一部を島状に掘 り残して、それらに挟まれた部分はおも

に不規則な小区両に細分されるが、 26F付近のように一区画が最大で約400rrlの広さをもつ場所もあ

る。このように、 微高地問に連続 して水田が展開されているのは、 おもに地形に規制された（地形に

則した、あるいはそれを利用した）状態で開田が進行したことを示す。そして、水路の形態でみると

少なくとも皿期以降は、 2,..,__, 3本単位で並走する幹線水路が同時にあるいは供給に応じて機能してい

たとみられる。例えば、水路 lは16C区で18河道上の低位部に展開する水田の側面に配水し、かつ下

流部で分岐して他の 2条の水路とともに、さらに下流に並走する。この状況は、洋にこの F流域の水

田に配水するだけでなく、幹線水路を複数にしたうえで分岐あるいは合流させることにより水贔調節

が計られ、さらに上流部で水の供給源を別にすることにより水量の確保が計られていることが石取さ

れる。また、 33・ 34C "'F区の吠畝は同様の配水機能だけでなく排水機能も有している。これらのこ

とは、もちろん当時の溜漑技術や士木技術の渇さを示すだけでなく、 多大な労働力を結集させる勢力

の存在や、さらに水利を同じくする広範囲の水田の維持・管理 ・紆営を統括する中心的な集団の存在

がなくてはかなわないことである。

そして、先にふれた微裔地 1- 1・ 2での後期の集蕗構成のあり方は、 I期から皿期にかけて、つ

まりこの周辺で急激に開田が進んだ時期の母村的集団であった可能性が高いが、 IV期水田の廃絶直前

の微高地上の集落構成は非常に粗で、母村とは考えにくい。 おそらく、その間に集団の分岐 • 分散が

あった結果だと思われるが、具体的な検証となると非常にむずかしい。今後とも他集落を含めた同時

性や継続性、 遺構 ・遺物の優位性等々をさらに細かく 検討し、追究する必要があろう。 （柳瀬昭彦）

註

註 l 「百問川原尾島遺跡4」p.p.196~211 

註2 集蕗の対象遺構は、竪穴住居• 井戸• 水路 ・水EBを取り上げ、細かな時期確定が難しい建物についてはふ

れていない。

註3 「百問川原尾島遺跡 l」p.289 

註4 「百間川原尾島遺跡3」p.288 

註5 「百問川原尾島遺跡2」p.306 

註 6 「百問川原尾島遺跡3」M20・M39・M40

註7 「百間川原尾島遺跡2」p.p.612~615、 p.p. 664~667 

註8 「百問川原尾島遺跡2」p.p.667~682 

-268-



第 2節古墳時代の集落

第 2節古墳時代の集落

百間川原尾島遺跡での古墳時代を通じて竪穴住居の総数は、 50数軒にのぼり、その大半は微高地 l

-1に集中している。もちろん調査区外にも多くの住居等の存在が想定されるが、ここでは既報告の

住居を中心にして時期別に提示（第345図）し、その分布状況から集落構成を検討していきたい。な

お、古墳時代の範疇であっても時期の明確でない遺構、および建物の大半と土城については図示を省

略した（註 1)。また、使用する時期の細分は下記のとおりであり、「百間）II原尾島遺跡 3」の考察で

使用している時期区分（註 2)を踏襲し、竪穴住居等の略称は前節と同様に使用する。

1 . 古墳時代の集落構成 (I.--..... VH期）

I ,,...__, II 期（百•古. I ,....__,Il) 

この時期は、いわゆる弥生時代後期末の大洪水から立直った時期にあたり、図示した微高地 1-1

ではどちらかといえば北寄りに竪穴住居が 8軒十 a、そして井戸は居住区端の 4基を含む計 5基が認

められている。また、同微高地の上流部の別地点にあたる左岸用水および新田サイフォン調査区（「百

問川原尾島遺跡 1」所収）では狭い範囲ながら 9軒もの竪穴住居が知られており、この時期には全体

的に微高地中央から北に集落の中心があったと推定される。さらに、新田サイフォン調杏区には一辺

9m前後の隅丸方形の大形竪穴住居が 2,,...__, 3軒確認されており、大形住居と数軒の中小形住居で構成

される規模の集団の存在がうかがわれる。

微高地 1-2では隅丸方形の中小形竪穴住居が 3軒と井戸が 4基、そして当該高地の西端の肩部に

沿う大満 (2涸ー73、5溝一29)などがある。ただし、大溝ほ堆積状況からこの時期だけでなく古墳

時代を通じて機能していたと思われる。また、井戸のうち l基を除く 3基は、 3軒の住居から60m以

上も離れた微高地東端にあり、位置関係からすればその間に削平された住居の存在も否定できない。

頂期（百•古. III) 

この時期の竪穴住居は、微高地 1-1では中形住居 1軒と小形住居 2軒の計 3軒しか確認されてい

ない。また、上流部の左岸用水等の調査区と微高地 1-2 では、住居• 井戸ともに皆無で、それぞれ

の微高地の別地点または別の微高地にこの時期の集落の中心が移ったことを示す。

微高地 1-1の中形住居 3住ー19および小形の 4住ー10は造り付けの鼈を有し、さらに両者に甑が

伴出している。このことは、この時期が古墳時代を通じて盛行する造り付け鼈と甑の初現であり、朝

鮮半島からの新たな文化を採り入れた一大画期として捉えられる。この時期には韓式系土器あるいは

初期須恵器が伴ってもおかしくはないが、今のところ近辺を含めて確実な例はない。

W期 (5世紀後半,....__,6世紀初頭）

この時期は、微高地 1-1で竪穴住居が18軒十 aとIII期に比べて急激に増加する。しかし、これら

全部が同時に存在していたのではなく、ほぼ同規模の住居が接近してあるいは一部重複して存在する

などの位置関係から、 8,,...__, 9軒の住居が 2期あるいは 3,,...__, 5軒の単位で 3,....__, 2グループが 2期にわ

たって営まれたとみられる。住居の規模は一辺が 4m前後の小形がほとんどを占め、あとは一辺 6m

強（推定含む）の中形が 3軒ほどで、一辺 8m以上の大形は調査区内では確認されていない。建物ほ

集落の南寄りのlOD区に 1軒 (4建ー 8)のみ検出されている。この建物は 3間X 2間の規模をも

-269-, 



第 4章 百間川原尾島遺跡のまとめ

r ....... m期

c-
． 

令酪
.. 

E-

＼ 

令

6
,
 

ー

e 
~ 

@.  

醐 I--11期

騒 II1期

2p 4'-
2
 

w~v期

c-

n g e ゚
E-

＼ 

巳 W期

臨 V期

2fl 2~ 
• 一

VI,,..., 暉期

c-

E-

4
 

＇ 

．
 
＼ 

巨 V1期

~vn期

6
'
 

ー

し

9・i's.P9.. ：
l
 

'P. 

＼
．
ヽ
"
"
ー

＼
 

-!Jf¥`い、

"’りり＼＂り

ti-,

24 
.....!... 

第345図古墳時代集落の変遷(1/2500)

ち、桁行方向の柱穴掘り方は布掘りであった。倉庫とみられる。井戸はこの集落のほぼ中央部に位置
する大形の 5井ー10が、 N,...._,V期を通じて機能していたと思われる。

竪穴住居は全体的に削乎頻度が高いものの、造り付け鼈を有する住居が半数以上にのぼることは確
実であり、 この時期にはかなり普及が進んでいたことが看取される。
いっぽう、微高地 1-2 は竪穴住居•井戸ともに皆無であり、微高地 1-1 と対照的である。
V期 (6世紀前半～中頃） ．＂期 (6恨紀後半）

V期は竪穴住居が微高地 1-1で中形2軒、微高地 1-2で大形 l軒しか認められておらず、両微
高地ともに大溝の西側に並走する 5溝ー28(2溝ー72)と19C区の棟持ち柱を有する建物(5建ー12)
を除き、他の遺構もほとんどない時期である。 VI期は微高地 I- Iで竪穴住居が小形 2軒と井戸 1
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基、微高地 1-2では井戸 1基と21区の諧 2条のみで、 N期と比べて全体に過疎になった感がある。

両期のこの現象が、ただちに集団の規模の縮小化あるいは分村化を示すのかどうかは、削平の頻度

などにもよるため、必ずしも明確ではない。

W期 (6世紀末,...,__,7世紀初頭）

この時期は、微高地 1-1で小形竪穴住居 5......, 6軒と井戸 l基、微高地横断する溝(3溝ー35=38)

1条およびその周辺の調査区北寄りに掘立柱建物約20棟などが存在する。また、上流の左岸用水等の

調脊区でも竪穴住居 2軒が確認されている。微高地 1-2では、 19区と22区に計 3条の洞が確認され

たのみである。

掘立柱建物は総柱の 3建ー43が倉庫、そのほかほ居住建物と思われる。そして建物群は、東西方向

の3碑一35=38によって北側に 4,...,__, 5棟、南側に14,...,__,15棟と分断されているようにみえる。これらは

主軸方位や位置関係からすれば建物群全体が同時に存在したとは考えられず、かといって渦を境に各

群に画一性や統一性が認められるともいえない。建物の軸線方向で共通性を捉えれば、とくに溝に関

係なく 3,...,__, 4棟単位で 4グループほどで構成されていたとみられる。そのため、溝の性格は集落を区

画するというより微高地を横断して別水系の用水を確保させる水路であった可能性が強く、遺物から

は建物が建てられた頃には 3溝ー38がかなり埋まっていた（註 3)という指摘とも符合する。

この時期には竪穴住居と掘立柱建物とが併存する集落の姿が浮かび上がるが、一時期の同時存在と

いう観点からすれば、竪穴住居 3軒＋掘立柱建物 3,...,__, 4棟くらいではなかろうか。ともあれ、この時

期から建築様式とともに居住空間の違う建物を生活の場に採り入れたことは間違いなく、この時代の

集落の変遷における一大画期として捉え得る。

2. おわりに

以上、古墳時代をVII期にわけて、微高地 1-1・2を中心に各期の集落の変遷を概述した。これまで

微高地 1-1の調査区のうち北側約半分の範囲については、「百間川原尾島遺跡 3」の考察で集落の

変遷がまとめられている（註 4)。本稿ではその前・後の調在部分の成果を加えて再編し、若干の考察

を加えたものであるが、各期における集落構成や古墳時代を通じての集落の消長などの評価は、甚本

的には前結果ととくに変わっていない。

本稿は紙面の都合等もあり、おもに遺構についての最低限の事実関係の提示以上の論及までには

至っていない。百間川原尾島遺跡では古墳時代の中だけでも、時期が新しくなる遺構（とくに住居）

ほど両微高地ともに削平頻度が高く、当時のままの事実が抽出されていない恨みもあるが、もう少し

具体的な集団の構成や集団間の優劣の関係、今のところ確認されていない古墳期の水田と集団との関

係の追究等、今後の検討課題も大きい。 （柳瀬昭彦）

註

註 l 建物は「百問川原尾島遺跡 3」p.297の第340図参照。

註2 「百間川原尾島遺跡3」p.295・296 

註3 「百間川原尾島遺跡3」p.298 

註4 「百間JII原尾島遺跡3」p.p.295---.;298 なお、この中の第339図凡例中の (II期）を cm期）に、また

298頁の建物番号をそれぞれ2を加えた番号に訂正をお願いしたい。
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第 3節 古代の遺構・遺物

1 . はじめに

百間川原尾島遺跡の古代の遺構は少なく、その理由としては後世の地下げ等、大規模な土地改変が

考えられている。唯一検出した遣構である『百問川原尾島遺跡 5』の「溝35」は、溝底に井堰や落ち

込み列を配することや、木製模造品等の特殊な遺物を出士することで注目されるものである。 ここで

はまず、遺構・ 遺物を再検討し、ついでそれら諸要素の意味するところについて考えてみたい。

2. 遺構について

溝は北から南に流走する。埋土は大きく三層に分けられ、断面観察では中層段階で溝幅が最大規模

となる。下層段階は、溝底の井堰の広がりから東肩が l,,..,__, 2 m西に寄っていたと考えられ、その溝幅

ほ10~12mに推定される。

微高地に位置し、弥生時代後期～古墳時代の集落上にあたる。溝が人工的なものか否かの判立地

断は難しいが、微高地の比較的高所に位置することから、洪水等で形成された自然河道ではなく、人

工的に掘削されたものと考えたい。 また、弥生時代後期の水田や古墳時代の大渦等は、弥生前期の自

然河道上の低位部を掘削して労働力を軽減したと考えられるのに対し、微高地上を新たに開発する労

働力は多大なものであったと推察される。

井堰•落ち込み列 溝底には、井堰と落ち込み列が各 2箇所認められた。 これらは埋士の状況と、

杭の頂部の欠損が中・下層の境である標高300cm前後にほぼ揃うことから、いずれも下層段階で埋没

したことが判る。また、杭は溝底の一段低い洗掘部に遺存しているのに対し、杭穴の多くは標高300cm

以上に集中し、中層の下面に位置する。 このことから杭穴は、井堰廃絶後の中層段階以降に杭が流出

したり、腐朽したものと考えられる。なお、各々の規模等については報告に詳しいので、

の構造的特徴を指摘したい。

a. 杭の打ち込み方向は、真直ぐのものが過半

で、斜めのものにも特にまとまりしまみられない。

b. 杭や杭穴の連なる箇所があり、そうした列

が幾重かに並ぶ。

c. 井堰と落ち込み列は、洞を横切るように設

けられるが、平面形は単純な直線ではなく、井堰

lが「口」形、井堰 2と落ち込み列 2が「v」形

を呈し、いずれも上流側に開く形態をとる。

d. 井堰 2は、杭列の上流側に横木と草木や砂

を組合せているが、井堰 1には認められない。

以上の事実から、井堰は「直立型堰」（註 1)に

分類され、落ち込み列もほぽ同様の構造であった

と考えられる。井堰 1の中央部は、繰り返して修

ここでは次
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理・補強が行なわれたものか、杭列や杭穴列が顕著である。また、 dのような構造は、時期の大きく

遡る例であるが大阪府池島遺跡（註 2)や山賀遺跡（註 3)等にみられる。さらに、規模は異なるが

岡山市津寺遺跡（註 4)の奈良時代に廃絶したとされる護岸施設にも類似する構造がみられる。

検出した井堰と落ち込み列は、落ち込み列 2(1)→井堰 2→井堰 lの順に機能していたものと考えら

れる。ただし、井堰 lと2は同時に存在していた可能性もあり、その際には井堰 1は開放していたの

かも知れない。また、現代にもみられる「草堰」のような季節・臨時的な使われ方をしていたとも考

えられる。なお、溝の肩部や周囲は、後世の撹乱を激しく受けている。このため、分水路等について

は不明で、平面形態の問題とともに井堰の具体的な機能を明確にし得ない。

3. 遺物について

出土遺物には、官街関連として墨書土器、墨入れ、石鈴があり、祭祀関連として木製模造品とその

他の木製品、金属製品がある。

須恵器・土師器 奈良時代の士器 (911,...__,914、916,...__,923、951、952)は、すべて須恵器であるが、

遺存状態が悪く器面の荒れたものが多い。その他の上器は乎安時代に属すが、中でも924,...__,926、928,...__,

935の須恵器と935,...__,94gの土師器は、いずれも「底部押圧技法」を用いるなど、成・整形技法上の差異

はない。これらの杯は口径の12cmと13cm前後にまとまり、皿にも大小がある。岡山市鐘鋳場 1号窯と

の類似が指摘され（註 5)、溝からの出土ではあるが、平安時代初頭の比較的まとまった資料として注

目される。また、後述する律令的祭祀をとり行なった時期を示すものでもある。

墨書土器 5点出士している。「酒」、「下」、「大」については明瞭に読める（註 6)。「酒」は内容物

を記したのであろうが、このように底部内面に展書するものは珍しい。「下」は、以下に字句の続く可

能性があり、「上」に対する「下」として場所等を示していると考えられる。「大」については、数量

の大小を示すか、「大O」等の略字の可能性がある。

さて、ここで特に注目されるのが928の墨書である。これを「官家（註 7)」としてミヤケと読む

と、国府津や国津あるいは郡沖と考えられる百間川米田遺跡出土の「上三宅」墨書土器（註 8) との

関連が指摘できる。つまり、「上三宅」は 8世紀後半に比定されることから、近接した時期の約3.5km

離れた場所にミヤケと呼ばれる官衡施設が存在したことになる。また、墨書士器における「家」字の

他の用例からも、少なくとも行政の拠点を象徴する意味があると考えられる。

木製模造品 人形、斎串、武器形の刀・鏃があり、いずれも薄い板材を加工した祭祀具である。

、人形木製品の使い方は、「一撫—吻」によって我が身の罪徽や悪気を人形に移し、栂や川に祓い流す

というものである。出士した 4点の全長は、完形品のW23が26.7cm、W24が17.8cmで、欠損品のW22は

40cm以上を測り、大きさに隔たりがある。これは異なる規模の人形を組み合わせて使用したためと考

えられる（註 9)。形態的には、頭頂部の表現に円• 山・台形等の差異がみられるものの、頸部に入れ

るV字形の切欠きにより、頬がやせ怒り肩となる点が共通する。また手足については、 W25が側面から

切込みを入れて腕を表すのに対し、 W23・24は切欠きで表現する点で共通する（註10)。なお、他例に

多くみられる墨書等による顔の表現はない。

斎串には、山形県俵田遺跡（註11)の出土状態から明らかなように、人形等のまわりに立てて結界

を表した使用例がある。これは外部の悪気を遮断するとともに、人形が負った罪機を外に漏らさない

役割を果たしたと考えられる（註12)。図示したものは 4点であるが、このほか細片であったため紹介
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できなかったものが数点ある。形態的には、上端を圭頭状にし下端を剣先状につくる。また、上端の

斜辺から切込みを入れるものと入れないものの両者がある（註13)。

武器形木製品は、武器としての機能から、祭祀の場にある罪楼や悪気を断つために用いられたと考

えられる。本来は実用品であったと考えられるM7の刀子やM9 ,.._, 11・W32の鎌、 W42の丸木弓も同様の

用いられ方をしたのであろう。刀形木製品は、 W33の 1点のみ出土している。刀身と茎からなるが、

刃の表現はない。下端を尖らせるのは、地面に突き立てるためであろう。また、鏃形木製品はW34の 1

点が出士しているが、大振なことと、茎が扁平な点でやや疑問が残る。なお、下端の欠損近くに円孔

を一つ開けている。

4 . 律令的祭祀について

前項で検討した遣物のうち、木製模造品や刀子•鎌・弓等は、祓に用いられた品々と考えられる。

さらに、共伴する墨書土器や石鈴等の官面関連遺物や、平安時代初頭という時期を勘案すると、「 8世

紀初頭に公布された大宝令の神祇令とよぶ篇目によって規定され、実施された国家的祭祀（註14)」で

ある律令的祭祀、中でも重要な大祓に関連する可能性が高い。この大祓は、都城や国土を稼や災い、

罪から守り、天皇の寿命を全うするためのものであり、『養老令（大宝令）』の「神祇令」に規定があ

る（註15)。また、その具体的な内容は、 10世紀に成立した『延喜式』の規定から判る（註16)。

こうした大祓に関連する遺構・遺物は、平城京・長岡京•平安京の各京内で数多く知られており、

中には文献資料に著された祭場と考えられる遺跡も確認されている（註17)。また、京外や地方におい

ても、平城京外の稗田遺跡（註18)、長岡京外の大藪遺跡（註19)、西山田遺跡（註20)、但馬国府関連

の兵庫県川岸遺跡（註21)、出羽国府関連の俵田遺跡等が知られている。これらは、祓所そのものが見

つかった俵田遺跡例を除くと、ほとんどが側渦や堀、川といった水に関係した遺構に祭祀具が二次的

に祓い流されての検出である。また、稗田遺跡が朱雀大路から延びる下ツ道と人工河川の交わる地点

に位置することや、俵田遺跡の祓所に近接する溝が道路の側洞である可能性が指摘されていることか

ら、大祓のなされた場所は、すべて側溝や堀、 JI!そばの路上あるいはその近くと考えられ、その路は

京内や国府につながるものであったと推定されている。

5. おわりに

百問川原尾島遺跡における大祓の主体として考えられる備前国府の比定地についてほ、江戸時代以

来多くの先学によって論孜が著されているが、いまだにその決着をみていない（註22)。しかし、歴史

的な環境からしても旭川東岸の旭東平野におかれていたことは明らかであろう。そして、今節で述べ

た平安時代初頭の官御関連や大祓の資料もそれを裏付けるものである。つまり、大溝の河辺の路上に

臨時の祓所が設けられ、大祓がなされたと推定されるが、それはその路が備前国府に通じていたから

にほかならない。この大祓は宮都から波及したものであり、『延喜式』にみられる規定に準じていたと

考えられる。洞出土の資料であり、欠失品等も予測されるため軽々に論じ得ないが、他例と比較して

祭料に違いがみられる点など、地方における大祓の一形態を示す重要なものである。 （高田恭一郎）

註

註 1 広瀬和雄「堰と水路」『弥生時代の研究』第 2巻 雄山閣出版 1988年

-274-



第 3節古代の遺構・遺物

註2 『池島遺跡試掘調査概要. I』大阪府教育委員会 1982年

註3 「山賀（その 1)」『近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書』大阪府教育委

員会•財団法人大阪文化財センター 1983年

註4 「津寺遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 98 岡山県教育委員会 1995年

註5 武田恭彰氏の御教示による。

武田恭彰「古代土器生産についての一予察 (1)」『古代吉備』第11集 古代吉備研究会 1989年

同 「岡山県に於ける古代土器様相の再検討」『古代吉備』第14集 古代吉備研究会 1992年

註6 墨書士器の釈読については狩野久氏に依頼し、多くの御教示を頂いた。

註 7 「官家」晟書士器の出土例には、大阪府城山遺跡の 7世紀後葉の「富官家」がある。報告では日本書記等

の「官家」の用法には混乱がみられ、必ずしも屯倉あるいはその発展形態と同一視できないとしている。

「城山（その 3)」『近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告書』大阪府教育委

員会•財団法人大阪文化財センクー 1986年

なお、直木孝次郎は「富官家」の「官家」をミヤケと読み、 7世紀後半の用例として厘視し、 ミヤケの表

記は、御宅• 三宅• 三家→官家→屯家・屯宅→屯倉の順に用いられたとしている。

直木孝次郎「官家と屯倉」『橿原考古学研究所論集』第十二 吉川弘文館 1994年

註 8 「百間川当麻遺跡 2」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 52 岡山県教育委員会 1982年

註 9 金子裕之「平城京と祭場」『国立歴史民俗博物館研究報告』第 7集 国立歴史民俗博物館 1985年

註10 「木器集成図録（近畿古代編）」『奈良国立文化財研究所史料』第27冊 奈良国汀文化財研究所 1985年

これによる分類では、 W22がBII、W23とW24がBII a、W25がAIIとなる。

註11 「俵田遺跡第 2次発掘調査報告書」『山形県埋蔵文化財調牲報告書』第77集 山形県教育委員会 1984年

註12 註 9に同じ

註13 註10「図録」に同じ

これによる分類では、 W27がC (?) N、W28とW29がC I、W30がcmとなり、 C類は一部が 7世紀第III四

半期に出現、 8....__, 9世紀に展開するとされる。

註14 井上光貞「古代沖の島の祭祀」『日本古代の王権と祭祀』東大出版会 1984年

註15 『養老令』巻第三「神祇令」第六〔大祓条〕「凡て六月、十二月の晦日の日の大祓には、中臣、御祓麻J::-.

れ。東西の文部、祓の刀上りて、祓詞読め。詑りなば百官の男女祓の所に衆り集れ。中臣祓詞宣べ。 ト

部、解へ除くこと為よ。」、〔諸国条〕「凡そ諸国に大祓すべくは、郡毎に刀ーロ、皮—張、鍬ーロ、及び雑

の物等出せ。戸毎に麻一条。其れ国造は馬一匹出せ。」．

註16 『延喜式』巻一神祇―四時祭式上六月晦大祓条には、繊維製品・海産物・農作物等以外の祭料について、

人形・ J]・弓・箆・鍬を用いることが規定されている。

註17 註9に同じ

註18 「稗田・若槻遺跡発掘調査概報」『奈良県遺跡調査概報 1980年度』奈良県立橿原考古学研究所 1982年

註19 『大藪遺跡発掘調査報告』六勝寺研究会 1973年

註20 「長岡京跡右京第104次調査概要」『長岡京市埋蔵文化財調査報告書』第 1集 長岡京市埋蔵文化財セン

ター 1984年

註21 「16.川岸遺跡」『兵庫県埋蔵文化財調査年報 昭和59年度』兵庫県教育委員会 1987年

註22 伊藤晃「備前」『新修国分寺の研究』第四巻吉川弘文館 1993年
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第 4節中世の村落

1 . はじめに

昭和52年 (1977年）から始まった百問）II原尾島遺跡の発掘調査によって、数多くの成果がもたらさ

れている。中須賀・丸田・三股ケの各調査区にまたがって検出された中世集落跡もその一つである。

12000出にわたって無数の柱穴をはじめ、掘立柱建物や構• 井戸•土城など各種の遺構が集中してい

た。これほど広範囲にわたる中世集落跡の調査例は少なく、重要な資料と考えられる。ここでは、こ

れまで発表されてきた成果（註 1) と今回報告した成果を合わせ、あらためて原尾島中世村落（註

2)についてのまとめを行いたい。

2. 原尾島村落の消長

原尾島村落は11世紀後半から始まるようで、初期の遺構として井戸scm)がある。出土した土師

器椀は器形や調整手法から鹿田編年の I-.1期に該当するとみられ（註 3)、11世紀後半に位置づけ

られている。一方、村落の廃絶した時期は16世紀前半ではないかと推測される。これは二つの事実に

よる。一つは、村落が廃絶することになった直接の原因ではないかと考えられる、大規模な河川の氾

濫によって形成された河道の存在である。この河道は村落の南西に位置するが、 15世紀代後半とみら

れる備前焼N期の甕を出土している溝78(N) を破壊していた。いま一つは、村落内の溝は東西ある

いは南北の流走方向をとるが、これと流走方向を異にする溝の存在である。溝90(II)からは内耳鍋

と明の染付皿が出土し、 16世紀前半と考えられる（註 4)。また、溝75(N)は河道と平行し、出土し

た備前焼すり鉢はN期末かV期の初頭と思われ、 16世紀前半とみられる。これらの溝は村落の廃絶後

の遣構である可能性が高く、建物13• 18 (V) もこの時期のものではないかと推測される。

このように、原尾島中世村落の成立と廃絶の時期は判明したが、この間の村落の継続性が問題とな

る。乎井泰男によってまとめられた原尾島遺跡出士の中世土器の中では時間的な断絶は認められない

（註 5)。とくに、この期間内での編年がほぼ確立している備前焼でみると、 1期から V期まで連続し

て出士がみられる。調査の初期には、北部の中須賀調査区出土の土器が12世紀末から13世紀代のもの

を主体とするのに対して、南部の丸田調査区の土器は14世紀から16世紀にかけてのものが多かったこ

とから、両調在区の集落は同時には存在しないとされていた（註5)。しかし、その後の調脊の進行に

よって、北部でも15世紀の井戸10cm)や井戸16(N)が検出されたことから両地区の集落は同じで

あり、時代とともに拡大したものと考えられるようになった。

ところで、原尾島中世村落は成立時から条里制地割によって規制を受けていたと考えられる。北部

の村落内を東西に走る幅300cmの渦39(V) (構25(II) ・52 (m)) は第347図に示すように、現存の

条里地割の坪境の線とほぽ一致している。溝39は13世紀の後半には埋没したようであり、原尾島村落

の前期の遺構とみられるが、周辺の建物の棟方向や士城墓の中心軸の方向は洞39と平行あるいは直交

していて、全体として条里制地割に沿う形となっていた。さらに言えば、三股ケ調査区にあたる新田

サンフォン調査区で検出された12世紀後半の東西溝D-2 (I)は、溝39の 1町北の坪境に近接して

いて、このあたりが原尾島村落の北端と推定される。前期の原尾島村落は方 l町半程度の広さはあっ
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たものと考えられる。

3 . 前期の原尾島村落

平安時代末期から鎌倉時代前半にかけて

機能していたとみられる溝39(V)の周辺

では、十数棟の掘立柱建物と12甚の土城墓

が検出された。建物の時期を決定するのは

難しいが、建物54・55(III)の柱穴からは

13世紀前半の土器が出土し、後述するよう

な柱間からみた構造上の特徴からみても、

溝39の北側の建物は、建物14(V)を除い

て、鎌倉時代前半までのものと考えたい。

11世紀の井戸 9 (III) もこの地区に所在

し、建物58(III)が隣接していた。土城墓

からは舶載の青磁•白磁が出士していて、

その年代観から墓の時期は12世紀末から13

世紀前半と判断される（註 6)。以上のよ

うなことから、溝39周辺の遺構の状況は原

尾島村落の前期の様相を表しているとみら

れる。 9 

さて、そこで改めて溝39の北側の建物を

みてみると、 15,....__.,30mの間隔をもって主な

建物が配置されていることがわかる。すな

わち建物48・49・53・58(III)がそれであ

り、より小形の建物がそれぞれ付属してい

た。また、土城墓については、 4基が集中

していた例もあるが、これを一所とみれば、やはりある問隔を置いて孤立しているといえる。この士

猥墓と建物の関係は、建物58と土猥墓 z,..,,_,5 (ID) を除いて、明瞭ではない。しかし、土猥墓周辺の

多数の柱穴の存在から、隣接して建物があったものと推測される。したがって、これらの土城墓は橘

田正徳の説く前期屋敷墓（註 7)である可能性が高い。このように考えてくると、棚や溝のような明

瞭な区画は確認されなかったものの、溝39の南北両側に屋敷地が整然と並んでいたものと想定され

る。このように、原尾島中世村落は乎安時代後期に集村化の流れの中で成立した条里集落といえる。

それでは、そこに居住した人々はどのような階層に属していたであろうか。前述したように、主な

建物はほとんどが小形の建物を付設していて、一個の独立した経営主体であったと考えられる。主な

建物の床面積を測ると、建物49が25ポ、建物53は36rrl、建物58が47rrlであった。これに対して、橋本

久和が研究対象として紹介して（註 8)以来、中世村落の典型としてしばしば取り上げられる大阪府

宮田遺跡のA地区の建物A-6の床面積は庇部分も含めて36nf、建物A-7は27nfを測る。この宮田

遺跡については、橋本や原口正三はA地区がB地区より優位を占める社会的な格差を認め（註9)、さ
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らには主従的な関係にまで言及している。原口はA地区の居住者を名主層と暗示している（註10)。こ

のことからすれば、原尾島村落の主要な建物の居住者は名主層といえる。

この問題についてほ土城墓も重要な資料となる。土猿墓の副葬品をみると、土城墓 3 (V)では湖

州鏡や舶載の劃花蓮華文青磁碗や青磁皿、土壊墓 4 (V)では舶載の白磁碗・皿合わせて 6点という

優秀なものがある一方、土猿墓 2 (V)では舶載の白磁碗 1点と地元の土師器小皿 1点、土城墓 l

(V)では刀子 l点、さらには土猿墓 z,..,.__,5 cm)では副葬品はないというように大きな格差が認め

られた。士城墓 2,..,.__, 5は建物58と関係する可能性が高いことから、名主層の中にも階層差のあったこ

とが知られる。とくに、土猥墓 3・4の副葬品は岡山県内出土の類例資料と比較してもっとも優秀で

ある。また、原尾島村落からは舶載の磁器類がかなり出土していることも注意される。士城墓 3と4

が主軸を直交させるものの、近接していることから、その周辺に在地領主の屋敷地を想定することは

できないだろうか。

4. 後期の原尾島村落

室町時代に入ると、原尾島村落の様相は大きく変わる。それは、屋敷地を取り囲む溝あるいは堀の

出現による。原尾島村落の東を画すると考えられる溝45(V)は幅390cm、探さ110cmを測り、その断

面形は整形な逆台形を呈して堀と呼ぶにふさわしい。この溝は第347図にあるように、条里地割に合

致し、現小字名の「ニノ坪」「三ノ坪」が往時の坪付けを遺存したものとすると里境の溝となる。溝

45はその規模や形状から判断して溝89(II)に続くと考えられている。しかし、溝89は、下流方向で

ある南に向かうにつれて流路を西に振り、里境の線からはずれていく；この流走方向に合うのは、人

形等の祓所関係の遺物を出士した古代の渦35(V)の最終段階と考えられる溝47(V)である。溝45

からは遺物がほとんど出土しなかったが、構47と栂89からは13世紀代の遺物がかなり出士した。溝89

からは14世紀末の土器も出士していて、特徴のある形状からも溝45と溝89の連続が確実視されるとす

れば、 13世紀には溝47から溝69へと流れていた溝が、 14世紀代に溝45から栂89へと掘り直されたと考

えざるをえない。洞45・89では、底部で落ち込みが不規則に連続したり、所々に間仕切り状の土手が

内側に張り出したりして、かなり人為的な造作がなされていた。間仕切り状の土手は樋を入れるため

の造りのようで、洞45・89は農業水路としての機能も有していたのではないかとみられる。

溝45から西へ 1町 (108m)離れた坪境の線は、ちょうど溝76(lV) ・30 (II)の上に位置してい

る。溝76のすぐ西には平行して消77(1V) ・29(II)が走っていた。溝76と重複して、より新しいと

考えられている満78(N)からは備前焼1V期の甕が出土し、 15世紀代後半とみられることから、溝76

は14,...__,15世紀の室町時代の遺構とされる。溝76を北に延長していくと、溝38(V)の西端の屈折部分

に当たる。酒76と渦38の間は近世以降の溝によって破壊され、溝38の年代も明瞭ではないが、二つの

溝は連続していたのではないかと考えたい。諧の幅は60cm前後で、深さは15cm程度と浅い。溝38も溝

37 (V) と重複関係にあった。洞38から今度ほ南に 1町離れたあたりには、溝4z.---....44(V)が検出さ

れている。溝4z......... 44は猜45に切られ、溝47へ続くとされ、出土遺物等からも13世紀後半の遺構とされ

ている。しかし、この渦群を境として、南側には柱穴がほとんど検出されず、北側の建物群が室町時

代のものと考えられることから、室町時代にあってもこの付近が境界として意識されていたと思われ

る。このように、溝45と洞76と溝38によって区画された幅 l町の敷地があり、＇さらに、消 4z......... 44付近

のあり様を考慮すれば、方 1町の区画が浮かび上がる。
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この方 1町の区画の中に、内郭とでも呼ぶべき、さらに構によって方形に区画された敷地が検出さ

れている。方形区画は三つあり、一つは溝83・87・91(N)に囲まれたもの、二つは溝88(JI) ・94 

(N) に北端を画されたもの、三つは溝96(N) ・40・41・45 (V) で北半を限ったものである。こ

の三つの区画がそれぞれ独立した屋敷地かどうかが問題となる。まず各区画内の建物をみてみたい。

最初の区画内には建物は報告されていない。しかし、調査時点での写真（註11)では平行する柱穴列

が2条表現され、柱穴間には対応関係が認められるようである。柱穴の規模は不揃いで、並びにも乱

れが認められるが、梁問230cm、桁行1010cm程度の細長い建物が推定される。さらに、この区画の北東

部分では大形の柱穴が検出されていて、調査区外にかけて建物の存在していた可能性がある。溝88で

囲まれた敷地内には建物16(Il) ・17 (Il)の2棟が検出された。建物16は3間X 2間の総柱建物で

倉庫と考えられる。建物17では建物の南西隅で西壁に接して備前焼の大甕が埋置されていたようで、

2間X 1間の構造にもかかわらず梁間が450cmと広く、住居とは考え難い。何らかの作業場ではなか

ろうか。最後の区画は東西幅が36mともっとも広い。満96・40と接するように位置する建物19(V) 

をこの区画に伴う建物と考えると、建物の菫複関係から判断して、建物22·26~28 (V)は区画内の

建物として、建物19と同時あるいは近接した時期と推測される。これらの建物の構造は一般的で、住

居と判断される。このようにみてくると、各区画の様相は異なり、単純に三つの屋敷地が並んでいる

とはいえない。むしろ、機能を異にする区画が並んでいるとみられ、全体としてより大ぎな屋敷地を

形成していたと考えられる。

あらためて、方 l町の区画に目を向けると、最初の溝83他に囲まれた敷地はその中央に位置してい

る。溝の規模をみると、溝87が幅150~200cm、深さ4·acmであるのに対して、溝94は幅63cm、深さ 12

cm、溝96は幅63cm、深さ21cmを測り、大きな差が認められる。また、最初の区画には、溝85(N) に

よって二分されているとはいえ、 2甚の井戸があるが、他の区画には、より面積が広い、にもかかわら

ず、 1基の井戸しか存在していない。このことからすれば、最初の区画は特別な地区であったのでは

ないかと思われてくる。

他の二つの区画は後に一つの区画に改められたようである。それは、濶94・96を跨ぐ建物18

(Il) ・20・21 (V) の存在による。さらに建物25(V) もこの一群に含まれる。建物19に近接した

時期の建物群とこの建物群の構造を比較すると、後者では、建物18の総柱建物を除いて、いずれも 3

間の桁行の 1間が長く、他の 2間が等しいという構造で一致している。これに比べて前者ではどちら

かといえば等間に近い。このことは百間川米田遺跡の村落でも考察したように（註12)、時期差を示し

ていると思われる。井戸30(II) と井戸11(V)からはともに呪符木簡が出土し、もとは一個体では

なかったかと思われるような雷文帯青磁碗の破片も両井戸から出士し、地区の一体性が強い。このよ

うな建物の重複関係や地区割りの変更は方 l町の区画溝の重複とも関係し、方 1町の区画がかなりの

期間存続していたことを示している。

それではこの方 l町の区画はどのように考えられるであろうか。区画の東に重要な農業用水路であ

る溝45が存在することから、区画内の住人が農業経営において指導的な役割を果たしていたものと思

われる。小山靖憲は「私宅（館）の周辺に堀や士居をめぐらし、涌水や小流をそこで還流させること

によって水量や水温の一定の調整を行う開発・再開発の基地とし、旧来の安定的耕地と不安定耕地の

再編を可能にするのである（略）。かかる機能をもつ堀の内の設定によって荒野の中に新たな村落が

創出されることもあったし、旧来の集落の再編が行われることもあった。それが村落の重要な再生産
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機能を果たしつづけた場合いわゆる領主型村落として定着するのである。」と述べている（註13)。こ

のように、この方 l町を堀の内屋敷として、広瀬和雄の建物群類型でいうところのD型（註14) と捉

えることはできないであろうか。総柱建物は建物18しか検出されていないが、区画の半分は未発掘で

あり、中央の特別な区画も未調査部分を残している。検出された主な建物の床面積は、建物18を東に

庇をもつ 4間 X 3間と考えれば85出となり、建物21は52ni、建物25は48面を測る。大形の建物が並ん

でいるといえよう。ここでは方 l町の方形区画を堀の内屋敷として考えておきたい。きわめて優秀な

副葬品を出土した土城墓 3・4がこの区画内に存在していたことは注意される。在地領主層の順調な

発展をここに見出すべきであろうか。

・方 1町の区画の外にも、井戸10(III) ・16(N)の15世紀代の遺構があり、建物14(V) のよう

な、建物20(V) と同じ柱間構成をもつ建物が存在していた。名主層の屋敷地も堀の内の外に広がっ

ていたのは確かで、原尾島村落は方 2町程度の規模はあったものと想定される。しかし、 16世紀に入

り、不幸にも、この原尾島村落を突然に洪水が襲うこととなる。人々は安全を求めて移住を余鍛なく

されたようである。室町時代、 15世紀の遺物を出士した井戸10(III) ・16・17・18(N) ・11 

(V) ・ ・30 (II)のすべてが板や石の枠材や曲物を留めていなかったことは印象的である。

（岡本寛久）
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出土遺物一覧（観察）表

1 . 土器観察表

2. 石製品一覧表

3. 玉類一覧表

4. 木製品一覧表

5. 金属製品一覧表

6. 土製品一覧表

新旧遺構名称対照表
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凡 例

1 . 土器観察表の実測番号は、実測時の整理番号であり、掲載番号が本報告書掲載図の番号にあた

る。

2. 土製品、石製品、金属製品、木製品、宝類一覧表の番号は幣理番号であり、掲載番号が本報告書

掲載図の番号にあたる。

3. 遺構名の欄は新（報告書作成時）遣構名であるが、（ ）を付すものは旧遺構名である。

4. 各一覧表の時代・時期は遺構の時期を示しており、必ずしもその遺物の時期を示すものではな

し、

゜
5. 石製品の形式は、石鏃についてのみ以下の分類を行なっている。

I . 乎基式 II . 凹基式 m. 凸基 l式 N. 有茎式 V. 扶り入り式 VI. 凸基 II式

△ △ u O Ll 0 
ー II m

 

N
 

＞
 

VI 

6. 士製品の形式は、土錘についてのみ以Fの分類で行なっている。

A. ずん胴で穴が中央を貰通 I 長80mm以上、幅30mm以上、若干不正形

II① 1よりも細目、長80mm近い

II② 長70mm程、幅30mm未満、中形

II③ 長70mm未滴、幅30mm未満、小形

m 長60mm未満、幅30~35mm、•長丸

N 長60mm程、幅50mm程

B. 上下の口部分が細い中太の紡錘形 中太で長い大形品

II 先細で長い

III 中太で短い

N 先細で中位の長さ

V 先細で短い

C. 楕円形、長軸にそって溝がある

D. 球形で洞と穴がある

E. 両端に穴のある腕骨形

7. 新旧遺構名称対照表の新名称は報告書作成時に付したもので、旧名称は発掘調在時のものであ

る。
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1 . 土器観察表

闘 番号 遺構•土層名 種 別 器 種
法嚢 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器嵩

1 1445 旧河道 縄文土器 深鉢 38.8 外面竹管文。内外面条痕ののちナデ。

2 1435 旧河道 縄文士器 深鉢 外面竹管文・爪形文。波頂部キザミ、爪形文と同じ原体か？

3 1431 旧河道 縄文土器 深鉢 端部～外面一部にかかるキザミメ風刺突。

4 1433a 旧河道 縄文土器 深鉢 ロ唇部キザミメ。内外面貝殻条痕。外面朱か丹塗りの痕跡。

5 1433b 旧河道 縄文土器 深鉢 内外面貝殻条痕文。外面爪形文。

6 1430 旧河道 縄文土器 深鉢 口唇部キザミメ。外面煤付着。内外面二枚貝条痕。

7 1429 旧河道 縄文土器 深鉢 波頂部キザミ大きい。外面横方向に条文痕、乎裁竹管文。

8 1443 旧河遺 縄文土器 深鉢 31.5 外面二枚貝条痕ののち半裁竹管文。， 1444 旧河道 縄文土器 深鉢 29.6 波頂部キザミメ。外面二枚貝条痕。

10 1446 旧河道 縄文土器 深鉢 34.2 波状部キザミメ。内外面条痕ののちナデ。

11 1460 旧河道 縄文土器 浅鉢 17會0 波状面キザミメ。

12 1432 旧河道 縄文土器 鉢

13 1426 旧河道 縄文土器 深鉢 口唇部刺突痕。

14 1434 旧河道 縄文土器 深鉢 貼付突帯（深いキザミメ）

15 1425 旧河道 縄文土器 深鉢 貼付突帯にキザミメが深く入る。

16 1428 旧河道 縄文士器 深鉢 削り出し突帯にキザミメ。

17 1440 旧河道 縄文土器 深鉢 3.4 外面ケズリ痕、光沢。

18 1441 旧河道 縄文土器 深鉢 3.0 調整不明瞭。

19 1442 旧河道 縄文土器 深鉢 2.3 外面ケズリののち二枚貝条痕。

20 1439 旧河道 縄文土器 深鉢 3.6 内面単位のわかるエ具ナデ。

21 1437 旧河道 縄文士器 浅鉢 6.8 

22 1438 旧河道 縄文土器 浅鉢 8.6 

23 1462 113河道 縄文土器 浅鉢 44會8 波状部に段。外面ナデののちミガキののちケズリ。

24 1459 旧河道 縄文土器 浅鉢 41.0 内外面ナデののちミガキ。

25 1448 旧河道 縄文土器 浅鉢 外面ミガキ・ニ枚貝条痕。

26 1454 旧河道 縄文土器 浅鉢 径2.5mmの孔 lつ（全径4ケ所？）、孔の痕跡。

27 1453 旧河道 縄文土器 浅鉢 外面ミガキ・ニ枚貝条痕。全体に煤付着。

28 1455 旧河道 縄文土器 浅鉢 外面一部波状部分。内外面黒斑。

29 1461 旧河道 縄文土器 浅鉢 内外面条痕ののちミガキ。外面黒色物付着。内面焼きむら？

30 1456 旧河道 縄文土器 浅鉢 内外面ヘラミガキ、黒斑。

31 1450 旧河道 縄文土器 浅鉢 外面使用時の磨耗？

32 1451 旧河道 縄文土器 浅鉢 波状部突起。

33 1449 旧河道 縄文土器 浅鉢 内外面ヘラミガキ。

34 1457 旧河道 縄文上器 浅鉢 内面ていねいなナデ。

35 1458 旧河道 縄文土器 鉢 外面ミガキののち貝殻条痕。内外面煤付着。

36 1424 1B河道 縄文土器 浅鉢 外面条痕ののちミガキ。

37 1427 旧河道 縄文土器 浅鉢 ロ緑下の内外面に 1条の沈線。

38 1447 1B河道 縄文土器 浅鉢 内面ヘラエ具による段。

39 1452 旧河道 縄文土器 浅鉢 内面ヘラ。

40 683 旧河道 縄文土器 鉢 内外面ヘラミガキののちナデ？

41 668 旧河道 弥生土器 '.lll!'. 、＝金ゴ 16.7 ロ縁部歪み。外面 4本のヘラガキ。

42 664 旧河道 弥生土器 壺 13.6 
口唇部歪み。口頸部は外湾して上外方にのびる。外面全体
に黒色塗布。

43 689 旧河道 弥生士器 ニ空心 14.6 8.7 29.7 胴部に削り出し突帯。底面ヘラミガキ。

44 695 旧河道 弥生土器 壺 33.3 
内外面黒色物塗布。外面幅広く粗いミガキから太く短いミ
ガキ混在。

45 667 旧河道 弥生土器 壺 37.0 外面削り出し突帯沈線 2本。

46 1436 旧河道 弥生土器 壺 全体に煤付着。径 2mmの孔 2ケ所。

47 687 旧河道 弥生土器 ,,.,. 空 12.2 外面斜め方向にヘラミガキ。

48 681 旧河道 弥生土器 甕 外面ヘラガキの下に丹塗り部分。

49 1476 旧河道 弥生土器 壺 外面ヘラガキの木葉文。

50 685 旧河道 弥生土器 ,,... 空 8.8 内外面黒漆塗布部分。内面ナデ痕跡が強い。

51 1465 旧河道 弥生土器 空,.... 内面削り出し突帯。

52 1466 旧河道 弥生土器 壺 外面ミガキ？工具ナデ？凹線・竹管文。

53 1467 旧河道 弥生土器 壺 外面ミガキ。内面工具ナデののちミガキ。

54 1464 旧河道 弥生土器 壺 外面ミガキ？ミガキ状効果、エ具ナデか？

55 1463 旧河道 弥生土器 壺 透し孔。内外面ヘラミガキ。

56 692 旧河道 弥生土器 壺 13.2 内外面とも煤付着。底部楕円形、ナデ。

57 690 旧河道 弥生土器 甕 30.4 外面口縁部に深いキザ：：：ヘ餓維痕跡顕著。内外面ハケメ。

58 682 旧河道 弥生士器 甕 貼付突帯突帯のJ:.tこキザミメ。

59 680 旧河道 弥生土器 甕 外面 3条の沈線の間に 2段の楕円刺突。

60 669 旧河道 弥生土器 甕 23.3 ロ唇部キザミ•メ、 5 条のヘラガキ沈線。

61 686 旧河道 弥生土器 甕 25.0 外面口緑部キザミメ。

62 666 旧河道 弥生土器 甕 32.8 内外面工具ナデ。口縁蔀ナデ。黒斑。

63 660 旧河道 弥生士器 甕 20.8 外面ハケメ 7本/1cm。繊維痕。内面指圧痕。
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闘 番号 遺構・士層名 種 別 器 種
法量 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

64 659 旧河道 弥生土器 甕 17.4 

65 678 旧河道 弥生土器 甕 22.2 8.6 22.2 外面ハケナデほとんど痕跡残さず。底面ナデ。

66 691 旧河道 弥生土器 甕 8.4 外面粗いハケメ。内面工具ナデか？

67 679 旧河道 弥生土器 甕 外面工具により下から上へのケズリののち段部分に刺突文

68 688 旧河道 弥生土器 鉢 18.5 ロ唇部所々にキザミ。

69 693 1日河道 弥生土器 鉢 30.9 9.4 6.6 
外面ハケメののちていねいなヘラミガキ。内面工具ののち
ヘラミガキ。

70 665 旧河道 弥生土器 鉢 . 21.7 内面黒色顔料（黒漆？）塗布。

71 656 旧河道 弥生土器 小型鉢 5.2 3.9 4.2 径 2mm孔 lケ所のみ残存。内底部赤灰色。

72 672 旧河道 弥生士器 蓋 6.8 丹塗り部あり。底部ナデ状のケズリののちミガキ。

73 675 9日河道 弥生土器 蓋 10.1 1.3 孔 1つ。内外面ていねいなミガキ。

74 673 9日河道 弥生土器 蓋 9.3 2.9 孔 2つ。内外面手ナデ。全体的に煤付若痕跡？

75 674 1B河道 弥生土器 蓋 11.5 2.4 孔 2つ。内外面ていねいなミガキ。全体的に煤付着痕跡。

76 684 旧河道 弥生土器 空_._, 外面ハケ状工具による文様、波状文。

77 677 旧河道 弥生土器 甕 16.5 ロ唇部キザミメ。

78 670 旧河道 弥生土器 甕 16.8 8.9 内外面ハケメ、細かく浅い。

79 676 旧河道 弥生土器 甕 16.5 外面胴部に刺突文。

80 661 旧河道 弥生土器 甕 6.8 底面ナデ。内面ナデアゲ。内底面押圧。

81 658 旧河道 弥生土器 甍 17.8 ロ唇部少し厚すぎる。

82 662 旧河道 弥生土器 甕 5.0 底中央に穿孔。

83 663 旧河道 弥生土器 甕 8.4 底中央tこ穿孔。
84 1477 旧河道 弥生土器 壺 28.8 外面焼きむら。

85 694 旧河道 弥生土器 甕
外面ハケメ、ナデにより消されている？。内面指ナデアゲ。
ロ縁部より欠損。

86 657 旧河道 弥生七器 鉢 11.2 7.6 11.6 
ロ縁部に径 4mmの孔 2ケ所。脚部に径2.5mm孔 1ケ所、胴
部に板状工具刺突文。

87 636 土披 1 弥生土器 壺 12.0 ロ緑部に孔 2ケ所。

88 634 土披 1 弥生土器 壺 外面ヘラミガキののち 3本の沈線。

89 633 土猥 1 弥生土器 壺 外面接合部沈線ののちヘラミガキ。

90 637 土壊 l 弥生土器 壺 8.8 若干上げ底。

91 630 土城 l 弥生士器 甕 18.7 口唇部刺突文。頸部削り出し突帯上に径 2mm竹管文。

92 632 土披 1 弥生土器 甕 外面 4本の沈線。

93 631 土漿 l 弥生土器 甕 口唇部キザミメ。肩部ヘラガキ線刻文。

94 638 土漿 l 弥生土器 甕 7.0 底部工具ナデ焼きむら。

95 635 士披 1 弥生土器 蓋 10.6 外面線刻文あり。孔（貫通） 2ケ所。

96 706 土壊4 弥生土器 甕 20.0 5.8 器面全体的風化。底部ナテ｀。

97 699 溝8 弥生士器 甕 19.0 

98 697 溝9 弥生土器 甕 19.3 5.3 27.1 外面ハケメののちヘラミガキ。内面指圧ナデ。

99 1392 竪穴住居 1 弥生土器 鉢 20.0 外面黒斑。

100 1391 竪穴住居 l 弥生士器 壺 7.5 外面一部焼きむら。底面ナデののち粗いヘラミガキ。

101 1390 竪穴住居 l 弥生土器 甕 5.6 底面きれいな乎坦面、ミガキ状ナデ一部煤付着。

102 1394 竪穴住居 1 弥生土器 壺 4.8 底面黒斑。水漉し粘土風。

103 1395 竪穴住居 1 弥生土器 器台 18.5 

104 1393 竪穴住居 1 弥生土器 高杯 外面一部煤付着。透し孔 3ケ所、全径4ケ所？

105 1396 竪穴住居 l 弥生士器 製塩土器 14.6 4.7 4.7 円盤充填。外面粗いケズリ。内面ていねいなナデ、ハケ。

106 1397 竪穴住居 l 弥生士器 製塩土器 3.6 外面粗いヶズリ。

107 1400 竪穴住居 l 弥生土器 製塩土器 4.8 外面ヘラケズリののち押圧痕。

108 1398 竪穴住居 l 弥生土器 製塩土器 5.3 中心に絞り痕。

109 1399 竪穴住居 l 弥生土器 製塩土器 4.9 

llO 160 竪穴住居 2 弥生土器 甕 14.2 外面ハケメ？ ミガキ効果。

111 147 竪穴住居 2 弥生士器 甕 14.0 外面ハケメ工具ナデ風。

112 153 竪穴住居 2 弥生土器 甕 19.4 外面工具痕の中に繊維痕跡。

113 161 竪穴住居 2 弥生士器 甕 13.5 4.6 21. 7 底面磨滅？（ヘラミガキ？）

114 154 竪穴住居 2 弥生士器 聾 8.4 外面部分的にヨコナデ。底部ナデ。

115 159 竪穴住居 2 弥生土器 鉢 13.2 外面ヘラミガキ。内面ナデ。

116 165 竪穴住居 2 弥生土器 小壺 6.6 孔 2ケ所。外面細かなハケメ？。内面かきとり風。

117 157 竪穴住居 2 弥生土器 蓋 4.3 3.4 外面ナデ。手捏ね。

118 148 竪穴住居 2 弥生士器 鉢 13.0 3.3 6.4 底面ナデ。内面粗いヘラ。

119 146 竪穴住居 2 弥生士器 台付鉢 12.8 6.8 12.0 余り粘士あり（底部）

120 150 竪穴住居 2 弥生土器 高杯 22.0 内外面ヘラミガキ。

121 152 竪穴住居 2 弥生土器 裔杯 22.6 ロ縁部ヨコナデ痕が深い。内外面綾杉状ヘラミガキ。

122 158 竪穴住居 2 弥生土器 尚杯 12.6 外面ナデののちヘラミガキ。

123 151 竪穴住居 2 弥生土器 台付鉢 18.5 10.2 9.1 外面ヘラミガキの下に若干ヘラケズリ痕残る。

124 149 竪穴住居 2 弥生士器 高杯 9.0 外面ヘラミガキ。

125 162 竪穴住居 2 弥生土器 台付鉢？ 19.0 孔（貫通）現存 3ケ所。

126 156 竪穴住居 2 弥生土器 鉢 34.8 内外面ヘラミガキ。
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l. 土器観察表

闘 番号 遺構•土層名 種 別 器 種
法慨 (cm)

特 徴 ・ 備 考
ロ 径底径器高

127 163 竪穴住居 2 弥生士器 器台 20.2 透し孔（貫通） 1ケ所。

128 155 竪穴住居 2 弥生士器 甕 14.5 外底部磨減している。内底部ナデ。

129 164 竪穴住居 2 弥生土器 甕 7.0 底部ヘラミガキ磨減。

130 138 竪穴住居 3 弥生土器 甕 12.4 外面ハケメ。

131 140 竪穴住居 3 弥生土器 鉢 14.2 6.1 内外面有機物付着。外面ヘラケズリ。

132 139 竪穴住居 3 弥生土器 小鉢 16.9 外面ヘラケズリ痕。内面押圧ナデ？

133 142 竪穴住居 3 弥生土器 高杯 20.7 内外面ヘラミガキ。

134 141 竪穴住居 3 弥生土器 高杯 20.3 水漉し粘土風。内外面ヘラミガキ。

135 143 竪穴住居 3 弥生土器 長頸壺 19.0 突帯刺突文。内外面ハケメ。

136 137 竪穴住居 3 弥生土器 甕 15.7 外面z.....,3本単位の粗いハケメ、右下がり窪み。

137 136 竪穴住居 3 弥生土器 台付鉢 8.2 3.1 7.9 内面一部ハケメ。

138 144 竪穴住居 3 弥生土器 台付鉢 脚内部ケズリの工具痕。

139 145 竪穴住居 3 弥生土器 片口鉢 13.0 外面に貼付把手（破損）。内面および口緑部上端に朱が付着。

140 132 竪穴住居 4 弥生土器 長頸壺 22.0 内面口縁部に絞り痕。

141 135 竪穴住居 4 弥生土器 甕 20.2 外面ヨコナデ痕。

142 128 竪穴住居 4 弥生土器 鉢 10.6 3.7 10.2 外面ハケ、ヘラミガキののち化粧土。底面ナデ。

143 133 竪穴住居 4 弥生土器 高杯 23.0 表面剣離。

144 130 竪穴住居 4 弥生土器 直口壺 11.5 3.5 13.3 底面ナデ。内面部分的に横方向のハケメ。

145 134 竪穴住居 4 弥生士器｀ 高杯 13.0 

146 129 竪穴住居 4 弥生土器 鉢 16.4 3.5 7.8 水漉し粘土風。外面器面荒。底面ヘラミガキ。

147 131 竪穴住居 4 弥生土器 高杯 外面放射状のヘラケズリが部分的。

148 1403 竪穴住居 5 7.6 底部ハケメ。内底部ナデ。

149 1411 竪穴住居 5 弥生土器 8.0 底部ナデ。

150 1415 堅穴住居 5 高杯 23.5 水漉し粘土。口縁部暗文風にヘラミガキ。

151 1405 竪穴住居 5 高杯 12.2 内外面ヘラミガキ。

152 1413 竪穴住居 5 高杯 12.2 全体剣離気味、調整不明瞭。透し孔全径4つ。水漉し粘土。

153 1412 竪穴住居 5 高杯 10.8 全体剥離気味。透し孔全径 4つ．水漉し粘土．

154 1404 竪穴住居 5 鉢 15.9 3.9 6.2 
ロ緑部歪み。エ具痕あり。底部調整不明瞭。内底部ユビオ
サエナデ？。

155 178 竪穴住居 6 弥生土器 直口壺 9.6 水漉し粘土。外面ハケメ。内面ヘラケズリ。

156 166 竪穴住居 6 弥生士器 甕 12.9 4.9 20.4 底部ナデ（一部ミガキ？）

157 175 竪穴住居 6 弥生土器 甕 13.6 ロ縁部黒斑。

158 174 竪穴住居 6 弥生土器 甕 16.0 内面ヘラケズリ。

159 177 竪穴住居 6 弥生土器 鉢か甕 3.0 内面に赤色顔料？底面ナデ。

160 176 竪穴住居 6 弥生土器 高杯 15.8 水漉し粘土風。口縁部暗文。

161 171 竪穴住居 7 弥生土器 甕 13.8 外面乎行タタキののちタテハケメ（表面剣離）

162 172 竪穴住居 7 弥生土器 甕 18.6 外面ヨコナデののちクテハケメ。

163 186 竪穴住居 7 弥生土器 鉢 14.6 4.5 7.7 外面ミガキ？ナデ？。内面工具によるナデ。

164 185 竪穴住居 7 弥生土器 小鉢 10.8 3.5 5.6 内外面ナデ。

165 169 竪穴住居 7 弥生土器 製塩土器 3.4 内底部ナデ。

166 183 竪穴住居 7 弥生土器 高杯 17.8 水漉し粘土。口縁部暗文風ヘラミガキ。

167 187 竪穴住居 7 弥生土器 高杯 19.1 水漉し粘土。口縁部暗文風ヘラミガキ。

168 170 竪穴住居 7 弥生土器 高杯 16.1 内外面ヘラミガキ。

169 184 竪穴住居 1 弥生土器 高杯 12.6 8.8 7.0 透し孔 3つ残。水漉し粘土。内外面ヘラミガキ。

170 182 竪穴住居 7 弥生土器 高杯 17.5 脚部透し孔跡 lケ所残。水漉し粘土。

171 168 竪穴住居 7 弥生土器 高杯 11.5 透し孔 2個残。水漉l...粘士。

172 167 竪穴住居 7 弥生土器 高杯 10.0 外面ハケメののちヘラミガキ、透し孔 1個残。水漉し粘土。

173 702 竪穴住居 9 弥生土器 装飾高杯？ 18.9 ロ縁部ヘラミガキの鋸歯文めぐる。長頸壷かもしれない。

174 703 竪穴住居 9 弥生土器 甕 15.2 

175 704 竪穴住居 9 弥生土器 甕 13.7 

176 705 竪穴住居 9 弥生土器 製塩土器 4.2 底部ナデ。

177 104 井戸 l 弥生土器 長頸壺 12.2 6.9 26.5 
外面半裁竹管文 2個一対で 1ケ所、板状工具による刺突文
4個一対で 1ケ所。

178 106 井戸 l 弥生土器 長頸壺 12. l 6.7 25.3 
水漉し粘土風。刺突文の中に細いキザミ条痕跡(177も同）。
底面ハケメ。

179 108 井戸 1 弥生土器 長頸壺 11.6 7.0 22.5 
頸都沈線一部螺旋状。胴部下の 1ケ所に焼成後穿孔。底面
ナデ。

180 105 井戸 1 弥生土器 壺 12.0 6.8 22.7 全体に表面荒、砂粒多し。底面軽いミガキ凹凸。

181 115 井戸 1 弥生土器 長頸壺 13.5 7.5 28.9 外面部分的にハケメ。

182 127 井戸 1 弥生土器 壺 6.2 砂粒が非常に少ない（水漉し粘土？）。底面ナデ。

1 183 124 井戸 1 弥生土器 ． 空 9.2 内面細いタテハケ。

184 118 井戸 1 弥生土器 長頸壺 10.7 内面ナデ。

185 121 井戸 l 弥生土器 甕 13.5 水漉し粘土風。

186 119 井戸 1 弥生土器 壺 13.0 器面剥離。

187 123 井戸 1 弥生土器 甕 13.0 外面ヨコナデ。

188 122 井戸 1 弥生土器 甕 12.6 外面強いハケメ。
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百問川原尾島遺跡 5

闘 番号 遺構・士層名 種 別 器 種
法量 (cm) 

特 徴・備 考
ロ径 底径 器高

189 113 井戸 l 弥生土器 甕 14.7 外面少し粗めの幅広いハケメ。

190 112 井戸 l 弥生土器 甕 18.0 外面ククキの残存。

191 126 井戸 l 弥生土器 甕 14.2 外面 3本単位くらいの粗いハケ状工具痕跡。
192 111 井戸 l 弥生土器 甕 18.0 7.7 32.7 外面口緑部ヨコナデ顕著。

193 114 井戸 l 弥生士器 甕 5.3 外面非常に細かいハケメ。

194 107 井戸 l 弥生土器 空...,,. 6.5 刺突文。底面ヘラミガキ？内底部ヘラケズリののち押圧痕。
195 116 井戸 1 弥生土器 台付鉢 14.6 頸部に孔 lケ所。底面ヘラケズリ。
196 llO 井戸 l 弥生土器 台付鉢 19.5 13.4 23.9 外面ハケメののちヘラミガキ。

197 117 井戸 l 弥生土器 台付鉢 9.7 内面底部ヘラミガキ。

198 109 井戸 l 弥生土器 鉢 44.5 外面ハケメ。内面ヘラケズリののちヘラミガキ。
199 125 井戸 l 弥生土器 製塩土器 4.7 外面指紋痕跡。

200 198 井戸 2 弥生土器 甕 12.0 外面粗いJヽケ。内面ナデ、ヘラケズリ。

201 201 井戸 2 弥生土器 甕 12.8 ロ縁部ヨコナデ、工具アクリ痕。

202 195 井戸 2 弥生土器 甕 11.6 被熱で赤色変化．

203 189 井戸 2 弥生土器 壺 8.6 6.2 21.4 外部ハケメののちヘラミガキ？。内面ヘラケズリ。
204 188 井戸 2 弥生土器 長頸壺 14.6 8.5 36.4 外面ヘラミガキ。内面ヘラケズリ。内底部ナデ？
205 194 井戸 2 弥生土器 甕 10.9 外面ハケメののちヘラミガキ。内面ヘラケズリ。
206 197 井戸 2 弥生士器 甕 4.8 内面黒色。内底部剥離。

207 199 井戸 2 弥生土器 甕 4.6 
全体二次焼成、赤色変化。胎士もろく剥離。内底部ヘラケ
ズリののちナデ。

208 1320 井戸 3 弥生土器 壺 25.0 8.7 51.4 口唇上方部に半裁竹管の刺突文か？。口縁部鋸歯文（内部の
線刻の向が逆）。

209 1308 井戸 3 弥生土器 壺 17.1 ロ縁部ナデによる凹凸。

210 1289 井戸 3 弥生土器 壺 19.4 6.4 
二次焼成？外面ハケメ。内面比較的ていねいな工具による
ケズリ。

211 1285 井戸 9 弥生土器 壺 12.6 4.5 24.2 外面煤。

212 1310 井戸 3 弥生土器 壺 17.6 7.2 35.4 
口唇部に半裁竹管文の組み合わせ刺突文。鋸歯文。頸部下
にキザミメ付突帯。

213 1303 井戸 3 弥生土器 小壺 3.6 2.6 4.6 手捏ね。

214 1287 井戸 3 弥生土器 甕 14.4 歪みのため不明。

215 1284 井戸 3 弥生士器 甕 22.6 7.5 42.2 底部ナデ。

216 1292 井戸 3 弥生土器 甕 5.1 内外面工具ナデ。底面ナデ。

217 1291 井戸 3 弥生土器 甕 3.6 外面ハケ。上げ底風。

218 1296 井戸 3 弥生土器 甕 20.0 外面ハケメ（エ具ナデ？）このうち一部ナデで磨滅か？

219 1307 井戸 3 弥生土器 甕 20.2 
外面ハケナデのようなハケメ 5-6本/lcm、ののち細い
，，ヽケナデ。

220 1297 井戸 3 弥生土器 台付鉢 20.8 底面ナデ。内底部ヘラミガキ。

221 1309 井戸 3 弥生土器 甕 16.7 5.3 28.0 全面体穿孔に煤。付着。土器上部に歪み。外面ハケメの痕跡？。底

222 1286 井戸 3 弥生土器 高杯 26.0 ロ部歪み。口縁部分的に黒斑。

223 1288 井戸 3 弥生士器 12.4 ロ径傾き？

224 1304 井戸 3 弥生土器 高杯 13.5 水漉し粘土風。透し孔。

225 1294 井戸 3 弥生土器 蓋 16.9 11.9 高杯として使用ののち蓋として使用（煤付着）。
226 1293 井戸 3 弥生土器 蓋 14.6 9.5 外面煤付着痕。内外面共に部分剣離。

227 1295 井戸 3 弥生土器 鉢 41.5 9.2 23.9 
底面ナデ？（わずかに砂粒の動き）。内底部一方方向ヘラミ
ガキ。

228 1300 井戸 3 弥生土器 鉢 11.2 剥離気味で調整不明瞭。

229 1299 井戸 3 弥生土器 鉢 12.4 4.1 7.7 全体剥離している。

230 1298 井戸 3 弥生土器 鉢 14.3 外面ミガキと思われるが原体が条線を多く含む。
231 1301 井戸 3 弥生土器 甕・壺 4.9 外面ハケメののちナデ。内面ヘラケズリ。

232 1302 井戸 3 弥生土器 3.4 内面ナデ（エ具のアクリ跡）

233 1290 井戸 3 弥生土器 台付？鉢 脚部手ナデ（ユピオサニ痕？） ¥ 

234 1306 井戸 3 弥生土器 製塩士器 5.0 底面工具切り離し痕。

235 1305 井戸 3 弥生土器 製塩土器 3.3 
236 253 井戸 4 弥生土器 "-'-" 空 17.3 ロ縁部4条の凹部。外面ナデののちヘラミガキ。
237 243 井戸 4 弥生土器 甕 14.3 外面ハケメののち下半にヘラミガキ。表面剥離（一次焼成）。

238 237 井戸 4 弥生土器 甕 14.5 6.2 26.2 
頸部に刺突文 3つ。底部ヘラミガキ。内面炭化有機物（＊
コゲ）付着。

239 262 井戸 4 弥生土器 甕 6.0 底部ヘラミガキ。

240 238 井戸 4 弥生土器 甕 14.1 4.9 24.8 
底部ナデ？工具痕あり。内面炭化物付着。胎土は淡乳白色。
山陰からの移入か。

241 252 井戸 4 弥生土器 甕 16.9 ロ縁部ヨコナデ。

242 251 井戸 4 弥生士器 甕 15.0 ロ縁部ョコナデ。

243 245 井戸 4 弥生土器 甕 13.6 
外面一部Jレープ状、ハケメののちヘラミガキ。内面一部強，
いケズリ。

244 246 井戸 4 弥生土器 甕 14.0 頸部剥離痕あり。内面ナデ、ヘラケズリ。
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1 . 士器観察表

闘 番号 遺構•土層名 種 別 器 種
法量 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

245 240 井戸 4 弥生土器 甕 15.2 5.1 25.9 ロ縁部 1ケ所線刻。噴きこぼれ痕？。底部穿孔。240に類似。

246 241 井戸4 弥生土器 甕 14.8 剥離痕あり。水漉し粘土風。外面磨減している斜めハケメ。

247 250 井戸4 弥生土器 甕 15.0 ロ縁部ヨコナデ。

248 268 井戸4 弥生土器 甕 15.9 外面ハケメ。内面ヨコヘラケズリ。

249 239 井戸4 弥生土器 甕 15.2 6.1 25.2 ロ緑部ヨコナデ条痕。外面、底部ハケメ。

250 244 井戸4 弥生士器 甕 4會7 底部ナデ。内面炭化物付着痕。

251 242 井戸4 弥生土器 甕 6.0 水漉し粘土風。底部平坦面、ていねいなハケメ。内部炭化物。

252 255 井戸4 弥生土器 甕 4.3 外面ハケメ。底部ナデ、ハケメ。内面ヘラケズリ。

253 272 井戸4 弥生土器 甕 4.8 底部ハケメ。

254 265 井戸4 弥生土器 甕？ 8.5 底部ハケメののちミガキ。

255 263 井戸4 弥生士器 甕 7.8 底部ケズリ。

256 260 井戸4 弥生土器 甕 3.9 底部ナデ。

257 264 井戸4 弥生土器 甕 5.1 底部ハケ、中に細い線。

258 266 井戸4 弥生土器 甕 5.5 底部工具ナデ。

259 261 井戸4 弥生土器 甕 5.6 底部工具ナデ。

260 247 井戸4 弥生土器 台付鉢 13.1 水漉し粘土。絞り痕。

261 269 井戸4 弥生土器 台付鉢 水漉し粘土。脚柱部差し込み痕、絞り痕。

262 254 井戸 4 弥生土器 台付鉢 12.9 脚部穿孔、全径 4個。脚柱部差し込み痕。

263 249 井戸4 弥生土器 台付鉢 水漉し粘土。絞り痕。

264 270 井戸 4 弥生土器 台付鉢 水漉し粘士風4。つ底部ナデ、ハケメ。内面放射状にエ具痕。
穿孔（有孔 ？） 

265 259 井戸4 弥生土器 高杯 水漉し粘士風。透し孔有孔 3個、全径4個？

266 257 井戸 4 弥生土器 高杯 11. l 水漉し粘士風。透し孔残 3ケ所、全径 4ケ所。

267 248 井戸 4 弥生土器 高杯 水漉し粘土。透し孔 lケ所。

268 271 井戸 4 弥生土器 高杯 水漉し粘土。透し孔有孔 2つ、全径 4個？

269 258 井戸4 弥生士器 高杯 13.4 水漉し粘土風。透し孔有孔 3つ（端部 2つ）、全径 4つ？

270 267 井戸 4 弥生土器 台付小型鉢 11.5 6.8 7.7 底部軽い押圧、ナデ。

271 256 井戸 4 弥生土器 鉢 4.2 水漉し粘土風。胴部から底部に続いてヘラミガキ。

272 193 井戸5 弥生土器 甕 13.9 外面ハケメ。内面ヘラケズリ。

273 192 井戸 5 弥生土器 甕 16.2 くの字口線。

274 191 井戸 5 弥生土器 高杯 透し孔 3ケ所。

275 190 井戸,5 弥生士器 製塩土器 3.6 底面ナデ。

276 2 井戸 6 弥生土器 壺 17.1 主に内外面細かいヘラミガキ。頸部下に浮文。

277 10 井戸 6 弥生土器 壺 21. 7 7.1 33.0 外面ヘラミガキ。胴部外面下半に煤多し。底部磨減。

278 4 井戸 6 弥生土器 ,,... 空 19.2 6.8 33.7 底部穿孔、ハケメにも似た条線をもつ工具でヘラミガキか。

279 ， 井戸 6 弥生土器 甕 14.4 外面ハケメ。

280 5 井戸 6 弥生土器 甕 14.4 4.3 24.0 胎土に角閃石•金雲母を含む（讃岐産か）。調整不明瞭。

281 8 井戸 6 弥生土器 甕 16.2 6.0 25.l 部分的に噴きこぽれ痕跡。底部煤剥落痕、ヘラミガキ。

282 1 井戸 6 土師器 甕 14.l 
ロ縁外面にクシガキ沈線。肩部に刺突痕 2ケ所。口縁～肩

部噴きこぽれ痕跡。

283 6 井戸 6 弥生土器 鉢 13.1 4.2 7.3 水漉し粘土。底部オサエナデ、高台気味。

284 3 井戸 6 弥生土器 高杯 12.3 水漉し粘土。透し孔4つ。

285 379 ±壊i5 弥生土器 長頸壺 21.6 ロ緑端面に鋸歯文。外面ハケメの洋位不明瞭。

286 369 士城 5 弥生土器 =--空 16.4 肩部下外面ヘラミガキ。

287 380 土擁 5 弥生土器 甕 16.0 全体磨減していて不明瞭。

288 370 土城 5 弥生土器 甕 16.6 外面ヘラミガキ。

289 378 土城 5 弥生土器 甕 12.4 外面ヘラミガキ、粗いハケ。

290 383 土猥 5 弥生土器 甕 16.6 5.0 
底部若干上げ底、ナデ？、赤色変化。内面磨減のため調整
不明瞭。

291 372 土城 5 弥生土器 鉢 9.9 3.2 10.0 左右向かい合わせに 2つずつの穿孔。底部ナデ。

292 388 ±演 5 弥生土器 高杯 12.6 15.0 10.5 透し孔 4個。

293 386 土痰 5 弥生土器 高杯 22.3 14.7 12.3 

294 375 士城 5 弥生土器 高杯 25.5 全体剥離。口縁部暗文風ヘラガキ。

295 382 土城 5 弥生土器 高杯 12.7 透し孔 4個。

296 374 土城 5 弥生土器 鉢 11.4 3.6 9.3 底部ナデ。底の中央部に穿孔あり。

297 373 土擁 5 弥生土器 鉢 11.8 3.2 8.0 底部近くに刺突文 1つ。底部押圧ナデ。

298 385 土壊 5 弥生土器 鉢 30.7 5.9 16.0 底蔀上げ底、ヘラケズリ。

299 416 土損 6 弥生士器 =>,, 空 9.9 
内面ていねいなヘラケズリ⑪合土に砂粒含まない）、部分的
にミカ°キ効果。

300 404 士痰 6 弥生土器 甕 13.8 

301 405 土演 6 弥生士器 甕 13.6 外面ハケメ。内面ナデののちヘラケズリ。

302 424 土漿 6 弥生土器 甕 14.2 外面ナデののちヘラミガキ。

303 409 土漿 6 弥生土器 甕 15.0 ロ頚部ヨコナデ浅い窪み。

304 407 土痰 6 弥生土器 甕 15.7 外面調整不明瞭。

305 414 土痰 6 弥生土器 甕 13.5 外面ハケメ 12、3本/lOmm。内面ナデののちヘラケズリ。

306 406 土痰 6 弥生土器 甕 15.7 外面ヨコナデ痕顕著。
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闘 番号 造構•土層名 1 種 別 器 種
法量 (m)

特 徴暑備 考
ロ径底径器高

307 415 土漿 6 弥生土器 甕 15.2 ロ縁部に多少の歪み。

308 408 土演 6 弥生土器 甕 12.8 外面ハケメ。内面ヘラケズリ。

309 417 土漿 6 弥生土器 甕 15.2 外面タクキ痕。内面押圧痕。

310 413 土披 6 弥生土器 甕 16.8 内面細かな少ない移動痕。

311 426 土城 6 弥生土器 甕 3.9 外面指圧痕。底部一定方向にヘラミガキ。

312 411 土擁 6 弥生土器 甕 4.0 底面ヘラミガキ。

313 410 土披6 弥生土器 甕 5.5 底面ナデ。

314 427 士披 6 弥生土器 高杯？ 16.0 水漉し粘土。内面ハケメ 10本/Icmののちヘラミガキ輻2mm。
315 418 土澳 6 弥生士器 高杯 11.6 透し孔 4ケ所。脚柱部ナデ、ヒビ割れ痕。

316 偲 土擁 6 弥生土器 小鉢 4.6 0.4 2.2 水漉し粘土。内外面ナデ。手捏ね。

317 420 土漿 6 土師器 手焙形士器 8.5 底部ヘラケズリののちナデ。底部外面に葉脈痕。内部壁黒色。

318 431 土漢 7 弥生土器 甕 15. 7 6.3 26.5 外面一部ループ状ヘラミガキ。

319 421 ±痰 7 弥生土器 甕？ 4.2 底部ナデ凹凸。器面調整不明瞭。

320 425 土城 7 弥生土器 甕 14.8 底部ナデ痕。内面一部軽い押圧。

321 435 土城 7 弥生土器 甕 13.8 5.3 23.9 外面上部粗いハケメ、以下全体にセンイ状線顕著なミガキ。

322 433 土城 7 弥生土器 甕 14.7 外面ハケ。

323 434 土痰 7 弥生土器 甕 15.3 器面調整不明瞭。外面ハケ工具アクリ。

324 423 士横 7 弥生土器 甕 14.2 外面縦斜めハケ。

325 432 土城 7 弥生土器 甕 15.0 刺突文 2個残存。中に細かい刻み状痕跡。

326 429 土披 7 弥生土器 台付直口壺 5.8 器面光沢を持つ。孔（貰通） 3ケ所。

327 436 ±披 7 弥生土器 鉢 49.9 内面ヘラケズリ痕残存。

328 430 土披 7 弥生土器 高杯 水漉し粘土。透し孔（貫通）。脚柱内上部に深い孔。

329 464 土披 8 弥生土器 台付直口壺 6.7 13.0 18.4 胴部下方に 1ケ所のみ焼成後穿孔。

330 439 土披 8 弥生土器 甕 12.4 外面煤付着。

331 440 土痰 8 弥生土器 甕 24.4 内面深いケズリ痕。

332 455 土披 8 弥生土器 甕 14.3 水漉し粘士。338の胎土と酷似。器面摩擦のため調整不明瞭。

333 451 土披 8 弥生土器 甕 13.9 
外面工具のアタリ痕。二次焼成による煤付着。非常に細か
い長石•石英等含む。

334 450 土痰 8 弥生土器 甕 15.9 水漉し粘土風。煤付着。非常に細かい長石•石英等含む。
335 452 士猥 8 弥生土器 甕 17.5 内面に修復粘土痕。

336 462 ±漿 8 弥生土器 甕 15.2 5.0 23.9 外面のハケ工具 2種のエ具使用か？底部ナデ。

337 454 土城 8 弥生土器 甕 5.5 外面細くて浅いハケメ。底部上げ底。

338 456 土擁 8 弥生土器 甕 4.3 水漉し粘土。調整不明瞭。

339 453 土擦 8 弥生土器 鉢 23.5 6.2 9.6 調整不明瞭。赤色変化。

340 458 土堀 8 弥生土器 高杯 19.0 水漉し粘土。内外面ヘラミガキ。

341 457 土城 8 弥生士器 高杯 10.4 透し孔 4つ？。

342 463 土漿 8 弥生土器 高杯 20.5 11.5 10.3 透し孔 3つ？口縁部歪みあり。

343 461 土披 8 弥生土器 高杯 11.9 水漉風胎土。透し孔4つ？。調整不明瞭。

344 459 土壊 8 弥生土器 高杯 20.6 10.8 11.4 透し孔（貰通） 4ケ所。脚注部内面わずか絞り痕。

345 362 ±檄i9 弥生土器 台付直口壺 6.4 水漉し粘土風。

346 366 土漿 9 弥生土器 小高杯 6.3 5.0 3囀7 透し孔 3つ。手捏ね。完形。

347 354 土城 9 弥生土器 甕 13.3 内面強いヘラケズリ。移動痕ほとんど細い線。

348 355 土壊 9 弥生土器 甕 15.6 移動痕は細い線。

349 360 土堀 9 弥生土器 甕 13.8 外面ヘラミガキ？剣離気味。

350 359 士城 9 弥生土器 甕 5.1 底部ナデ。内面炭化物付着痕。

351 361 土城 9 弥生土器 鉢 23.3 6.3 13.4 
外面表面剥離気味。底部ナデ。口縁内部ヨコナデ痕比較的
顕著。

352 365 土披 9 弥生土器 鉢 26.8 7.6 17.8 
二次焼成底部未調整っぽい工具の押圧痕。内底部ナデの
のちヘラミガキ。

353 363 土漿 9 弥生土器 高杯 19.5 剥離。

354 364 土披 9 弥生土器 高杯 17.2 化粧土の剥落痕。

355 356 土壊 9 弥生士器 鉢 12.7 水漉し粘土。内面不明瞭。

356 367 土壊 9 弥生土器 製塩士器 5.6 充填部全体磨滅。

357 368 土披 9 弥生士器 製塩士器 5.2 

358 345 土漿11 弥生土器 鉢 15.2 外面調整不明瞭。

359 349 土披11 弥生土器 甕 13.9 ロ緑部ヘラガキ乎行線文。

360 350 土痰11 弥生土器 甕 15.8 

361 348 土城11 弥生土器 壺 19.5 ロ縁部ヘラガキ平行線文。

362 357 土城11 弥生士器 甕 5.5 底部ナデ。

363 344 土壌11 弥生土器 甕 6.0 外面剥離部分あり。底部ナデ・ハケメ。内面調整不明瞭。

364 339 土壊11 弥生土器 高杯 透し孔 2個残存。

365 340 土痰11 弥生土器 高杯 水漉し粘土。透し孔4僭残存。

366 346 土猥11 弥生土器 鉢 38.0 内面ヶズリ残る。

367 292 土披12 弥生士器 空..... ロ縁部ヨコナデ．

368 299 土漿12 弥生土器 小壺 4.2 5.7 水漉し粘土風。

369 287 土城12 弥生士器 甕 14.9 ロ縁部ヨコナデ。数条の細い凹部。
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1. 士器観察表

闘 番号 遺構・士層名 種 別 器 種
法量 (cm)

特 徴・備 考
ロ 径底径器高

370 286 土城12 弥生土器 甕 14.6 ロ縁部ヨコナデ。内面ヘラケズリ、かなり平坦面。

371 291 土漿12 弥生土器 甕 14.3 ロ縁部ヨコナデ。内面乎滑なヘラケズリ。

372 288 土猥12 弥生土器 甕 全体磨減。口縁部ヨコナデ。

373 289 土漿12 弥生土器 甕 全体磨減。口縁部ヨコナデ。

374 290 土城12 弥生土器 甕 16.2 全体調整不明瞭。

375 293 土城12 弥生土器 甕 6.0 外面磨減ヘラミガキ？内面炭化物付着。

376 294 土壊12 弥生土器 甕 5.5 底部ナデ。底部内面工具痕。

377 300 土猥12 弥生土器 高杯 19.6 水漉し粘土。器面調整不明瞭。

378 298 ±痰12 弥生土器 台付鉢 水漉し粘土風外面ミガキの下にしわ痕。

379 295 土猥12 弥生土器 高杯 水漉し粘土。透し孔痕 lケ所。

380 297 土猥12 弥生土器 裔杯 8.7 水漉し粘士風。透し孔痕 2ケ所残存。

381 296 土城12 弥生土器 裔杯 水漉し粘土風。透し孔痕 2ケ所残存。

382 403 土演13 弥生土器 壺 19.7 器面剥落。

383 389 土披13 弥生土器 高杯 21.6 水漉し粘土。口縁部ヘラガキ暗文状。

384 401 土猥13 弥生土器 高杯 13.0 水漉し粘土風内面ヘラミガキ。

385 396 土猥13 弥生土器 高杯 17.2 

386 399 土披13 弥生土器 製塩土器 3.4 底部ナデ。

387 398 土城13 弥生土器 製塩土器 3.8 底部ナデ。

388 273 土猥14 弥生土器 壺 22.1 ロ縁部 4-5条のクシガキ波状文、鋸歯文。

389 307 土猥14 弥生土器 壺 11.6 ロ縁部円形浮文上竹管文。内面クシガキ波状文。

390 306 土猥14 弥生土器 壺 11.5 ロ縁部円形浮文上竹管文。内面調整不明瞭。

391 277 土猥14 弥生土器 鉢 28.0 内面調整不明瞭。

392 285 土披14 弥生土器 甕 15.0 4.4 19.6 外面ハケメ。底部ナデ。内面ナデ。

393 279 土猥14 弥生土器 小型鉢 14.0 5.4 10.8 水漉し粘土。底部ナデ。内底部調整不明瞭。

394 278 土擁14 弥生土器 高杯 18.4 水漉し粘土風。調整不明瞭。

395 275 土披14 弥生土器 台付鉢 11.4 3.8 6.9 水漉し粘土風。器面剥離痕。底部ナデ。

396 274 土披14 弥生土器 製塩土器 4.7 底部ナデ。

397 280 士猥14 弥生土器 柑 10.0 胴下半に穿孔 1ケ所。

398 282 土披14 弥生土器 直口壺 8.9 水漉し粘土。外面ヘラミガキ。

399 281 士擁14 弥生土器 鉢 15.6 水漉し粘土風。口縁部ヨコナデ。

400 313 土披15 弥生土器 甕 15.3 ロ縁部ヨコナデ。外面ナデ。内面ヘラケズリ。

401 314 土披15 弥生土器 鉢 ロ縁部ヨコナデ。外面有機物付著、調整不明瞭。

402 333 土城15 弥生土器 台付直口壺 9.9 水漉し粘土。外面細かいヘラミガキ（かなり剥離）

403 100 土廣16 弥生土器 壺 12.5 外面ヘラミガキ。底部ケズリののちナデ。

404 65 土漿16 弥生土器 長頸壺 16.0 7.2 48.1 
ロ縁部内外面におよび頸部下に竹管文めぐる。粘土紐接合
痕 (4ケ所）

405 53 土城16 弥生土器 空.i., 12.3 5.7 21.1 
浮文剥落痕 3ケ所。口縁部下方拡張、小円孔多数。底面へ
ラミガキ。

406 64 土城16 弥生土器 壺 12.5 頸部内外面ナデ。外面ヘラミガキ。内面ヘラケズリ。

407 48 土城16 弥生土器 長頸壺 15.2 7鴫7 31.3 外面ヘラミガキ。底面ナデ。内面ヘラケズリ、オコゲ。

408 55 土痰16 弥生土器 長頸壺転用甕 14.9 5.8 27.0 
外面粗いハケメ、煤付着。内面ヘラケズリ。口縁端部に肥
厚なく、キザミメ。

409 59 ±痰16 弥生土器 長頸壺 13.6 外面ヘラミガキ。内面ヘラケズリ。

410 72 土披16 弥生土器 ギ空 18.9 外面ハケメ。

411 87 土漿16 弥生土器 長頸壺 10.0 外面ハケメ。

412 86 士漿16 弥生土器 長頸壺 12.3 外面ハケメ。

413 57 土城16 弥生土器 台付壺 10.6 外面ヘラミガキ。内面ヘラケズリののちナデ．脚部に刺突痕。

414 58 土漿16 弥生土器 長頸壺 12.4 7.6 23.1 外面細くて粗いヘラミガキ。底面ナデ。

415 66 土披16 弥生土器 長頸壺 13.6 
頸部の沈線は螺旋状。外面粘士の凸あり。粘士接合痕 (3
ケ所）

416 56 土痰16 弥生土器 笠...L, 9.1 
外面ハケメののちヘラミガキ。底面ヘラミガキ。内面ヘラ
ケズリ。

417 79 土披16 弥生土器 壺 13.2 外面ハケメののちヘラミガキ、光沢をもっている。

418 74 土漿16 弥生土器 壺 12.2 全体磨減。外面粗く浅いハケメ。

419 63 土漿16 弥生土器 壺 13.6 8.1 30.7 外面下半煤付着。底部ヘラミガキ。

420 1478 土壊16 弥生土器 長頸壺 22.5 15.8 70.7 
ロ縁部4ケ所に逆U字の棒状浮文、一部に刺突文。底面ナ
デ。完形。

421 99 土披16 弥生土器 台付無頸小壺 4.8 3.11 7.9 脚部ユビオサエ痕。外面ナデ。内部手ナデ。

422 84 土披16 弥生土器 鉢 13.8 l 内面ケズリののちミガキ。

423 88 土漿16 弥生土器 甕 8.8 底部オサエナデののち軽く表面ナデ。

424 54 土漿16 弥生土器 空_,_, 11. l 5.7 18.1 外面細かいハケメ。底面ナデ。内面ヘラケズリ。

425 82 土漿16 弥生土器 壺 13.0 外面ヘラミガキ。

426 76 土漿16 弥生土器 甕 17.5 外面ハケ原体のアタリめくれ。

427 70 土損16 弥生土器 甕 12.9 外面ハケ状工具でヘラミガキ。

428 89 土猥16 弥生土器 甕 13.5 内面指頭指圧痕かなり強く顕著。

429 75 土擁16 弥生土器 甕 16.3 
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百間川原尾島遺跡 5

闘 番号 遺構•土層名 種 別 器 稲
法量 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

430 60 ±撰16 弥生土器 甕 20.2 外面ヘラミガキ。内面ヘラケズリ、炭化物付着。

431 73 ±撲16 弥生土器 甕 21.0 内面絞り痕あり、ヘラケズリ。

432 52 ±援16 弥生土器 甕 14.3 5.3 28.5 外面ハケメ。底面ナデ。内面ヘラケズリ。表面に剥雌部分。
433 11 土燐16 弥生土器 甕 12.8 
434 50 土換16 弥生土器 甕 12.4 外面器面荒れ調整不明瞭。

435 81 土援16 弥生土器 甕 13.9 外面粗く浅いJ ケヽメ。

436 80 ±墳16 弥生土器 甕 16.2 外面一部ハケメ。

437 69 士城16 弥生土器 甕 15.9 
438 83 土墳16 弥生土器 甕 16.4 外面ハケメ、下にククキ残存か？

439 101 土漿16 弥生土器 甕 11.1 外面ハケメ。内面ナデアゲ。

440 62 土撲16 弥生土器 甕 11.4 外面非常に細かいハケメ。内面かなり剥離。
441 71 土痰16 弥生士器 甕 14.6 外面粗いハケメで浅いハケメ。

442 61 土漿16 弥生土器 甕 5.4 底面上げ底、粗いヘラミガキ。

443 49 土城16 弥生土器 台付鉢 10.0 4.2 6.2 外面・底部ナデ。内面ケズリののちナデ。
444 78 土披16 弥生土器 高杯 20.3 ロ緑外部暗文風ヘラミガキ。

445 102 ±披16 弥生土器 高杯 22.2 13.2 17.4 透し孔 6個残。

446 103 土痰16 弥生土器 高杯 26.6 15.3 18.1 透し孔 3個残。

447 85 土按16 弥生土器 台付鉢 15.1 調整が全体的に粗い。外面ヘラミガキ。

448 51 土漿16 弥生士器 高杯 12.9 7.4 10.0 透し孔（貫通） 19ヶ所。

449 68 士披16 弥生土器 器台 13.5 13.8 11.1 
全体歪んでいる。口縁外面に格子状線刻文。外面底部磨滅
気味。

450 67 士城16 弥生土器 器台 22.8 21.3 23.5 体部と裾部に方形透し（数不明）、破片で図上復元。
451 94 土披16 弥生士器 製塩土器 3.8 底部指圧ナデ。内面細かいハケメ。
452 96 土披16 弥生土器 製塩土器 4囀8 外面指紋痕跡。

453 93 土披16 弥生土器 製塩土器 4.0 外面強いナデによる凹部。内部ナデ。

454 91 士漿16 弥生土器 製塩土器 3.5 外面ケズリ。内・底部ナデ。

455 97 土城16 弥生土器 製塩土器 5.0 外面ケズリュビオサエ痕。

456 95 土披16 弥生土器 製塩士器 5.0 外面比較的丁寧なナデ痕。

457 98 土演16 弥生土器 製塩土器 4.3 底部ナデ。

458 92 土痰16 弥生土器 製塩土器 5.0 内・底部オサニナデ。
459・ 90 土披16 弥生土器 製塩土器 6.4 外面ヶズリ。

460 337 土披17 弥生土器 甕 14.4 4.3 24.3 
外面噴きこぽれあり。胎土に角閃石を含み、チョコレート
色（讃岐産か）。

461 338 土披17 弥生土器 甕 17.1 5.4 28.8 
底部ミガキ。胎土に角閃石を含み、チョコレート色（讃岐
産か）。

462 336 土壊17 弥生士器 杯（鉢） 17.3 2.9 7.6 底部ヘラ調整後ヘラミガキ。

463 335 土披18 弥生土器 甕 15.3 5.7 27.6 刺突痕 3ヶ所。底部ヘラガキ。

464 331 土痰18 弥生土器 甕 14.9 ロ縁部ヨコナデ。外面ヘラミガキ。内面ヘラケズリ。

465 334 土披18 弥生土器 甕 15.2 4.7 25.3 
外面若干折り返し痕。底部ヘラミガキ。胎土が460、461と
同類。

466 330 土城18 弥生土器 甕 16.0 6.4 26.5 外面噴きこぽれ痕。底部ナデ？不明瞭。内底部調整不明瞭。
467 332 土披18 弥生土器 甕 5.4 底部ヘラミガキ。内底部に押圧。
468 315 土漿19 弥生土器 高杯 水漉し粘土。透し孔 lケ所。

469 302 土漿20 弥生土器 甕 16.9 ロ緑部ヨコナデ。外面調整不明瞭。

470 301 土擁20 弥生土器 甕 14.0 ロ縁部ヨコナデ。

471 303 土披20 弥生土器 甕 14.5 5.8 22.2 
外面ナデ、ヘラミガキ。底部磨減。内面ナデ、砂粒移動ほ
とんどなし。

472 320 土披20 弥生土器 甕 15.0 5.9 25.1 円形刺突文文 3個 1対。噴きこぽれ痕。底部ヘラガキ。
473 308 土漿20 弥生土器 空_,_, 9.0 底面工具ナデ。

474 309 土漿20 弥生土器 高杯 19.6 水漉し粘土。全体剥離。
475 304 土漿20 弥生士器 台付鉢 15.8 水漉し粘土。口縁部ヨコナデ。

476 319 土城20 弥生士器 高杯 10.1 水漉し粘土。透し孔 4個？

477 305 土披20 弥生士器 高杯 13.5 水漉し粘土風。透し孔 2ケ所。

478 316 土披20 弥生士器 台付小壺 水漉し粘士。

479 317 ±漿20 弥生土器 台付鉢 4.2 水漉し粘土風。底部ナデ。

480 321 土痰21 弥生土器 蓋 17.0 ロ縁部ヨコナデ。

481 327 士披21 弥生土器 甕 20.0 ロ縁部ヨコナデ。外面ハケメ。

482 329 土漿21 弥生土器 甕 12.1 外面ハケメ。内面粗いヘラケズリ。

483 326 土漿21 弥生士器 高杯 17.6 水漉し粘土風。透し孔 3ケ所（端部）全径4ケ所。
484 325 土披21 弥生土器 高杯 20.5 水漉し粘士。内外面ヘラミガキ。

485 323 土漿21 弥生士器 高杯 13.3 水漉し粘土。透し孔 3ケ所（端部）全径4ケ所。
486 322 土痰21 弥生土器 高杯 13.2 12.l 86.0 水漉し粘土。透し孔 4ケ所。

487 328 土披21 弥生土器 鉢 11.9 5.2 9.0 外面・底部ナデ。底部に凹凸。

488 324 土痰21 弥生土器 鉢 14.8 3.9 7.0 水漉し粘土風。全体磨減していて調整不明瞭。底部平坦面。
489 353 土漿22 弥生士器 壺 25.2 ロ縁部鋸歯文。

490 342 土城22 弥生士器 壺 16.7 内面に移動痕少し。
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1 . 土器観察表

闘 番号 遺構•土層名 種 別 器 種
法盤 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

491 341 ±擦22 弥生土器 蝿 15.4 外面粗いハケメ。内面工具のアタリ痕。

492 347 ±痰22 弥生土器 甕 14.5 5.2 22.4 外面ハケメののちヘラミガキ。底部上げ底気味。

493 352 ±横22 弥生土器 甕 13.7 6.0 25.0 
外面噴きこぽれ痕。底部ケズリののちナデ。内面移動痕少

なし'•

494 343 土城22 弥生土器 高杯 13.7 水漉し粘土。

495 1328 土城24 弥生土器 甕 14.6 外面煤付着。

496 1327 土猥24 弥生士器 甕 15.5 内面快るようなヘラケズリエ具痕。

497 1326 ±痰24 弥生土器 鄭 16.0 ロ縁部焼きむら。内面快るようなヘラケズリエ具痕。

498 1323 土猥24 弥生土器 甕 12.3 4.5 20.2 外面細かいハケメ。底部ユビオサエ。

499 1332 土漿24 弥生土器 甕 17.8 外面細かいハケメ 14本/lcm。

500 1324 土城24 弥生土器 甕 14.8 ロ縁部段状にくびれ。

501 1325 土擁24 弥生土器 甕 15.6 土器の色肌色十 a.

502 1331 土城24 弥生士器 甕 18.5 5.1 15.2 調整不明瞭。

503 1335 土猥24 弥生土器 甕 11.8 

504 1334 土城24 弥生土器 甕 12.2 

505 1322 土城24 弥生土器 甕 12.3 4.5 14.3 口唇部歪み。底部上げ底気味？

506 1330 土城24 弥生土器 甕 6.7 外面細いハケメ 20,,....,21本/lcm。外面・底面煤付着。

507 1321 土城24 弥生土器 甕 4.0 外面底部ユビオサニ痕。外面細かく薄I,ツヽ ケメ条線。

508 1329 土凛24 弥生土器 甕 5.5 水漉し粘土。砂粒少量？外面強いハケメ 8-9本/lcm。

509 1333 士痰24 弥生土器 高杯 17.7 脚部透し孔4ケ所。脚柱内部細かなケズリ痕。

510 1213 土痰25 弥生土器 長頸壺 13.6 5.9 25.8 底部ナデ。肩部に刺突文。

511 1216 士痰25 弥生土器 甕 15.8 内部指圧痕跡。

512 1214 土漿25 弥生土器 台付鉢 20.2 内外面ヘラミガキ。

513 1215 土城25 弥生土器 甕 14.6 外面粗いハケ。

514 1217 土痰25 弥生土器 甕 17.0 外面ヘラミガキ。

515 1221 土廣25 甕 3.8 底部ナデ。

516 1222 土痰25 高杯 28.1 ロ緑外面暗文風ヘラミガキ。

517 1219 土演25 弥生土器 高杯 12.7 透し孔4個、径 7,..,.,9mm。

518 1218 土痰25 弥生土器 鉢 18.4 3.6 8.1 底部ナデ。内部調整不明瞭。

519 1220 土痰25 鉢 12.3 3.6 8.2 底部ナデ。

520 1201 土猥26 弥生土器 長頸壺 13.8 全体的にぽってっとした土器。口縁部線途中消え。

521 1212 土演26 弥生士器 長頸壺 20.3 8.2 39.1 ロ縁部に竹管文 lケ所 (3ケ）。

522 1211 土演26 弥生土器 長頸壺 20.3 
頸部に 2本一対の沈線螺旋状。頸部下に刺突文。ヘラケズ
リ移動痕目立たず。

523 1195 土城26 弥生土器 名頸壺 21. 2 
頸部下に刺突文、輪郭目立たず中に10本くらい細い線あ
り。

524 1196 土城26 弥生土器 長頸壺
頸部に刺突文（ハケメの原体による）、中に18本/2cm.の
細い線。

525 1101 土擁26 弥生土器 器台 34.l 34.l 33.5 透し孔 3ケ所あり。口縁部・底部に鋸歯文。

526 1207 土痰26 弥生土器 壺 22.6 外面ヘラミガキ。内面胴部ナデののちユビナデアゲ。

527 1208 土痰26 弥生土器 鉢 38.3 外面底部ヘラミガキが密でほとんどハケメ消減。

528 1210 土壊26 弥生土器 鉢 43.4 
外面ハケミガキ。内面間隔粗いハケメ、数本に 1本深いナ
デアゲ。

529 1204 土猥26 弥生土器 小壺 7.6 3.1 8.7 二次焼成による表面剥離部分。

530 1203 土漿26 弥生土器 高杯 17.4 水漉し粘上風。外面口緑部不明。

531 1202 土漿26 弥生土器 高杯 11. 7 水漉し粘士。脚部透し孔4ケ所。脚柱内部絞り痕。

532 1206 土城26 弥生土器 高杯 14.8 脚部透し孔4ケ所、うち粘土付き1ケ所。脚柱内部ナデのみ。

533 1209 土披26 弥生土器 鉢 16.8 5.0 7.9 ロ緑部外面に刺突痕。外面ほとんど不明（所々にミガキ）。

534 1171 土猥27 弥生土器 長頸壺 15.0 細かな移動痕多く砂粒少ない。頸部下に刺突文。

535 1176 土猥27 弥生土器 鉢 17.8 8.3 20.5 底面ナデ。内底部ヘラミガキ。

536 1178 士猥27 弥生土器 甕 14.3 543と同ーか？外面全体的に煤付着。

537 1180 ±城27 弥生土器 甕 16.0 外面ハケメ。内面ヘラケズリ。

538 1172 ±擦27 弥生土器 甕 12.0 4.1 15.5 調整不明瞭。底面オサエナデ。

539 1174 士城27 弥生土器 甕 18.2 外面口縁部アタリ痕。外面細かなハケ状をもつミガキ？

540 1173 土漿27 弥生土器 甕 16.8 外面ミガキエ具の中に細い線入り。

541 1168 土痰27 弥生土器 鉢 19.8 外面ハケメののちミガキ、あまりはっきりしない。

542 1175 土猥27 弥生土器 甕 5.4 全面煤付着。外面細かなハケナデ？底面使用のため磨滅。

543 1179 土猥27 弥生土器 甕 5.4 536と同一か？。全体に（底部以外）煤付着。

544 1170 土摸27 弥生土器 高杯 25.9 水漉し粘土風。金雲母含む。口緑部暗文風ヘラミガキ。

545 1169 土痰27 弥生土器 高杯 17.4 水漉し粘土風。脚蔀透し孔4ケ所。底部煤付着及び二次的焼。

546 1167 土漿27 弥生土器 小鉢 9.8 2.7 5.4 外面ナデ。内面ハケメののちナデ。

547 1160 土墳28 弥生土器 甕 10.5 4.1 17.2 外面・底部に黒斑。

548 1161 土演28 弥生土器 甕 11.6 3.9 13.7 水漉し粘土風。器形歪んでいる。外面黒斑。

549 1166 土演28 弥生土器 甕 12.2 4.8 16.2 外面一部煤付着、中に細い線ハケナデ風。底面にえぐり痕。

550 1156 土披28 弥生土器 小鉢 10.3 3.4 7.1 外面下部黒斑。若千ハケメ見える。

551 1164 土披邸 弥生土器 甕 13.2 4.8 20.3 外面下部煤付着。底部磨減して調整不明瞭。
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百間川原尾島遺跡 5

闘 番号 遺構•土層名 種 別 器 種
法晶 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

552 1162 土猥28 弥生士器 甕 13.9 4.9 24.7 
外面胴部煤付着。内面ていねいなヘラケズ l)。若干上げ底
ナァ_,。

553 1163 土壊28 弥生土器 甕 15.9 5.6 23.1 外面煤付着。底部付着無し。

554 1157 土摸28 弥生土器 鉢 16.4 6.7 13.5 水漉し粘土風。外面黒斑。

555 1159 ±痰28 弥生土器 小鉢 15.9 6.4 5.2 ロ緑部内側に黒斑。

556 1165 士撰28 弥生土器 台付鉢 11.4 8.0 7.8 水漉し粘土風。脚部・ロ緑部黒斑。

557 1155 土城28 弥生土器 品杯 17.4 透し孔痕全周に 3個？。外面黒斑。

558 1337 土披29 弥生土器 空一血工 14.3 

559 1341 ±漿29 弥生土器 空_,_, 13.7 8.0 27.9 外面黒斑。

560 1362 土城29 弥生士器 壺 15.5 8.3 32.2 
外面一部ハケメ残存。内面細かい移動痕なし．内底部焼き
むら、淡灰黄色。

561 1345 土城29 弥生土器 短頸壺 13.7 5.0 14.1 ロ縁部孔 1ケ所のみ。左右対称か？。若干上げ底気味。

562 1356 土猥29 弥生土器 甕 10.5 3.8 13.3 外面胴部煤付着。

563 1357 土痰29 弥生土器 甕 3.5 内外面一部褐灰色。

564 1354 土損29 弥生土器 甕 14.8 4.9 30.1 噴黒斑き。こぽれ痕。大きな砂粒少ない。内面中心・外面一部に
外面煤。

565 1343 土披29 弥生土器 甕 16.7 5.7 29.5 底面工具ナデ？

566 1347 土漿29 弥生土器 甕 19.4 7.0 31.0 
外面中に細い線のあるハケメ、浅くて粗い＾ヶメののちハ
ケナデ状。

567 1353 土城29 弥生土器 甕 14.3 5.6 23.1 ロ縁歪み。外面煤付着。内面に細かい砂粒移動。

568 1359 土披29 弥生土器 鉢 17.5 5.9 16.2 外面にエ具痕。内面部分的にヘラケズリ痕。

569 1352 土猥29 弥生土器 甕 15.0 4.8 22.6 内外面煤•黒斑。
570 1336 土披29 弥生土器 甕 13.1 外面煤付着．

571 1355 土漿29 弥生土器 鹿 14.4 4.9 20.0 内面の中心・外面の一部褐灰色。

572 1349 土披29 弥生土器 甕 14.8 4.6 21.6 
歪んでいる。口唇部・胴部・底部外面煤付着。剥離、赤色
変化。

573 1360 土披29 弥生土器 甕 15.1 外面煤付着痕、ハケメ。内面ヘラケズリ（ミガキ効果）。

574 1358 土城29 弥生士器 甕 15.4 4.7 13.6 外面煤付着、屏い部分あり。底部穿孔（焼成後）。

575 1368 土披29 弥生土器 高杯 16.7 ロ縁部暗文風にヘラミガキ。

576 1367 土披29 弥生土器 高杯 21.2 ロ縁部折り返しのある暗文風ヘラミガキ。

577 1346 土披29 弥生土器 高杯 21.6 14.0 12.1 脚部透し孔4ケ所。脚柱内部絞り痕顕著。

578 1369 土城29 弥生土器 高杯 31.4 ソケット部剥離。

579 1361 土漿29 弥生土器 高杯 25.1 16.0 15.9 脚部透し孔4ケ所。

580 1370 土披29 弥生士器 高杯 脚柱のみ。

581 1366 土披29 弥生土器 晶杯 15.0 透し孔 4つ。

582 1365 ±猥29 弥生土器 高杯 14.8 9.5 水漉し粘土風。透し孔 2つ。磨耗のため調整不明瞭。

583 1371 土猥29 弥生土器 高杯 17.0 透し孔4つ。

584 1364 土猥29 弥生土器 蓋 17.9 11.5 
水漉し粘土風。内面口縁に沿って煤。高杯の脚柱部と製作
技法同じ。

585 1350 土披29 弥生土器 鉢 14.3 4.2 8.9 外面工具によるナデ（ミガキ状効果が得られている）。

586 1342 土漿29 弥生土器 鉢 21.5 内面全体・外面一部黒斑。表面に凹凸。

587 1351 土摸29 弥生土器 鉢 13.4 5.3 10.4 外面黒斑。

588 1348 土城29 弥生土器 鉢 44.9 12.1 21.0 全体に黒っぼい。

589 1344 土擁29 弥生土器 器台 28.0 長方形透L孔。

590 1363 土漿29 弥生土器 器台 31.0 円形透し孔 9つ。

591 1338 土猥29 弥生土器 製塩土器 3.7 底面黒斑。

592 1339 ±披29 弥生土器 製塩土器 4.7 底面黒斑。

593 1340 土城29 弥生土器 製塩土器 3.8 外面焼きむら。

594 1378 土城30 弥生士器 甕 15.3 5.5 外面アクリ痕。

595 1381 土披30 弥生土器 鉢 刺突文。

596 1382 土壊30 弥生土器 小型台付鉢 9.1 4.6 6.6 内底部一方向のヘラミガキ。

597 1383 ±披30 弥生土器 小型台付鉢 9.8 6.4 8.0 内底部ナデ。外面焼きむら？

598 1384 土披30 弥生土器 高杯 10.8 外面部分的にハケメ痕。

599 1386 士漿30 弥生土器 甕 5.2 外面ミガキの中に細い線あり。底面煤。

600 1385 土城31 弥生土器 ． 空 11.8 頸部に径11mmの竹管文。

601 1380 土披31 弥生土器 甕 13.1 

602 1389 土披31 弥生土器 甕 12.5 ロ縁部凹凸。内面黒斑。

603 1379 土壊31 弥生土器 甕 15.8 

604 1377 土披31 弥生土器 高杯 29.4 

605 1376 土漿31 弥生土器 鉢 33.2 8.9 21.5 外面黒斑。内面煤付着。

606 1387 土城31 弥生土器 製塩土器 3.4 中心にエ具のアタリ痕。

607 1420 土壊32 弥生土器 甕 15.5 5.0 26.5 底部ハケメののちナデ。底部内面ユビオサ工。

608 148J 土漿32 弥生土器 甕 15.1 

609 1419 士漿32 弥生土器 甕 14.5 ロ縁部歪みのため傾き不確実。

610 1416 土漿32 弥生土器 甕 17.0 5.8 16.7 水漉し粘士。底部ナデ。内面全体褐灰色。

611 1417 土披32 弥生土器 甕 18. l 
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1 . 士器観察表

闘 番号 遺構・士層名 種 別 器 種
法批 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

612 1421 土猥32 弥生土器 甕 13.2 外面噴きこぽれ痕。

613 1423 土痰32 弥生土器 高杯 18.7 水漉し粘土。全体剣離、調整不明瞭。

614 1422 土猥32 弥生士器 高杯 水漉し粘土風。透し孔 1個残存。剣離気味。

615 1318 土城33 弥生土器 長頸壺 19.6 7.8 37.1 全体に磨耗。口緑部 2個の孔あり。

616 1319 土痰33 弥生土器 甕 18.9 9.0 41. 7 内面ほとんど砂粒を含まないためか移動痕ほとんどなし。

617 1313 士痰33 弥生土器 11. 7 水漉し粘土。外面底部一部褐灰色。

618 1315 土城33 弥生土器 甕 19.9 外面ハケメ 10本/lcm。水漉し粘土。

619 1317 土漿33 弥生土器 甕 14.5 5.7 23.9 若干口径歪み。底面磨減、ヘラミガキ。

620 1312 土擁33 弥生土器 台付甕 14.0 12.5 41. l 外面底部・脚部煤付着。調整不明瞭。

621 1311 土壊33 弥生士器 甕・壺 6.0 水漉し粘土。底面押圧ナデ。

622 1314 ±痰33 弥生士器 小鉢 4.3 3.3 3.7 水漉L粘土。外面底部一部・底面褐灰色。手捏ね．

623 1316 土演33 弥生土器 高杯 18.8 10.3 9.5 
内底部重ね焼き痕？。漉し粘土。口縁外面暗文風ヘラミ
ガキ。

624 1269 土城34 弥生土器 甕 13.4 4.5 25.7 底部ナデ。

625 1267 土猥34 弥生土器 小壺 1.8 器面調幣不明瞭。

626 1265 土擁34 弥生士器 高杯 15.6 

627 1266 土痰34 弥生土器 高杯 10.5 透し孔 4個。

628 1268 土漿34 弥生土器 台付鉢 11.0 3.3 5.8 

629 1283 土猥35 弥生土器 長頸壺 18.4 ロ縁部に線刻の山形文ーケ所のみ。

630 1282 土漿35 弥生土器 壺 19.6 全体的に磨滅。外面ハケメののち下半にヘラミガキ。

631 1228 土披36 弥生土器 甕 13.5 底部ユビオサニ。内底部ユビオサエ。

632 1227 土擁36 弥生土器 甕 16.0 

633 1223 土痰36 弥生土器 高杯 6.4 水漉し粘土。透し孔 4ケ所。

634 1224 土猥36 弥生上器 高杯 12.8 水漉し粘士。透し孔 3ケ所残。

635 1225 土漿36 弥生土器 小鉢 7.6 6.2 水漉粘土。押圧痕。

636 1181 土城38 弥生土器 長頸壺 7.8 
頸外部下に刺突文、沈線は螺旋状か？。外面胴部焼きむら。

面底部ヘラケズリ。

637 1182 土猥38 弥生土器 """ 空 14.7 7.3 34.0 
外面ヘラミガキ。底面タクキ痕あり。内面ヘラケズリ、上
部ヘラミガキ。

638 1199 土擁38 弥生土器 台付直口壺 6.8 水漉し粘土。内面絞り痕、オサエ痕。

639 1198 土城38 弥生土器 甕 14.1 外面ナデののちハケメ。内面ていねいなケズリ。

640 1187 土城38 弥生土器 甕 15.6 
水漉し粘土風。外面ヘラミガキ、煤付着．内面ていねいな
ケズリか？

641 1200 土猥38 弥生土器 高杯 11.2 水漉し粘土。脚部透し孔。脚柱内部絞り痕。

642 1184 土城38 弥生士器 高杯 20.0 内外面ヘラミガキ。脚部内面絞り痕。

643 1185 土痰38 弥生土器 高杯 22.9 水漉し粘土。調整不明瞭。

644 1186 土痰38 弥生土器 高杯 20.7 11.5 11.0 水漉し粘土。透し孔 4つ。二次焼成か？赤っぽい。

645 1197 土凛38 弥生七器 鉢 16.1 4.6 8.7 ミガキが主体。

646 1183 土猥38 弥生土器 鉢 39.6 水漉し粘士。外面ハケメ。

647 1374 土痰40 弥生土器 長頸壺 8.2 頸部下に刺突文、中にエ具の刺突文。外面底部黒斑？

648 1373 土城40 弥生土器 高杯 11. 7 水漉し粘土。透し孔 4つ。底部外面黒斑。

649 1372 土猥40 弥生土器 台付鉢 9.6 6.9 8.0 脚部黒斑。下半外面ケズリ。

650 1375 土披40 弥生士器 鉢 40.4 外面粗いハケメ。内面ヘラケズリのミガキ効果。

651 1246 土漿41 弥生土器 甕 16.3 外面ハケメ。

652 1249 土痰41 弥生土器 蓋 11. 7 5.3 頂部に乎たいつまみ。

653 1248 土披41 弥生士器 高杯 29.2 

654 1245 土城41 弥生土器 高杯 透し孔 2個残存。

655 1247 土漿41 弥生土器 鉢 16.2 内面ケズリ痕、押圧痕。

656 1189 土漿42 弥生土器 甕 13.6 内外面煤付着、黒斑。外面ハケメ。内面ヘラケズリ。

657 1188 土城42 弥生土器 台付鉢 16.9 9.8 14.6 ロ縁部左右一対の円孔。脚部 4つ？の透し孔。

658 1238 土猥43 弥生土器 甕 14.4 

659 1239 土披43 弥生土器 甕 15.4 外面ハケメ。

660 1241 土頻43 弥生土器 鉢 15.9 水漉し粘土。器面磨耗のため調整不明瞭。

661 1243 土猥43 弥生土器 台付直口壺 6.4 内OO指頭押痕顕著。

662 1244 土猥43 弥生土器 尚杯 12.8 4つの透し孔。

663 1240 土墟43 弥生土器 鉢 33.0 10.9 15.3 
調整不明瞭ながら内外面ともにケズリののちミガキ？。底

部ナデ。

664 1190 士漿44 弥生土器 甕 14.5 6.2 27.0 全体歪む。胴部煤付着。外底面ヘラミガキ。

665 1191 土漿44 弥生士器 広口小壺 6.9 2.6 7.1 水漉し粘土。外面黒斑。口縁部内外面に暗文風ヘラミガキ。

666 1193 土擁45 弥生土器 甕 14.0 外面ハケ、 ミガキ（ハケ状 2~3 本中に細いハケミガキ）。

667 1192 土披45 弥生士器 甕 13.0 外面煤付着、黒斑。

668 1194 土摸45 弥生土器 鉢 24.2 6.0 14.9 外面ハケメののちヘラミガキ。内面ヘラミガキ。

669 1237 土漿47 弥生土器 ギ空 17.7 

670 1231 土漿47 弥生土器 壺 15.0 内部ヘラケズリ、細かい線多し。

671 1230 士漿47 弥生土器 甕 11.2 

672 1236 土漿47 弥生土器 甕 15.2 4.9 23.4 底部ナデ。
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百間川原尾島遺跡 5

闘 番号 遺構・士層名 種 別 器 種
法星 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

： 

673 1229 土披47 弥生土器 壺 5.8 ： 
674 1233 土漿47 弥生土器 製塩土器 3.5 底部ナデ。内部工具ナデ。 ： ＇ 

675 1232 士猥47 弥生土器 製塩土器 3. 71 底部ユビオサニ、ナデ。内部工具ナデ。
676 1235 土披47 弥生土器 製塩土器 3鴫4 底部ユビオサエ、ナデ。内部調整不明瞭。
677 1234 土披47 弥生土器 製塩土器 3.4 底部ユビオサエ、ナデ。内部工具ナデ。

678 1277 土披48 弥生土器 壺 17.4 
ロ縁拡張部の両端部にキザミメ、中にエ具の細かい線が数
本。

679 1278 土披48 弥生土器 高杯 19.4 水漉し粘土。器面荒れ調整不明瞭。
680 1273 土披49 弥生土器 甕 糾 .8 外面粗いハケメ。

681 1272 土城49 弥生土器 甕 6.0 6.4 28.3 底部粗いヘラミガキ。内部ヘラケズリ、移動痕少ない。

682 1270 土漿49 弥生土器 甕 13.0 4.6 21.8 
外面ハケののちヘラミガキ。底部ナデ。器面部分的に調整
不明瞭。

683 1271 土猥49 弥生土器 台付直口壺 水漉し粘土。孔の痕跡 lケ所。
684 1260 土披50 弥生土器 甕 15.0 外面ハケののちヘラミガキ。

685 1261 土城50 弥生士器 甕 3.5 水漉し粘土風。
686 1264 土漿50 弥生土器 製塩土器 3.5 底部押圧、ナデ。
687 1263 土披50 弥生土器 製塩土器 3.0 底部押圧、ナデ。
688 1259 ±披50 弥生土器 台付鉢 11.8 5.5 8.8 水漉し粘土風。口縁部籾圧痕跡？。底部押圧ナデ。
689 1262 土城50 弥生土器 台付鉢？ 5.6 水漉し粘土。
690 1410 土披52 弥生土器 甕 16.1 器面一部磨耗。

691 1414 土披52 弥生土器 高杯 透し孔全径4つ。脚柱部先端にエ具の差し込み痕。
692 1407 土披52 弥生土器 製塩土器 4.2 円盤充填。底部ナデ。内面に黒斑あり。
693 1401 土城52 弥生土器 鉢 15.0 4.0 9.8 全体調整不明瞭。底部ナデ。

694 1402 土披52 弥生土器 鉢 24.0 8.0 14.4 
底部ヘラミガキ。内面ヘラケズリののち粗いヘラミガキ、
部分的にヶズリ痕。

695 1406 土痰53 弥生土器 空_,_, 16.6 部ロ緑下部鋸歯文。頚部のヘラガキ沈線は部分的に螺旋状。頸
に刺突文。

696 1408 土壊53 弥生士器 翡杯

697 1409 土漿53 弥生土器 高杯 10.0 裾部に直線文。

698 700 土撰54 弥生土器 甕 15.8 胎土に角閃石。

699 696 ±撲54 弥生土器 鉢 17.4 7.6 14.0 ロ縁部に補修痕。底面ヘラケズリののちナデ。
700 655 土城55 弥生土器 甕 13.9 外面ハケメ。

701 641 土城55 弥生土器 甕 14.1 外面全体磨減。頚部にエ具痕。
702 640 土城55 弥生士器 甕 13.6 5.8 外面ハケメ 4本/lOmm、細い 2本線部もあり。
703 648 土壊55 弥生土器 甕 13.9 口唇部歪み。外面ハケメの中に繊維痕跡。

704 653 土壊55 弥生土器 直口壺 6.2 水漉し粘土。外面細かいヘラミガキののちナデ。底部押圧
ナデ。

705 650 土城55 弥生士器 高杯 16.7 10.9 8.8 調整不明瞭。透し孔 4つ。
706 642 土壊55 弥生土器 台付直口壺 11.0 全体に剣離。孔 4つあり。外面波状文。
707 649 土痰55 弥生土器 高杯 10.0 外面透し孔 1つ残。

708 654 士漿55 弥生土器 尚杯 13.8 水漉し粘士。調整不明瞭。透し孔 4ケ所中 3ヶ所残存。
709 628 土城56 弥生土器 直口壺 7.8 水漉し粘土。内面赤灰色化粧土部分的に剣離。
710 627 士援56 弥生土器 甕 17.3 調整不明瞭。

711 626 土漿56 弥生土器 鉢 22.0 
外面ヘラミガキ。細いハケ痕、ヘラケズリが痕部分的に見
られる。

712 646 土墳57 弥生土器 甕 11. 7 外面ハケメののちていねいなヘラミガキ。
713 644 土壊57 弥生土器 甕 13.8 
714 643 土城57 弥生土器 甕 15.3 外面若干絞り痕。

715 645 土壊57 弥生士器 台付鉢 11. 0 4.8 9.3 外面にエ具ナデ。底部粘土埋め込み痕。
716 647 土壊57 弥生土器 鉢 10.6 3.3 10.7 外面胴部粗いハケメ。

717 652 士漢57 弥生土器 高杯 26.3 
718 651 士漿57 弥生土器 高杯 26.0 全体的に器面荒れ。

719 718 士漿58 弥生土器 長頸壺 17.3 

720 721 土漿58 弥生土器 甕 19.4 9.0 35.5 
噴きこぽれ痕。外面ハケメの中に細い繊維痕跡顕著。内面
大きな砂粒が少ない。

721 710 土披58 弥生土器 壺 13.9 7.3 25.4 外面ヘラミガキ。底面未調整に近い。
722 722 土披58 弥生土器 甕 11.6 4.1 19.3 外面全体に煤付着。内面炭化物付着。
723 716 土痰58 弥生土器 甕 15.0 4.3 16.0 製塩土器と同じ胎土か?732と似る。
724 711 土痰58 弥生土器 鹿 13.7 復元実測。

725 717 土城58 弥生土器 高杯 10.9 8.3 8.3 透し孔4ケ所。内底部に押圧痕？調整不明瞭。
726 720 土壊58 弥生土器 高杯 23.l 透し孔 3ケ所？調整不明瞭。
727 719 土壊58 弥生土器 高杯 17.0 透し孔 2ケ所残存。脚柱部下に 5本の沈線。
728 709 土壊58 弥生土器 鉢 15.3 5.2 7.5' 内外面ナデ。

729 715 土壌58 弥生土器 鉢 18.1 5.0 8.2 調整不明瞭。

730 712 士凛58 弥生土器 製塩土器 12.6 外面クテに重ねるようにヘラケズリ。内面ナデ。
731 713 士壊58 弥生土器 製塩土器 4.6 調整不明瞭。内面ナデ。
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l. 土器観察表

闘 番号 遺構・土用名 種 別 器 種
法位 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

732 714 土披58 弥生土器 製塩土器 4.6 調整不明瞭。外面ヘラケズリののち押圧ナデ。

733 1280 溝15 弥生土器 甕 15.2 

734 1281 講15 弥生土器 甕 15.4 

735 1279 構15 弥生土器 台付置口壺 6.2 11.9 13.3 水漉し粘士。孔 4ケ所。

736 615 溝17 弥生土器 甕 17.5 
外面ハケメの中に細かな繊維痕？。口縁部下にエ具のアタ
リ。

737 620 溝18 弥生土器 甕 14.8 調整不明瞭。

738 619 溝18 弥生土器 甕 4.4 底部ハケメ。内面ナデののちユビオサエ凹凸あり。

739 622 溝18 弥生土器 台付小壺 3.4 胴部に貼付帯。

740 621 洞18 弥生土器 鉢 15.1 8.3 3.5 内外面剥離ケ所多し。表面凹凸部分。

741 613 溝18 弥生土器 器台 21.6 30.6 
ロ緑J::端部半裁竹管による組み合わせ文。口縁部外面に鋸
歯文。透し孔 9つ？。

742 603 溝21 弥生土器 甕 18.3 外面ハケメの中に細かい繊維痕。

743 604 溝21 弥生土器 甕 4.3 底面上げ底ナデ、強い指圧痕跡。

744 605 溝21 弥生士器 高杯 15.8 7.6 透し孔 4ケ所残存。内外面ヘラミガキ。

745 600 濶21 弥生土器 鉢 15.6 5.3 9.3 調整不明瞭。

746 618 水田層 弥生土器 長頸壺 18.1 頸部下に刺突文、中に細かな工具線。

747 611 水田層 弥生土器 甕 17.0 調整不明瞭。

748 602 水路 2 弥生土器 ='=" 空 17.6 外面部分的に横方向のヘラミガキ。

749 708 水路 3 弥生士器 甕 14.2 6.0 28.5 
ロ縁部に歪み。外面工具ナデによる細かい条線。底面工具
ナデ。歪み。

750 610 水路 2 弥生士器 空_L• 二重に縁あり。内面指圧痕。

751 608 水路 2 弥生土器 甕 13.6 内面ほとんど砂粒の移動痕なし。

752 601 水路 l 弥生土器 甕 13.5 3.3 17.8 外面J ケヽメ 5,-..._.6本/lOmm。底面ナデ。

753 701 水路 3 弥生土器 高杯 11.1 透し孔 4ケ所。内外面ヘラミガキ。内而付着物。

754 609 水路 2 弥生土器 広口小壺 9.0 3.1 8.8 調整不明瞭。

755 31 竪穴住居11 土師器 製塩土器 5.2 剣落して不明瞭。押圧痕跡。

756 1128 竪穴住居12 須恵器 杯身 12.6 4.0 底面左ヘラケズリ。内面仕上げナデ。

757 1130 竪穴住居12 須恵器 杯身 内外面ヨコナデ。

758 1137 竪穴住居12 土師器 鉢 33.8 19.3 外面押圧、ハケ。底部の辺りに接合痕。

759 1127 竪穴住居13 須恵器 杯身 16.0 3.8 底面左ヘラケズリ。内面仕上げナデ。

760 1153 竪穴住居14 須恵器 杯身 9.8 4.9 内外面ヨコナデ。底面ヘラケズリ。

761 1275 竪穴住居15 士師器 器 16.4 

762 1274 竪穴住居15 土師器 器 14.8 ロ緑部下外面工具痕のアクリ。内外ともハケメ。

763 1276 竪穴住居15 須恵器 杯身 12.5 

764 1150 竪穴住居16 須恵器 杯身 11.2 5.0 右回りロクロ使用。内外面ヨコナデ。底面ヘラケズリ。

765 1149 竪穴住居16 須恵器 杯身 12.3 3.8 左回りロクロ使用。内外面ヨコナデ。底面ヘラケズリ。

766 1140 竪穴住居16 須恵器 甕 20.8 ロ縁部外面クシガキ波状文。外面胴部・内面口縁部自然釉。

767 1141 竪穴住居16 須恵器 甕 11.4 ロ縁部白色自然釉付着。外面タタキ痕。

768 1142 堅穴住居16 土師器 甕 15.6 外面粗いハケメ。内面ナデののちエ具ナデ。

769 1143 竪穴住居16 土師器 甕 16.2 外面粗いハケメ。内面口縁部ヨコナデ。

770 1138 竪穴住居16 t師器 高杯 17.5 10.7 10.9 内外面調整不明瞭。内底部オサエナデ。

771 1151 竪穴住居16 土師器 椀 8.7 5.7 外面クタキメ残。内面回しながらナデ？（押圧ナデ）

772 1139 竪穴住居16 士師器 製塩土器 18.4 13.7 外面タタキ痕、指圧痕。

773 1152 竪穴住居16 士師器 把手付甕 21.5 19.5 外面頸部以下煤付着痕。内外面ともに粗いハケ。

774 1146 竪穴住居17 須恵器 杯身

775 1147 竪穴住居17 須恵器 杯蓋 内外面ヨコナデ。

776 1154 竪穴住居20 須恵器 杯蓋 13.1 4.4 ロクロ左回し。内外面ヨコナデ。底面ヘラケズリ。

777 1148 竪穴住居20 須恵器 杯身 10.4 内外面ヨコナデ。底面ヘラケズリ。受け部自然釉付着。

778 36 井戸 7 土師器 甕 13.0 2.0 19.0 外面ハケメののちヘラミガキ。頸部ナデ痕顕著。

779 32 井戸 7 上師器 甕 13.5 4.0 22.0 刺突文 2個一対。外面・底部粗にヘラミガキ。

780 33 井戸 7 弥牛土器 甕 16.4 5.8 25.3 
刺突文 2個一対。外面粗いヘラミガキ。内底部中央強い凹
み。

781 37 井戸 7 七師器 甕 14.1 22.8 3個一対の刺突痕。内底部押圧痕。

782 47 井戸 7 土師器 ギ空 15.6 底部ヘラミガキ。内面ヘラケズリの下に押圧痕顕著。

783 42 井戸 7 土師器 甕 13.6 外面ヘラミガキ。内面ヘラケズリ。

784 41 井戸 7 士師器 甕 14.5 噴きこぼれ痕。外面ナデののちヘラミガ主内面ヘラケズリ。

785 35 井戸 7 土師器 甕 14.3 4.1 24.8 刺突文 4個ーケ所ゲ。痕外。。面ハケメののちヘラミガキ。内蔀ヘ
ラケズリ、オコ

786 34 井戸 7 土師器 甕 14.1 4.4 22.0 刺突文3個一対1ケ所。外面細かいハケメののちヘラミガキ。

787 40 井戸 7 土師器 甕 14.3 4.2 24.2 外面ハケメののちヘラミガキ。内部ヘラケズリののちナデ。

i 肩部外面煤の下にタタキ痕残。肩部ハケ、その以外ヘラキ
788 47 井戸 7 士師器 甕 3.8 

ミガキ。

789 39 井戸 7 土師器 甕 2.5 外面ヘラミガキ。内面ヘラケズリののちナデ。

790 44 井戸 7 士師器 甕 6.1 底面わずかにヘラミガキ。内面底部炭化物多し、押圧痕。

791 46 井戸 7 土師器 甕 4.5 外面噴きこぽれ痕。内面底蔀押圧痕。
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闘 番号 遺構• 土層名 種 別 器 種
法 籠 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

792 43 井戸7 土師器 甕 4.3 外面煤付着。内部炭化物付着。

793 45 井戸 7 土師器 甕 4.5 底部ヘラミガキ。内底部炭化物付着。

794 38 井戸7 土師器 甕 1.1 水漉し粘土分多し。くの字口緑の可能性大。

795 213 井戸8 土師器 長頸壷 I 15.8 ロ縁部ヨコナデ。外面Jヽケメ。内面ていねいなケズリ。

796 207 井戸 8 土師器 壺 8.0 底部ナデ、未調整っぽい。底部内面工具ナデ。

797 205 井戸 8 土師器 甕 16.9 ロ縁部ヨコナデ。

798 206 井戸 8 土師器 甕 14.8 ロ縁部ヨコナデ。

799 203 井戸 8 土師器 甕 15.8 4.7 
底部ヘラミガキ、ほぽ乎坦。内面炭化物付着。屑部ハケ、
それ以外ヘラミガキ。

800 212 井戸 8 土師器 甕 16.2 外岐面産調か整）不明瞭。胎土に角閃石を含むチョコレート色（讃

: 801 210 井戸 8 土師器 甕 16. l 4.4 28.6 胴底部部外ナ面デ粗。いククキ、 3段階形成（中部瀬戸内品興部か）。

802 202 井戸8 土師器 甕 15.8 3.9 23.8 ロ緑部底ヨ部コナナデデ。。胴部外面粗いタクキ（中部瀬戸内島興部
か）。

803 211 井戸 8 土師器 甕 14.9 10.5 
ロ縁部ヨコナデ。胴部外面粗いククキ（中部瀬戸内島興部
か）。内面ハケメ。

804 209 井戸 8 土師器 高杯 17.8 外面ミガキ、ヨコナデ。内面ミガキ。

805 208 井戸 8 土師器 鉢 14.9 2.9 9.4 水漉し粘土風。底部ヘラミガキ。

806 236 井戸 9 弥生土器 長頸壺 17.4 ロ緑部ヨコナデ。外面ナデののちミガキ。内面工具ナデ。

807 217 井戸 9 土師器 壺 16.3 6.0 62.0 底部ナデ？内面ヘラケズリ、細かい線が多い。焼きむらあり。

808 233 井戸 9 土師器 直口壺 8.7 水漉し粘土風。外面ヘラミガキ。

809 235 井戸 9 土師器 甕 14.7 4.5 23.6 底部ヘラミガキ。内面炭化物剥離痕。

810 214 井戸 9 士師器 甕 15.8 
ロ緑部ヨコナデ。外面ハケメののちヘラミガキ、全体に疎。
内面ケズリ。

811 215 井戸9 土師器 甕 14.2 4.1 23.4 外面ヘラミガキ。底部ヘラミガキ。内面ケズリののち手ナデ．

812 229 井戸 9 土師器 甕 12.9 表面一部剥離。

813 221 井戸 9 弥生土器 甕 14.7 内面ナデ、ヘラケズリ。

814 220 井戸 9 土師器 甕 15.9 ロ縁部ヨコナデ。外面細かいハケメ。

815 224 井戸 9 土師器 甕 3.2 外面押圧、ナデ。底面ナデののち一部ヘラミガキ。

816 234 井戸 9 土師器 高杯 18.6 水漉し粘土。内・外面ヘラミガキ。

817 216 井戸 9 土師器 高杯 22.0 16.2 7.3 外面ヨコヘラミガキ。表面化粧土。透し孔 4ケ所。

818 227 井戸 9 土師器 台付鉢 11.3 水漉し粘土。内底部工具痕。弥生土器の可能性。

819 230 井戸 9 土師器 高杯 透し孔 3ケ所。・

820 218 井戸 9 土師器 鉢 7.5 1. 7 6.5 外面ハケメののちヘラミガキ、底部にも及ぶ。

821 225 井戸 9 土師器 小型鉢 11.6 7.3 底部、内底部押圧痕。内面蜘の巣状にハケメ。

822 226 井戸 9 土師器 鉢 底部剥離。

823 219 ・井戸 9 土師器 台付鉢 16.2 6.0 9.8 外面ハケメののちナデ。底部ナデ。

824 232 井戸 9 土師器 台付鉢 8.3 底部ハケメ。

825 223 井戸 9 土師器 製塩土器 2.6 外面ククキ痕を残す。内面、底部手ナデ。

826 222 井戸 9 土師器 製塩土器 4.3 脚部ケズリ、ナデ。弥生土器の可能性。

827 27 井戸10 須恵器 堤瓶 8.7 内外面わずか自然釉（ゴマ状）が残る。

828 28 井戸10 須恵器 杯蓋 12.0 外面回転ヘラケズリ。

829 29 井戸10 須恵器 空: 土= 14.7 内外面ヨコナデ。

830 25 井戸10 土師器 甕 20.7 肩部内面ククキアテ具痕ののちナデ。

831 1133 土擁59 土師器 甕 31.0 ナロ縁デ部痕歪。む。 口縁内面にヘラ記号 3本、細かなハケ状ヨコ

832 1158 土擁59 土師器 甕 18.4 外面下部煤付着痕。内面下部押圧痕。

833 1135 ±披59 土師器 ッパ付甕 内外面とも赤色変化。

834 1131 土城59 須恵器 杯蓋 12.6 3.9 外面自然釉付舒。内外面ヨコナデ。底面ヘラケズリ。

835 1129 土城59 須恵器 杯身 12.2 ロ縁部自然釉付着。

836 1136 土披59 須恵器 高杯 14.1 8.4 8.0 外面ナデののちヘラケズリののちナデ。

837 1132 土壊59 須恵器 高杯 9.6 
838 310 溝25 須恵器 杯身

839 629 溝28 須恵器 杯身 13.1 底体部自然釉。底面ヘラケズリ。

840 571 構29 土師器 堵 調整不明瞭。外部黒斑。

841 566 器29 土師器 直口壺 7.3 ロ縁部に円孔 2個。外面丹塗り。

842 553 溝29 土師器 甕 3.5 内面ュビナデアゲ。

843 572 溝29 土師器 甕 12.4 ロ緑外面クシガキ沈線。

844 573 溝29 土師器 甕 14.7 ロ縁外面クシガキ沈線。

845 563 講29 土師器 甕 14.8 外面胴部粗いハケメ。

846 562 洞29 土師器 甕 16.4 外面胴部粗いハケメ。内面ナデ。

847 569 欝29 土師器 甕 14.6 外面胴部ハケメ。

848 570 洞29 土師器 甕 17.0 全体磨減。外面白っぽく焼きむら。

849 564 溝29 土師器 甕 18.0 外面胴部ハケメ。内面胴部ナデ。

850 565 溝29 土師器 甕 18.0 外面胴部ハケメ 14本/2.5cm。内面ナデ。
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1. 土器観察表

闘 番号 遺構•土層名 種 別 器 種
法爵 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

851 554 溝29 土師器 甕 、 13.8 外面胴部粗いハケメ 3,....,4本/lOmm。

852 555 溝29 土師器 罷 15.8 外面口唇部にユビオサエ痕。

853 558 欝29 土師器 甕 20.0 調堅不明瞭。外面わずかにハケメ。

854 567 溝29 土師器 甕 20.9 外面ハケメののちョコナデ。

855 577 爵29 土師器 甕 19.8 外面工具ナデが全体にされて、粗いハケメがほとんど消減。

856 598 溝29 土師器 甕 18.8 外面胴部ハケメ、煤付着。内面胴部ヘラケズリののちナデ。

857 599 •溝29 士師器 甕 19.9 
外面タクキ痕ののちランダムにエ具ナデ、 ミガキ状工具痕

も見られる。

858 560 溝29 士師器 甕 20.0 内面一部にタテアクリ痕。

859 559 溝29 土師器 甕 16.6 外面胴部ハケメ。内面胴部わずかにアクリ痕。

860 561 溝29 土師器 鉢 21.0 外面胴部ハケメ 7,..__, 8本/lOmm。

861 574 碑29 土師器 甕 24.6 
外面ハケメ不規則 3,.,_,5本/1cm、タクキに似る。内面ナ

デ顕著。

862 576 欝29 土師器 鍋 27.7 外面粗いハケメ、一部ほとんどナデで消される。

863 551 溝29 土師器 椀 12.0 5.5 
内外面黒漆。内部底面暗文不明瞭。内面ヘラミガキ。漆容

器か？。

864 552 溝29 土師器 杯身 13.0 5.7 
内外面回転ナデ。水漉し粘土風。外面黒漆？。外面口縁部
ヘラミガキ。

865 575 溝29 土師器 高杯 13.1 内外面回転ナデ。水漉し粘土。全体が歪んでいる。

866 556 溝29 士師器 高杯 10.0 内外面回転ナデ。水漉し粘土。外面指押圧。

867 557 溝29 士師器 高杯 8.8 内外面回転ナデ。水漉し粘土。

868 581 栂29 須恵器 杯蓋 11.9 4.3 
内外面回転ナデ。外面全体にオリーブ黒ガラス釉。内面使

用のためか滑らか。

869 544 溝29 須恵器 杯蓋 12.4 5.9 内外面回転ナデ。外面重ね焼き痕。自然釉付着部。

870 582 溝29 須恵器 杯蓋 12.8 4.6 
内外面回転ナデ。外天井部ヘラケス頂左。外面使用のため

か滑らか。

871 524 溝29 須恵器 杯蓋 13.2 4.5 内外面回転ナデ。外面口縁部自然釉。

872 583 溝29 須恵器 杯蓋 13.5 4.8 内外面回転ナデ。外夭井部ヘラケズリ左。内天井面滑らか。

873 522 満29 須恵器 杯蓋 14.4 4.2 内外面回転ナデ。外天井部ヘラケズリ。

874 585 洞29 須恵器 杯蓋 14.7 4.8 
内外OO回転ナデ。外天井部ヘラケズリ左。使用痕か？表面

滑らか。

875 543 溝29 須恵器 杯蓋 14.7 5.9 
内外面回転ナデ。外天井部ヘラケズリ。外面ヨコナデのの

ちケズリ。 ＇ 

876 523 溝29 須恵器 杯蓋 14.8 4.7 内外面回転ナデ。内面底部に当て具痕。

877 586 構29 須恵器 杯蓋 14.8 5.2 
内外面回転ナデ。外天井部ヘラケズリ左。内天井部に当て

具痕。

878 584 栂29 須恵器 杯蓋 15.2 5.3 内外面回転ナデ。付外着。天井部ヘラケズリ左。外底面窯印。当
て具痕。自然釉

879 545, 碑29 須恵器 杯蓋 14.5 4.8 内外面回転ナデ。外天井部ヘラケズリ。

880 595 溝29 須恵器 高杯 10.0 8.2 9.3 内外面同転ナデ。透し孔（台形） 4つ。

881 594 溝29 須恵器 高杯 9.5 内外面回転ナデ。透し孔（台形） 3つ。自然釉付着。

882 546 溝29 須恵器 高杯 8.5 内外面回転ナデ。

883 547 溝29 須恵器 高杯 9.1 内外面回転ナデ。外面焼きむら。

884 538 栂29 須恵器 杯身 10.6 
内外面同転ナデ。外面胴～底部自然釉〔オリーブグリーン

（ガラス釉）灰かぶり〕。

885 592 溝29 須恵器 杯身 12.0 4.2 内外面回転ナデ。外底面ヘラケズリ右。外底面窯印。灰付着。

886 537 溝29 須恵器 杯身 12.3 4.9 
内外面回転ナデ。外面焼きむら、一部幸沢煮のある自然釉

付着。

887 588 溝29 須恵器 杯身 12.4 4.5 内外面回転ナデ。外底面ヘラケズリ右。

888 536 溝29 須恵器 杯身＇ 12.3 5.2 内外面回転ナデ。

889 591 溝29 須恵器 杯身 13.6 5.1 内外面回転ナデ．外底面ヘラケズリ左。底面一部自然釉付着．

890 590 溝29 須恵器 杯身 12.8 16.0 5.0 内外面回転ナデ。外底面ヘラケズリ右。外面自然釉付着。

891 534 溝29 須恵器 杯身 14.2 4.7 
内外面回転ナデ。内底面仕上げナデ。外底面ヘラケズリ右。

外面自然釉付着。

892 589 溝29 須恵器 杯身 14.0 4.8 内外面回転ナデ。外面自然釉付着。釜印の一部残。

893 587 洞29 須恵器 杯身 内外面回転ナデ。

894 548 罹29 須恵器 杯身 13. l 4.6 内外面回転ナデ。内面焼きむらか？煤付着痕？

895 535 溝29 須恵器 杯身 11.5 4.2 内外面回転ナデ。外面口緑部に重ね痕。

896 540 溝29 須恵器 杯身 11.2 3.9 内外面回転ナデ。底部ヘラギリののちナデ。

897 542 溝29 須恵器 杯身 11.6 3.9 内外面回転ナデ．外底面ヘラケズリ。外面口緑部重ね焼き痕。

898 541 溝29 須恵器 杯身 11.6 4.3 内外面回転ナデ。内面凹凸。

内外面回転ナデ。外底面ヘラケズリ左。重ね焼き痕あり。
， 

899 593 洞29 須恵器 壺 6.8 
肩部自然釉光沢を持つ。

900 579 洞29 須恵器 甕 18.7 外面タクキののちヨコナデ。

901 580 溝29 須恵器 甕 19.4 

902 578 溝29 須恵器 甕 14.4 
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百間川原尾島遺跡5

闘 番号 遺構•土層名 種 別 器 種
法最 (cm) 

特 徴・備 考
ロ径 底径 器高

903 533 洞29 須恵器 甕 19.2 外面口縁部に自然釉 1/2かかる。エ具のアクリ痕。

904 532 溝29 須恵器 甕 内外面口唇部自然釉付着。内面口唇部に溶片付着物。クシ
ガキ波状文。

905 616 講31 土師器 直口壺 9.2 1.4 12.6 外面全体にナデでハケメが消去。

906 612 講31 土師器 甕 14.7 外面繊維痕顕著。口唇部歪み。

907 623 爵31 土師器 小型鉢 9.5 

908 625 溝31 土師器 高杯 13.3 調整不明瞭。水漉し粘土。

909 624 溝31 土師器 高杯 I ．外面化粧土の残りあり。透し孔 lケ所。水漉し粘土。
910 606 構34 須恵器 甕 外面クシガキ波状文。内外面自然釉付着。
911 溝35 須恵器 蓋 18.8 2.4 つまみ。

912 509 洞35 須恵器 蓋 16.2 内外面回転ナデ。

913 508 溝35 須恵器 蓋 15.4 内外面回転ナデ。つまみの一部残。
914 510 溝35 須恵器 蓋 15.0 内外面回転ナデ。

915 485 溝35 須恵器 蓋 13.1 7.8 1.8 
内外面回転ナデ。外面口縁部疸ね焼きによる焼きむら。蓋
を硯に転用。

916 497 溝35 須恵器 杯身 9.8 3.7 内外面回転ナデ。

917 513 溝35 須恵器 高台杯 14.9 12.3 4.6 内外面回転ナデ。高台貼付ののちナデ。
918 507 獨35 須恵器 高台付椀 11.9 内外面回転ナデ。高台貼付ののちナデ。
919 515 構35 須恵器 高台杯 10.2 内外面回転ナデ。高台貼付ののちナデ。

920 514 溝35 須恵器 高台杯 9.6 内外面回転ナデ。高台貼付ののちナデ。

921 482 溝35 須恵器 杯身 18.8 15.9 3.5 
内外面回転ナデ。外面砂粒の移動方向は反時計回り。底面
ヘラ切りののちナデ。

922 512 溝35 須恵器 長頸壺 12.0 内外面回転ナデ。内面口縁部・外面肩部自然釉。
923 506 溝35 須恵器 双耳壺 10.9 内外面回転ナデ。耳部は貼付、ヘラ形成後円孔。

924 475 溝35 須恵器 杯 12.2 7.5 3.3 
外内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。

面口縁部焼きむら。

925 477 構35 須恵器 杯 12.2 8.5 3.2 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
外面口縁部焼きむら。

926 468 溝35 須恵器 杯 11.2 8.2 3.2 内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
927 483 溝35 須恵器 杯 12.1 7.9 4電。 底面ヘラ切りののち若干ていねいなナデ。

928 487 洞35 須恵器 杯 13.4 9.2 3.8 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
外面「D家」墨書。

929 488 溝35 須恵器 杯 12.6 8.1 3.6 外内外底面面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
墨書。

930 499 溝35 須恵器 杯 14.0 8.7 3.7 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
ロ緑部に重ね焼き痕。

931 467 溝35 須恵器 杯 12.7 7.8 3.7 内外面部ヨコナデ。然外釉底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
ロ緑 3/4自 。

932 498 溝35 須恵器 杯 12.6 9.0 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
ロ縁部に重ね焼き痕。

933 504 溝35 須恵器 杯 12.1 5.8 3.5 内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
934 503 溝35 須恵器 杯 12.2 7.8 3.5 内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。

935 489 溝35 須恵器 杯 11疇9 7.2 2.6 内底外面面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内 「酒」墨書。

936 473 溝35 土師器 杯 11.6 7.6 3.3 
内外外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内面赤色顔料。

937 470 溝35 士師器 杯 12.1 8.0 3.8 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内外面赤色顔料。

938 469 溝35 土師器 杯 12.4 8.0 3.2 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内外面赤色顔料。

939 472 溝35 土師器 杯 12.2 8.7 3.4 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。，
内外面赤色顔料。

940 474 溝35 土師器 杯 12.5 8.9 3.4 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内外面赤色顔料。

941 484 溝35 士師器 杯 13.1 8.6 3.4 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内外面赤色顔料。

942 490 溝35 土師器 杯 10.1 □内」外面墨書ヨ。コ内ナ面デ。赤外色底顔面料。ヘラキリののち押圧。外底面「下

943 491 溝35 土師器 杯 13.0 3.4 7.2 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内外面赤色顔料。

944 495 溝35 土師器 杯 14.4 内外外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内面赤色顔料。

945 492-, 溝35 土師器 皿 17.0 14.6 2.5 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内外面赤色顔料。

946 478 溝35 土師器 皿 16.7 14.4 2.0 
内外外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内面赤色顔料。
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947 496 構35 土師器 皿 14.1 1.6 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
内外面赤色顔料。

948 486 溝35 土師器 皿 14.6 11.3 1. 7 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。外底面「大」
墨密。内外面赤色顔料。

949 476 溝35 須恵器 杯 13.7 6.6 4.2 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ
とユビオサエ痕。

950 481 溝35 須恵器 杯 14.4 5.6 3.8 
内外面ヨコナデ。外底面ヘラキリののち押圧。内底面ナデ。
外面口縁部重ね焼き痕。

951 505 濡35 須恵器 杯身 14.5 7.7 5.0 外面ヨコナデ。底面ヘラ切りののちナデ。

952 494 溝35 杯身 14.0 7.0 4.9 
内外面とも回転ナデ。底面ヘラ切りののちナデ。中央に粘
土痕。

953 493 溝35 土師質 杯身 12.0 6.1 3.9 内外面とも回転ナデ。

954 500 洞35 瓦 乎皿 外面乎行ククキ、布目。須恵質。

955 516 井戸11 土師質 小Jill 6.7 1. 3 水漉し粘土。

956 517 井戸11 土師質 小皿 6.7 1.5 水漉し粘土。全体に火を受ける。

957 518 井戸11 土師質 小皿 7.3 1. 4 水漉し粘土。外面ユビナデ。底面ユビオサエ。

958 519 井戸U 須恵質 小皿 9.4 6.3 1. 7 水漉し粘土。底面ヘラギリ痕。

959 525 井戸11 瓦質 鍋 22.5 左右取っ手に穿孔。表面凹凸あり。全体に煤付着。

960 528 井戸11 備前焼 甕 外面口緑部自然緑釉が厚く付着（一部に）。

961 526 井戸11 備前焼 壺 ，會8 内面口縁部自然釉（白色灰緑色）厚く付着。

962 530 井戸11 備即焼 擢鉢 20.0 外面口唇部・内面口縁部自然釉付着。

963 527 井戸11 備前焼 揺鉢か捏鉢 外面口縁部白いゴマ状に自然釉付着。

964 531 井戸11 備前焼 揺鉢 外面自然釉付着。

965 521 井戸11 青磁 椀 15.8 外貫面口縁部雷文帯。胴部線描蓮弁文。内外ともヒビ割れ痕
入？

966 529 井戸11 丸瓦 内面布目痕。外面斜格子痕、タクキ。

967 1250 土城墓 2 白磁椀 16.5 6.0 7.0 施釉部分あり、若干オリーブ灰がかかった灰白。

968 1258 土城墓 3 青磁椀 16.3 5.0 7.5 高台以外全部釉薬。蓮華文 2個、蓮華の華文 lケ（片彫り）

969 1257 士痰墓 3 青磁小皿 10.8 4鴫3 2.2 内底部櫛によるジクザク文様、ヘラ片彫り花文状。

970 1253 土城墓4 白磁椀 14.9 5.4 6.9 施釉部分あり、ごく簿い釉のたれ部分が全体にまわる。

971 1251 土演墓4 白磁椀 16.0 5.9 6.7 施釉部分あり、わずかに施釉に褐色砂粒が見られる。

972 1252 土壊墓4 白磁皿 10.0 4.4 2.7 施釉部分あり、ガラス質内外とも粗く貫入あり。

973 1254 ±漿墓 4 白磁111l 9.9 3.7 2.9 施釉部分あり、沈線状に段をもち、釉が厚く線状に見られる。

974 1255 土城墓4 白磁小皿 9.9 3.9 3.0 施釉部分あり、段をもった部分、釉が深く入っている。

975 1256 土猥墓4 白磁小皿 9.9 3.6 2.7 施釉部分あり、釉部にわずかに褐色砂粒。

976 26 溝36 土師質 高台付椀 5.8 水漉し粘土。

977 1125 溝39 瓦器 椀 4.5 
内面暗文風ヘラミガキののち格子状の暗文。外面も暗文部
あり。

978 1124 溝39 瓦器 椀 12.9 外面若干圧痕が残る、ナデ｀。内面ナデの暗文。

979 1123 溝39 瓦器 椀 13.0 内面暗文の下に若千ハケメが見られる。

980 1126 構39 瓦器 椀 4.9 内面暗文あり。

981 17 溝39 土師質 高台付椀 13.2 6.2 4.1 表面水漉し粘土。内底部ナデ。

982 16 溝39 土師質 高台付椀 13阜， 5.5 4.5 
水漉し粘土（金雲母無し角閃石多い）。内底部わずか凹凸
あり。

983 1102 溝39 土師質 高台付椀 14.6 5.9 4.4 調整不明瞭。

984 15 溝39 土師質 高台付椀 14.3 5.6 4.5 水漉し粘土。

985 1103 溝39 土師質 高台付椀 14.8 68.5 4.7 表面かなり荒れている。内外面ナデ。

986 19 溝39 瓦器 小皿 8.5 4.9 2.1 内面ていねいなナデののち暗文。底部ナデ。

987 20 溝39 瓦器 小皿 10.3 4.6 2.4 内面暗文風。底部乎坦面。

988 1118 溝39 土師質 小1111. 9.6 内面ヘラミガキ。外・底面ナデ。

989 1117 濡39 土師質 小皿 82.5 5.8 1.3 底面ヘラギリ。外面ヨコナデ。内面工具によるナデ。

990 18 溝39 土師質 .III!. 12.3 9.4 2.6 水漉し粘土。底部回転ヘラギリ。

991 23 溝39 土師質 小皿 7.5 6.2 1.5 水漉し粘土。底面回転ヘラギリ痕。

992 21 溝39 土師質 小皿 8.1 6.5 1.6 水漉し粘土。底面ヘラギ凡板目痕のこる。外面有機物付着。

993 22 溝39 土師質 小皿 8.1 7.3 l. 4 水漉し粘士。底面ヘラギリ、板目痕のこる。

994 24 溝39 士師質 小皿 7.5 4.3 1.2 水漉し粘士。底面糸切り痕。

995 1107 溝39 土師質 脚台 6.3 底面中心ヘラギリ跡。全面ナデ。

996 ll08 構39 土師質 脚台 6.4 底面中心ヘラギリ未調整。全面ナデ。

997 1116 溝39 青白磁 婉 一部釉のたれ（厚い）部分あり。

998 1115 洞39 白磁 椀 外面釉のたれ部分あり。

999 1114 欝39 白磁 椀 使用のためか釉表面光沢を失う部分あり。

1000 1472 溝39 白磁 椀 15.5 内外面ナデ。釉付着。

1001 1471 溝39 白磁 椀 16.3 内外面ナデ。釉付着。

1002 1113 構39 青磁 椀 5.2 
外面釉（ガラス質オリープグリーン）、猫描き。内面ガラ
ス釉表面光沢無し。

1003 1475 溝39 白磁 椀 6.7 底面ケズリ、ナデ。
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闘 番号 選構•土層名 種 別 器 種
法量 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

1004 1473 洞3S 白磁 椀 6.3 底面ケズリ、ナデ。

1005 1474 溝39 白磁 椀 6.1 底面ケズリ、ナデ（中途半端）
1006 13 溝39 亀山焼 甕 21.6 内面あて具痕の丁寧なナデ痕。

1007 1111 器 9 18.7 
ロ縁部若干自然釉付着、エ具アクリ痕あり。胴部ヘラ記号
あり。

1008 1110 洞39 亀山焼 こね鉢 10.1 底部糸切り痕、重ね焼き痕あり。内面使用？かなり磨滅。
1009 1105 溝39 東系 こね鉢 27.0 外面東播系。内面ヨコナデ、煤付着痕あり？
1010 1122 猜39 土師器 土鍋 外面煤付着。内面ハケメ。

1011 12 溝39 士師質 土鍋 33.3 内外面とも粗いハケメ。

1012 1119 欝39 土師質 44.4 外面オサエののちハケメ。内面工具ナデ。
1013 1104 欝39 土師質 土鍋 35.0 ロ縁に押圧痕めぐる。内外面ハケメ。使用のためか煤付着。
1014 14 聘39 土師質 土鍋 30.5 内外面とも粗いハケメ。

1015 11 器39 土器質 土鍋 32.4 3.2 14.4 内外面とも粗いハケメ。若干上げ底か？
1016 1121 覇39 瓦 乎瓦 外面布目痕あり。内面格子状施す。
1017 511 溝35 瓦器 小皿 8.9 外面底部指頭圧ののちナデ。表面凹凸あり。
1018 471 溝35 土師質 高台椀 11.6 4.7 3.7 内面一部重ね焼き痕あり。

1019 393 包含陪等 弥生土器 甕 4.0 底部焼成前穿孔。内底部オコゲ痕。
1020 850 土器溜り 2 弥生土器 甕 6.7 外底部に線刻画？

1021 311 包含層等 須恵器 杯蓋

1022 312 包含層等 須恵器 甕 15.4 頸部表面工具アクリ痕。

1023 480 包含層等 土師器 椀 調整不明瞭。

1024 479 包含層等 士師器 椀 器面丹塗りの施し。

1025 501 濶35 備前 描鉢 外面自然釉一部付着。

1026 502 溝35 備前 揺鉢

1027 972 土器溜り 3 縄文土器 鉢 ロ縁部外面巻貝による凹線文。
1028 966 土器溜り 3 縄文土器 深鉢 ロ縁部外面巻貝による凹線文と扇条痕。
1029 964 土器溜り 3 縄文土器 深鉢 28.5 ロ緑部内外面巻貝による凹線文と扇条痕。
1030 965 土器溜り 3 縄文土器 深鉢 ロ縁部と体部外面巻貝による凹線文。
1031 975 土器溜り 3 縄文土器 鉢

1032 974 土器溜り 3 縄文土器 鉢 ロ緑部外面巻貝による凹線文。

1033 973 土器溜り 3 縄文土器 鉢 ロ緑部内面巻貝による凹線文。

1034 976 土器溜り 3 縄文土器 浅鉢 ロ緑部外面巻貝による凹線文と扇条痕。
1035 967 土器溜り 3 縄文土器 浅鉢 3.1 ロ縁部外面巻貝による凹線文と扇条痕。
1036 963 土器溜り 3 縄文土器 深鉢 ロ縁部と体部外面に巻貝による凹線文と扇条痕。
1037 971 土器溜り 3 縄文土器 深鉢 25.9 6.7 ロ緑部外面巻貝による凹線文。

1038 970 土器溜り 3 縄文土器 深鉢 5.8 外面スス。

1039 969 土器溜り 3 縄文土器 深鉢 7.5 
1040 968 土器溜り 3 縄文土器 深鉢 4.6 

1041 752 土披62 弥生土器 甕 24.3 ロ唇部キザ螺旋ミ痕？ （無しの箇所も）。外面ハケナデ。ヘラガ
キ沈線は 。

1042 746 土城62 弥生土器 甕？ 7.2 
外面ていねいなヘラミガキ。底部上げ底気味、粗いヘラミ
ガキ。内部オコゲ痕。

1043 751 土披63 弥生土器 甕 21.1 外面アタリ痕。 Jヽケメにダプリが目立つ。

1044 774 土漿64 弥生土器 把手付鉢 把手状貼り付け。光沢を持つが陵が不明瞭。
1045 770 士城64 弥生土器 甕 18.9 6.9 調整不明瞭。

1046 761 土襖64 弥生土器 甕 4.8 内外底面すぺてにエ具のアクリ痕。

1047 762 土城64 弥生土器 台付鉢 8.3 外面粗いハケメ。底部ケズリ痕。

10絡 764 土猥64 弥生土器 7.8 底面ナデ。

1049 818 土擁65 弥生土器 甕 23.4 7.0 27.4 内面押圧、ていねいなナデ、砂粒の移動痕跡。
1050 788 土漿66 弥生土器 甕 9.9 底面ナデ。

1051 791 土壊66 弥生土器 壺 25.0 
ロ縁端面線状のキザミ。内面上端に突起突帯、その下に楕
円状の貼付突帯。

1052 789 土猥66 弥生土器 甕 21.3 内面炭化物付着痕、エ具ナデ。
1053 812 土披67 弥生土器 壺 19.7 ロ縁端部にX条のキザミメ。

1054 814 土漿67 弥生土器 甕 外面クシガキ多条文。

1055 815 土披67 弥生土器 甕 外面クシガキ多条文。

1056 816 土披67 弥生土器 甕 外面クシガキ沈線文多条。

1057 805 土漿67 弥生士器 甕 20.0 口唇部浅いキザミメ。外面ヘラガキ沈線文多条。
1058 796 土城67 弥生土器 甕 5.1 外面ヘラミガキ。底面中心に窪み。

1059 797 土披67 弥生士器 甕 8.3 外面凹凸あり。内面一部ハケ。

1060 776 土擦68 弥生土器 甕 20.9 外面太くて浅いハケの中に細い線。内・外底部剥離。

1061 754 土猥70 弥生土器 甕 29.0 11. 3 48.6 
外面ハケメ 4本/10cm。底部オサエナデ。内面摩擦痕薄い。
下部器壁の荒れ。

1062 756 土披70 弥生土器 甕 7.0 外面タテヘラミガキ？。底面ナデ。

1063 755 土痰70 弥生土器 甕 5.0 底面ナデ（ヘラミガキが見られる？）。

1064 781 土漿71 弥生土器 壺 内面貼付突帯（円形文、平行線文）。
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1 . 士器観察表

闘 番号 遺構•土層名 種 別 器 種
法蔽 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

1065 782 土城71 弥生土器 甕 ロ頭部2条の凹部。外面煤付着。

1066 778 土痰71 弥生土器 甕 23.0 ロ唇部キザミ痕。外面ヘラガキ沈線多条。内面ナデ。

1067 779 士痰71 弥生土器 甕 19.5 ロ頭部2条の凹部。外面ヘラガキ沈線文多条。

1068 777 土猥71 弥生土器 甕 29.9 調整不明瞭。外面ヘラガキ沈線文多条。

1069 768 土痰71 弥生土器 甕 21.4 外面ヘラミガキ単位中に細かな線。

1070 763 士城71 弥生土器 甕 7.8 底面ナデ。

1071 811 土猥72 弥生土器 甕 18.4 
ロ縁下に焼成前円孔 1個。口唇部キザミメ iまっきりしない。
外面ヘラガキ沈線多条。

1072 838 土猥73 弥生土器 壺 8.4 7.0 19.9 2条の沈線2ケ所。底面若干上げ底、ナデ。

1073 828 土凛74 弥生土器 壺 貼付突帯 3本残存。外面ナデ痕。

1074 823 土痰74 弥生土器 壺 9.0 貼付突帯 1本。内面ていねいな指圧ナデ。

1075 824 土猥74 弥生土器 壺 6.0 胴部に穿孔 lケ所。調整不明瞭。

1076 822 士漿74 弥生土器 壺 8.5 底面ナデ。上げ底。内面ケズリののちていねいなナデ。

1077 819 土擁74 弥生土器 壺 13.0 7.1 23.0 底面使用痕。

1078 821 土披74 弥生士器 小壺 3.6 2.9 6.9 2条の沈線（エ具のオサエ痕の連続？）。上げ底、手捏ね。

1079 829 土痰74 弥生土器 壺 肩部外面貼付突帯4本。外面ヘラミガキ。

1080 827 土痰74 弥生土器 甕
不外完面結工具？）ナデ、 8条のヘラガキ沈線文 (2条目と 6条目が

1081 830 土猥74 弥生土器 甕 21.8 
口唇部にキザミメ痕かすかに残る。ヘラガキ沈線文多条。

内面押圧痕。

1082 826 土痰74 弥生土器 甕 18.0 口唇部にキザミメ。ヘラガキ沈線文多条。

1083 820 土猥74 弥生土器 甕 36.6 
口唇部にキザミメ。外面ヘラガキ沈線文多条。噴きこぽれ

痕あり。

1084 760 土城75 弥生土器 長頸壺
頸部外面ハケののちヘラガキ沈線文（螺旋状）。内面ユビ
ナデ。

1085 841 土城76 弥生土器 甕 8.0 外面赤色変化。上げ底。

1086 825 土壊77 弥生士器 甕 14.4 調整不明瞭。

1087 854 土猥78 弥生土器 甕 口唇部キザミメ。ヘラガキ沈線文．

1088 855 士擦78 弥生土器 甕 19.9 口唇部キザミメ。ヘラガキ沈線文。

1089 840 土城78 弥生土器 甕 6.0 上け底。

1090 856 土猥79 弥生土器 ． 克
肩部外面に 6本単位のヘラガキ沈線2ケ所。その間に三角

刺突文 2列。

1091 849 土猥79 弥生土器 甕 口唇部と突帯の先端にキザミメ。

1092 847 土城79 弥生土器 甕 キザ｀ミとヘラガキ沈線文多条。

1093 848 土擁79 弥生土器 甕 キザミとヘラガキ沈線文多条。

1094 853 土猥79 弥生士器 甕 7.7 内面ナデ、オコゲ付着。

1095 851 土城79 弥生土器 甕 11.7 外面ナデ痕跡c

1096 867 土城80 弥生土器 ． 空 19.3 内面貼付突帯が 2条。

1097 868 土擁80 弥生土器 壺 24.5 
貼付突帯が内外面とも数条、外面の 1条には先端にキザミ
メ。外面ナデ。

1098 857 土猥80 弥生土器 甕 18.8 7.6 23.0 底部穿孔。

1099 860 土痰80 弥生土器 鉢 36.4 ロ唇部下にエ具のアタリ痕跡、貼付突起。内面にミガキ？

1100 865 土痰80 弥生土器 甕 9.0 底面ナデ。内面ナデ、磨耗により砂粒目立つ。

1101 859 土痰80 弥生土器 甕 q.8 内外面にエ具痕。

1102 858 土濱80 弥生土器 甕 5.8 外面ハケメ 6本/lOmm。内面に丁具痕。

1103 869 土漿80 弥生土器 甕 21.6 7.8 
口唇部キザミメ。外面ハケメののちヘラガキ沈線文 9条。

内面ナデ（ミガキ状効果）。

1104 766 士漿81 弥生土器 甕 22.2 口唇部キザミ。外面ハケ状ミガキ。

1105 772 土擁81 弥生土器 甕 26.3 
口唇部キザミメ。ヘラガキ沈線文 6条。外面全体に粗いハ
ケメののち細いハケメ？。

1106 888 土披82 弥生土器 甕 24.1 ヘラガキ沈線文多条。外面ていねいなナデ？

1107 884 土漿82 弥生土器 甕 9.3 底面ナデ。

1108 769 土痰83 弥生土器 台付壺 11.0 内・外・底面ヘラミガキ。

1109 757 士猥83 弥生土器 壺 14.8 外面細かなハケメののちナデ（繊維痕跡？）。

1110 759 土痰83 弥生土器 甕 6.9 外面ナデ（若干面取り状）。底面ナデ。

llll 862 土城84 弥生土器 甕
口唇先端刺突文、ヘラガキ沈線文。内面工具ナデ (I具の
アタリ）。

1112 863 土城84 弥生土器 甕
外面キザミメ、ヘラガキ沈線文多条、三角刺突。内面工具
ナデ。

1113 861 土擁84 弥生士器 壺 19.0 調整不明瞭。

1114 864 土擁84 弥生土器 甕 21.6 外面黒色変化（押圧痕）。

1115 866 士痰85 弥生土器 甕 調整不明瞭。

1116 773 土漿88 弥生土器 壺 31.5 ロ緑端部 1本の沈線の上をキザミメ。

1117 758 土城88 弥生土器 台付鉢？ 9.5 5.6 7.5 
ロ緑部内～外円孔全径4ケ所。脚部外～内円孔全径4ケ所。
底面指ナデ。

1118 765 土披88 弥生士器 甕 18.2 5.4 24.9 外面ところどころハケメ。内面オコゲ。
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闘 番号 遣構•土僭名 種 別 器 種
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特 徴・備 考
ロ径底径器高

1119 775 土撲88 弥生土器 甕 20.0 
口唇部キザミメ。ヘラガキ沈線多条。外面細かなハケ調整
か？

1120 780 土披88 弥生土器 鉢 l0.9 ロ唇部キザミ。

・1121 767 ±摸88 弥生土器 甕 21.6 9.5 口唇部キザミ。ヘラガキ沈線文多条。底部籾殻痕。
1122 793 土壊89 弥生土器 壺 22.3 頚部に 8条のヘラガキ沈線。外面非常に細かなハケナデ。
1123 802 土漢89 弥生土器 壺 17.9 口唇部押圧で畝っている。

1124 800 土披89 弥生土器 壺 13.8 頚部 3本の三角突帯押圧の痕上に棒状浮文部分 5ケ所、 2本一対
lケ所 1つ。内面 。

1125 801 土撲89 弥生士器 壺
外面全体ナデのののち 3条の突帯が肩部から胴下半にかけ
て3ケ所。

1126 809 土援89 弥生上器 無頸壺 9.2 ロ緑下に径0.5cm円孔 1ケ所のみ残存。 0ヤ→内）

1127 803 土摸89 弥生土器 甕 20.2 
口唇部キザミ。ヘラガキ沈線文 9条。外面ハケナデ細かす
ぎて目立たない。

1128 799 士城89 弥生士器 甕 23.Z 
ロ唇部キザミ。ヘラガキ沈線文多条。外面ナデののち細か
いハケナデ。内面ハケメ。

1129 798 土演89 弥生土器 甕 23.0 外面調整不明瞭。ヘラガキ沈線文多条。内面ナデ、所々•ヘ
こみ。

1130 808 土城89 弥生士器 甕 29.4 口唇部キザミメ（円形刺突）。口緑下部ヘラガキ沈線多条。
1131 787 土墳89 弥生士器 甕 6.6 底面ナデ。

1132 794 土擦89 弥生土器 壺？ 5.9 調整不明瞭。

1133 804 土撰89 弥生土器 壺 10.4 底面ナデ。

1134 813 土横67 弥生士器 甕 6.0 
調整不明瞭。底部ナデ？表面ミガキのような光沢、さらに
凹凸。

1135 807 土城90 弥生土器 甕 8.4 調整不明瞭。

1136 806 土城91 弥生土器 壺 21.3 
ロ緑端面に 2条の沈線、その上から線状のキザミメ。肥厚
部上下端にもキザミメ。

1137 810 土城93 弥生土器 壺 頸部に貼付突帯 2本。
1138 784 土城94 弥生土器 壺 5.3 外面煤。底面押圧ナデ。内面擦痕。

1139 792 土摸95 弥生土器 甕 20.2 
ロ緑上部に突起。端部先端に円形刺突、多条沈線の間にも
2列の円形刺突文。

1140 790 土漿95 弥生士器 甕 21.0 ロ唇部先痕端。に円形刺突。外面口縁下に多条のヘラガキ沈線。
その下擦

1141 783 土城95 弥生土器 甕 ロ縁部内・外面煤付着。

1142 786 土猥96 弥生土器 壺 肩部にヘラガキ、木葉状文。内面工具ナデ。
1143 785 土痰96 弥生土器 壺 6.5 外面ヘラミガキ。底面わずかに上げ底ナデ。

1144 893 土城98 弥生土器 壺 頚部外面に 2条の突突帯帯 (1条の先端部に細かいキザミ）。
ロ縁内面に弧状の 3条。

1145 879 土壊98 弥生土器 甕 20.0 
口唇部キザミ。ヘラガキ沈線文多条。外面工具痕。内面押
圧痕。被熱により灰褐色。

1146 876 土城98 弥生土器 甕 22.2 粘土紐接合痕。内面ナデオサ工。
1147 875 士痰98 弥生土器 甕 19.0 口唇部キザミメ（無文部あり）。ヘラガキ沈線文多条。
1148 873 土壊98 弥生土器 甕 21. 7 口唇部キザミ。ヘラガキ沈線文。

1149 874 土漿98 弥生土器 甕 23.0 ロ唇部キザミ。ヘラガキ沈線文。

1150 877 土城98 弥生土器 甕 23.6 口唇部キザミ。ヘラガキ沈線文。刺突文。
1151 892 土墳98 弥生土器 甕か鉢 20.6 ロ唇部キザミ。ヘラガキ沈線文多条。刺突文。
1152 885 士漢98 弥生土器 甕 25.5 7.6 ヘラガキ沈線（本数不明）。底部穴あるか？
1153 878 土痰98 弥生士器 甕 19.2 外面円形刺突文。ヘラガキ沈線文多条。内面ていねいなナデ．

1154 887 土城98 弥生士器 甕 35.4 
ロ唇部円形刺突、ヘラガキ沈線文多条。外面工具によるナ
デ（条線見える）。

1155 872 土漿98 弥生土器 甕 23.l 8.0 26.5 ロ唇部キザミ佛I突風）。ヘラガキ沈線文多条。噴きこぼれ痕。
1156 891 土濱98 弥生土器 蓋 9.7 円孔2つ。調整不明瞭。
1157 890 士漿98 弥生土器 小壺 3.8 調整不明瞭。

1158 889 土燐98 弥生土器 台付鉢？ 5.5 底面ヘラミガキ？

1159 883 土壊98 弥生土器 壺？ 6.7 底面ナデののちヘラミガキ。

1160 881 土城98 弥生土器 甕 5.7 底部穿孔。内外面ナデ。

1161 882 土漿98 弥生土器 甕 7.9 底部穿孔。内面工具ナデ。
1162 880 土漢98 弥生土器 甕 8.2 底部穿孔。底面ヘラケズリののちナデ。
1163 748 ±燐99 弥生土器 甕 20.4 外面ナデかていねいなヘラミガキで単位不明。
1164 747 土城99 弥生土器 甕 外面クシガキ多条沈線文、クシガキ波状文。
1165 750 土漿100 弥生士器 壺 18.9 ロ緑部に歪み。内部に指跡部分的。
1166 745 土墳101 弥生土器 壺 外面クシ •jfキ多条沈線文 2 列、クシガキ波状文。
1167 744 土擦101 弥生上器 甕 17.3 調整不明瞭。

1168 749 土演101 弥生土器 甕 18.4 5.3 28.4 底部穿孔。内部炭化物付着。

1169 817 ±墳i102 弥生土器 甕 17.9 5.1 28.2 胴部に 2列の刺突文。底部穿孔、ナデ。

1170 902 ±擦103 弥生土器 壺 15.0 
ロ唇部キザミ。外面口縁押指頭押圧貼付突帯 2条、ク・ンガ
キ波状文。
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1. 土器観察表

闘 番号 遺構•土屑名 種 別 器 種
法量 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

1171 916 土猥103 弥生土器 ..... 空 13.4 口唇部キザミ。外面頸部貼付突帯。先端キザミ・ナデ痕。

1172 915 ±痰103 弥生土器 ,..,. 空 13.2 ロ唇部キザミ。外面頸部貼付突帯。先端キザミ・ナデ痕。

1173 914 土城103 弥生土器 壺 15.7 外面胴部ク・ンガキ沈線、波状文。

1174 913 土城103 弥生土器 壺 外面クシガキ沈線、波状文。内面ナデ（若干押圧あり）

1175 912 土披103 弥生土器 壺
外面クシガキ沈線、波状文。内面ていねいな細かいハケメ
（ハケナデ？）

1176 911 土痰103 弥生士器 壺
外面クシガキ沈線、波状文。内面ていねいな細かいハケメ
（ハケナデ？）

1177 896 士猥103 弥生土器 壺 10.6 外面ヘラミガキ 7-8本/lcm。

1178 903 土漿103 弥生土器 壺 8.4 外面ハケ状工具アクリ痕。

1179 905 土漿103 弥生土器 無頸壺 18.2 外面口唇部のキザミメと胴部の刺突文のエ具は同一か？

1180 895 土城103 弥生土器 甕 15.0 外面ハケメののちミガキ？

1181 894 土痰103 弥生土器 甕 20.0 
外面ハケメ、中に細い繊維痕跡顕著。内面ハケメののちへ
ラミガキ。

1182 898 土痰103 弥生土器 甕 20.8 外面ハケメロ内面ナデ。

1183 917 士城103 弥生土器 甕 21.0 5.2 51.5 外面胴部刺突文。 1186と基本的に同じ。

1184 897 土城103 弥生土器 甕 25.8 外面ナデで9ヽケメ消去。内面ナデ。

1185 899 土擁103 弥生土器 甕 26.2 外面ハケメ（エ具痕）。内面凹部。

1186 918 土廣103 弥生土器 甕 17.0 
外面細かい 9ヽケメ、刺突文。下部ハケメののちミガキ？中
に細いハケメ。

1187 901 土漿103 弥生土器 甕 5喩8 上げ底気味。底面ナデ。内面ていねいなナデ（ミガキ？）

1188 907 土猥103 弥生土器 甕 5.9 外面ヘラミガキ。底ナデ（痕跡）。

1189 909 土猥103 弥生土器 甕 5.7 外面ハケメか工具によるナデ。底面ナデ。

1190 900 土擁103 弥生土器 壺 6.2 上げ底気味。内底部ユビオサニ痕。

1191 910 土猥103 弥生土器 =>,, 空 5.7 外面ハケメののちていねいなヘラミガキ（少々 J ケヽメ残る）

1192 919 土城103 弥生土器 空...,. 外面黒漆付着部分的。内面全体に黒漆、漆壺か？。

1193 837 土痰104 弥生土器 壺 クシガキ波状文。

1194 835 士猥104 弥生土器 甕 17.4 ロ縁端部肥厚。

1195 842 ±猥104 弥生士器 甕 18.2 内面ヘラミガキ。胴部に刺突文が蛇行。

1196 836 土城104 弥生土器 甕 18.1 外面ハケメののちナデ。刺突文。

1197 844 土披104 弥生土器 甕 22.0 胴部に 4列の刺突文。

1198 845 土擦103 弥生土器 甕 17.8 調整不明瞭。

1199 843 土猥104 弥生士器 鉢 18.7 ロ唇部キザミメ。円孔 lケ所。刺突文が 2列。

1200 831 ±堀104 弥生土器 -空 8.2 底面ナデ。外面ヘラミガキ。内面ナデ｀押圧痕。

1201 833 土痰104 弥生土器 甕 7.5 外面ヘラミガキ（ハケメ跡）

1202 834 士漿104 弥生土器 高杯 径3.5cm外～内透し孔 2個一対、 4ケ所残存。

1203 753 土擁105 弥生土器 甕 5.2 
外面比較的幅広いハケミガキ。底裏部まで二次的に火を受
けている。

1204 846 土猥106 弥生土器 台付鉢 6.0 透し孔 2個一対 3ケ所？。

1205 986 溝52 弥生土器 壺 5.9 内面工具によるナデ？工具痕。

1206 983 溝52 弥生土器 壺 6.0 
大粒の長石を粗に含む。肩～最大幅部にヘラガキ線文と三
角刺突文。

1207 985 溝52 弥生土器 壺 10. 7 6.7 17.0 大粒の石英•長石を粗に含む。口縁全体ひずみ。

1208 984 溝52 弥生士器 壺 11. 6 5.6 23.8 大粒の長石を粗に含む。口縁部にひずみ。表面荒れて凹凸。

1209 977 洞52 弥生土器 壺 16.3 11.2 39.2 
胎土に大粒の長石含む。口縁部キザミ。頸部と胴部にヘラ
ガキ線文。

1210 978 溝52 弥生土器 壺 9.1 内面ユビオサエののちハケメ？。エ具ナデ？

1211 1027 溝52 弥生土器 小壺 2.7 3.2・ , 6.4 外面ユビオサ工とナデ。底OOナデ。手捏ね。

1212 979 溝52 弥生土器 立-='=" 28.5 
外面口緑部表面凹凸。頸部に 4条、胴部に 3条の三角突帯。
ナデ．

1213 990 溝52 弥生土器 甕．鉢 28.5 表面全体凹凸。口唇部キザミメ。口縁部歪み。

1214 999 溝52 弥生土器 甕 24.2 
ヘラガキ沈線多条。外面細かいハケメ。内面指ナデアゲの
のちエ具ナデ。

1215 1019 溝52 弥生土器 甕 21.4 6.5 24.5 ヘラガキ沈線多条。内外面上・底部煤付着。底部穿孔 1つ。

1216 1020 溝52 弥生土器 甕 20.8 8.0 28.4 
口唇部キザミメ。口縁下部ヘラガキ沈線螺旋状。底部穿孔。
内外面ハケメ。

1217 1004 溝52 弥生士器 甕 25.0 
口唇部刺突文。ヘラガキ沈線多条。内面ナデアゲののちナ
ァ一`。

1218 1015 溝52 弥生土器 甕 20.8 I内外面ナデ。

1219 992 構52 弥生土器 甕 22.5 l内外面共に煤付着以外は剥離痕多し。

1220 1017 溝52 弥生土器 甕
口唇部キザミメ。口縁下部にク・ンガキ多条沈線。胴部に三

角刺突文。

1221 1022 溝52 弥生士器 甕 22.8 6.0 28.3 
口唇邪キザミメ。口緑下部にク・ンガキ多条沈線。内面押圧
とナデアゲ。

1222 1029 溝52 弥生土器 小鉢 8.6 5.1 9.8 
口唇部キザミメ。口緑下部にクツガキ沈線 7条。底面ナデ。
内面ナデアゲ。
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百問川原尾島遺跡 5

闘 番号 遣構•土層名 種 別 器 種
法量 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

1223 1005 溝52 弥生土器 甕 20.4 ロ縁ひずみ。外面雑なミカ゜キ？ ！ 

1224 1008 溝52 弥生土器 甕 22.5 内面工具によるナデ。 ： 
： 

1225 997 溝52 弥生土器 I甕 19.5 7.3 23.7 外面上部工具痕。底部穿孔 1つ。内外面に煤の痕跡。

1227 1006 溝52 弥生土器 甕 12.5 外面ナデののちミガキ。

1228 996 溝52 弥生土器 甕 15.0 6.5 18.6 全体に歪み。内外面に煤の痕跡っ底部指による窪み。

1229 1018 溝52 弥生士器 甕 20.3 
口唇部キザミメ。口縁下部にヘラガキ多条沈線。内面押圧
ナデの上にミガキ。

1230 1021 溝52 弥生土器 甕 "i5.l 5.5 17.5 
口唇部キザミメ。口縁下部にヘラガキ多条沈綜。口唇部の
キザミほとんど目立たず。

1231 1002 栂：52 弥生土器 甕 15.4 ロ縁部下ヘラガキ多条沈線。胴部刺突文。内面ヘラミガキ。

1232 1010 溝52 弥生士器 甕 17.1 ロ縁部下クシガキ多条沈線。外面細かなハケナデ。

1233 1009 欝52 弥生土器 甕 22.0 ロ緑部下ヘラガキ多条沈線。外面ハケナデ。内面ナデアゲ
ののちナデ。

1234 991 溝52 弥生土器 甕 22.5 全体に煤。外面工具痕。口縁部下ヘラガキ沈線。

1235 989 覇52 弥生士器 甕 20.0 6.6 27.6 外面クテハケメ？工具の条線？口縁部下ヘラガキ沈線。

1236 1013 溝52 弥生土器 甕 20.8 
口唇部にキザミメ。内面ていねいなナデアゲ？ハケのミガ
キ効果？

1237 1012 溝52 弥生土器 甕 20.5 外面ハケメ。口唇部キザミメ。内面ほとんど痕跡無し。

1238 994 洞52 弥生土器 甕 21.5 7.0 28.5 表面沈荒線れが激―しい。口唇部キザミメ。口縁部下にヘラガキ
多条 、二角形刺突文。

1239 995 溝52 弥生土器 甕 22.5 6.6 27.7 ロ唇部と胴部部穿に孔刺突。文。 口縁下部ヘラガキ線文、細かなハ
ケナデ。底

1240 988 溝52 弥生土器 甕 33.2 口唇部に小円形刺突。口縁下部に螺旋状ヘラガキ沈線。

1241 1011 溝52 弥生土器 甕
口唇部キザミメ。口唇部下にクシガキ多条沈線。内面ヘラ
ミガキ？

1242 1001 溝52 弥生土器 甕 22.0 
ロ唇部キザミメ（部分）。口唇部下にヘラガキ状沈線。内
面ヨコハケナデ。

1243 1014 滸52 弥生土器 甕 25.7 口唇部キザミメ。口縁部下ヘラガキ沈線、下に刺突文。

1244 993 溝52 弥生土器 甕 19.6 7.1 23.7 
口唇部キザミメ。口唇部下にヘラガキ多条沈線と刺突文。
外面ヘラミガキ効果。

1245 1000 溝52 弥生土器 甕 19.5 
口唇部キザミメ、クシガキ多条沈線、三角剌突文。外面擦
痕。内面浅いイクメ条痕。

1246 988 溝52 弥生士器 甕 28.5 7.8 29.0 
口唇部円形刺突文。口唇部下半裁竹管多条文（一部波状）、
その下に刺突文 2列。

1247 1003 溝52 弥生土器 甕 胴部ヘラカ守多条沈線と小円形浮文列。内面ナデ？

1248 1024 溝52 弥生土器 鉢 31.5 表面に凹凸。内外面ヘラミガキ。

1249 1026 溝52 弥生土器 鉢 17.0 内外面ミガキ。口唇部キザミメ。口緑部下に半裁竹管多条文。

1250 982 溝52 弥生土器 鉢 16.4 6.9 15.9 外面粗いハケメ。全体に歪み。

1251 981 溝52 弥生土器 蓋 22.2 13.9 調整不明瞭。

1252 1025 溝52 弥生土器 鉢 17.2 大粒長石を粗に含む。内外面ュビオサ工。

1253 723 井戸12 弥生土器 長頸壺 13.1 5.5 24.4 胴部穿孔 1ケ所。内底部に凹凸、ユビオサエ痕？

1254 728 井戸12 弥生土器 壺 13.0 5.8 22.0 外面底部に粘士を削り取った様な箇所。内面に炭化物付着。

1255 731 井戸12 弥生土器 製塩土器 5.6 底部ナデ。

1256 732 井戸12 弥生土器 製塩士器 3.7 底部平坦面。

1257 730 井戸12 弥生土器 鉢？ 5.9 外底部上げ底、指頭圧痕顕著。外底部孔の端部はきれいに
ナデ。

1258 733 井戸12 弥生土器 高杯 透し孔 9ケ所。

1259 729 井戸12 弥生士器 鉢 19.6 内面ヘラケズリののちエ具ミガキ。エ具アクリ痕。

1260 727 土壊107 弥生土器 無頸壺 9.0 外面粗いハケメ。

1261 741 土披107 弥生土器 台付鉢？ 9.0 外面太く粗いハケメ（部分的）。脚部内面ケズリ。

1262 740 土痰107 弥生土器 甕 13.7 外面ていねいなハケメ（後に一部ミガキ？）。

1263 735 士壊107 弥生土器 甕 12.0 外面1266と同じ工具使用か？

1264 736 土猥107 弥生士器 甕 14.3 調整不明瞭。外面ヨコナデ。

1265 737 土城107 弥生土器 聾 13.5 外面工具ナデののちヘラミガキ、あまり顕著ではない。

1266 734 土披107 弥生土器 甕 19.3 調整不明瞭。外面粗いハケ 3......., 4本単位でハケメ。

1267 739 土壊107 弥生土器 鉢 15.8 外面斜めハケメ 6本/lcm位。
1268 738 土壊107 弥生土器 甕 9.1 外面少し粗いミガキ。底面工具によるナデ．内面粗いケズリ。

1269 743 ±披107 弥生土器 鉢 40.8 外面太いハケメののち細いハケメ。

1270 742 土猥107 弥生土器 器台 17.5 透し孔（推定 6個）。

1271 933 製塩炉周辺 弥生士器 長頚壺 13.2 内外面ヘラミガキ。

1272 927 製塩炉周辺 弥生土器 空....... 15.7 内外面ナデ。

1273 920 製塩炉周辺 弥生土器 甕 13.0 内面胴上部絞り痕。

1274 925 製塩炉周辺 弥生土器 甕 13.4 内面ヘラ痕跡顕著。

1275 926 製塩炉周辺 弥生土器 甕 14.0 外面ハケメ？。

1276 921 製塩炉周辺 弥生土器 鉢 10.6 4.0 10.9 底面ナデ、上げ底、火を受けて赤色変化。

1277 929 製塩炉周辺 弥生土器 甕 7.6 底面粗いナデ。内面工具によるナデ。
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1. 土器観察表

闘 番号 遺構•土層名 種 別 器 種
法旦 (cm)

特 徴・備 考
ロ径底径器高

1278 930 製塩炉周辺 弥生土器 壺 8.8 底面ナデ。内面工具による粗いナデ？粗いハケメ？

1279 932 製塩炉周辺 弥生土器 小壺 7.5 

1280 924 製塩炉周辺 弥生土器 台付鉢 2.4 外面押圧、ナデ。製塩土器の作りに似る。

1281 931 製塩炉周辺 弥生士器 台付鉢 5.1 内外面押圧、ナデ。

1282 928 製塩炉周辺 弥生土器 壺 4.4 外面ハケメ。下部ククキののちハケメ？底面ナデ。

1283 922 製塩炉周辺 弥生土器 高杯 10.5 5.6 8.3 外面胴部粗いハケメ。脚部ナデ？。内面ナデ、押圧。

1284 923 製塩炉周辺 弥生土器 高杯 7.4 外面径5mmの透し孔5個ずつ 2ケ所に点在。

1285 934 製塩炉周辺 弥生土器 台付鉢？ 7.9 外面ミガキ。内面ナデ。

1286 935 製塩炉周辺 弥生土器 器台 16.6 外面ハケメ。内面絞り痕あり。

1287 937 製塩炉周辺 弥生土器 製塩土器 3.9 外面ヶズリ。底面ナデ。内面ナデ。

1288 938 製塩炉周辺 弥生土器 製塩土器 4.8 外面ケズリ。底面ナデ。内面ナデ。

1289 936 製塩炉周辺 弥生土器 製塩土器 5.2 外面ヶズリ。底面ナデ。内面ナデ。

1290 941 製塩炉周辺 弥生土器 製塩土器 5.1 外面ケズ凡指押圧（痕跡見られる）、黒色。底部押圧で歪む。

1291 940 製塩炉周辺 弥生土器 製塩土器 4.9 外面ケズリ、指押圧、ナデ、灰赤色変化。

1292 939 製塩炉周辺 弥生土器 製塩土器 5.0 外面ケズリ、指押圧、ナデ、褐灰色。

1293 942 製塩炉周辺 弥生土器 製塩土器 5.0 外面ケズリ、指押圧、ナデ（痕跡見られる）、褐灰色。

1294 943 製塩炉周辺 弥生士器 製塩土器 12.2 5.0 ロ縁部工具で削り取った感じ。

1295 946 溝60 弥生土器 甕 14.6 外面ハケメ痕。

1296 962 溝60 弥生土器 甕 16.0 6.0 24.0 外面ハケメ（中に細かい繊維状痕跡）。若干底上げ気味？

1297 950 涸60 弥生土器 高杯 13.0 内外面ヨコナデ。

1298 944 溝60 弥生土器 台付鉢 17.8 5.0 9.8 ロ緑部下に孔。内面底部一定方向ヘラミガキ。若千上げ底。

1299 958 溝60 弥生土器 製塩土器 4.7 内底部絞り痕跡、粘土付粁、ナデ。外面一部灰黄色変化。

1300 955 溝61 弥生土器 長頸壺 15.5 

1301 956 溝61 弥生土器 甕 9.2 外面炭化物付着。内面煤付着痕？

1302 954 構61 弥生土器 高杯 水漉し粘±風。

1303 953 渦61 弥生土器 高杯 11.0 底面ケズリののちナデ？。

1304 959 溝61 弥生土器 製塩土器 4.5 器面磨耗により調整不明瞭、砂粒目立つ。

1305 957 溝62 弥生土器 器台 30.2 ロ縁部鋸歯文。

1306 951 溝62 弥生土器 壺 14.6 外面頸部にハケメ。

1307 945 構62 弥生土器 台付鉢 9.2 内面工具アクリ痕。

1308 948 溝62 弥生土器 鉢 19.0 外面ハケメののちヘラミガキ。

1309 947 碑62 弥生土器 甕 19.4 外面斜めハケメ。内面ナデののちヘラケス:-1)。

1310 961 溝62 弥生土器 甕 4.9 底部穿孔（内1.1mm、外1.6mm)。

1311 960 溝62 弥生士器 製塩土器 4.9 外面一部褐色変化あり。内底面ナデ。

1312 952 溝62 弥生土器 高杯 13.3 水漉し粘土風。口縁部クシガキ波状文。脚注部に透し孔。

1313 724 井戸13 土師器 甕 13.6 4.0 22.9 ロ押緑圧端痕部顕クシガキ沈線文。底部一定方向ヘラミガキ。 内底
部著。

1314 725 井戸14 士師器 甕 12.6 

1315 726 井戸14 土師器 甕 13.7 外面ヘラミガキの中に細かい線。

1316 949 溝66 土師器 壺 調整不明瞭。

•-
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百間JII原尾島遺跡5

2. 石製品一覧表

番掲 載号
計測最大俎 (Ill!)

重(g豆) 
； 

番号 出土地区 ±墳・士層名 時賂•時代器 種 形式
長幅・径厚

石 材残 存備 考

s l 176 15・16C・D 旧河道・上蘊 弥生•前期 石綜 V? 14.5 12.0 3.2 0.5 サヌカイト 完形

82 175 16D 旧河道•第 4層 弥生•前期 石鏃 V 22.5 14.0 3.9 0.6 サヌカイト 完形

S3 177 15・16C・D 旧河道・ J:層 弥生•前期 石鏃 V 21.5 18.0 3.2 0.9 サヌカイト 完形

S4 217 16D 旧河道・下層 弥生•前期 石鏃 21.5 12.5 l.5 0.4 サヌカイト 完形 磨製

S5 l7l 16D 旧河道・中層 弥生•前期 石錐 30.5 13.D 1.0 2.5 サヌカイト 完形

S6 170 16D 旧河道・下層 弥生•前期 石錐 37.0 9.5 5.0 1.3 サヌカイト 完形

S1 加 16D 1B河道・上暦 弥生• 前期 石錐 39.5 27.0 9.5 6.9 サヌカイト 欠損

S8 183 16D 旧河道・下層 弥生•前期 石槍 74.0 38 5 15.0 28.0 サヌカイト ほぽ完形

S9 184 16D 旧河道・中層 弥生・詢期 石槍 70.0 30.0 16.5 23.0 サヌカイト 欠損

s lO l的 15・16C・D 旧河道・中層 弥生•前期 石包丁 75.5 75 D 14.0 75.5 サヌカイト 欠損 打製

S11 221 15・16C・D 旧河道・上層 弥生•前期 楔形石器 10.0 25 0 4.1 1.3 サヌカイト 完形 槍転用？

S 12 213 16C・D 旧河道・下層 弥生•前期 楔形石器 21.5 26 5 4.0 3.0 サヌカイ｝ 欠損

S 13 216 16D 旧河道・中層 弥生•前期 楔形石器 町 0 33.5 7.5 7.3 サヌカイト 完形

S 14 212 16C・D 旧河道・下屈 弥生•前期 楔石器 53.0 54 0 18.0 14.3 サヌカイト 完形

S15 181 16D 旧河道•第以麿--...29庖 弥生•前期 スクレイバー 47.5 29.5 10.0 7.9 サヌカイト ほぽ完形

S16 219 16D 旧河道・中涸 弥生• 前期 スクレイバー 58.5 27.0 14.5 15.0 サヌカイト 完形

Sl7 174 160・D 旧河道・中層 弥生•前期 スクレイパー 31.5 26.0 5.7 3.7 サヌカイト 完形

Sl8 173 16D 旧河道・下屈 弥生•前期 スクレイバー 34 5 21 5 6.9 4.6 サヌカイト 欠損

S19 214 16C・D 旧河道・下層 弥生•前期 スクレイバー 73.0 37.5 10.7 21.9 サヌカイト 欠損

S20 180 16D 旧河道・中廣 弥生•前期 スクレイバー 84 0 41.5 10.5 24.7 サヌカイト 完形

S21 185 16D 旧河道・中屈 弥生•前期 スクレイパー 49.5 38.5 7.5 ，疇6サヌカイト 完形

S22 178 16D 旧河道・中層 弥生•前期 スクレイパー 69.0 47.0 11.5 27.3 サヌカイト 完形

S23 215 16D 旧河道・中層 弥生•前期 スクレイバー 61.0 44 5 8.0 19. l サヌカイト 完形

S24 222 15・16C・D 旧河道・ J::層 弥生•前期 スクレイバー 55.0 41.5 6.0 14.9 サヌカイト 完形

S25 186 16D 旧河道・中層 弥生•前期 スクレイバー 60.0 31.5 7.4 16.6 サヌカイト 欠損

S26 182 16D 旧河道•第公層-29層 弥生•前期 スクレイパー 61.5 51 5 11.5 26.8 サヌカイト 欠損

s'l:l 172 16D 旧河道・下厖 弥生•前期 スクレイパー 56.0 56.0 7.5 21.2 サヌカイト 欠損

S28 179 16D 旧河道・下層 弥生•前期 石斧 51.5 61.0 10.0 37.8 ＊黒色頁岩 欠損 磨製、刃部

S29 189 16D 旧河道・下層 弥生•前期 石斧 86.0 54.5 39.0 203. l ＊ヒン岩 欠損 磨穀、華部

S30 438 16C 旧河道•第 1-s 層 弥生•前期 石斧 101.0 60.0 28.0 280.2 安山岩 完形 磨製

S31 439 16D 旧河道・下層 弥生•前期 石錘 76.0 56.0 18.0 114.8 閃緑岩 完形 両端打ち欠き

S32 437 16C・D 旧河道・中層 弥生•前期 石錘 45.0 61.5 32 0 105.8 閃緑岩 欠損 両端打ち欠き

833 

“゚
16D 旧河道・下層 弥生•前期 石鍾 87.5 86.0 29.0 301.9 閃緑岩 完形

S34 442 16C・D 旧河道・中層 弥生•前期 砥石 125.5 80.0 78.0 837 8 砂岩 欠損

S35 441 16D 旧河道 弥生•前期 石皿 252.0 145.0 101.0 花闘岩 欠損

S祁 160 160 土凜 l 弥生•前期 石錐 26.0 10.0 5.0 1.1 サヌカイト 欠損

S37 161 16C 土濱 1 弥生•前期 スクレイパー 89.5 56.5 14.5 80.0 サヌカイト 完形

S38 164 17・18D 土墳 2• 上層 弥生•前期 石鏃 V 19.0 14、0 2.7 ・0.5 サヌカイト ほぽ完形

S39 163 17・lSD ±摸 2• J:: 層 弥生•前期 石鏃 D 25.5 19.0 5 7 2.7 サヌカイ｝ 完形

S40 162 17D 土墳 2 弥生•前期 石鏃 146.0 21.0 9.0 32.0 ＊緑色片岩 欠損 磨製

S41 187 18D 土城 3 弥生•前期 石鏃 V 14.0 10.5 2.3 0.2 サヌカイト 完形

S42 158 17D 溝 3断面 弥生•前期 石鏃 V 18.5 13.5 3 D 0.6 サヌカイト 欠損

S43 167 17D 溝 9 弥生•前期 石鎌 140尋5 33.0 9.5 43.0 サヌカイト 完形

S44 168 17D 溝 9 弥生前期 石鏃 D 18.5 15囀5 3.0 0.7 サヌカイト 欠損

S45 443 17C 溝 9 弥生•前期 石錘 93.5 73.0 27.0 251.9 安山岩 完形

S46 223 18D 溝10断面 弥生•前期 楔形石器 24.0 25.5 7.0 4.4 サヌカイト 完形

S47 426 lOB 竪穴住居 1 百後.n_ 楔形石器 24.5 39.0 8.5 7.5 サヌカイト 完形 スクレイパー転用

S48 8 lOC 竪穴住居 2 百・後・ 1-n石鏃 D 18.0 17.0 2.8 0.4 サヌカイト ほぽ完形 縄文か

S49 9 IOC 竪穴住居 2• 下層 百•後・ 1-u 石鏃 D 22.0 15.5 3.8 1.2 サヌカイト 完形

S50 10 lOC 竪穴住居 2 百•後・ 1-0 石鏃 D 28.5 17.0 4.5 2.0 サヌカイト ほぼ完形

S51 11 lOC 竪穴住居 2 百・後・ 1-u石鏃 D 30.5 16.5 3.8 1疇， サヌカイト 完形

S52 1 100 竪穴住居2・貼床面 百・後 r~o 石鏃 1 22.5 21.0 4.0 1尋8サヌカイト ほぽ完形

S53 2 lOC 竪穴住居2 百・後・ 1-n石鏃 I 28.5 14.5 4.5 1.9 サヌカイト ほぽ完形

S54 3 IOC 竪穴住居2 百・後・ r-n石鏃 I 32.0 15.0 3.5 1.6 サヌカイト ほぽ完形

S55 12 lDC 竪穴住居2・貼床下 百・後・ 1-u石鏃 II 32.0 15.5 4.0 2.2 サヌカイト ほぼ完形 接合

S56 4 IDC 竪穴住居2. 下層 D 百・後・ 1-u石鏃 I 31.0 16.5 3.5 2.3 サヌカイト ほぽ完形

S57 5 IOC 竪穴住居2. 上層 百•後 ·T ,.._, D 石鏃 I 40.0 19.0 4.5 3.2 サヌカイト ほぼ完形

S58 6 lOC 竪穴住居2 百・後・1-11石鏃 I 46.5 18.5 5.1 3.8 サヌカイト 完形電

S59 21 lOC 竪穴住居2・貼床面 百・後・1-0石鏃 16.5 14.0 2.3 0.5 サヌカイト 欠損

S60 23 lOC 竪穴住居2 五・後・ 1-n石鏃 31.0 21.0 5.5 2.9 サヌカイト 欠損

S61 22 lOC 竪穴住居2・貼床上面 百・後・ 1-u石鏃 32.0 16.0 3.0 1.3 サヌカイト 欠損

S62 7 lOC 竪穴住居 2・貼床上面 百・後・ 1-u石鏃 ［？ 49.5 15.0 6.6 4.2 サヌカイト 完形

S63 20 IOC 竪穴住居 2• 上層 百・後・ 1-n石鏃 41.5 14.0 6.0 3.4 サヌカイト 欠損

S64 15 lOC 竪穴住居2 百•後 1-u 石鏃 Nb 25.0 11.0 2.8 0.7 サヌカイト ほぽ完形

S65 18 IOC 竪穴住居2 百・後・ I,._,D 石鏃 Nb 32.0 14.5 4.0 1.7 サヌカイト ほぽ完形
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2 . 石製品一覧表

掲番 載号 番号 出土地区 土凛•土屈名 時期・時代 器 種形式
計測最大値 (mm)

璽(g)且 石 材 残 存備 考
長幅・径厚

S66 17 lOC 竪穴住居 2. 貼床面 百・後・ 1-n石鏃 fl b 34.0 12.0 5.0 1.5 サヌカイト ほぽ完形

S67 19 lOC 竪穴住居2. 上屈 百・後・ I..._,D 石鏃 fib? 48.0 17.5 6.1 4.9 サヌカイト ほぽ完形

S68 13 lOC 竪穴住居 2. 下図 II 百•後·I --.. D 石鏃 IV a 28.0 18.5 3.5 1.5 サヌカイト 完形

S69 16 lOC 竪穴住居 2 百・後・ I,.__D 石鏃 IV b 30.0 15.0 4.5 1.5 サヌカイト ほぽ完形

S70 14 lOC 竪穴住居 2 百・後・1-n石鏃 Wa  22.0 19.0 4.5 2.1 サヌカイト 欠損

S71 33 lOC 竪穴住居2 百・後・ r-u楔形石器 26.0 30.5 11.0 11、0サヌカイト 完形

S72 405 9C・D 竪穴住居2 弥生・後期 楔形石器 33.5 24.0 5.6 5.1 サヌカイト 完形 区クレイバー転用？

S73 24 IOC 竪穴住居2 貼床 百・後・I,....,D 楔形石器 19疇5 12.0 3.5 LO サヌカイト 欠損

S74 25 lOC 竪穴住居2. 中層 百・後・ 1-0 スクレイバー 54,5 24 5 6 3 8.8 サヌカイト 社ぽ完形 小型

S75 41 lOC 竪穴住居 2 百・後・ 1~0 楔形石器 57.0 38.5 15.7 38.9 サヌカイト 完形

S76 26 lOC 竪穴住居2. 覆土 百・後・ 1-n砥石 48.5 31.5 54.3 42.7 安山岩？ 欠損

S77 27 lOC 竪穴住居2 百・後・ r-n砥石 50.0 25 0 18.5 38.3 砂岩 欠損

S78 28 lOC 竪穴住居2 百・後・ 1-u作業台（砥石） 510.5 197.0 73.0 安山岩？ 欠損 p-3の礎石2個

S79 53 9C・D 竪穴住居3. 覆土 弥生・後期 石鏃 ¥II 34.。 15.5 4鼻。 2.3 サヌカイト ほぼ完形

S80 54 9C・D 竪穴住居3 貼床内 弥生後期 スクレイパー 25,5 32 5 9.5 7.9 サヌカイト 欠損

S81 55 9D 竪穴住居4・貼床直上 百・後・" 石鏃 r-1 50.0 13.5 7.1 3.6 サヌカイト ほぽ完形

S82 56 9D 竪穴住居4 百・後・旧 石鏃 28.0 14.5 5.0 l. 7 サヌカイト 欠損

S83 107 9C•D 竪穴住居4 百・後・ m 石錘 62.0 51.5 36.0 171.6 花固岩 完形

S84 108 9C・D 竪穴住居4 百・後-m 砥石 72.5 38.0 16.5 51.6 ＊流紋岩 欠損

S85 449 9C・D 竪穴住居4 百・後・旧 砥石 302.5 141.0 209.0 ＊アップライト 欠損

S86 lll 9D 井戸4. 第 5層 百・後・N 石皿 123.0 78.0 15.0 283.5 ＊頁岩 完形

S87 llO 100 土濱 9 百・後.n 砥石 142.0 41.5 29.0 241.9ノ 欠損

S88 66 lOD 土猥13 百・後・ I スクレイバー 46.0 26.5 6.0 8.2 サヌカイト 欠損

S89 73 土痰17 百・後.n スクレイバー 42.5 31.0 9.5 12.0 サヌカイト 欠損

S90 188 18D 土凛58 弥生・後期 石錘 37.0 15.0 4.1 2.2 サヌカイト ほぼ完形

S91 154 16C 溝16 弥生・後期 石鏃 V 17.0 17.0 2.9 0.5 サヌカイト 欠損

S92 153 16C 溝16 弥生・後期 石鏃 V 28.5 22.0 4.9 1.6 サヌカイト ほぼ完形

S93 151 16C 溝17 弥生・後期 石鏃 D 17.0 12.5 2.6 0.4 サヌカイト ほぽ完形

S94 152 16D 溝17 弥生後期 石鏃

＂ 
19.0 14.5 3.7 0.8 サヌカイト ほぼ完形

S95 233 16D 猜17 弥生・後期 石錘 25.0 6.0 3.0 0.5 サヌカイト 完形

S96 122 lOC 竪穴住居16 古墳・後期 砥石 82.0 21.0 28.0 97.1 ＊細粒砂岩 欠損

S97 113 9C 井戸 9 百•古. I 敲石 136.0 59.0 62.0 773.2 花固岩 完形

S98 4岱 lBC 欝35 平安前期 石鈴 30 5 29.0 5.5 9.3 ＊蛇紋岩 欠損 巡方

S99 159 16C （地58溝）→包含層等 弥生•前期 石鏃 II 18 5 14.5 3.0 黒燿石 完形

S100 200 17D 包含眉等 II• II 石鏃 V 19 0 10 0 2.9 0.3 サヌカイト 欠損

SlOl 80 100 包含屈等 II• II 石鏃 V 17.0 16.5 3 1 0 6 サヌカイト 欠損

S102 195 17・18C・D 包含隠等 弥生•前期 石鏃 II 14.0 11.0 2.7 0.3 サヌカイト 欠損

$103 204 17・18C・D 包含層等 弥生 石鏃 I 18.5 13.0 3 D 0 7 サヌカイト ほぽ完形

S104 126 UC (No.141柱穴）→包含層等 弥生・後期 石鏃 II 21.0 13.0 2 7 0 6 サヌカイト ほぽ完形

S105 71 9D (Na.467)→包含層等 百後.I 石鏃 D 26.0 20.5 4.5 1.9 サヌカイト 完形

S106 85 lDC・D 包含層等 弥生・後期 石鏃 D 27 0 14 5 5.3 1.9 サヌカイト ほぼ完形

S107 134 llB 包含層等 弥生・後期 石鏃 D 29.5 17.5 3.9 2鼻。 サヌカイト 欠損

S108 150 16C・D (No.34溝）→包含層等・下層 弥生・後期 石鏃 31.0 16.5 4.8 2.3 サヌカイト 欠損

S109 60 lOC (No.63)→包含層等 百後-m 石鏃 I 18.5 12.5 3.4 0.7 サヌカイト 完形

S110 90 lOB 包含層等 石鏃 I 18.5 14.0 3.1 0.8 サヌカイト ほぽ完形

S111 123 lOC (Nn2呻）→包含層等・埋土 弥生・後期 石鏃 I 22.0 12.5 3 3 0.7 サヌカイート 完形

Sll2 65 9B （池154)→包含層等 石鏃 I 20.5 17 0 3 2 0 8 サヌカイト 完形

S113 132 lOB 包含層等 石鏃 I 25.0 16.0 3.4 1.1 サヌカイト 完形

S114 130 !OB （池365)→包含層等 石鏃 19 5 15.5 3.0 0.9 サヌカイト 完形

S115 124 lOB （池289土墳）→包含層等 弥生 石鏃 ］ 27.0 14 0 3.0 1.1 サヌカイト 欠損

S116 93 lOC 包含層等 弥生・後期 石鏃 I 38 0 22.0 3.5 3.3 サヌカイ｝ 完形

S117 129 lOB （池30晦穴）→包含層等 弥生 石鏃

＂ 
31.5 19.5 3.1 1.9 サヌカイト 完形

S118 68 lOD （池441)→包含屈等 百・後.I 石錢 n 39.0 21 0 5.3 4.0 サヌカイト 完形

S119 202 18C 包含層等 石踪

＂ 
25.0 12.0 2 8 0.7 サヌカイト ほぽ完形

Sl20 99 lOC 包含層等 弥生・後期 石鏃

＂ 
32.0 15 0 2.9 1.5 サヌカイ｝ ほぽ完形

Sl2l 95 lOC 包含層等 // . ,, 石鏃 VI 29.0 17.5 3.3 1.8 サヌカイト 欠損

S122 94 9B 包含層等 ,, • I/ 石鏃

＂ 
34.0 13.5 5 5 2.7 サヌカイト 欠損

S123 128 llC （池l碑穴）→包含層等 弥生・後期 石鏃

＂ 
36.0 19.0 4.9 4.0 サヌカイト ほぼ完形

Sl24 157 17D （池54釦→包含層等・上層 石錐 26.0 16.0 4.5 1.5 サヌカイト 完形

S125 198 17D 包含層等 弥生•前期 石錐 34.0 17.5 7 5 3.7 サヌカイト 完形

S126 199 l7・18C・D 包含層等 弥生•前期 石錐 24.5 11.0 4.5 1 3 サヌカイ｝ 欠損

Sl訂 82 100 包含層等 石錐 31.0 9.5 3.4 0.9 サヌカイト 欠損

S128 196 17・18D 包含層等 弥生•前期 石錐 30.0 11.0 5.8 1. 7 サヌカイ~ ほぽ完形

S129 69 lOD （池441)→包含層等 百・後・ 1 石鏃 I 34.5 11 0 5.1 1. 7 サヌカイト 完形

S130 67 lOD （池441)→包含屈等 百・後・ 1 石包T 30 5 33.5 7.5 9.8 サヌカイト 欠損 打製

S131 59_ 9 C (l'≪l31士凛）→包含層等 弥生・後期 石包丁 87.0 54 5 24.0 118.1 ＊頁岩 完形 打槃
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掲番 載号 番号 出土地区 土墳•土羅名 時期・時代器 種 形式
計測最大位 (ai)

重(g)量 石 材残 存備 考
長幅・径厚

S132 103 9・lOD 包含涸等 石包丁 87.5 40.5 12.7 62.4 ＊粘板岩 完形 打製

S133 75 9・lOC・D頃現代滸 I)→包含麿等 弥生 石包丁？ 58.5 41.0 7.5 18.1 サヌカイト I欠損

Sl34 89 SB 包含層等 弥生 石包丁 103.0 位 .5 8.0 54.l サヌカイト I欠損 柘裟
Sl35 78 lOD ぽ現代溝 3)→包含厖等 弥生 石包T 76.D 位 .5 7.8 41.8 ＊粘板岩 完形

S136 131 llB 包含贋等 石槍 96.0 36.5 14.5 41.4 サヌカイト ほぽ完形

S137 57 lOC Oh 8 溝）→包含屈等•上蔭 縄文？ 石線 92.5 51.0 14.0 67.9 サヌカイ｝ 欠損 打製

S138 115 lOB 包含層等 弥生 石斧 53.0 64.5 38.0 130.7 ＊ヒン岩 欠損 磨製刃部

S139 72 ⑱蜘）→包含層等 百・後・ 1 スクレイバー 45.5 35.5 8.6 12.6 サヌカイ｝ 欠損

Sl如 406 9C・D 竪穴住居 2→包含層等 弥生・後期 楔石器 49.0 'l:l.O 4.5 1.9 サヌカイト 欠損 スクレイパー転用

S141 404 9C・D 竪穴住居 2→包含層等 弥生・後期 楔形石器 60.5 33.0 11.0 23.9 サヌカイト 完形 スクレイパー転用

Sl42 l'l:r lOC Ohl認柱穴）→包含層等 弥生・後期 石給 49.0 30.5 6.5 10.8 サヌカイト 完形

Sl侶 63 lOD (NnllO)→包含層等 弥生 スクレイバー 47.0 30.5 4.3 6.2 サヌカイト 完形

S144 194 17・18C・D 包含屈等 弥生・詞期 スクレイパー 66.D 40.0 7.0 20.8 サヌカイト ほぽ完形

S145 58 lOC ⑱ 8溝）→包含厖等•上層 弥生 楔形石器 紐 .0 36.5 12.6 26.8 サヌカイト 完形

Sl46 87 lOC•D 包含層等 弥生 スクレイパー 25.0 20.5 5.7 2.6 サヌカイト 欠損

S147 190 18C 溝35→包含層等 古墳 紡錘車 42.0 22.5 19.5 21.7 滑石 欠損

S148 70 9D (Ni462)→包含層等 百・後・ I 馬形 65.0 27.5 8.0 17.7 ＊滑石？ 完形

S149 135 lOB 包含阻等 弥生 砥石 71.5 23.0 13.5 34.9 頁岩 完形

S150 105 9・lOD 包含層等 弥生 石包丁 59 0 52.0 10.0 34. 7 ＊粘板岩 完形 磨製

S151 116 lDD 包含屈等 硯 51.0 34.0 12.4 32.0 ＊頁岩 欠損

S152 61 lOC (Na.63)→包含層等 百・後・" 砥石 39.0 26.0 11.0 21.3 ＊石英？ 完形 ベンガラ

S153 86 100 包含屈等 砥石 26.0 20.0 11.0 9.4 頁岩 欠損

S154 109 包含層等 弥生 敲石 61.5 55.0 36.8 183.3 ＊花糊岩 完形

S155 125 110 (No.55柱穴）→包含層等 百・後・III 敲石 39.0 37.0 29.6 50.6 ＊アッブライト 完形

S156 137 lOC 包含層等 敲石 61.0 63.5 47.5 247.1 ＊アッブライト 完形

S157 136 lOB 包含屈等 古墳・後期 綾石 102.0 77.0 51.0 583.2 ＊ヒン岩 完形

Sl58 397 38C 土痰61 百•前・ m 石核 227.0 160.0 32.0 1676.8 サヌカイト

S159 396 38C 土墳61 百•前 ·ID 石核 195.5 148.5 41.5 1220.8 サヌカイト

S160 253 38C 士濱61 百前• 皿 58.5 12.5 ll.5 15.6 ＊緑色片岩 欠損

S161 256 39C 土墳63 百•前・開 石鏃 II 26.5 19.0 4.0 1.5 サヌカイト 完形

Sl62 257 39C 土墳63 百•前・皿 石錐 27.0 16.0 4.2 l尋4サヌカイト 欠損

S163 'l:72 39C 土墳65 百•前・ m 石嫉 II 23.0 14.0 3.9 0.7 サヌカイト 完形

Sl糾 268 39C 土環67 百•前・ m 石鏃 I 18.5 15.0 3.2 0.7 サヌカイト 繹

Sl65 269 39C 士濱67 百•前. ID 石鏃 II zr.o 17.0 4.4 1.5 サヌカイト 完形

S166 270 39C 士演67 百•前・ m 石匙 55.5 36.5 5尋5 10.8 サヌカイト 欠損

S167 263 390 土演71 百•前・＂ 石鏃 n 15.0 12.0 2.4 0.4 サヌカイト 欠損

S168 262 39C 土撲75 百•前・皿 石包丁 209.0 165.0 28.0 947.3 サヌカイト 完形

S169 429 40B 士濱77 百•前・ m 石斧 132.0 77.0 58.0 979.5 ヒン岩 欠損 磨製、基部

S170 277 40C ±披78・79 百•前・皿 石鏃 D 16.0 16.5 3.2 0.7 サヌカイト 欠損

S171 278 40C 土墳78・79 百•前・皿 石錐 24.5 12.5 4.2 0.7 サヌカイト 完形

S172 282 40B 土漿80 百•前・皿 スクレイパー 86.5 50.0 9.5 45.0 サヌカイト 完形

S113 265 39C 土環81 百•前・ m 石鏃 D 27.0 21.5 4.3 1. 7 サヌカイト 完形

S174 264 39C 士漢81 百•前・ m 石槍 51.5 39尋5 9.0 22.3 サヌカイト 欠損

S175 281 39C ±城84.船 百•前 -m 石錐 31.5 13.5 3.5 1.0 サヌカイト 完形

S176 280 390 土凜84• 85 百•前・ m 石錐 35.0 11.0 3.0 1.1 サヌカイト 完形

Sl77 267 40C 土漿89 百•前・ m 石鏃 D 22.5 15.5 4.2 0.8 サヌカイト 完形

Sl78 402 40C 土凜89 百•前 ·Ill 石包丁 198.5 116.0 21.0 463.7 サヌカイト 完形 打製、大形

S179 401 400 土摸89 百•前・皿 石包丁 181.5 17.0 502.4 サヌカイト 完形 打製、大形

S180 400 40C 士凜89 百•前·III 石包丁 151.0 45.5 11.0 114.6 サヌカイト 完形 打製

S181 450 40C ±猿89 百•前・ m 石包丁 115.0 42.0 7.0 緑色片岩 完形 磨製

S182 398 40C 土凜89 百•前・ m 石包T 100.0 45.0 6.5 41.7 サヌカイト 完形 打製

S183 399 40C 土墳89 百•前・ m 石包T 135.0 52.0 13.0 103. 7 サヌカイト 完形 打製

S184 'l:71 40C 土城90・91 百•前・皿 石鏃 D 28 0 18.0 4.4 1.7 サヌカイト 完形

S185 266 40C 土濱95 百•前・皿 石匙 68.5 35.5 5.5 14.2 サヌカイ t 完形

S 186 254 38C 土凛99 弥生・中期 スクレイパー 糾 .0 54.0 12.3 37.9 サヌカイト 欠損

S187 258 38・39C ±墳100 弥生•前期 石鏃 Il 26.5 18.0 
3喩゚

l.4 サヌカイト 完形 ＇ 

S188 259 38・39C 士槙100 弥生•前期 石鏃 n 28.0 20.0 4.5 1.7 サヌカイト 完形

S189 261 38・390 土凜100・下層 弥生•前期 石鏃 n 18.0 14.0 2.3 0.4 サヌカイ t 完形

S190 284 38C 土城103 百•中 ·II 石鏃 I 19.0 13.5 3.5 0.9 サヌカイト 完形

S191 285 38C 土壊103 百・中.II 石鏃 II 32.0 15.5 4.0 1.6 サヌカイト 完形

S192 274 39C 士摸106 石鏃 II 14.5 10.5 3.0 0.2 サヌカイト 完形

S193 訂339C 士摸106 石鏃 n 15.0 12,5 2.4 0.4 サヌカイト 完形

SI糾 訂639C ±撲i106 石鏃 n 19.0 14.0 3.2 0.6 サヌカイト 欠損

S195 訂539C 土城106 石鏃 II 22.5 17.5 4.5 1.1 サヌカイト 欠損

S196 302 400 溝52・上踏と下層 百•前・ m 石鏃 I 15.0 12.5 2.0 0.3 サヌカイト 完形

S197 299 40C 溝52 百•前・皿 石線 H 18.0 13.0 2.5 0.6 サヌカイト 完形
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3. 玉類一覧表

番掲 号載 番号 出土地区 土墳•土層名 時期・時代器 種形式
計測最大値 (mm)

震(g)益 石 材残 存備 考
長幅・径厚

Sl98 301 40C 溝52・ 上陪 百•前・皿 石鏃 n 23.5 18.0 3.5 1.2 サヌカイト 欠損

S 199 300 400 欝52・ 上層 百•前・ m 石鏃 D 28.5 17.0 3.4 1.3 サヌカイト 欠損

S200 304 40C 洞52・ 上屈 百•前・" 石錐 31.5 18.0 5.0 1.8 サヌカイト 完形

S201 303 40C 欝52 百•前・皿 石匙 48.0 51.0 7 5 12.3 サヌカイト 完形

S202 2'irf 40C 溝52 百・前・ m 石鋸か石包丁 28.0 41.0 3.0 5.1 ＊頁岩 完形？

S203 296 40C 溝52 百•前・ m 扁平片刃石斧 44.5 13.0 5.5 5.1 頁岩 完形

S204 295 400 溝52 百•前・皿 方柱状石斧 65.5 14.0 5.0 9.6 凝灰石 完形 小形

S205 252 39C 土猥107 百・後.I 石鏃 11・ 13.0 17.0 3.0 0.4 サヌカイト 欠損

S206 293 39C 溝61・62 百・後.n 石鏃 D 14.5 12.0 2.0 0 3 サヌカイト 完形

S207 294 39C 溝61・62 百後.I[ 石鏃 V 22.5 17.5 4.0 1.2 サヌカイト 欠損

S208 290 4DC 溝61・62 百・後・ 1l 石匙 50.0 30.0 6.6 7.9 サヌカイト 完形

S209 292 39C 溝61・62 百・後・ I 楔形石器 76.5 55.0 19 7 75.3 サヌカイト 欠損 石包丁転用

S210 291 40C 溝61・62 百・後・ n 石包丁 73.5 48.0 9.0 45.4 サヌカイト 欠損 打製

S211 381 40C 包含層等 石鍬 119.5 55.5 20.5 148.6 サヌカイト 欠損 打製

S212 283 39C (P-116・117)→包含層等 百•前・皿 石鏃 n 23.0 15 0 3.0 阜゚， サヌカイト 完形

S213 377 39C 包含層等 石包丁 91 0 63.0 13.0 78.9 サヌカイト 完形 打製

S214 337 39C 包含層等 弥生 石包丁 D 60.0 51.0 7.3 27.l サヌカイト 欠損 打製

S215 317 39・40C 包含層等 弥生 石包丁 48.0 44.5 8.5 20.3 ＊粘板岩 欠損 打製

S216 306 38・39C 包含層等 弥生・後期 スクレイパー 72.5 53.0 10.0 28.4 サヌカイト 欠損

S217 393 39C 包含層等 石包丁 130.5 40 0 6.0 44.3 サヌカイト 完形

S218 357 40C 包含層等 石包丁 87.5 40.5 7.0 30 4 サヌカイト 欠損 打製

S219 324 40C 包含層等 弥生 スクレイバー 82.5 40.5 8.0 22.7 サヌカイト 完形

S220 361 39C 包含層等 石庖丁 28.0 49.0 7.0 15.4 ＊千枚岩 欠損 磨製

S221 431 39C 包含層等 扁平片刃石斧 31.0 8.5 6.0 2.1 頁岩 欠損

S222 430 38・390 包含層等 弥生・後期 石斧 102 0 70.0 51.0 652.1 ＊ヒン岩 未製品 磨製、基部

S223 307 39・400 包含層等 弥生後期 石斧 81.5 71.0 45.0 249.5 ＊砂岩 欠損 磨製、片刃

3. 玉類一覧表

闘 番号 出土地区 遺構•土層名 時代・時期 器 種
計測最大値 (mm)

重(g)量 材 質 残存 庸 考
長・高幅・径内径

J l 29 16C 旧河道・中層 弥生•前期 勾玉 16.8 8.8・5.3 2 9 l.l 翡翠 完形

J 2 20 lOB 竪穴住居 l 百・後・r-n 小玉 3.0 4.1 1 5 O.rJ7 ガラス 完形

J 3 5 9C・D 竪穴住居 3• 覆上 百・後.u~ 古・ 1 小玉 2.7 3.7 1.5 0.06 ガラス 完形 ブルー（薄）

J4 17 9C・D 照穴住居 3• 覆士 百・後.D ,.._古.I 管玉 147.0 4.1 4.0 0.29 緑色躾灰岩 欠損

JS 3 9D 竪穴住居 3• 床面 百・後.I 小玉 3.5 3.5 l.O 0.07 ガラス 完形

J6 2 9D 竪穴住居4. 第1層 百・後・" 管玉 7.6 3.2 1.3 0.07 緑色凝灰岩 欠損

J7 28 17D 竪穴住居 9 弥生・後期 小玉 3.0 4.2 1.3 0.08 ガラス 完形 プルー

J 8 12 lOB・C ±城 6 百・後・ m 勾玉 16.3 10.3・4.5 3.0 0.92 翡翠？ 完形

J 9 4 9C 堅穴住居11 古墳•前期 小玉 1.0 2.0 1.0 0.01 ガラス 完形 プルー（薄）

J 10 10 9C 井戸10 古墳・後期 臼玉 2.6 4.4 1.3 0.09 滑石 完形

JU 11 9C 井戸10.上層 古墳・後期 臼玉 4.0 6.2 2.8 0.21 滑石 完形

J12 26 16C 溝29・下陪 古墳・後期 臼玉 3.8 6.5 2.0 0.23 滑石 完形

Jl3 25 16C 溝29・下層 古墳・後期 臼玉 2.0 7.5 2.0 0.11 滑石 完形

J 14 24 160 溝29・下層 古墳・後期 臼玉 4.0 6.0 2.0 0.18 滑石 完形

J 15 30 16D 欝29 古墳・後期 臼玉 4.3 4.8 1 8 0.15 滑石 完形

J 16 31 16D 溝29 古墳・後期 丸玉 7.0 8.8 2.0 。.6 土 完形

J 17 27 16D 溝29・ 上層 古墳・後期 小持勾玉 88.9 51.5 5.8 滑石 完形

J 18 19 lOC （ふ99)→包含陪等 百・後・ n 小玉
4阜゚ 4 2 1.8 0.1 ガラス 完形 群青

J 19 21 lOC （ふ334)→包含層等 弥生 管玉 6.6 0.06 ガラス 欠損 プルー（薄）

J20 6 lOC 溝25・26?→包含層等 古墳・後期 臼玉 3.3 4.3 2.0 0.1 滑石 完形

J21 7 lOC 溝25・26?→包含層等 古墳・後期 臼玉 3.7 4.0 l.O 0.13 滑石 完形

J 22 8 lDC 溝25・26?→包含層等 古墳・後期 臼玉 3.2 5.0 l.8 0.13 滑石 完形

J23 13 lOC 包含層等 古墳・後期 臼天 3.3 5.0 l.9 0.14 滑石 完形

J24 14 !DC 包含層等 古墳・後期 臼玉 4.3 5.2 1.7 0.16 滑石 完形

J25 15 lOC 包含屠等 古墳・後期 臼玉 2.0 3.0 1.3 0.03 滑石 完形

J26 16 IOC 包含図等 古墳・後期 臼玉 2.0 5.0 1.8 0.06 滑石 完形

J zr 18 lOB 包含贋等 古墳・後期 臼玉 2.5 5.2 2.0 0.1 滑石 完形

J28 ， lOC 溝25・26?→包含層等 古墳・後期 臼玉 2.0 4.0 1.0 0.05 滑石 完形

J29 22 18C 溝29 古墳・後期 臼玉 270.0 5.7 2.2 0.1 滑石 完形

J30 23 17C 溝29 古墳・後期 臼玉 3.0 5.0 2.0 0.1 滑石 完形

J31 34 40B 土撲77 弥生•前期 m 管玉 9.4 4.5 (2.0) 0 l 緑色凝灰岩 欠損

J32 茨i 40C 士撲79 弥生•前期m 管玉 25.7 4.4 2.2 0.3 緑色凝灰岩 欠損

J33 33 38D 水田 2 弥生・後期 小玉 3.2 3.4 2.0 0.02 ガラス 完形 ブルー(ft)

J34 32 37C 包含層等 管玉 10.0 4.2 2.0 O.Zl 緑色凝灰岩 完形
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4. 木製品一覧表

闘 番号 出土地区 遺構•土陪名 時代・時期 器 種
計醐最大館 (cm)

拉 種 残 存 備 考
長 幅・径 厚

n 129 l6C 旧河道・中雇 弥生•前期 広鍬 400.0 203.0 29.5 ほぼ完形

W2 128 16C 旧河道・下層 弥生•前期 広鍬 308.0 194.0 31.5 欠損

駅 97 l5C 旧河道 弥生・前期 広鍬 磁 .5 90.5 6.510---.0 コナラ属アカガ・ン亜底 欠損

14 93 16C・D 旧河道・中層 弥生•前期 壺 106.0 底： 35.o I クスノキ ほぽ完形

応 126 lSC・D 旧河道 弥生・前期 有孔板 欠損

W6 104 16D 旧河道・下層 弥生•前期 諸手鍬の未製品 629.0 118.0 49.0 コナラ属アカガシ亜属 欠損

W7 103 16D 旧河道•第43磨 弥生•前期 二叉柄 549.5 49.5 コナラ属アカガシ亜底 ほぽ完形

1'8 102 16D 旧河道•第43屈 弥生•前期 二叉柄 439.0 50.0 広葉樹（散孔材） ほぼ完形

1'9 糾 16C・D 旧河道・中層 弥生•前期 砧 1町.0 131.0 112.0 ムクロジ 欠損

冒IO 90 16C 潤：29・ 下預 古墳 叉鋤 480.5 40.5 4.0-
樹皮 欠損7.5 

I'll 87 16D 潤29.下陪 古墳 叉鋤 369.0 52.5 8.513-.5 コナラ属アカガン亜屈 欠損

1'12 82 160 溝29・下麿 古墳 丸鍬未製品？ Zf4.0 200.5 30.5 広葉樹（環孔材） 欠損

W13 70 16D 溝29・下暦 古墳 匙？ 117.0 25.0 7.5 欠損

Wl4 79 16D 溝29.下層 古墳 横鍬 79.0 352.0 7.5 コナラ属アカガツ属 欠損

1'15 77 16・17D 溝29・ 下層 古墳 横槌 363.0 52.0 コナラ亜属アカガツ属 ほぽ完形

W16 91 16C 溝29 下賠 古墳 加工木 440.5 64.5 45.0 ヒノキ屈 欠担 部材か？

1'17 86 16D 猜29.下層 古墳 柄 451.5 34.5 29.0 
チシャノキまたはマルパ

完形チシャノキ

1'18 81 l6C 溝29.下層 古墳 柄 498.0 47.0 21.5 コナラ属アカガシ属 ほぽ完形

1'19 89 16C 溝29.下層 古墳 柄 411.0 27.0 16.5 広葉樹（散孔材） 欠損

冒20 83 16C 溝29・ 下層 古墳 柄 296.5 31.5 32.0 
コナラ属コナラ亜属クヌ

欠損ギ節

1'21 80 16D 溝29・下層 古墳 加工木 286 5 45.0 18.5 シイノキ属 欠損

1'22 113 18D 溝•下屈 平安•前期 人形 385.5 56.0 4.0 欠損

W23 112 18D 溝35・ 下層 平安•前期 人形 267.。41.0 3.0 完形

1'24 lll 18D 溝・ 下層 平安•前期 人形 178.0 33.0 1.5 完形

1'25 110 18D 洞：35. 下陪 平安•前期 人形 150.5 41.5 2.0 欠損

W26 17, 18D 溝35・下陪 平安•前期 斎串 131.5 19.0 1.5 欠損

W27 20 18・19D 溝35・下屈 平安•前期 木札 158.0 13.5 2 3 完形

W28 3 18D 溝35・ 下層 平安•前期 斎串 153.5 22.0 1 5 完形

W29 4 18D 溝35.下暦 平安•前期 斎串 157.5 15 0 2.0 ヒノキ属 ほぽ完形

1'30 18 18D 溝35.下眉 平安•前期 斎串 18.0 2.0 欠損

W31 109 18D 溝35.下屈 乎安• 前期 鎌 276 0 133.0 19.5 ほぼ完形

1'32 92 18D 溝35.下陪 平安• 前期 鎌柄 301 0 23 5 19.0 コナラ属アカガツ亜属 欠損

駅沼 16 18D 溝35.下眉 乎安• 前期 刀形 279.5 16.0 4.5 完形

W34 5 18D 溝35 平安•前期 鏃形 205 5 28.0 5.0 欠損

W35 29 18D 溝35.下層 平安•前期 曲物 55.0 165.0 ヒノキ属 完形

1'36 l 18D 潤35.下屈 平安•前期 捐 40.0 45.0 4.0 欠損

駅37 6 18D 溝35 平安•前期 櫛 46.0 58.0 6.0 イスノキ属 欠損

W38 IO 18D 溝35.下層 平安•前期 有孔板 226.0 49.5 3.0 ヒノキ属 欠損

W39 34 18C 溝35.下層 平安•前期 折敷 386.0 143.0 19.0 ヒノキ属 欠損 綴じ皮付。
冒40 31 18D 溝35・下層 平安・詢期 折敷の底板 597.0 151.5 11.5 ヒノキ属 欠損 焼けている。
冒41 36 19D 溝• 下屈 乎安• 前期 折敷の底板 391.0 157.0 

5尋゚
ヒノキ屈 欠損 焼けている。

1'42 39 18D 溝35.下屈 平安• 前期 弓？ 427.5 22.0 カヤ 欠損

1'43 8 18D 溝・ 下層 乎安•前期 有頭棒 174.5 42.0 ・ンキミ 欠損

1'44 24 18D 溝・ 下層 平安• 前期 有頭棒 149.0 19.0 サカキ 欠損

1'45 33 18D 溝文 平安•前期 串？ 285.0 15.5 ウツギ属 ほぽ完形

1'46 32 18D 溝35 乎安•前期 斎串？ 172.0 6.5 4.0 欠損

1'47 21 18・19D 溝お・下層 平安•前期 加工木 183.5 9.5 7.0 完形

f48 22 18C 溝・下福 平安•前期 紡錘 206.0 67.0 41.5 ＾イノキ属 ほぽ完形

1'49 35 18D 溝 平安•前期 下駄 105.5 107.0 糾 .5 ヒノキ属 欠損 連歯。

W50 52 17C 井戸11・ 第16層 室町 呪符木簡 161.5 23.5 2.5 ほぽ完形

応 l 51 17C 井戸11・ 第19屈 室町 呪符木簡 142.5 24.0 3.0 ほぼ完形
応2 53 17C 井戸11 室町 呪符木簡 128.5 10 5 1.5 欠損

V/53 l訂 17C 井戸11 室町 呪符木簡 95.5 16.0 2.0 欠損

1'54 50 17C・D 井戸11 室町 椀 口：134.0 クリ 欠損

'1155 49 17C・D 井戸II 室町 椀 底： 72.0 クリ 欠損

156 125 17C・D 井戸11 室町 椀 底： 90.0 クリ 欠損

屁7 58 17C・D 井戸11.第16層？ 室町 曲物の底板 83.0 61.0 . 6.0 欠損

殴 56 17C・D 井戸11・ 第打眉 室町 曲物の底板 l切.0 49.0 8.0 ヒノキ屈 欠損

釈i9 59 17C・D 井戸11.第16屈？ 室町 加工木 115.5 17.0 8.5 ほぽ完形

1'60 60 17C・D 井戸11・ 第打層？ 室町 下駄 197.5 105.5 28.0 ＾イノキ属 欠損 述歯。
1'61 61 17C・D 井戸11・下層？ 室町 曲物の底板 321.0 131.。8 5 ヒノキ属 欠損
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5. 金属製品一覧表

5. 金属製品一覧表

闘 番号 出土地区 遺構•土陪名 時代・時期 器 種
計測最大値 Cmm)

重(g)量 材質 残 存 備 考
長 幅・径 厚

Ml 63 lOB 竪穴住居 l ャリガンナ？ 56.0 14.5 3.0 6.6 鉄 欠損

M2 8 lOC 竪穴住居 2 ャリガンナ？ 88.0 15.5 2 5 11.9 鉄 欠損

ll3 64 llC 竪穴住居 5・覆土 1-床1 鏃 37.5 15.5 4.0 3.5 鉄 欠損

:114 61 lDB 竪穴住居12 鏃？ 67.0 33.0 2.5 17.1 鉄 欠損

MS 69 lOC 竪穴住居15 刀子 47.8 9.0 3.2 3.0 鉄 欠損

M6 100 9C 井戸10 耳環~ 29.0 6.8 26.6 26.6 鍍金 完形 鉄地金銅張

M7 78 18D 溝35・ 下層 平安•前期 刀子 130.0 9.5 2 5 6.0 鉄 欠損

MB 77 18D 溝35・ 下屠 平安•前期 手斧 83.D 15.5 0.7 31.1 鉄 欠損

M9 溝35・ 下層 平安•前期 鎌刃 163.0 25.0 2.0 28.3 鉄 ほぽ完形

MlO 79 19D 溝35・ 下層 平安•前期 鎌刃 216.5 2 8 2.3 43.1 鉄 ほぽ完形

Mll 18D 溝35.下層 平安•前期 鎌刃 132.0 24.0 2.0 鉄 欠損

Ml2 6 10B 土濱墓 l 中世 刀子 342.3 25.3 7 6 103阜6 鉄 完形

Ml3 108 llB 土墳墓 3 中世 鏡 131.0 緑·2.5~3.5 181.3 青銅 完形 湖洲鏡

M14 84b 16C 士擁慕 8 釘 24.5 2.0 2.0 0.3 鉄 欠損

M15 84a 16C ±城墓 8 釘 20.5 3.0 2.3 0.4 鉄 欠損

Ml6 15 9・10C・D 溝39・ 上層 中世 鏃 96.5 23.3 8.4 12.2 鉄 完形

Ml7 25 9・10C・D 潤39・ 上層 中世 鏃 33.5 7.3 7.5 3.0 鉄 欠損

M18 14 9・100 溝39・ 上層 中世 刀子 131.0 18.0 3.0 21.7 鉄 ほぼ完形

Ml9 16 9・lOC・D 溝39・ 上層 中世 紡錘車 芍.0 4.0 6.8 鉄 欠損

M20 34 9・IOC 溝39・ 上層 中世 釘 65.3 8.6 6.0 7.1 鉄 欠損

M21 20 9・10C・D 爵39・ 上層 中世 釘 49.0 7 0 7 0 11. 7 鉄 欠損

M22 21a lOC 溝39・ 上層 中世 釘 43.0 5 0 1.0 4.8 鉄 欠損

M23 37 lOC 溝39・ 中暦 中世 釘 62.7 6.9 4.0 4.1 鉄 欠損

M24 32a 9・lOC・D 溝39・ 上層 中世 釘 32.5 8.8 5 5 3.6 鉄 欠損

M25 45 9C 包含層等 弥生・後期 斧？ 31.5 45.7 3.7 16.6 鉄 欠損

M26 50 lOB・C 包含層等 II• II 鏃 37.9 14.8 2.0 2.6 鉄 欠損

M27 72 !OB 包含層等 I/ • // 鏃 54 5 19.5 4.0 5.1 鉄 完形

M28 47 lOC 包含層等（土器溜り 1) ,, . // 鏃 44.3 25.8 3.0 7 4 鉄 欠損

M29 49 9C 包含層等 I/• II 鏃 52.8 13.0 4.2 5.1 鉄 欠損

M30 

“ 
9・10B 包含層等 古墳？ 刀子 56.1 10.5 3.5 4.5 鉄 欠損

M31 43 lOC (No.281)→包含層等 弥生・後期 繋？ 29.0 10.0 3.3 2.6 鉄 欠損

M32 88 16C (P-57) 中世？ 環座金具 2.0 鍍金 欠損

M33 82 18・19C・D 包含層等.J: 層 中世 釘 45 8 6.3 6.0 12 9 鉄 欠損

M34 81 18D 包含層等•上層 中世 釘 177.5 23.0 16.5 98.1 鉄 完形

M35 80 18D 包含層等・上層 中世 釘 215.5 26.8 12.0 121.8 鉄 完形

M36 94 400 包含屈等 鋤先 25.0 16.3 3.0 3.3 鉄 欠損

M37 92 40C 包含層等 ャリガンナ 80.0 9.8 3.8 8.8 鉄 欠損
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6. 土製品一覧表

闘 番号 出土地区 遺構•土眉名 時代・時期 器 種 形式
計潤最大値 (a)

重(g)量 残 存 備 考
長 幅・径 厚

Cl 75 16D 1B河道・下眉 弥生•前期 紡錘車 54.0 14.0 32.8 欠損 黒色物塗布

C2 90 9D 井戸4 紡錘車 48.。44.0 9.5 20.6 未製品 弥生土器壺片転用。 25 9C・D I土墳16 百・後・ 1 分銅形土製品 1/這

C4 52 lOB 竪穴住居12 6C後半 這 BI 72.0 13.0 33.9 ほぼ完形

C5 51 IDB 竪穴住居12 6C後半 這 B月 58.0 22.0 公.6 ほぽ完形

C6 55 llC 竪穴住居17 6C末-1c初 土錘 BN 41.0 12.0 5.3 欠扱

C1 23 90 井戸10.下陪 士錘 BN 53.0 12.0 5.9 完形

ca 町 18D 溝35.第双層 平安•前期 土錘 BN 26.0 10.0 1.9 欠損

cg 65 18D 溝35・29-逼 平安•前期 土錘 BV 31.0 10.0 2.6 完形

CID 63 18D 溝 平安•前期 土錘 BV 45.0 11.0 5.0 完形

Cll 62 18・19D 潤・下屈 平安•前期 士錘 BV 胡.o 14.0 8.9 完形

Cl2 68 18D 潤 平安•前期 這 BN 52.0 14.0 10.3 完形

Cl3 64 18D 溝 乎安•前期 土錘 BN 50.0 13.0 8.1 ほぽ完形

C14 60 18D 溝・ 下展 平安• 前期 這 BN 56.0 14.0 9.4 完形

Cl5 66 18D 潤蕊 平安• 前期 士錘 Bl 56.0 16.0 14.7 欠損

Cl6 69 170 井戸11 室町 円板状土製品 37.0 10.0 19.1 完形 備前焼片転用

Cl7 88 170 井戸11 室町 円板状土撰品 38.0 12.0 19.4 完形 亀山焼片転用

Cl8 87 l7C 井戸11 室町 円板状土製品 40.0 11.0 18.9 完形 備前焼搭鉢片転用

C19 71 17C・D 井戸11・ 第以厖 室町 円板状士製品 46.0 17.0 34.2 完形 備前焼片？転用

C20 85 17C 井戸11 室町 円板状土製品 46.0 8.0 21.4 完形 備前焼甕片転用

C21 70 170 井戸11 室町 円板状土製品 51.0 11.0 39.5 完形 備前焼片転用

C22 73 17C・D 井戸11 室町 円板状土穀品 53.0 20.0 56.3 完形 瓦質土器片

C23 12 170・D 井戸11 室町 円板状士製品 54.0 16.0 49.7 ほぽ完形 瓦質士器片

C24 糾 170・D 井戸11 室町 円板状土製品 66.0 11.0 58.0 完形 備前焼摺鉢片転用

C25 21 9・lDC・D 溝39・ 上層 中世 土錘 C 91.0 53.0 191.5 欠損

C26 16 lOC 溝39・J:.層 中世 土錘 BI 72.0 75.0 368 4 欠損

C27 20 9C・D 溝 9・ 上屈 中世 土錘 Bl 69.0 21.0 32.5 欠損

C28 12 9・lOC・D 溝39・ 上層 中世 土錘 Afil③ 54.0 26.0 24.2 欠損

C29 14 100 欝39・ 上層 中世 土錘 B皿 37.0 16.0 8.6 完形

C30 15 IOC 溝39.上層 中世 土錘 B皿 42.0 11.0 6.4 完形

ば1 13 lOC 溝39.上層 中世 士錘 Bffl 46.0 14.0 8.4 欠損

C32 10 9・IOC 溝39 中世 土錘 BV 44.0 11.0 4.7 一部欠損

C33 17 9C・D 構39.上層 中世 土錘 BV 45.0 10.0 3.5 ほぽ完形

C34 49 lO・llB・C 溝39 中世 這 BV 47.0 12.0 6.3 ほぽ完形

C35 19 9・lOC 溝39.上層 中世 土錘 BV 46.0 12.0 5.8 完形

C36 11 9・lOC・D 溝•上屈 中世 土錘 BY 43.0 13.0 5.8 欠損

面 18 9C・D 溝39.上層 中世 土錘 B皿 23.0 12.0 3.0 欠損

C38 74 18D 心溝）→包含層等 古代？ 土 C 42.0 25.5 21.0 19.0 欠損

C39 56 lOB 包含層等 古代 、 土錘 C 32 0 31.D 26.2 ほぽ完形

“゚
訊 lOB 包合暦等 7C後半 士錘 B rv. 59.0 12.0 7.6 完形

C41 53 IDB 包含庖等 7C後半 土錘 Bl 32.0 16.0 6.2 欠損

C42 22 9C 包含層等 百・古・I 土錘 Bl 45.0 25.0 31.5 欠損

匹 80 40C 溝 百•前・目 紡錘車？ 心.5 19.5 58.1 完

C44 89 40C 溝 1・6味路 紡錘車 船 .0 8.0 20.l 未製品 弥生土器片転用
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新旧遺構名対照表

新旧遺構名称対照表

報告告遺構名 調査時遺構名 調 査区 担当者 年 度 報告書遠構名 調査時遺構名 調査区 担当者 年 度

IB河道 No.90 16C・D 岡・高・ 阿 1988 土墳32 No.190 lOB 岡・山 1984 

土壊 l No.59 160 岡・高• 阿 1988 土凛33 No.204 10B 岡・山 1984 

土演2 池74 17・18D 岡•高• 阿 1988 ±凛34 池147 IDB 岡・山 1984 

土披3 No.100 18D 岡•高• 阿 1988 士廣35 ぬ165 lOB 岡・山 1984 

士墳4 !-≪J.97 19C 岡• 高• 阿 1988 土墳36 No.83 lOB 岡•山 1984 

溝 1 No.105 16C 岡• 高• 阿 1988 土濱37 No.110 lOB 岡山 1984 

溝 2 Nl.58 16C 岡・高• 阿 1988 土凛38 池51 llB 岡・山 1984 

溝 3 泌57 16・17C・D 岡・高• 阿 1988 土猥39 No.122 lDB 岡・山 1984 

溝 4 1'h61 a. ・b 17C・D 岡•高• 阿 1988 士凛40 No.146 lOB 岡・山 1984 

溝 5 No.76 17C 岡•高• 阿 1988 士凜41 池88 lOB 岡・山 1984 

溝 6 Nn64 17C・D 岡・高• 阿 1988 ±墳42 地52 lOB 岡・山 1984 

溝 7 油77 17C・D 岡• 高• 阿 1988 土猥43 No.87 lOB 岡・山 1984 

溝 8 Na.78・79 17C・D 岡• 高• 阿 1988 土墳44 池54 lO・llB 岡・山 1984 

溝 9 No.80 17C・D 岡• 高• 阿 1988 土凛45 池57 lOB・C 岡・山 1984 

溝lO NJ.81 17・18C・D 岡•高• 阿 1988 土猥46 池101 llB 岡・山 1984 

溝11 Na.82 18C 岡・高• 阿 1988 士演47 No.84 lO•llB 岡・山 1984 

竪穴住居 l No.310 IDB 岡・山 1984 ±凛48 池161 lOC 岡・山 1984 

竪穴住居 2 B-1住 lOC 柳• 岩 1983 土城49 油148 lOC 岡・山 1984 

竪穴住居 3 A-3住 9C・D 柳•岩 1983 土凛50 NC¥145 lOC 岡・山 1984 

竪穴住居4 A-4住 9C・D 柳•岩 1983 土凛51 池357 lOC 岡・山 1984 

竪穴住居 5 No.335 110 岡山 1984 土凛52 池387 llB 岡・山 1984 

竪穴住居 6 G-2住 lOB 柳•岩 1983 ±凛53 No.378 llB・C 岡・山 1984 

竪穴住居 7 D-4住 9C 柳•岩 - 1983 士凛54 地73 17D 岡•高• 阿 1988 

竪穴住居 8 No.68・83-85・95 17・18D 岡・高• 阿 1988 ±墳55 No.71 17D 岡• 高• 阿 1988 

竪穴住居 9 No.104 18C 岡• 高・阿 1988 土墳56 池67 17・18D 岡・高• 阿 1988 

建物 1 建物 2 9B 柳•岩 1983 土演57 No.63 18D 岡• 高• 阿 1988 

建物2 建物 3 9・lOB 柳•岩 1983 土凛58 NcilOl 18D 岡•高• 阿 1988 

建物3 なし lOB 岡•山 1984 溝12 池94 9-llB•C 柳•岩• 岡・山 1983・4 

建物4 なし IDB• C 岡・山 1984 構13 Na.379 llB・C 柳• 岩• 岡・山 1983・4 

建物5 なし lO・llB・C 岡•山 1984 溝14 油163 llB・C 岡・山 1984 

建物6 なし llB 岡山 1984 溝15 池50 15・16C・D 岡・高• 阿 1988 

建物7 なし lO・llB 岡・山 1984 溝16 池49 16C・D 岡・高• 阿 1988 

建物8 No.103 180 岡・高• 阿 1988 溝17 No.48 16・170・D 岡• 高• 阿 1988 

井戸 1 N:i.461井戸 9D 柳•岩 1983 溝18 池47 16C・D 岡•高• 阿 1988 

井戸2 No.19昧 戸 9B 柳•岩 1983 溝19 No.52 16• 17C 岡•高• 阿 1988 

井戸3 No.351井戸 10・llB 柳・岩 1983 溝20 No.33 16• 170・D 岡•高• 阿 1988 

井戸4 Na.船 戸 9D 柳•岩 1983 溝21 池32 17C・D 岡• 高• 阿 1988 

井戸5 No.113井戸 9C 柳•岩 1983 溝22・ No.60 17C 岡・高• 阿 1988 

井戸6 No.23井戸 lOC・D 柳•岩 1983 溝23 池94 18C・D 岡・高• 阿 1988 

土披5 No.213土披 lOB 柳•岩 1983 溝24 池96 19C 岡• 高• 阿 1988 

±披6 No.216土撲 lOB・C 柳•岩 1983 水田 1 水田 15・l7C・D 岡•高• 阿 1988 

土濱7 No.217土濱 lOB・C 柳•岩 1983 水路 l 没133 16・l7C・D 岡•高• 阿 1988 

土披8 No.400土猥 lOC 柳•岩 1983 水路 2 No.32 17C・D 岡•高• 阿 1988 

士猥9 池75士墳 lOC 柳・岩 1983 水路 3 油94 180・D 岡• 高• 阿 1988 

士演10 N!.27士演 lOC 柳• 岩 1983 士器溜り 1 士器溜り IOC・D 柳•岩• 岡・山 1983・4 

士墳11 NJ.96土城 9・lOC 柳• 岩 1983 土器溜り 2 土器溜り lOB 岡・山 1984 

±演12 Ni.56土墳 lOC 柳•岩 1983 竪穴住居10 住 1(PRI) 9・lOB 柳•岩 1983 

士演13 :t-ki.435 lOD 柳・ 岩 1983 竪穴住居11 No.22住 9C 柳•岩 1983 

土濱14 油55土演 9C 柳•岩 1983 竪穴住居12 池 8 10B 岡・山 1984 

土濱15 池32土濱 9・lOC 柳•岩 1983 竪穴住居13 池14 lO・llB 岡・山 1984 

土痰16 No.460土漿 9D 柳•岩 1983 竪穴住居14 No.42 lOC 岡・山 19臥

土墳17 池52士凜 lOD 柳•岩 1983 竪穴住居15 油140 lOC 岡•山 1984 

士演18 No.44± 演 lOD 柳•岩 1983 竪穴住居16 油22 lOC 岡・山 1984 

±墳19 油60士演 lOD 柳•岩 1983 竪穴住居17 池24 10・llC 岡・山 1984 

士演20 油43士演 lOD 柳•岩 1983 竪穴住居18 No.28 llB 岡• 山 1984 

士墳21 油.42土墳 lOD 柳•岩 1983 竪穴住居19 回 UC 岡•山 1984 

土墳22 池53土撲 lOD 柳•岩 1983 竪穴住居20 四 6 UC 岡•山 l幽

土凛23 池250士演 lOD 柳•岩 1983 建物 9 なし 17・18C・D 岡•高• 阿 1988 

土凜泌 匹 IDB 岡・山 1984 建物10 没70 18D 岡・高• 阿 1988 

士撲25 、油71 lOB 岡・山 1984 建物11 ~66 18・19C 岡・高阿 1988 

士墳26 油70 lOB 岡•山 1984 建物12 没 1・51 19C 岡・高• 阿 1988 

土墳刀 油47 lOB 岡•山 1984 井戸7 油お井戸 9C 視•岩 1983 

土墳28 油.43 lOB 岡•山 1984 井戸8 油401井戸 9C 柳•岩 1983 

土撲29 泌178 lOB 岡•山 1984 井戸9 池402井戸 9C 棋I• 岩 1988 

士凜30 没302 lO・llB 岡・山 1984 井戸10 池17井戸 9C 籾•岩 1瞬

9 土墳31 泣辺61 llB 岡•山 l函 士演59 油9-b• C 10・llB 岡・山 1984 
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百間川原尾島遺跡5

報告白遠構名 調査時遺構名 調査区 担当者 年 度 報告書遺構名 調査時遺構名 調査区 担当者 年 度

溝25 ふ15 9・lOB・C 柳・岩 1983 士摸66 P-58 39C 井・乎 1984 
潤お N:,.16 9・!OB・C 椀•岩 1983 士凜67 P-65 39C 井•平 1984 

溝21 ふ21溝 9・IOB・C 祖•岩 1983 土墳68 p~49 39C 井•平 1984 

洞28 ~45 15・l6C・D 岡• 高• 阿 1988 土凛69 P-47 39C 井・乎 l幽
溝：29 四 16・17C・D 岡・高• 阿 1988 土撲70 P-48 39C 井•平 k沿4

I 

＇ 

壽30 N:i.102 18C・D 岡•高• 阿 1988 士摸71 P-46 39C 井•平 1984 
潤 1 NJ.38 180 岡•高• 阿 1988 ±墳72 P-62 39C 井•平 1984 
溝32 N.:136 18・19C 岡•高• 阿 1988 土凜73 p~104 39C 井・乎 1984 

溝33 No.37 18・19C 岡• 高• 阿 1988 上墳74 P-87 39C 井・乎 1984 
溝34 N:i.35 190・D 岡・高• 阿 1988 士摸75 P-34 39C 井・乎 1984 

溝 I'hlO 18・l9C・D 岡•高• 阿 1988 ±凜76 P-106 39C 井•平 1984 
建物13 ぬl晦穴群 lOC 柳•岩 1983 土墳77 P-88 40B 井• 平 1984 

建物14 なし lOB 飩•山 1984 土墳78 P-105 39C・40B 井•平 1984 

建物15 なし lOB 即•山 l昭 土凛79 P-102 400 井• 平 1984 
建物16 なし 10B 岡•山 1984 土凛80 P-114 40B・41C 井・乎 l蹴

建物17 なし llB・C 岡•山 1984 ±墳81 P-53 390 井囀乎 1984 

建物18 なし BC 飼•山 1984 土墳82 P-121 39C 井・乎 1984 
建物19 なし 15・16C・D 岡•高• 阿 1988 土壊83 P-51 390• D 井• 平 1984 
建物20 なし 15・16D 岡• 高• 阿 1988 士凜以 P-112 39C 井•平 1984 
建物21 No.39 15• 16D 岡高• 阿 1988 ±濱85 P-113 39C 井・乎 1984 

建物22 Nn40 16D 岡• 高• 阿 1988 土演86 P-'i!f 39D 井・乎 1984 
建物23 池42 16C・D 岡・高• 阿 1988 土撲87 P-IW 39C 井• 平 1984 
建物24 なし 16D 岡•高• 阿 1988 士墳8B P-56 40C 井• 平 1984 
建物25 地41 16・17C・D 岡•高・阿 1988 ±凛89 P-61 40C 井・ 乎 1984 

建物26 Nn44 16C 岡・高• 阿 1988 土漿90 P-67 39C 井・乎 l幽

建物27 なし 16・17C 岡・高• 阿 1988 土墳91 P-66 40C 井平 1984 
建物鴎 No.43 16・170・D 岡•高• 阿 1988 ±凛92 P-63 400 井• 平 1984 
柱穴列 l なし 17C 岡•高・阿 1988 士凜93 P-64 40C 井・乎 1984 

柱穴列 2 なし 17C 岡・高• 阿 1988 ±墳94 P54 40C 井• 平 1984 

柱穴列 3 なし 17C 岡・高• 阿 1988 土墳95 P-59 40C 井•平 1984 
柱穴列 4 No.28 170 岡• 高• 阿 1988 土茨96 P-55 40C 井平 1984 
井戸11 Nnl5 17C・D 岡• 高• 阿 1988 士漬97 P-57 40C 井• 平 1984 
土漿60 土 2 2C 井・乎 1984 士凜98 P-118 40C 井・乎 1984 
土披基 l Nn16土墳基 lOB 柳•岩 1983 土墳99 P-6 38C 井• 平 1984 

±墳墓 2 No.18土墳廷 9D 柳•岩 1983 土墳100 P-9 38・39C 井平 1984 
士漢経 3 土漬墓 2 llB・C 岡・山 1984 土凛101 P-4 38C 井・乎 1984 

士演廷 4 土凜墓 l lD・llC 岡・山 1984 士漢102 P-70 38C 井・乎 1984 
土墳墓 5 UC 岡・山 1984 ±墳103 P-123 38C 井• 平 1984 
土披嘉 6 UC 岡・山 1叙 土凜104 P-95 38C 井•平 1984 

士撲茄 7 110 岡・山 1984 土漿105 P-8 38C 井・平 1984 
士壊益 8 No.14 16C・D 岡• 高• 阿 1988 土猥106 P-96 39D 井•平 1984 
土演塞 9 ぬ13 16C 岡•高・阿 1988 焼士面 l 焼土遺構.1 38C 井•平 1984 
溝36 地1頌 SC 柳•岩 1984 焼土面2 焼士遺構 2 390 井•平 1984 
溝37 池 5 10・llB 岡・山 1984 洞52 溝25 40B・C 井・乎 1984 

溝38 No. 6 10・llB・C 岡・山 1984 溝53 褥泌 40• 41C 井•平 l叙

欝39 Nn 8欝.No. 4溝 9-llB-D 柳• 岩•岡山 1983・4 井戸12 井戸 2 40B・C 井•平 1984 
溝40 油 11 15・16C 岡•高• 阿 1988 士凛107 土凜 2 39C 井•平 1984 
溝41 No.12 15・16D 岡•高• 阿 1988 製塩炉 製塩炉 40B・C 井・乎 1984 

溝42 l'h22・25 17・lBD 岡・高• 阿 1988 溝54 溝鴎 380 井•平 1984 

溝43 No.24 17・18D 岡• 高• 阿 1988 、 溝55 溝27 38C・D 井•平 1984 

溝“ ふ23 11・1si:J 岡•高• 阿 1988 溝 6 欝21 38D 井•平 1984 

欝45 四 l 17・18C・D 岡・高• 阿 1988 誇57 溝22 40C 井•平 1984 

溝46 N町 18C 岡•高• 阿 1988 溝58 溝23 40C 井•平 1984 
溝47 No.IO 18C・D 岡• 高• 阿 1988 溝59 溝24 40C 井•平 1984 

溝48 地19 18C・D 岡•高• 阿 1988 溝60 爵18 40・41C 井•平 1984 

爵49 No.18 18C 岡• 高• 阿 1988 溝61 溝20 39・40C 井•平 1984 

溝50 Nc.16 lSC・D 岡・高• 阿 1988 溝62 溝19 39・40C 井• 平 1984 

溝51 四 O 19C 岡• 高• 阿 1988 水EEi2 なし 芍 ・380 D 井・乎 1984 

土器溜り 3 4DC 井•平 1984 水田 3 なし 40・410 井・乎 1984 

竪穴住居21 H-3 39C・D 井• 平 1984 水路4 溝17 39・40C 井平 1984 

竪穴住居22 H-4 39C 井•平 1984 士器溜り 4 土器溜り 2 39C 井• 平 1984 

竪穴住居23 H-5 39・40C 井・乎 1984 竪穴住居24 H-1 39・40C・D 井平 1984 
土凛61 P-3 38C 井• 平 1984 井戸13 井戸3 40C 井• 平 1984 

土墳62 P-5 39C 井• 平 1984 井戸14 井戸 1 40・41C 井乎 1984 

士凜63 P-7 39C 井• 平 11984 溝63 構16 40C 井乎 1984 
土壊糾 P-50 390 井•平 1984 溝64 溝13 40・41C 井・乎 1984 

±墳65 P-69 390 井• 平 1984 溝65 溝14 40C 井・ 乎 1984 
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ご字査時遺構名
土器溜り 5 土器溜り l 三

年度

1984 
—· — 
1984 

担当者欄の文字は柳＝柳瀬、井＝井上、岡＝岡本、平＝

平井、山＝山本、高＝高田、阿＝阿部 の略語である。
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報告書抄録

ふりがな ひゃつけんがわはらおじまいせき

書名 百間川原尾島遺跡 5

副書名 旭川放水路（百問川）改修工事に伴う発掘調査

巻次 11 

ツリーズ名 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告

シリーズ番号 106 

編著者名 柳瀬昭彦・高田恭一郎・岡本寛久•平井泰男•井上 弘

編集機関 岡山県古代吉備文化財センター

所在地 〒701-01 岡山県岡山市西花尻1325-3 阻 086-293-3211

発行機関 岡山県教育委員会

所在地 〒700 岡山県岡山市内山下2-4-6 圃 086-224-2111

発行年月日 西暦 1996年 3月31日

コ ド 北緯 東経

闘ふ所収り遺が跡な名
ふりがな

市町村 l遺跡番号
調査期間 調査原因

所在地 . , " D'If  

ひ百ゃっ間けん川がわ原It尾らお島じま お岡かや山ま県けん岡おか山やま市し
33201 34度 133度 三股ヶ・低水路 1000 旭川放水路

原はら尾おじ島ま
40分 57分 2,.,___4-C・D （百間川）
12秒 23秒 19840402"-'0522 河川改修に

三股ケ、丸田・橋 720 伴う事前調
梁PRD 査
9·10-B•D 
19830421,,...,_,1025 
丸田・低水路 330 
10・11-B・C 
19850107,....,_,0322 
丸田・低水路 1405 
16"'-'19-C・D 
19880818......., 
19890331 
三ノ坪、横田・低水路 1502 
37,..._,40-B,....,_,D 
19840523"-' 
19850111 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

百間川原尾島 集落 縄文時代後期 土器溜り 1カ所 縄文土器、弥生土 弥生時代前・中期の
生産遺跡 ------------------・・------------------~4---------- ——.,,._. ------ 器、土師器、須恵 集落を検出し、土器・

弥生時代 旧河道 1条 器、備前焼、輪入陶 石器の良好な一括資
前・中期 竪穴住居 3軒 磁器、石製品（石包 料が出土

土城 9基 丁•石槍•石鏃・石
弥生時代後期の母村炉址 2基 斧•小形方柱状石斧•

溝 13条 扁乎片石刃石製巡斧•石錘•
的大集落を検出し、

-----------------------------4444--ー~~-~ —-------TT••tt•t•••-- 砥石・ 方）、木
遺構の配置と変遷を

弥生時代後期 竪穴住居 9軒 製品（壺・広鍬• 横
捉えた

建物 8棟 鍬・鋤・斧柄・人形・ 弥生時代後期の製塩
井戸 7基 斎串・ JJ形・鏃形・ 炉を検出
土猿 55基 櫛・曲物・呪符木簡・

弥生時代後期末の水製塩炉 1基 椀・底板）、金属器
溝 262条 （鎌・鏃・ 刀子・湖

田と水路を検出し、

土器溜り 1カ所 州鏡• 輸入銭）、土製
幹線水路から水田へ

水田 3カ所 品（土錘）、玉類（子持
の配水形態を確認

水路 4条 勾玉・勾玉・管王・ 弥生時代後期の竪穴
·--······~~~ —• ー ~~TT 冒~ 呵•tttt- ---------------------------------- 臼玉・ガラス小玉） 住居から内面に水銀
古墳時代 竪穴住居 12棟 朱の付着した把手付

-316-



所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

建物 6棟 の片口容器が出土

井戸 6茎
古墳時代の大溝から

土城 2基
溝 14条

大量の土器•木製品

土器溜り 1カ所
とともに子持勾玉が
出土................................................. ---. -...... ----.......... -----・..... ------.. 

古代 溝 1条 古代の大洞から墨書
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ---------------------------------- 土器、石製巡方、木

中世 建物 14棟 製模造品等が出士

井戸 l基 し、周辺での大祓が

土城墓 9茎 推定される

溝 16条
鎌倉時代の土漿墓か
ら人骨とともに湖州
鏡と輸入陶磁が出土

室町時代の屋敷地を
区画した村落を検出

-317-



1. 2~4 C区土層断面

（北から）

2 17C区土層断面

（南から）

3. 39C区土層断面

（南西から）

図版1--~ 



図版2

1. 9・108"-'D区弥生時代後期遺構全景（北東から）

2. 10 • 11B · C 区弥生時代後期遺構全景（南西から）



図版3

1. 16-19C・D区中世遺構全景（北から）

I 
2 • 37----40 B --.... D区弥生時代前 ・中期遺構全景（南西から）



図版4

1. 旧河道（南西から）

2. I日河道断面（南から）

3. 旧河道出土遺物



1. 土塙 1 (南東から）

2. 土堀 4 (西から）

3. 17----18C・D区弥生時代

前・中期遺構 （北東から）

図版5



図版6

1. 竪穴住居 1 (北東から）

2. 竪穴住居 2 (北から） ・同柱穴 2 (西から） ・同3 (南東から）



1. 竪穴住居 3・4調査風景

（北西から）

2 竪穴住居 3 (南西から）

3 竪穴住居 4 (北西から）



図版8

1. 竪穴住居 4床面炭化物 ・同中央穴と貼床断面（北東から）

2. 竪穴住居 5 (北西から）

3. 竪穴住居 6 (北東から）



図版9

1. 竪穴1主居 7(東から）

2. 竪穴住居 8(南西から）

3. 竪穴住居 9(北東から）



図版10

1 . 建物 2(南から）

2. 建物 5・7 (南から）

3 建物 8 (南東から）



図版11 

1. 井戸 1断面（南から）

2. 井戸 1(東から）・同遺物出土状況（北西から）

3. 井戸 2断面（北西から） ・同（南東から）



図版12

1 . 井戸 3 (南東から） 2. 井戸 4 (南西力ら）

~ 

3. 井戸 5断面（南から）

^`
‘ 

4. 井戸 6 (南東から）



図版13

2. 土塙 6 (北西から） • 同出土勾玉（南西から）

3 土塙 8 (北西から）



図版14

1. 土環10断面（西から）

3. 土嘱12断面（南から）

4. 土城13断面（南西から）



図版15

1. 土城16(南から）・同（東から）

2. 土塙18-21(南西から）

-...... --=---.:、

3. 土塙23(南東から）



図版16

1 . 土凛24(南西から） 2. 土塙25(南東から）

3. 土嘱26(南から） 4. 土喋27(南東から）

5. 土喋28(東から）



図版17

1. 土城29(南から） つ

2. 士城30(北西から）

3. 土壻31 (北東から）

4 土頃38(南東から）



図版18

1. 土塙43(東から）

2. 土塙44(北から） 3. 土塙45(北から）

4. 土喋53(南東から）



図版19

1. 土塙55(北から） 2. 士塙57(北から）

3. 土城58(東から）

4. 溝16-21 (北から）



1. 水田 1全景（北から）



1. 水路 1と水田 1の連結部

（水口）微地形（北東から）

2 水路 2 (溝21)断面

（南から）

3 水路 3(溝23)断面

（南西から）

図版21



図版22

1. 土器溜り 1(東から） 2. 土器溜り 2 (南東から）

3. 竪穴住居11 (北東力ら）

4. 竪穴住居12(南西から）・同の竃部分（東から）



図版23

1. 竪穴住居14......,16 (南西から） 2. 竪穴住居14の竃部分（南西から）

3. 竪穴住居17(南から）

4. 竪穴住居20・土塙墓 5. 
土塙墓 6(南東から）



図版24

1. 建物10(西から）

2. 建物12・同柱穴の瑛盤（西から）



図版25

1. 井戸7・同遺物出土状況（上 4層

上位 ・下 5層中位） （西から）

__/ 

.j
 

2. 井戸 8. 同遺物出土状況（南から）



図版26

1. 井戸10(南東から） ・同出土井側

2. 溝29・同断面（南から）



図版27

1. 溝35調査風景（南から）

2. 溝35(北から）



図版28

1. 溝35南堰（北から）

2. 溝35南堰横断面（西から）

3. 9 · 10B • C 区中世全景
（南西から）



1. 建物23・25・ 土塙募 9
など（北から）

2. 建物26(北から）

3. 建物27・28など

（南から）

図版29



図版30

1. 井戸11 (南西から） ・同遺物出土状況（南東から）

2. 土塙60(西から）

3. 土塙墓 1• 同底面の織物痕跡（西から）



図版31

1. 土塙墓 2(北から）
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2. 土壌墓3遺物出土状況

（南から） 一-----t.ail、一

3. 土嘱墓 4 (東から） ・同遺物出土状況（西から）



図版32

1. 土塙墓 8 (北から）

2. 土塙墓 9 (東から）

3. 溝39・同断面（東から）



図版33

1 . 溝45(北から） ・同断面（南から）

2 土器溜り 3北西半

（南東から）

3. 土器溜り 3南東半

（北西から）
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図版34
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1. 竪穴住居21 (南東から）

2. 竪穴住居22(北東から）

3. 竪穴住居23(東から）



図版35
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1. 士壊64(南から） ＼ ／＂ ＼ 

2. 土堀62(南東から）
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3. 土塙65(南から）
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4 土塙69(東から）
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図版36

ぷ,.. ・ 1 . 土嶺73(西から）

2. 土塙74(西から） 3. 土塙75(東から）

4. 土壊76・78・79(東から）



図版37

、マ
ー

1. 土壊80(西から）

2. 土壌84・85(南西から）

3. 土塙89(南西から） ・同石器

出土状況（北から） ・同作業

状況



図版38

1. 土塙98(南西から）

2. 土塙99(南から）

3. 土頃100(北から）

4. 土塙103(北西から）



図版39

1. 焼土面 1 (南西から）

2 焼土面 2 (北西から）

3. 溝52・53(東から）
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図版40
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1. 井戸12(西力ら）

2. 土塙107(南西から）

竺 3 製塩炉（西から）



図版41

1. 溝57-62(西から）

2. 水田 2 北半 • 同南端（南西から）

3. 水路 4• 水田 3 (北から）



図版42

1. 土器溜り 4 (西から） 2. 竪穴住居24(北東から）
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3. 井戸13(南東から） 4. 井戸14(北から）

5. 溝63-66(南東から）

6. 土器溜り 5 (南西から）



図版43
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旧河道出土遺物(ll



図版44
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旧河道出土遺物2



図版45
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1日河道、竪穴住居 1,.__, 6出土遺物



図版46
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204 203 

井戸-1・2出土遺物



図版47
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井戸 3出土遺物



図版48
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井戸 4・6出土遺物
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土塙 5"'9・14出土遺物
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土塙16出土遺物
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土塙17・18・zo........ zz出土遺物



図版52
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土嘱24----28出土遺物



図版53
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土塙29出土遺物



図版54
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土填33・38・42・44出土遺物
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土塙45・49・53・58、溝14・17、水田層、水路3 出土遺物



図版56
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水路 1---...3、竪穴住居12-----14・16、土塙59出土遺物



図版57
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井戸 7,.....,9出土遺物
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溝29出土遺物
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溝35出土遺物



図版60
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土城墓 1・3・4、溝39出土遺物
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土器溜り 3、土城65・66・69・73・74出土遺物
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土塙81・89・94・95・100"-'105出土遺物
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溝52出土遺物
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溝52、井戸12出土遺物
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1. 製塩炉、土壊107、溝60・ 井戸13出土遺物
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2. I日河道出土石製品
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旧河道、土壊 2出土石製品
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土城75・77・89、溝52・62出土石製品
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木製品（弥生時代～古墳時代）（約1/5)
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木製品（奈良時代～中世）（約1/5)
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金属製品 (1/1, 2/5) 
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